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発刊に寄せて

岡部町では、「やさしさ」と「住民の自由ための行政の自立」を韮本理念と

して、都市拮盤整備の推進、福祉・教育の拡充、地域活性化事業などを積極的

に推遮しております。産業振興も重要な施策で、さきに榛沢地区に西部工業団

地整備事業を進めてきました。平成8年から 10年にかけて23.1ヘクタールのエ

業団地が造成され、現在では進出した企業すべてが順調に操業されており、地

域経済活性化に大いに貢献しております。

ところで本町は、骰かな自然の恵みをうけ、古くからの歴史と文化に支えら

れた伝統のある町で、特に原始。古代の遺跡が数多く所在しております。

なかでも、中宿遺跡で発見された建物跡群は、古代の榛沢郡の郡衛正倉とし

て高い注目を集めました。平成3年には県史跡「中宿古代倉庫群跡」の指定を

受け、全国的にも知られております。

町は指定地の公有地化や、古代倉庫の復原など史跡の保存整備を進め、現在

は中宿歴史公園として町民の憩いの場になっております。

また、西部工業団地整備事業地内にも国の重要文化財に指定された「緑釉手

付瓶」が出土した西浦北遺跡をはじめとした榛沢遺跡群が所在し、これらの遺

跡の発掘調査を財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団にお願いいたしました。

西部工業団地関係では、これまでに四冊の発掘調査報告書が刊行されました

が、本報告書が最後となります。これらの報告書には、かつて岡部の地に暮ら

した人々の足跡が記録され、その積み重ねのうちに長い歴史が築かれてきたこ

とを知ることができます。

岡部町では、こうした先人たちの営みによって育まれてきた特色ある地域文

化を大切に将米に伝えることを基礎にして、やさしさのある町づくりを進めて

いきたいと考えております。

結びに、本報告書の刊行にあたりご協力をいただきました多くの皆様に心か

ら感謝申し上げます。

平成17年 3月

岡部町長 神尾高善



序

埼玉県では、農かな彩の国づくりを実現するため、調和と均衡ある発展を目指

し、それぞれの地域の特性や文化に応じた整備事業を行っております。都市と農

村が調和をおりなす県北地域では、自然環境と共生し、創造性に満ちた活気ある

産業社会の構簗に向けて、先端技術産業を軸とした整備が推進されております。

岡部町西部工業団地造成事業は、県北地域の都市機能と居住環境の調和を図り

産業の発展と雇用の拡大を目的として、岡部町により計画されたものです。

工業団地造成地内には 5か所の埋蔵文化財包蔵地がありました。その取扱いに

つきましては、関係機関が慎重に協議を重ねてまいりましたが、やむを得ず記録

保存の措置が講じられることとなりました。調査につきましては、埼玉県教育局

生涯学習部文化財保護課の調整により、岡部町の委託を受け当事業団が実施いた

しました。

岡部町は、埼玉県内でも多くの埋蔵文化財が分布する地域として知られ、特に

県指定史跡の「中宿古代倉廂群跡」は古代における榛沢郡面の正倉と考えられて

おります。また、重要文化財の緑釉手付瓶を出土した西浦北遺跡はこの隣接地に

あたります。

岡部町西部工業団地関係の報告書はすでに沖田遺跡、大寄遺跡、宮西遺跡関係

の四冊が刊行されておりますが、今回の報告書で最後となります。遺跡の内容は、

縄文時代前期および古墳時代から平安時代の集落跡を中心とするものです。

本書が埋蔵文化財の保護、学術研究の悲礎資料として、また、埋蔵文化財の普

及や教育機関の参考資料として広く活用いただければ幸いです。

刊行にあたり、発掘調査に関する諸調整に御尽力をいただきました埼玉県教育

局生涯学習部文化財保護課をはじめ、発掘調査から報告書刊行に至るまで御協力

いただきました岡部町教育委員会、鹿島道路株式会社、株式会社横森製作所、東

洋エクステリア株式会社並びに地元関係者の方々に胴くお礼を申し上げます。

平成17年 3月

財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長福田陽充



例

本書は、大里郡岡部町に開発された岡部町西部エ

業団地造成事業地内に所在する大寄遺跡・沖田 I遺

跡・沖田II遺跡・沖田Ill遺跡・宮西遺跡のうち宮西

遺跡の一部に関する発掘調査報告書である。

1.遺跡の略号と代表地番及び発掘調査届に対する

指示通知は、以下のとおりである。

宮西遇跡第 1次 (MYNS)

大里郡岡部町大字榛沢340番地12他

平成 9年 2月18日付け教文 2-203局

宮西逍跡第 2次

大里郡岡部町大字榛沢304番地8他

平成 9年4月25日付け教文第 2-13号

宮西遺跡第 4次

大里郡岡部町大字榛沢305番地6他

平成10年4月24日付け教文 2-9号

2.発掘調査は、岡部町西部工業団地建設事業に伴

う事前調査であり、埼玉県教育局生涯学習部文化

財保護課が調整し、岡部町の委託を受け、財団法

人埼玉県埋蔵文化財調査事業団が主体となり実施

した。

3.本事業は、第 1章の組織により実施した。平成

8年度は元井茂、橋本勉、蟻崎一、木戸春夫、宮

瀧由紀子、鳥羽政之、宮本直樹が担当し、平成 9

年 1月6日から平成 9年 3月31日まで実施した。

平成9年度は橋本勉、中村倉司、儀崎一、富田利

夫、木戸春夫、平田菫之、松田哲が担当し、平成

9年 4月1日から平成10年3月31日まで実施した。

言

平成10年度は、儀崎一、石坂俊郎、福田聖、斎藤

欣延が担当し、平成10年 4月1日から平成10年8

月31日まで実施した。また、整理報告書作成作業

は木戸が担当し、平成14年度は平成14年10月1日

から平成15年3月24日まで、平成15年度は平成15

年4月1日から平成16年3月31日まで、平成16年

度は平成16年4月1日から平成16年8月31日まで

行った。

4.遺跡の基準点測量と航空写真は、株式会社東京

航業研究所に委託した。

5.発掘調査時の遺構写真撮影は各担当者が行った。

遺物写真は大屋道則が撮影した。

6.本報告書の出土品の整理・図版の作成は木戸の

もとで桜井元子・浅見ふみが行った。遺物実測は

縄文土器を黒坂禎二、縄文石器を西井幸雄・浅見

ふみが、金属製品を瀧瀬芳之、埴輪を大谷徹が行

い、それ以外は桜井元子・浅見ふみの補助を得た。

本文の執筆は木戸が行い、

穴澤義功

I -1を埼玉県教育

局生涯学習部文化財保護課、 W-1を黒坂禎二が

行った。

7.本書の編集は、木戸が担当した。

8.本書にかかる資料は平成17年度以降、埼玉県立

埋蔵文化財センターが保管する。

9.本書の作成にあたり下記の方々からご教示、ご

協力を賜った。記して謝意を表します。

（敬称略）

知久裕昭



凡例

l。本書の逍跡全測図における X・Yの座標値は、

国土標準平面直角座標第1X系に基づく座標値を示

している。また、各遺構図における方位指示は、

全て座標北を示している。

2. グリッドはlOmXlOm方眼で設定し、グリッド

の呼称は、北西隅の杭番号である。

3.遺構図及び実測図の縮尺は、原則として以下の

とおりである。

遺構図

住居跡・掘立柱建物跡•井戸跡・土堀…1/60

製鉄炉跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1/30• 1/60 

粘土採掘坑・古墳跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1/100

方形区画溝跡・溝跡・ •······················1/200

遺物図

土器・・・・・・・・・・・・1/4 土製品・・・・・・・・・・・・1/3• 1/4 

拓影図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1/1• 1/3 • 1/4 

石製品 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1/2• 1/3 • 1/4 

金属製品・・・・・・1/3 埴輪 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1/4

縄文時代石器 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2/3• 1/3 • 1/4 

上記に合わないものに関しては、縮尺率等をそ

のつど示している。

4.遺構図等に示す遺構表記の略号は以下のとおり

である。

s J…住居跡 SB…掘立柱建物跡

SE·••井戸跡 SF…製鉄炉跡

SX…竪穴状遺構・円形周溝状遺構・環状ピッ

ト列・焼土遺構・粘土採掘坑

SD…方形区画溝跡・溝跡

SK•••土墟 ST…古墳跡

5.挿図中のスクリーントーンは以下のことを示す。

遺構断面図斜線部分……地山

逍物図については緑釉陶器の緑釉塗布部分、

灰釉陶器の灰釉塗布部分、赤彩色部分、黒色

処理、羽口の還元範囲・鉄付着部分に網をか

けて示した。断面黒塗りは須恵器・須恵質を

表す。

6.遺構平面図のピットに付した数値は、上端から

の深さを示す。

7.遺構断面図における水平数値は、海抜高度を示

しており、単位mである。

8.遺物観察表は次のとおりである。

胎土は、肉眼で観察できるものについて示した。

A•••赤色粒 B…石英 C…長石 D…角閃石

E…白色粒 F…白色針状物質 G…雲母

H…砂粒 I…片岩 J…礫

9.編物石については、輪郭線を重ね図で示した。

10.本書に掲載した地形図等は以下のものを使用し

ている。

国土地理院 1/50000地形図

「高崎J「寄居J

国土地理院 1/25000地形図

「本庄」「寄居」「深谷J「三ヶ尻」

国上地理院 1/2500国土拮本図

IIX-J C 25―2」（昭禾036年作成）

国土地理院 航空写真

「KT-60-A A+16-2 3707J 



目次

く第 1分冊＞

□絵

発刊によせて

序

例言

凡例

目次

I 発掘調査の概要．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1 

1.調査にし＼たるまでの経過．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1 

2.発掘調査・報告書作成の経過…………… 2 

3.発掘調査・整理・報告書刊行の組織…… 4 

II 遺跡群の立地と環撹．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 7 

1. 地理的環境．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．。• 7 

2. 周辺の遺跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. 9 

m 逍跡群の概要•................................。 .....14

1.遺跡群の概要．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..........14 

2.宮西遺跡の概要．．．．．．．．．．．．．．．．．．..............。 18

w 古墳時代以降の遺構と遺物・・••……•…•…• ••44 

1. 竪穴住居跡 ・・・・・・・・・..............................44 

2. 掘立柱建物跡 ..................・・・・・・・・・・・・・・・・・・285

3. 井戸跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・324

4.竪穴状遺構．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・344

5. 円形周溝状遺構．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・346

6. 環状ピッ ト列 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・346

7. 製鉄炉跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •347

8.焼土遺構．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・356

9.粘土採掘坑．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．。357

10.方形区画溝跡...................................。368

く第 2分冊＞

11. 溝跡 ・河）ii跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •··374

12. 土堀．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． •404

13. 古墳跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ • 432 

14. 荼毘跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・434

15. 土煽募．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． •435

16.畠跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・436

17. 道路跡・・・・・・...●● 0 ● ● ● ● ● ●・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・438 

18. グリッド出土遣物 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・............443 

v 縄文時代の遺構と遺物 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・451

1 . 住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・451

2. 土壊 ．．．．．．．．．．．．。．．．．．．．．．．．．．．． 0 ・・・・・• o ● ● ● 0 ・・・・・・..500 

3. グリッド出土遺物・・・・・・.................・・・・・・・513

VI 結語 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・515

1 . 縄文時代 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・515

2. 土器の様相 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・519

挿図目次

第 1図年度別調査範囲．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 3

第 2図埼玉県の地形．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 7

第 3 図遺跡周辺の地形区分•…•• •………•…•… 8 

第 4図遺跡分布図．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 12

第5図周辺の遺跡・・..................................15 

第 6図 関連遣跡遺構分布図………………16• 17 

第7図 グリッド配置図．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 19

第8図全測図区割図．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 20

第 9図遺構全測図（1)..............................21 

第10図遺構全測図 (2).............................・ 22 



第11図遺構全測図 (3) • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • ・.. • • • 23 

第12図遺構全測図 (4).......。,.....................24 

第13図遺構全測図 (5)..............................25 

第14図遺構全測図 (6)............................。.26

第15図遺構全測図（7)........................。.....27

第16図逍構全測図 (8)........。,....................28 

第17図遺構全測図 (9)..............................29 

第18図遺構全測図（10)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..,・...... 30 

第19図遺構全測図（11)・ ・... ・.............. ・ ・ ・....... 31 

第20図遺構全測図（12)................。......。,.....32

第21図遺構全測図（13)・・・・・・・・・・・・・・................ 33 

第22図遇構全測図（14)...●●......................... 34 

第23図遺構全測図（15)......。,......................35

第24図遺構全測図（16)........。,....................36

第25図遺構全測図（17)...............。,......。......37

第26図遺構全測図（18)..............................38 

第27図遇構全測図 (19)・ ・........ ・... ・........... ・... 39 

第28図遺構全測図 (20)..............................40 

第29図遺構全測図（21).......●● ● ●................... 41 

第30図逍構全測図（22)....●● 0 ● ● ● ●.......。...........42

第31図遺構全測図 (23)..............................43 

第32図 第124号住居跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...........45 

第33図 第124号住居跡出士遺物・・..…•………… •46

第34図第125号住居跡。出土遺物……………… 47

第35図第127• 147号住居跡・出土遺物……… 48

第36図 第128号住居跡・出上遺物……………… 49

第37図 第130号住居跡・出土遺物…••………… •50

第38図第132• 133号住居跡・出土遺物……… 51

第39図 第134• 135号仕居跡・逍物出土状況… 52

第40図 第134• 135号住屈跡出土遇物·………••53

第41図第136。137• 138 • 149号住居跡。

遺物出土状況。• • •............................. 56 

第42図 第136• 137 • 138 • 149号住居跡出士遺物… 57

第43図 第139• 140 • 150号住居跡・・・・・・・・・・・・・・・・..59 

第44図第139• 150号住居跡出土遺物………… 60

第45図 第141号住居跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..60 

第46図 第141号住居跡出土遺物・・・•…•………… •61

第47図 第142• 151号住居跡・遺物出土状況… 62

第48図 第142号住居跡出土遺物・・……………… •63

第49図第143号住居跡・出土遺物……………… 65

第50図 第144• 145号住居跡 ・・・・・・・・・・・.............66 

第51図第144号住居跡出土遺物（1)…………… 67

第52図第144号住居跡出土遺物（2)…………… 68

第53図第145号住居跡出土遺物…………••……•69

第54図第146号住居跡・出土遺物……………… 69

第55図第152• 154 • 156 • 158 • 330号住居跡・

遺物出土状況．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．。 •70

第56図第152号住居跡出土遺物••……·……••… •71

第57図第158号住居跡出土遺物••……...…...…• 71 

第58図第153号住居跡・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 72

第59図第153号住居跡出土遺物••……………… •73

第60図 第155号住居跡・・・・・・...........................75 

第61図第155号住居跡出土遺物・...…•...…•..… •76

第62図第157号住居跡・出土遺物……………… 77

第63図 第159• 160号住居跡・遺物出土状況… 79

第64図第159• 160 • 176 • 177出土遺物……… 80

第65図 第161号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• 82 

第66図第161号住居跡遺物出土状況・

出土遺物（1).................................83 

第67図第161号住居跡出土遺物（2)…………… 84

第68図第162• 164 • 166 • 167 • 168号住居跡… 86

第69図 第162• 168号住居跡遺物出土状況…… 87

第70図第162号住居跡出土遺物（1)…………… 88

第71図 第162• 164号仕居跡出土遺物（2) …… 89

第72図第164号住居跡出土遺物………………… 90

第73図 第168号住居跡出土遺物・・・・・..…••……... 90 

第74図 第163号住居跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..91 

第75図 第165号住居跡・遺物出土状況………… 92

第76図第165号住居跡出土遺物 (1)…………… 92

第77図 第165号住居跡出土遺物（2)…………… 93

第78図第169• 170 • 190号住居跡・

遺物出土状況・出土遺物・...……•….... 95 

第79図第190号住居跡出土遺物·……...……… ••95

第80図第171• 186 • 191号住居跡。



逍物出土状況．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 96

第81図第171• 186 • 191号住居跡出土遺物…… 97

第82図 第174• 175号住居跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 99 

第83図第175号住居跡出土遺物………………•••100

第84図 第176号住居跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・101

第85図 第177号住居跡・遺物出土状況…………102

第86図第177号住居跡出土遺物…………………103

第87図 第178号住居跡・逍物出土状況…………105

第88図 第178号住居跡出土遺物・・..…•…••…•… •106

第89図 第179号住居跡・遺物出土状況…………107

第90図 第179号住居跡出土遺物•………..・・••… ••108

第91図 第180号住居跡・遺物出土状況…………109

第92図 第180号住居跡出土遺物…………………110

第93図第181号住居跡・出土遺物………………111

第94図第182号住居跡・出土遺物………………112

第95図第183• 189号住居跡・遺物出土状況・

出土遺物 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •114

第96図 第184号住居跡・遺物出土状況…………115

第97図第184号住居跡出土遺物…•…•……•・…・・116 

第98図 第185号住居跡・遺物出土状況…………117

第99図第185号住居跡出土遺物 (1)……………118

第100図第185号住居跡出土遺物 (2) …………119

第101図 第187号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・120

第102図 第188号住居跡・出土遺物……………120

第103図 第192号住居跡・出土遺物……………123

第104図第194号住居跡・出土遺物……………124

第105図 第195局住居跡・出土遺物……………125

第106図 第197号住居跡・逍物出土状況（1) ・・・126

第107図 第197号住居跡遺物出上状況 (2) ……127

第108図第197号住居跡出土遺物（1) …………128

第109図第197号住居跡出土遺物（2) …………129

第110図 第198号住居跡・遺物出土状況………131

第111図第198号住居跡出土遺物（1) …………132

第112図 第198号住居跡出土遺物 (2) …………133

第113図 第199• 200局住居跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・134

第114図第200号住居跡出土遺物………………135

第115図 第201号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・135

第116図 第204号住居跡・遺物出土状況………136

第117図 第204号住居跡出土遺物………………137

第118図第205• 207 • 243号住居跡・

出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・138

第119図第206号住居跡・出土遺物……………139

第120図 第208号住居跡・遺物出土状況………140

第121図 第208号住居跡出土遺物………………141

第122図第209号住居跡・遺物出土状況・

出土遣物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・143

第123図 第210号住居跡・遺物出土状況………144

第124図第210号住居跡出土遣物（1)•……… ••145

第125図第210号住居跡出土遺物（2) …………146

第126図第210局住居跡出土遺物 (3) …………147

第127図第210号住居跡出土遺物 (4) …………148

第128図 第211号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •150

第129図 第212号住居跡 ..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •151

第130図 第212号住居跡出土遺物 (1) …………152

第131図第212号住居跡出土遺物 (2) …………153

第132図 第213号住居跡・出土遺物……………154

第133図第214局住居跡・遺物出土状況・

出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・155

第134図 第215号住居跡・出土遺物……………156

第135図 第216号住居跡・出土遺物……………157

第136図 第217号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・158

第137図 第218号住居跡・出土遺物……………159

第138図 第219号住居跡・出土遺物……………160

第139図 第220号住居跡・出土遺物……………161

第140図 第221号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・162

第141図第221号住居跡出土遺物………………163

第142図 第222号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・163

第143図第223号住居跡・逍物出土状況・

出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・164

第144図 第224• 225号住居跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・166

第145図 第224• 225号住居跡遺物出土状況……167

第146図第224• 225号住居跡出土遺物…………168

第147図 第226• 244号住居跡・遺物出土状況…170

第148図第226号住居跡出土遺物 (1) …………171



第149図第226号住居跡出土遺物（2) …………172

第150図 第227• 253号住居跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・173

第151図第227号住居跡出土遺物………………174

第152図 第228• 232 • 233号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・ •175

第153図 第228号住居跡出土遺物………………175

第154図 第229号住居跡・出士遺物……………176

第155図 第230• 231号住居跡・遺物出土状況…177

第156図 第230号住居跡出土遺物………………178

第157図 第234号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・179

第158図 第235• 241号住居跡・遺物出土状況・

出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 0 ・・・・・・・・・・・・180

第159図 第236号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・• o・・・・・・・・・・・・・・・182

第160図第236号住居跡出土遺物………………183

第161図第237号住居跡・遺物出土状況・

出土逍物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・184

第162図 第238号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・185

第163図第238号住居跡出土遺物………………186

第164図 第239• 240号住居跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・186

第165図第242号住居跡・出土遺物……………187

第166図 第245号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・188

第167図第245号住居跡出土遺物………………188

第168図 第246号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・190

第169図 第247号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・191

第170図第247号住居跡出土遺物………………192

第171図 第248号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・193

第172図第248号住居跡出土遺物………………194

第173図第249号住居跡・出土遣物……………195

第174図 第250号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 0 ・・・・・・ •196

第175図第250号住居跡出土遺物・……………••197

第176図第251号住居跡・出土遣物……………198

第177図 第252号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・199

第178図 第254号仕居跡・遺物出土状況………199

第179図第254号住居跡出七遺物（1) …………200

第180図第254号住居跡出土遺物 (2) …………201

第181図第255号住居跡・出土遺物……………202

第182図第256号住居跡・出土遺物•…………••203

第183図 第257• 258号住居跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・204

第184図第257• 258号住居跡出上遺物…………205

第185図 第259号住居跡・遺物出土状況………206

第186図第259号住居跡出土遺物………………207

第187図第260号住居跡・出土遺物……………208

第188図第261号住居跡・·························。 •··209

第189図 第262• 263号住居跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・210

第190図第264号住居跡・出土遺物……………212

第191図第265号住居跡・出土遺物……………213

第192図第266号住居跡・出土遺物……………214

第193図第267号住居跡・出土遺物……………215

第194図 第268号住居跡・出土遺物……………216

第195図 第271号住居跡 。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・217

第196図第271号住居跡出土遺物………………218

第197図 第272号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・219

第198図 第274号住居跡・出土遺物…………•••220

第199図 第275号住居跡・出土遺物………•… ••220

第200図 第276• 277号住居跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・222

第201図 第276号住居跡出土遺物………………223

第202図第277号住居跡出土逍物………………223

第203図第278号住居跡。出土遣物……………224

第204図第279号住居跡・出土遺物…………•••225

第205図第280号住居跡・出土遺物……………226

第206図 第281号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・227

第207図第281号住居跡出土遺物………………228

第208図 第282号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・• o・・・・・・・・・・・・・229

第209図第283号住居跡・出土遺物……………229

第210図第284号住居跡・出土遺物……………230

第211図 第285号住届跡 ・・・・...・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・231

第212図 第286丹住居跡 ..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 0 ・・・・232

第213図 第286号住居跡出土遺物..………・・・・・・・233

第214図 第287• 288号住居跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・234

第215図 第287号住居跡出土遺物 (1) …………235

第216図第287号住居跡出土遺物 (2) …………236

第217図第288号住居跡出七逍物………………236

第218図 第289• 290局住居跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・237

第219図第289号住居跡出土遺物………………237

第220図 第291号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・238



第221図 第291号住居跡出土遺物………………239

第222図 第292号住居跡・出土逍物……………240

第223図 第293• 308号住居跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・242

第224図第293号住居跡出土遺物………………242

第225図 第294号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・244

第226図 第295• 301号住居跡・出土遇物………245

第227図 第296号住居跡・出土遺物……………246

第228図 第297号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・246

第229図 第299号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・248

第230図 第299号住居跡出土遺物………………249

第231図 第300号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 0・・・・・・249

第232図 第302号住居跡・出土遺物……………250

第233図 第303号住居跡・出上遺物……………251

第234図 第304号住居跡・遺物出土状況·…… ••252

第235図第304号住居跡出土逍物 (1) …………253

第236図 第304号住居跡出土遺物（2) …………254

第237図 第304号住居跡出土遺物（3) …………255

第238図 第306号住居跡・遺物出土状況………256

第239図 第306号住居跡出土遇物 (1) …………257

第240図 第306号住居跡出土遺物（2) …………258

第241図 第307号住居跡・出土遺物……………259

第242図 第309• 322号住居跡・・・・・・・・・ 0 ・・・・・・・・・・・・・・260

第243図 第309号住居跡出土遇物………………261

第244図 第322号住居跡出土遺物………………261

第245図 第310号住居跳 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・262

第246図 第311号住居跡・出土遣物………·… ••263

第247図 第312• 314号住居跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・265

第248図 第312• 314号住居跡遺物出土状況……266

第249図 第312号住居跡出土遣物（1) ……… •••267

第250図第312号住居跡出土遺物 (2) …………268

第251図第314号住居跡出土遺物 (1) …………269

第252図第314号住居跡出土遣物（2) …………270

第253図 第313号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・271

第254図 第315号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・272

第255図 第315号住居跡出土遺物（1) …………273

第256図 第315号住居跡出土逍物 (2) …………274

第257図 第315号住居跡出上遺物 (3) …………275

第258図 第316号住居跡・出土遺物……………277

第259図 第319• 320号住居跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・279

第260図 第320号住居跡出土遺物………………279

第261図 第321号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・280

第262図第323号住居跡・出土遺物……………281

第263図第324号住居跡・出土遺物……………281

第264図 第325号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・282

第265図 第326号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・282

第266図第327号住居跡・出土遺物……………283

第267図 第328号住居跡 ・・・・ 0 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・284

第268図第329号住居跡。出土遺物…………•••284

第269図 第 1 号掘立柱建物跡••………...……• o ・・287

第270図 第2号掘立柱建物跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・288

第271図第 3 号掘立柱建物跡…••….....…•… ····289

第272図第 3号掘立柱建物跡出土遺物…………290

第273図 第4号掘立柱建物跡・出土遺物………290

第274図 第 5 号掘立柱建物跡・•…•…•…•……•・・・291

第275図 第 6 号掘立柱建物跡・出土遺物·……••292

第276図 第7号掘立柱建物跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・293

第277図 第 7 号掘立柱建物跡出土遺物………•••294

第278図 第8号掘立柱建物跡・出土遺物………295

第279図 第 9 号掘立柱建物跡・·…..…...…•…·・・・296

第280図第10• 11 • 12号掘立柱建物跡・

晶土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・297

第281図 第13号掘立柱建物跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・299

第282図 第14号掘立柱建物跡・・・ •…....……....…300 

第283図 第15号掘立柱建物跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・301

第284図 第16号掘立柱建物跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・302

第285図 第17号掘立柱建物跡・出土遺物……•••303

第286図 第18号掘立杜建物跡・出土遺物………304

第287図 第19号掘立柱建物跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• •305 

第288図 第20号掘立柱建物跡・出土遺物·……••306

第289図 第21号掘立柱建物跡・出土遇物………307

第290図 第22号掘立柱建物跡・出上遺物………308

第291図第23号掘立柱建物跡••…••……•……… •309

第292図 第24号掘立柱建物跡・・・・・・・・・・・・・・・...●● ● ● ● •310 

第293図 第24号掘立柱建物跡出t遺物…………311



第294図第25号掘立柱建物跡……••…••…•…•…311

第295図第26号掘立柱建物跡……••....…••…•…312

第296図第27号掘立柱建物跡••…•• •……•• ·…•…313 

第297図 第28号掘立柱建物跡・出土遺物·…… ••314

第298図 第29局掘立柱建物跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •315

第299図 第30号掘立柱建物跡・出土遺物………316

第300図 第31号掘立柱建物跡・出土遺物………318

第301図第32• 33号掘立柱建物跡・••…•• ••…… ••319 

第302図第34• 35号掘立柱建物跡…..…·…••… •320

第303図第36号掘立柱建物跡•…..……••…••…· •322 

第304図第37号掘立柱建物跡•…•• ·…•…••…·… •323 

第305図井戸跡（1)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・329 

第306図井戸跡（2)....................................330 

第307図井戸跡（3)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・331 

第308図井戸跡（4)・............ ・ ・ ・...... ・.......... ・.. 332 

第309図井戸跡（5)....................................333 

第310図 井戸跡出土遺物（1) ・・•…••…………•...334 

第311図井戸跡出土遺物 (2)......・................ ・335 

第312図井戸跡出土遺物 (3). …………•…••…..336 

第313図井戸跡出土遺物（4)....・.. ・ ・........... ・.. ・337 

第314図井戸跡出土遺物 (5)..................・.... ・338 

第315図井戸跡出土遺物 (6)......・................ ・339 

第316図 井戸跡出土遺物 （ 7) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •340

第317図井戸跡出土遺物 (8).…………………..341 

第318図 竪穴状遺構・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •345

第319図竪穴状遺構出土遺物……•……..……"·346

第320図 円形周溝状遺構・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..347 

第321図 環状ピッ ト列・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..347 

第322図 第1号製鉄炉跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 0・・・・・・ •348 

第323図 第1号製鉄炉跡出土遺物………………349

第324図第2号製鉄炉跡・遣物出上状況・

出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..350 

第325図 第3号製鉄炉跡・出土遺物……………351

第326図製鉄関連遺物構成図（1)•…………… ••352

第327図製鉄関連遺物構成図（2)………………353

第328図製鉄関連遺物構成図 (3)………………354

第329図 焼土遺構・出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..356 

第330図 粘土採掘坑・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・358

第331図粘土採掘坑出土遺物 (1)………………359

第332図粘土採掘坑出土遺物（2) …………•… ••360

第333図粘土採掘坑出土遺物 (3)………………361

第334図粘土採掘坑出土遺物 (4).. …••…•….. • ・362 

第335図粘土採掘坑出土遣物 (5)………………363

第336図粘土採掘坑出土遺物 (6).. …••…•… ····364

第337図 方形区画溝跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・369

第338図 方形区画溝跡遺物出土状況……………370

第339図方形区画溝跡出土遺物（1) ………… •••371

第340図方形区画溝跡出土遺物（2)……………372

第341図溝跡 (1)• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • ・376 

第342図溝跡（2)・..................................... ・377 

第343図溝跡 (3)• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • ・378 

第344図溝跡（4)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・379 

第345図溝跡 (5)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・380 

第346図溝跡 (6)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・381 

第347図溝跡（7).......................................382 

第348図溝跡 (8)• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • ・383 

第349図溝跡（9)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・384 

第350図溝跡 (10) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・385 

第351図溝跡（11) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・386 

第352図溝跡 (12) • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • ・387 

第353図溝跡 (13) • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • ・388 

第354図溝跡（14) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・389 

第355図溝跡（15) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・390 

第356図溝跡 (16) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・391 

第357図溝跡 (17) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・392 

第358図 河JII跡・出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・393

第359図 溝跡出土遺物 （ 1) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •394

第360図 溝跡出土遺物 （2)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・395

第361図 溝跡出土遺物 （3)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・396

第362図溝跡出土遺物（4)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・397 

第363図溝跡出土遺物 (5)...........................398 

第364図 溝跡出土遺物 （ 6). ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •399

第365図土塙（1)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・405 

第366図土堀（2)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. ・・・・406 



第367図土壊（3)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・407 

第368図上堀（4)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・408 

第369図土堀 (5)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・409 

第370図土壊（6)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・410 

第371図土壊（7)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・411 

第372図土壊 (8)...............................・...... ・412 

第373図土堀（9)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・413 

第374図土堀 (10) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・414 

第375図土煽（11) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・415 

第376図土塙（12) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・416 

第377図土壊（13) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・417 

第378図土堀（14) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・418 

第379図土堀（15) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・419 

第380図 土壊出土遺物 （ 1) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •424

第381図土壊出土遺物（2)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・425 

第382図土壊出土遺物 (3)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・426 

第383図土堀出土遺物（4)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・427 

第384図土堀出土遺物 (5)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・428 

第385図 第 1 号古墳跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• •433 

第386図 荼毘跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •434

第387図第2号荼毘跡出土遺物…………………435

第388図 土堀墓・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・435

第389図第 1号土堀菓出土遺物…………………436

第390図第 2号土壊墓出土遺物…………………436

第391図 畠跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •437

第392図 第1号道路跡 （ 1) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •439

第393図第 1号道路跡（2)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・440 

第394図第 1 号道路跡出土遺物………•………••441

第395図第 2号道路跡出土遺物…………………441

第396図 第2• 3号道路跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・442

第397図 グリッド出土遺物 (1)....・............. ・・・445 

第398図 グリッド出土遇物 (2)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・446 

第399図 グリッド出土遺物 (3)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・447 

第400図 グリッド出土遺物 (4)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・448 

第401図 第33号住居跡 （1)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・452

第402図第33号住居跡 (2)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・453 

第403図第33号住居跡出土遺物 (1)……………454

第404図第33号住居跡出土遺物（2)……………455

第405図第33号住居跡出土遺物 (3)……………456

第406図第33号住居跡出土遺物 (4)……………457

第407図 第33丹住居跡出土遺物 (5)……………458

第408図第33号住居跡出土遺物 (6)……………459

第409図第33号住居跡出土遺物 (7)•………… ••460

第410図第33号住居跡出土遺物 (8)……………461

第411図 第118号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •462

第412図第118号住居跡出土遺物………………463

第413図 第126号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •464

第414図第126号住居跡出土遺物………………465

第415図 第129• 131号住居跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・467

第416図第129• 131号住居跡出土遺物…………468

第417図第148丹住居跡・遺物出土状況・

出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・469

第418図第173号住居跡・出土遺物……………470

第419図第193号住居跡・遺物出土状況・

出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・471

第420図第196号住居跡・出土遺物……………473

第421図 第202号住居跡・遺物出土状況………474

第422図第202号住居跡出土遺物………………474

第423図第203号住居跡（1) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・475 

第424図 第203号住居跡 （2) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •476

第425図第203号住居跡出土遺物 (1) …………477

第426図第203号住居跡出土遺物 (2) …………478

第427図第269号住居跡・遺物出土状況・

出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・480

第428図 第270号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •481

第429図第270号住居跡出土遺物 (1) …………482

第430図第270号住居跡出土遺物 (2) …………483

第431図第273号住居跡・出土遺物……………484

第432図 第298号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •485

第433図第298号住居跡出土遺物 (1) …………486

第434図第298号住居跡出土遺物（2) …………487

第435図第298号住居跡出土遺物 (3) …………488

第436図第298号住居跡出土遺物（4) …………489

第437図 第305号住居跡 （1) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・490



第438図 第305号住居跡（2)・遺物出土状況…491

第439図 第305号住居跡出土遺物（1) …………492

第440図 第305号住届跡出土遺物（2) …………493

第441図 第317号住居跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..495 

第442図 第317号住居跡出土遺物………………496

第443図第318号住居跡・出土遺物 (1) ………497

第444図第318号住居跡出上遺物（2) …………498

第445図 第318号住居跡出土遺物 (3) …………499

第446図 土壊・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..500 

第447図 土壊出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• •501 

第448図 グリッド出土遺物 （1)..・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •503 

第449図 グリッド出土遺物 (2).....................504 

第450図 グリッド出土遺物 (3).....................505 

第451図 グリッド出土遺物 (4)......・.. ・... ・・・・・・・・506 

第452図 グリッド出土逍物 (5)。....................507 

第453図 グリッド出土遺物 (6).・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・508

第454図 グリッド出土遺物 (7)・ ・ ・............ ・... ・・509 

第455図 グリッド出土遺物 (8)・ ・...... ・...... ・... ・・510 

第456図 グリッ ド出土遺物 （9)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・511

第457図 宮西遺跡 l期の土器・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・520

第458図宮西遺跡 II 期の土器••…...…••...…… ••522

第459図宮西遺跡m期の土器••…...…••...…… ••524

第460図 宮西遺跡W期の土器・•…•..・・...…...…• •526 

第461図 宮西遺跡V期の土器..・・..…•• ••…•… ····528 

第462図 宮西逍跡VI 期の土器・・・・..…..・・・・・・..… ••530

第463図宮西遺跡VII・Vlll・IX期の七器…………532

第464図宮西遺跡X・XI・Xll・Xlll期の土器……534

第465図宮西遺跡間・＼＼期の土器………………536

第466図 宮西遺跡罰・1i1]・澗期の土器…………538

第467図宮西遺跡XIX・パ・ X¥1期の土器…………540

表目次

第 1表 各遺跡の調査期間と面積……………… 2

第 2表 第124号住居跡出土遺物観察表………… 46

第 3表 第125号住居跡出土遺物観察表………… 47

第 4表 第127号住届跡出土遺物観察表………… 48

第 5表 第128号住居跡出土遺物観察表………… 49

第 6表 第130号住居跡出土遺物観察表………… 50

第 7表 第132号住居跡出上遺物観察表………… 51

第 8表 第133号住居跡出土遺物観察表………… 51

第 9表 第134号住居跡出土遺物観察表………… 54

第10表 第135号住居跡出土遺物観察表………… 54

第11表 第136号住居跡出土遺物観察表………… 58

第12表 第137号住居跡出土遺物観察表………… 58

第13表 第138号住居跡出土逍物観察表・・……… •58

第14表 第149号住居跡出土遺物観察表·………••58

第15表 第139号住居跡出土遺物観察表………… 60

第16表 第150号住居跡出土遺物観察表………… 60

第17表 第141号住居跡出土遺物観察表………… 61

第18表 第142号住居跡出土遺物観察表………•••63

第19表 第143号住居跡出上遺物観察表………… 66

第20表 第144号住居跡出土遺物観察表………… 68

第21表 第145号住居跡出土遺物観察表………… 69

第22表第146号住居跡出士遺物観察表…•……••69

第23表 第152号住居跡出土遣物観察表………… 71

第24表 第158号住居跡出土遣物観察表………… 71

第25表第153号住居跡出土遣物観察表………… 73

第26表 第155号住居跡出土遺物観察表………… 76

第27表 第157号住居跡出土遺物観察表………… 77

第28表 第159号住居跡出土遺物観察表………… 81

第29表第159• 160 • 176 • 177号住居跡

出土遺物観察表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..81 

第30表 第160号住居跡出土遺物観察表………… 81

第31表 第161号住居跡出土遣物観察表………… 85

第32表 第162号住居跡出土遣物観察表………… 88

第33表 第162• 164号住居跡出土遺物観察表… 89

第34表 第164号住居跡出土遺物観察表………… 90

第35表 第168号住居跡出上逍物観察表………… 91

第36表 第165号住居跡出土遺物観察表………… 94

第37表 第170居住居跡出土遺物観察表………… 95



第38表 第190号住居跡出土遺物観察表………… 96 第75表第223• 224号住居跡出土遺物観察表…164

第39表 第171号住居跡出土遺物観察表………… 98 第76表 第224号住居跡出土遺物観察表…………169

第40表第186号住居跡出土遺物観察表………… 98 第77表第224• 225号住居跡出土遺物観察表…169

第41表 第191号住居跡出上遺物観察表………… 98 第78表第225号住居跡出上遺物観察表…………169

第42表 第175号住居跡出土逍物観察表…………100 第79表 第226号住居跡出土遺物観察表…………172

第43表第177号住居跡出土遺物観察表…………104 第80表第227号住居跡出土遺物観察表…………174

第44表第178局住居跡出土遺物観察表…………106 第81表 第228号住居跡出土逍物観察表…………176

第45表第179号住居跡出土遺物観察表…………108 第82表第229号住居跡出土遺物観察表…………177

第46表 第180号住居跡出七遺物観察表…………111 第83表第230号住居跡出土遺物観察表…………179

第47表 第181号住居跡出土遺物観察表…………111 第84表第235号住居跡出土遺物観察表…………181

第48表第182号住居跡出土遺物観察表…………113 第85表第236号住居跡出土遺物観察表…………183

第49表 第183号住居跡出土遺物観察表…………114 第86表 第237号住居跡出土遺物観察表…………184

第50表 第184号住居跡出土遺物観察表…………117 第87表第238号住居跡出土遺物観察表…………186

第51表第185号住居跡出上遺物観察表…………119 第88表第242号住居跡出土遺物観察表…………187

第52表第188号住居跡出土遺物観察表…………121 第89表第245局住居跡出土遺物観察表…………189

第53表第192号住居跡出土遺物観察表…………123 第90表 第247号住居跡出土遺物観察表…………193

第54表第194号住居跡出土遺物観察表…………125 第91表第248号住居跡出土遺物観察表…………194

第55表第195号住居跡出土遺物観察表…………125 第92表 第249号住居跡出土遺物観察表…………195

第56表 第197号住居跡出上遺物観察表…………130 第93表 第250号住居跡出土遺物観察表…………196

第57表第197号住居跡出土編物石計測表………130 第94表 第251号住居跡出土遺物観察表…………198

第58表 第198号住居跡出土遺物観察表…………134 第95表第254号住居跡出土遺物観察表…………201

第59表 第200号住居跡出士遺物観察表…………135 第96表 第255号住居跡出土遺物観察表…………202

第60表第204号住居跡出土遺物観察表…………137 第97表 第256号住居跡出土遺物観察表…………203

第61表第205号住居跡出土遺物観察表…………139 第98表第257号住居跡出土遺物観察表…………205

第62表 第206号住居跡出土遺物観察表…………139 第99表 第257• 258号住居跡出土遺物観察表…205

第63表第208号住居跡出土遺物観察表…………141 第100表第258局住居跡出土遺物観察表………205

第64表第209号住居跡出土追物観察表…•……••143 第101表 第259号住居跡出土遺物観察表………207

第65表 第210号住居跡出土遺物観察表…………149 第102表 第260号住居跡出土遣物観察表………208

第66表第212号住居跡出土遺物観察表…………153 第103表第264号住居跡出土遺物観察表………212

第67表第213号住居跡出上遺物観察表…………154 第104表第265号仕居跡出土遺物観察表………213

第68表第214号住居跡出土遺物観察表…………155 第105表 第266号住居跡出土逍物観察表………214

第69表第215号住居跡出土遺物観察表…………156 第106表第267号住居跡出土遇物観察表………215

第70表第216号住居跡出土逍物観察表…………157 第107表第268号住居跡出土遺物観察表………216

第71表第218号住居跡出土遺物観察表…………159 第108表 第271号住居跡出土遺物観察表………219

第72表第219号住居跡J1:Iヽ ＼土遺物観察表…………160 第109表第274号住届跡出土遺物観察表………220

第73表第220号住居跡出土遺物観察表•……… ••161 第110表 第275号住居跡出土遺物観察表………220

第74表第221号住居跡出土遣物観察表…………163 第111表 第276号住居跡出土遺物観察表………223



第112表第277号住居跡出土遺物観察表………223 第149表 第7号掘立柱建物跡出土逍物観察表…294

第113表 第278号住居跡出土遺物観察表………224 第150表 第 8号掘立柱建物跡出土遺物観察表…296

第114表 第279号住居跡出土遺物観察表………225 第151表 第11号掘立柱建物跡出土遺物観察表…298

第115表 第280号住居跡出土遺物観察表………226 第152表 第12号掘立柱建物跡出土遺物観察表…298

第116表第281号住居跡出土遺物観察表………228 第153表 第17号掘立柱建物跡出土遺物観察表…304

第117表 第283号住居跡出土遺物観察表………229 第154表 第18号掘立柱建物跡出土遺物観察表…304

第118表第284号住居跡出土遺物観察表………230 第155表 第20号掘立柱建物跡出土遺物観察表…306

第119表 第286号住居跡出土遺物観察表………233 第156表 第21号掘立柱建物跡出土遺物観察表…307

第12切長 第287号住居跡出土遺物観察表………236 第157表 第22号掘立柱建物跡出土遺物観察表…308

第121表第288号住居跡出土遺物観察表………237 第158表 第24号掘立柱建物跡出土遺物観察表・・・311

第122表 第289号住居跡出土遺物観察表………237 第159表 第28号掘立柱建物跡出土遺物観察表…314

第123表第291号住居跡出土遺物観察表………239 第160表 第30号掘立柱建物跡出土遺物観察表…316

第124表 第292号住居跡出土遺物観察表………241 第161表 第31号掘立柱建物跡出土遺物観察表…318

第125表第293号住居跡出土遺物観察表………242 第162表第4号井戸跡出土遺物観察表…………341

第126表第295号住居跡出土遺物観察表………245 第163表第 5号井戸跡出土遺物観察表…………341

第127表 第296丹住居跡出土遺物観察表………246 第164表第6号井戸跡出土遺物観察表…………342

第128表 第299号住居跡出土遺物観察表・・…… •249 第165表第 7号井戸跡出土遺物観察表…………342

第129表第302号住居跡出土遺物観察表………250 第166表 第8号井戸跡出土遺物観察表…………342

第13閲ミ 第303号住居跡出土遺物観察表………251 第167表 第9号井戸跡出土遺物観察表…………342

第131表第304号住居跡出土遺物観察表………256 第168表 第11号井戸跡出土遺物観察表…………342

第132表 第306号住居跡出土遺物観察表………258 第169表 第15号井戸跡出土遺物観察表…………343

第133表 第307号住居跡出土遺物観察表………259 第170表 第16号井戸跡出土遺物観察表…………343

第134表第309号住居跡出土遺物観察表………261 第171表 第18号井戸跡出土遺物観察表…………343

第135表第322号住居跡出土遺物観察表………261 第172表 第20号井戸跡出土遺物観察表…………343

第136表 第311号住居跡出土遺物観察表………264 第173表第21号井戸跡出土遺物観察表…………343

第137表 第312号住居跡出土遺物観察表………268 第174表 第22号井戸跡出土遺物観察表…………343

第138表 第314号住居跡出土遺物観察表………271 第175表第23号井戸跡出土遺物観察表…………343

第139表第315号住居跡出土逍物観察表………276 第176表第24号井戸跡出土遺物観察表…………343

第140表第316号住居跡出土遺物観察表………278 第177表 第28号井戸跡出土遺物観察表…………344

第141表 第320号住居跡出土遺物観察表………279 第178表第29号井戸跡出土遺物観察表…………344

第142表 第323号住居跡出土遺物観察表………281 第179表第2号竪穴状遺構 (SX 4)出土遺物

第143表第324号住居跡出土遺物観察表………281 観察表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・"346

第144表第327号住居跡出土遺物観察表………283 第180表第4号竪穴状遺構 (SX 8)出土遣物

第145表第329号住居跡出土遺物観察表………284 観察表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・346

第146表 第 3号掘立柱建物跡出土遺物観察表…290 第181表第 1号製鉄炉跡出土遇物観察表………349

第147表 第4号掘立柱建物跡出土遺物観察表…290 第182表 第2号製鉄炉跡出土遺物観察表………350

第148表 第6号掘立柱建物跡出土遺物観察表…292 第183表 第3号製鉄炉跡出土遺物観察表………351



第184表製鉄関連遺物観察表・•…• •…•..……·… •355 第218表 第17号溝跡出土遺物観察表••………… •400

第185表 粘土採掘坑 (SX12)出土遺物観察表・・・365 第219表第18号溝跡出土遺物観察表・…………••400

第186表 粘土採掘坑 (SX13)出土遺物観察表…365 第220表 第19号溝跡出土遺物観察表・…………••401

第187表 粘土採掘坑 (SX14)出土遇物観察表…365 第221表 第20号溝跡出土逍物観察表…………•••401

第188表 粘土採掘坑 (SXl5)出土遺物観察表…365 第222表 第21号溝跡出土遺物観察表……………401

第189表粘土採掘坑 (SX15。16)出土遣物 第223表 第23号溝跡出土遺物観察表……………401

観察表・・・・・・・・・・・・・ 0・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・365 第224表 第26号溝跡出上遺物観察表…………•••401

第190表 粘土採掘坑 (SX16)出土遺物観察表…365 第225表第35号溝跡出土遺物観察表・………… ••402

第191表 粘土採掘坑 (SX17)出土遺物観察表…365 第226表 第36号溝跡出土遺物観察表………•… ••402

第192表 粘土採掘坑 (SX26)出土遺物観察表…365 第227表 第37号溝跡出土遺物観察表……………402

第193表粘土採掘坑 (SX30 • 31。32)出土遺物 第228表第39号溝跡出土遺物観察表……………402

観察表・・・・・・....................・・・・・・・・・・・・・・..366 第229表第40号溝跡出土遺物観察表…………•••402

第194表 粘土採掘坑 (SX31)出土遺物観察表・・・366 第230表第41号溝跡出土遺物観察表・………… ••402

第195表粘土採掘坑 (SX 33 • 34 • 35)出土遺物 第231表第43号溝跡出土遺物観察表…•………••402

観察表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・366 第232表第44号溝跡出土遺物観察表……………402

第196表 粘土採掘坑 (SX37)出土遺物観察表…366 第233表 第45号溝跡出土遺物観察表……………402

第197表 粘土採掘坑 (SX40)出土遺物観察表・・・366 第234表第48号溝跡出土遣物観察表……………402

第198表 粘土採掘坑 (SX53)出土遺物観察表…366 第235表 第49号溝跡出土遺物観察表…………•••403

第199表 粘土採掘坑 (SX54)出土遣物観察表…367 第236表 第50号溝跡出土遺物観察表……………403

第200表 粘土採掘坑 (SX 1)出土逍物観察表…367 第237表 第52号溝跡出土遺物観察表•………… ••403

第201表 粘土採掘坑 (SXll)出土遺物観察表…367 第238表第57号溝跡出土遺物観察表……………403

第202表 粘土採掘坑 (SX56)出土遺物観察表…367 第239表 第59号溝跡出土遺物観察表・・………… •403

第203表 粘土採掘坑 (SX57)出土遺物観察表…367 第24切長 河JII跡出土遺物観察表・・・・・・ •………..…404 

第204表 粘土採掘坑 (SX59)出土遺物観察表…367 第241表 土塙計測表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・419

第205表 粘土採掘坑 (SX60)出土遺物観察表…367 第242表 第12号土堀出土遺物観察表……………428

第206表 粘土採掘坑 (SX62)出土遺物観察表…367 第243表 第14号土壊出土遺物観察表……………428

第207表 粘土採掘坑 (SX63)出土遺物観察表…367 第244表 第17号土堀出土遺物観察表……………428

第208表 粘土採掘坑 (SX64)出土逍物観察表…367 第245表 第41号土壊出土遺物観察表……………428

第209表 方形区画溝跡出土遺物観寮表……… •••373 第246表 第45号土塙出土遣物観察表……………428

第210表 溝跡計測表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..375 第247表 第55号土墟出土遺物観察表……………429

第211表 第 1号溝跡出土遺物観察表……………400 第248表第58号土堀出土遺物観察表……………429

第212表 第 2号溝跡出土遺物観察表……………400 第249表 第64号土堀出土遺物観察表……………429

第213表第 3 局溝跡出上遺物観察表…………•••400 第250表第72号土堀出土遣物観察表……………429

第214表 第 4丹溝跡出土逍物観察表……………400 第251表 第73号土塙出土遺物観察表……………429

第215表第 5号溝跡出土遺物観察表……………400 第252表第75号上堀出土遺物観察表………·…••429

第216表第 7 号溝跡出土遺物観察表·…………••400 第253表 第84• 85号土堀出土遺物観察表………429

第217表 第15号溝跡出土逍物観察表……………400 第254表 第92号土堀出土遺物観察表……………429



第255表 第93号土堀出土遺物観察表……………429 第282表 第228号土堀出土遺物観察表…………431

第256表 第99号土壊出土遺物観察表……………429 第283表 第229号土堀出土逍物観察表…………432

第257表 第104号土壊出土遺物観察表…………429 第284表 第238号土堀出土遺物観察表…………432

第258表 第106号土壊出土遺物観察表…………430 第285表 第239号土壊出土遺物観察表…………432

第259表 第109号土壊出土遺物観察表…………430 第286表第247号土堀出t遺物観察表…………432

第260表第110号上壊出土遺物観察表…………430 第287表第 2号荼毘跡出土遺物観察表…………435

第261表第118号土壊出土遺物観察表・……… ••430 第288表 第 1 号土堀墓品土遣物観察表・……… ••435

第262表第121号土壊出土遺物観察表…………430 第289表 第2号土堀墓出土遺物観察表…………436

第263表第122号土壊出土遺物観察表…………430 第290表 第1号道路跡出土遺物観察表…………441

第264表 第123号土堀出土遺物観察表…………430 第291表 第2号道路跡出土遺物観察表…………441

第265表 第137号土堀出土遺物観察表…………430 第292表 グリッド出土遺物観察表………………449

第266表第141号土堀出土遺物観察表…………430 第293表 第33号住居跡出土石器観察表…………462

第267表第146号土壊出土遺物観察表…………430 第294表 第126号住居跡出土石器観察表………465

第268表 第157号土堀出土遺物観察表…………430 第295表 第129号住居跡出土石器観察表………468

第269表 第167号土壊出土遺物観察表…………430 第296表 第173号住居跡出土石器観察表………470

第270表 第171号土塙出土遺物観察表…………430 第297表 第193号住居跡出土石器観察表………472

第271表第174号土塙出土遺物観察表…………431 第298表 第196号住居跡出土石器観察表………473

第272表第175号土壊州土遺物観察表…………431 第299表 第203号住居跡出土石器観察表………478

第273表 第179局土堀出土遺物観察表…………431 第300表 第269号住居跡出上石器観察表………480

第274表 第183号土堀出土遺物観察表………•••431 第301表第270号住居跡出土石器観察表………483

第275表 第197号土塙出土遇物観察表…………431 第302表第273号住居跡出土石器観察表・…… ••484

第276表第198号土塙出土遺物観察表…………431 第303表 第298号住居跡出土石器観察表………489

第277表第200号土堀出土遺物観察表…………431 第304表 第305号住居跡出土石器観察表………493

第278表 第202局土堀出土遺物観察表…………431 第305表 第317号住居跡出土石器観察表………496

第279表第203号土堀出土遺物観察表…………431 第306表第318号住居跡出土石器観察表………499

第280表第204号土塙出土遺物観察表…………431 第307表 第160号土堀出土石器観察表…………501

第281表 第225号土堀出上遺物観察表…………431 第308表 グリッド出土石器観察表・•…..…••..… •512



図 版 目 次

遺跡固辺の地形（昭和35年） 第162• 164号住居跡

図版 l 北東調査区全景（南から） 図版14 第162号住居跡カマド

北東調査区全景（北から） 第163号住居跡

図版 2 第185• 193号住居跡付近 第165局住居跡貯蔵穴遺物出土状況

第50局溝跡 図版15 第168号住居跡

図版 3 道路跡 第178号住居跡

第50• 52 • 54 • 61 • 63号溝跡 第179号住居跡

図版 4 第124号住居跡 図版16 第180号住居跡

第125号住居跡 第180号住居跡遺物出土状況

第127• 147号住居跡 図版17 第181号住居跡

図版 5 第128号住居跡 第182号住居跡

第130号住居跡 第183号住居跡

第132• 133号住居跡 図版18 第183号住居跡遺物出土状況

図版 6 第134号住届跡 第184号住居跡

第135号住居跡 第185号住居跡

第136局住居跡 図版19 第188号住居跡

図版 7 第137号住居跡 第189号住居跡

第139号住居跡 第192号住居跡

第140号住居跡 図版20 第194号住居跡遺物出土状況

図版 8 第141号住居跡 第197号住居跡

第141• 142 • 151号住居跡 第197号住居跡カマド遺物出土状況

第142号住居跡 図版21 第197号住居跡カマド

図版 9 第142号住居跡遺物出土状況 第198号住居跡

第143号住居跡 第201号住居跡

図版10 第144号住居跡 図版22 第204号住居跡遺物出土状況

第145号住居跡 第205号住居跡

第149号住居跡 第206号住居跡

図版11 第149号住居跡遺物出土状況 図版23 第208号住居跡遺物出土状況

第150号住居跡遺物出土状況 第209号住居跡

第153号住居跡 第210号住居跡

図版12 第155号住居跡遺物出土状況 図版24 第210号住居跡遺物出土状況

第157号住居跡 第211号住居跡

第159号住居跡 第211号住居跡遺物出土状況

図版13 第160号住居跡 図版25 第212号住居跡

第161号住居跡 第213号住居跡



第214号住居跡 図版38 第254号住居跡カマド遺物出土状況

図版26 第215号住居跡 第254号住居跡貯蔵穴遺物出土状況

第217号住居跡 第255号住居跡

第218号住居跡 図版39 第257• 258号住居跡

図版27 第219号住居跡 第259局住居跡遺物出土状況

第220号住居跡 第259号住居跡カマド遺物出土状況

第221号住居跡 図版40 第259号住居跡遺物出土状況

図版28 第222号住居跡 第262号住居跡

第223号住居跡 第263号住居跡

第224号住居跡カマド 図版41 第264号住居跡

図版29 第226号住居跡 第265号住居跡

第226号住居跡遺物出土状況 第267局住居跡

第226号住居跡貯蔵穴遺物出土状況 図版42 第267号住居跡遺物出土状況

図版30 第228号住居跡 第268号住居跡貯蔵穴

第230号住居跡 第271• 272号住居跡

第230• 231号住居跡 図版43 第273号住居跡

図版31 第230号住居跡貯蔵穴遺物出土状況 第274号住居跡

第235号住居跡貯蔵穴遺物出土状況 第278号住居跡

第235号住居跡貯蔵穴遺物出土状況 図版44 第278号住居跡遺物出土状況

図版32 第236• 237号住居跡 第279号住居跡

第236号住居跡 第280号住居跡

第238号住居跡 図版45 第280号住居跡貯蔵穴遺物出土状況

図版33 第239号住居跡 第281号住居跡

第244号住居跡 第281号住居跡カマド遺物出土状況

第245号住居跡遺物出土状況 図版46 第281号住居跡粘土検出状況

図版34 第245号住居跡 第282号住居跡

第246号住居跡炉跡 第286号住居跡

第247号住居跡 図版47 第287号住居跡

図版35 第247号住居跡遺物出土状況 第287号住居跡遺物出土状況

第247号住居跡逍物出土状況 第287号住居跡遺物出土状況

第247号住居跡遺物出土状況 図版48 第289号住居跡

図版36 第248号住居跡 第291号住居跡

第249号住居跡 第291号住居跡カマド遺物出土状況

第250号住居跡 図版49 第292号住居跡

図版37 第251号住居跡 第293号住居跡

第252号住居跡 第293号住居跡遺物出土状況

第254号住居跡 図版50 第297号住居跡



第299号住居跡 第203号住居跡

第300号住居跡 第269号住居跡

図版51 第302号住居跡 第269号住居跡炉体土器

第303号住居跡 図版62 第270号住居跡

第304号住居跡 第273局住居跡

図版52 第304号住居跡カマド 第298号住居跡

第307号住居跡 第298号住居跡遺物出土状況

第308号住居跡 図版63 第305号住居跡

図版53 第309• 322号住居跡 第305号住居跡炉跡

第310号住居跡 第317号住居跡遺物出土状況

第312号住居跡 第318号住居跡

図版54 第312号住居跡カマド遺物出土状況 図版64 第 3号掘立柱建物跡

第314号住居跡 第 5号掘立柱建物跡

第314号住居跡遺物出土状況 第 6号掘立柱建物跡

図版55 第314号住居跡カマド周辺遺物出土状況 第 7号掘立柱建物跡

第314号住居跡カマド遺物出土状況 第 8号掘立柱建物跡

第311• 315号住居跡 第 9号掘立柱建物跡・第118号住居跡

図版56 第315号住居跡貯蔵穴遺物出土状況 第10号掘立柱建物跡

第315号住居跡カマド遺物出土状況 第12号掘立柱建物跡

第316号住居跡 図版65 第26局掘立柱建物跡

図版57 第319• 320号住居跡 第 5局井戸跡

第321• 325号住居跡 第 6号井戸跡遺物出土状況

第322号住居跡 第 7号井戸跡

図版58 第324号住居跡 第 7号井戸跡遺物出土状況

第33号住居跡 第 8号井戸跡

第33号住居跡炉跡 第 8 • 9号井戸跡

第126号住居跡 第 9号井戸跡

図販59 第129号住居跡 図版66 第15号井戸跡

第131号住居跡 第16号井戸跡

第148号住居跡 円形周溝状遺構 (SX 3) 

第148号住居跡炉体土器 第 1号製鉄炉跡

図版60 第173号住居跡 第 1局製鉄炉跡遺物出土状況

第193局住居跡 第 3号製鉄炉跡羽口出土状況

第193号住居跡炉跡 第3号製鉄炉跡羽D出土状況

第196号住居跡 焼土遺構 (SX 5) 

図版61 第202丹住居跡 図版67 粘土採掘坑 (SX 12) 

第202号住居跡炉跡 方形区画溝跡北側ピット群 (SD42) 



方形区画溝跡北辺 (SD42) 第139号住居跡第44図l

第 1• 2号溝跡 第141号住居跡第46図 l

第 8 • 9 • 10号溝跡 第141号住居跡第46図2

第15号溝跡 図版72 第141号住居跡第46図3

第19号溝跡遺物出土状況 第141号住居跡第46図4

第49• 59号溝跡 第141号住居跡第46図5

図版68 第50号溝跡 第142号住居跡第48図l

第52号溝跡 第143号住居跡第49図3

第54号溝跡 第144号住居跡第51図l

第61号溝跡 第144号住居跡第51図2

第46号土堀。第 1号土壊募 (SK47) 第144号住居跡第51図16

第66号土塙 第146号住居跡第54図2

第92号土堀 第146号住居跡第54図3

第141号士壊 図版73 第152号住居跡第56図l

図版69 第150号上堀 第152号住居跡第56図2

第195号土煽 第152号住居跡第56図3

第217号土塙 第155号住居跡第61図l

第225号土堀 第155号住居跡第61図3

第229号t煽 第155号住居跡第61図4

第231号上堀 第155号住居跡第61図7

第238号土堀 第161号住居跡第66図2

第239号土堀 第161号住居跡第66図4

図版70 第247号七壊 第162• 164号住居跡第71図9

第265号土塙 図版74 第168号住居跡第73図l

第266号上壊 第165号住居跡第76図2

第267号土堀 第165号住居跡第76図3

第268号土堀 第165号住居跡第76図5

第 1号荼毘跡 第165号住居跡第76図6

第 2号土堀陪 第165号住居跡第76図7

グリッド遺物出土状況 第190号住居跡第79図 l

図版71 第124号住居跡第33図l 第175号住居跡第83図2

第132号住居跡第38図2 第175号住居跡第83図7

第135号住居跡第40図4 第177号住居跡第86図2

第135号住居跡第40図7 図版75 第177号住居跡第86図3

第135号住居跡第40図8 第177号住居跡第86図4

第135号住居跡第40図9 第177号住居跡第86図5

第135号住居跡第40図10 第179号住居跡第90図 1



第179号住居跡第90図3 第198局住居跡第111図7

第180号住居跡第92図 l 第198号住居跡第111図8

第180号住居跡第92図2 第198号住居跡第111図9

第180号住居跡第92図3 第198号住居跡第111図10

第180号住居跡第92図4 第198号住居跡第111図11

第182号住居跡第94図2 第198号住居跡第111図12

図版76 第182号住居跡第94図3 第205号住居跡第118図2

第182号住居跡第94図4 第206号住居跡第119図 l

第182号住居跡第94図5 第208号住居跡第121図 l

第182号住居跡第94図6 図版80 第209号住居跡第122図 l

第182号住居跡第94図7 第210号住居跡第124図2

第182号住居跡第94図10 第210号住居跡第124図3

第183号住居跡第95図 1 第210号住居跡第124図9

第184号住居跡第97図2 第210号住居跡第124図10

第184号住居跡第97図 5 第210号住居跡第124図11

第184号住居跡第97図6 第212号住居跡第130図 l

図版77 第185号住居跡第99図 l 第212号住居跡第130図2

第185号住居跡第99図2 第212号住居跡第130図3

第188号住居跡第102図2 第212号住居跡第130図4

第188号住居跡第102図3 図版81 第212号住居跡第130図7

第188号住居跡第102図4 第213号住居跡第132図4

第195号住居跡第105図 1 第215号住居跡第134図 l

第195号住居跡第105図2 第218号住居跡第137図 1

第197号住居跡第108図3 第218局住居跡第137図2

第197号住居跡第108図4 第218号住居跡第137図3

第197号住居跡第108図 5 第219号住居跡第138図 l

図版78 第197号住居跡第108図6 第224号住居跡第146図 l

第197号住居跡第108図 7 第224号住居跡第146図2

第197号住居跡第108図8 第224号住居跡第146図4

第197号住居跡第108図9 図版82 第224号住居跡第146図 5

第197号住居跡第108図10 第227号住居跡第151図2

第197号住居跡第108図11 第227号住居跡第151図3

第198号住居跡第111図 l 第227号住居跡第151図4

第198号住居跡第111図3 第236号住居跡第160図l

第198号住居跡第111図4 第236号住居跡第160図5

第198号住居跡第111図5 第236号住居跡第160図6

図版79 第198号住居跡第111図6 第236号住居跡第160図 7



第237号住居跡第161図l 第292号住居跡第222図4

第238号住居跡第163図1 第299号住居跡第230図 l

図版83 第245号住居跡第167図2 第303号住居跡第233図l

第245号住居跡第167図5 第307号住居跡第241図 l

第250号住居跡第175図l 第312号住居跡第249図2

第250号住居跡第175図3 図版87 第312号住居跡第249図3

第254号住居跡第179図2 第312号住居跡第249図4

第254号住居跡第179図4 第312号住居跡第249図5

第254号住居跡第179図5 第312号住居跡第249図6

第254号住居跡第179図6 第312号住居跡第250図25

第254号住居跡第179図9 第314号住居跡第251図l

第254号住居跡第179図10 第315号住居跡第255図4

図版84 第257号住居跡第184図l 第315号住居跡第255図8

第257号住居跡第184図2 第329号住居跡第268図2

第257号住居跡第184図5 第 3号掘立柱建物跡第272図 1

第257号住居跡第184図6 図版88 第 3号掘立杵建物跡第272図4

第257号住居跡第184図7 第 6号掘立柱建物跡第275図 1

第257• 258号住居跡第184図8 第 6号掘立柱建物跡第275図2

第257• 258号住居跡第184図9 第 7号掘立柱建物跡第277図3

第266号住居跡第192図l 第12号掘吃柱建物跡第280図2

第266号住届跡第192図2 第28号掘立柱建物跡第297図l

第267号住居跡第193図2 第 5号井戸跡第310図4

図版85 第267号住居跡第193図3 第 5号井戸跡第310図21

第267号住居跡第193図5 第 5号井戸跡第310図22

第268号住居跡第194図l 第 5号井戸跡第310図25

第271号住居跡第196図l 図版89 第 5号井戸跡第310図26

第271号住居跡第196図3 第 5号井戸跡第311図29

第271号住居跡第196図4 第16号井戸跡第314図5

第275号住居跡第199図2 第16号井戸跡第314図7

第275号住居跡第199図3 第24号井戸跡第316図19

第278号住居跡第203図l 粘t採掘坑 (SX 12) 第331図2

第279号住居跡第204図l 粘土採掘坑 (SX 26) 第332図6

図版86 第279号住居跡第204図3 粘土採掘坑 (SX 26) 第332図7

第281号住居跡第207図l 粘土採掘坑 (SX26) 第332図9

第281号住居跡第207図2 粘土採掘坑 (SX 30 • 31 • 32) 第332図12

第281号住居跡第207図6 図版90 粘土採掘坑 (SX30 • 31 • 32) 第332図13

第287号住居跡第215図2 粘土採掘坑 (SX30 • 31 • 32) 第332図17



粘土採掘坑 (SX 33 • 34 • 35) 第333図32 グリッド第398図48

粘土採掘坑 (SX40) 第334図38 図版94 グリッド 第398図49

粘土採掘坑 (SX54) 第334図43 グリッド第398図51

粘土採掘坑 (SX54) 第334図46 第136号住居跡第42図2

粘土採掘坑 (SX54) 第334図48 第149号住居跡第42図15

粘土採掘坑 (SX60) 第335図9 第155号住居跡第61図10

粘土採掘坑 (SX 63) 第335図11 第161号住居跡第66図 l

方形区画溝跡第339図3 第161号住居跡第66図10

図版91 方形区画溝跡第339図4 第161号住居跡第67図12

方形区画溝跡第339図 5 図版95 第161号住居跡第67図14

方形区画溝跡第339図15 第168号住居跡第73図2

方形区画溝跡第339図19 第168号住居跡第73図3

第 4号溝跡第360図l 第168号住居跡第73図4

第 7号溝跡第360図7 第165号住居跡第76図 1

第21号溝跡第360図21 第165号住居跡第76図4

第52号溝跡第364図2 第175号住居跡第83図9

第52号溝跡第364図4 第177号住居跡第86図6

第52号溝跡第364図 5 図版96 第177号住居跡第86図7

図版92 第52局溝跡第364図6 第177号住居跡第86図8

第52号溝跡第364図8 第177号住居跡第86図9

第14号土堀第380図3 第177号住居跡第86図16

第141号土壊第382図15 第179号住居跡第90図7

第171号土塙第383図 l 第179号住居跡第90図9

第 1号土壊墓第389図 l 第184号住居跡第97図11

第 1号土壊墓第389図 2 第184局住居跡第97図12

第 1号上壊蓼第389図 3 図版97 第185号住居跡第99図3

第 2号土堀墓第390図 1 第185号住居跡第99図13

第 2号土堀墓第390図 2 第188号住居跡第102図5

図版93 第 2号土堀簗第390図3 第188号住居跡第102図6

第 2号土堀墓第390図4 第192号住居跡第103図 l

第 2号土堀墓第390図 5 第192号住居跡第103図2

グリッド第397図21 第197号住居跡第108図14

グリッド第397図22 第198号住居跡第112図26

グリッド第398図42 図版98 第204号住居跡第117図3

グリッド第398図44 第204号住居跡第117図8

グリッド第398図45 第210号住居跡第124図8

グリッド第398図46 第210号住居跡第124図12



第210号住居跡第124図13 第309号住居跡第243図6

第210号住居跡第124図14 第312号住居跡第249図9

第210号住居跡第124図15 第312号住居跡第249図16

第210号住居跡第124図20 第314号住居跡第251図18

図版99 第210号住居跡第124図22 第314号住居跡第252図27

第210号住居跡第124図23 第315号住居跡第255図3

第210号住居跡第124図26 第315号住居跡第255図6

第210号住居跡第125図39 図版104 第315号住居跡第255図7

第212号住居跡第130図5 第315号住居跡第255図15

第212号住居跡第130図6 第315号住居跡第255図21

第212号住居跡第130図8 第315号住居跡第256図29

第212号住居跡第130図9 第315号住居跡第257図38

図版100 第212号住居跡第130図10 第316号住居跡第258図4

第212号住居跡第130図11 第316号住居跡第258図5

第218号住居跡第137図4 第316号住居跡第258図11

第224号住居跡第146図8 図版105 第 7号掘立柱建物跡第277図l

第225号住居跡第146図15 第30号掘立柱建物跡第299図2

第226号住居跡第148図l 第 5号井戸跡第310図9

第226号住居跡第148図8 第 5号井戸跡第310図10

第230号住居跡第156図l 第 5号井戸跡第310図11

図版101 第230号住居跡第156図2 第 5号井戸跡第310図12

第247号住居跡第170図l 第 5号井戸跡第310図13

第247号住居跡第170図2 第22号井戸跡第315図8

第247号住居跡第170図8 図版106 粘土採掘坑 (SX30 • 31 • 32) 第332図18

第247号住居跡第170図11 粘上採掘坑 (SX31) 第333図30

第248号住居跡第172図1 枯土採掘坑 (SX33 • 34 • 35) 第333園33

第250号住居跡第175図10 粘土採掘坑 (SX33 • 34 • 35) 第333図34

第254号住居跡第179図12 方形区画溝跡第339図17

図版102 第259号住居跡第186図2 方形区画溝跡第340図31

第259号住居跡第186図9 方形区画溝跡第340図34

第271号住居跡第196図2 第21号溝跡第360図17

第280号住居跡第205図l 図版107 第52号溝跡第364図12

第286号住居跡第213図6 第14号十蒻［ 第380図5

第286局住居跡第213図7 グリッド 第397図20

第287号住居跡第215図11 グリッド 第398図53

第293号住居跡第224図4 第124号住居跡第33図6

図版103 第303号住居跡第233図2 第127号住居跡第35図2



図版108 第137号住居跡第42図8 第198号住居跡第111図20

第137号住居跡第42図12 第198号住居跡第111図21

第142号住居跡第48図2 第200号住居跡第114図3

第142号住居跡第48図3 第204号住居跡第117図l

第142号住居跡第48図4 第204号住居跡第117図5

第142号住居跡第48図7 図版115 第210号住居跡第124図16

図版109 第142号住居跡第48図9 第210局住居跡第124図17

第144号住居跡第51図23 第210号住居跡第124図18

第153号住居跡第59図4 第210号住居跡第124図21

第153号住居跡第59図6 第210号住居跡第125図36

第155号住居跡第61図9 第210号住居跡第125図43

第161号住居跡第66図5 図版116 第210号住居跡第125図45

図版110 第161号住居跡第66図6 第210号住居跡第125図47

第161号住居跡第66図7 第210号住居跡第125図48

第161号住居跡第66図9 第210局住居跡第126図51

第161号住居跡第66図11 第212号住居跡第130図13

第162• 164号住居跡第71図11 第212号住居跡第130図14

第165号住居跡第77図9 図版117 第212号住居跡第130図15

図版111 第165号住居跡第77図10 第212号住居跡第130図16

第165号住居跡第77図18 第212号住居跡第130図17

第190号住居跡第79図2 第212号住居跡第130図18

第191号住居跡第81図12 第212号住居跡第130図19

第191号住居跡第81図15 第212号住居跡第130図20

第177号住居跡第86図11 図版118 第212号住居跡第130図21

図版112 第180号住居跡第92図9 第212号住居跡第130図22

第185号住居跡第99図14 第213号住居跡第132図5

第185号住居跡第99図15 第221号住居跡第141図 l

第185号住居跡第99図16 第221号住居跡第141図2

第194号住居跡第104図10 第224号住居跡第146図11

第197号住居跡第108図13 図版119 第226号住居跡第148図3

図版113 第197号住居跡第109図21 第226丹住居跡第148図4

第197号住居跡第109図22 第226号住居跡第148図5

第197号住居跡第109図23 第229号住居跡第154図1

第198号住居跡第111図16 第229号住居跡第154図2

第198号住居跡第111図17 第230号住居跡第156図6

第198号住居跡第111図18 図版120 第235号住居跡第158図5

図版114 第198号住居跡第111図19 第235号住居跡第158図6



第247号住居跡第170図3 第315号住居跡第255図14

第247号住居跡第170図4 第315号 住 居 跡 第255図23

第247号住居跡第170図5 第315号住居跡第256図26

第247号住居跡第170図6 図版127 第315号住居跡第256図27

図版121 第247号住居跡第170図10 第315号 住 居 跡 第256図30

第247号住居跡第170図13 第315号住居跡第257図31

第247号住居跡第170図14 第315号住居跡第257図32

第250号住居跡第175図5 第315号住居跡第257図34

第250号住居跡第175図6 第316局住居跡第258図9

第250号住居跡第175図7 図版128 第329号住居跡第268図3

図版122 第250号住居跡第175図8 第 5号井戸跡第311図31

第254号住届跡第179図14 第 5号井戸跡第311図32

第254号住居跡第180図17 第16号井戸跡第314図10

第255号住居跡第181図l 第21号井戸跡第315図6

第259号住居跡第186図5 第28号井戸跡第317図l

第259号住居跡第186図7 図版129 粘土採掘坑 (SX30 • 31 • 32) 第333図22

図版123 第259号住居跡第186図8 粘土採掘坑 (SX30 • 31 • 32) 第333図26

第259号住居跡第186図10 粘士採掘坑 (SX 31) 第333図27

第259号住居跡第186図11 粘土採掘坑 (SX37) 第333図35

第267号住居跡第193図6 粘土採掘坑 (SX56) 第335図4

第271号住居跡第196図5 粘土採掘坑 (SX63) 第335図13

第271号住居跡第196図7 図版130 粘土採掘坑 (SX64) 第336図l

図版124 第271号住居跡第196図10 方形区画溝跡第340図29

第271号住居跡第196図11 方形区画溝跡第340図32

第271号住居跡第196図14 第21号溝跡第361図33

第287号住居跡第215図7 第52局溝跡第364図13

第287号住居跡第215図9 第75号土壊第381図11

第307号住居跡第241図5 図版131 第127号住居跡第35図l

図版125 第312号住居跡第249図20 第142号住居跡第48図5

第312号住居跡第249図21 第142号住居跡第48図6

第314号住居跡第252図24 第142号住居跡第48図8

第314号住居跡第252図25 図版132 第144号住居跡第51図22

第314号住居跡第252図29 第152号住居跡第56図5

第315号住居跡第255図9 第153号住居跡第59図5

図版126 第315号住居跡第255図10 第161号住居跡第67図15

第315号住居跡第255図12 図版133 第162号住居跡第70図1

第315号住居跡第255図13 第162号住居跡第70図2



第162号住居跡第70図3 第210号住居跡第127図61

第162号住居跡第70図4 図版143 第210号住居跡第127図62

図版134 第162号住居跡第71図5 第212号住居跡第130図23

第162号住居跡第71図6 第212号住居跡第131図24

第162• 164号住居跡第71図10 第212局住居跡第131図25

第168号住居跡第73図 5 図版144 第224号住居跡第146図7

図版135 第165号住居跡第77図14 第226号住居跡第148図6

第165号住居跡第77図15 第226号住居跡第148図7

第165号住居跡第77図16 第230号住居跡第156図8

第165号住居跡第77図17 図版145 第248号住居跡第172図 2

図版136 第177号住居跡第86図15 第254号住居跡第179図13

第177号住居跡第86図19 第254号住居跡第179図15

第179号住居跡第90図5 第281号住居跡第207図10

第180号住居跡第92図7 図版146 第286号住居跡第213図8

図版137 第180号住居跡第92図8 第287号住居跡第215図8

第180号住居跡第92図13 第311号住居跡第246図13

第180号住居跡第92図14 第312号住居跡第249図18

第184号住居跡第97図15 図版147 第312号住居跡第249図19

図版138 第185号住居跡第99図18 第315号住居跡第256図24

第185号住居跡第100図20 第315号住居跡第256図25

第185号住居跡第100図21 粘土採掘坑 (SX26) 第332図11

第197号住居跡第108図16 図版148 第92号土堀第382図 l

図版139 第197号住居跡第108図17 グリッド 第399図66

第197号住居跡第108図18 緑釉陶器

第197号住居跡第109図19 図版149 灰釉陶器

第197号住居跡第109図20 青磁

図版140 第197号住居跡第109図25 図版150 粘土採掘坑 (SX37) 第334図37

第198号住居跡第111図22 図版151 第 2号製鉄炉跡第324図2 • 4 

第198号住居跡第112図23 ミニチュア土器・土製品・土錘

第198号住居跡第112図24 図版152 第197号住居跡第109図（1)

図版141 第204号住居跡第117図4 第197号住居跡第109図 (2)

第204号住居跡第117図10 図版153 砥石（1)

第210号住居跡第125図44 砥石 (2)

第210号住居跡第125図46 図版154 砥石（3) .磨石（1)

図版142 第210号住居跡第126図49 磨石 (2)

第210号住居跡第126図50 図版155 第 7、16号井戸跡

第210号住居跡第126図53 第313図2、第314図11• 12 



第22号井戸跡第316図11~15 X線写真（側面） 第167図8

図版156 紡錘車 第 1号溝跡第359図9

石製品 グリッド（三彩） 第397図 l

図版157 鉄製品 図版164 第33号住居跡第404図14

第 3号溝跡第359図14 第33号住居跡第404図15

第21号溝跡第360図20 第33号住居跡第404図18

第21号溝跳第360図24 第33号住居跡第405図22

第 2号土壊墓第390図2 図版165 第118号住 居 跡 第412図 l

図版158 第178、181、223• 224、309、 第129号住 居 跡 第416図 1

322号住居跡出土円筒埴輪 第129号住居跡第416図2

第208、291号住居跡出土円筒埴輪・ 第148号住居跡第417図 l

形象埴輪 図版166 第269号住居跡第427図 l

図版159 第304号住居跡出土円筒埴輪 第305号住居跡第439図 l

第306号住居跡出土円筒埴輪 第317号住居跡第442図 l

図版160 第45、73号土塙、グリッド出土円筒埴輪 第66号土堀第447図3

第178、208、291、304号住居跡、 図版167 第33号住居跡第403図 l

第204号土堀出土形象埴輪 第33号住居跡第403図2

図版161 第178号住居跡第88図6 第33号住居跡第403図3

第278号住居跡第203図3 第33号住居跡第403図4

第304号住居跡第236図15 第33号住居跡第403図5

第304号住居跡第236図16 第33号住居跡第403図6

第304号住居跡第236図17 図版168 第33号住居跡第403図7

第304号住居跡第237図21 第33号住居跡第403図8

第306号住居跡第239図6 第33号住居跡第403図9

第21号溝跡第362図44 第33号住居跡第403図10

グリッド 第400図79 第33号住居跡第404図11

図版162 第304号住居跡出上盈形埴輪 第237図20 第33号住居跡第404図12

同上上面 図版169 第33号住居跡第404図13

第306号住居跡出土動物埴輪脚部 第239図10 第33号住居跡第404図16

同上上面 第33号住居跡第404図17

第306号住居跡出土女子埴輪第240図12 第33号住居跡第404図19

図版163 第192号住居跡第103図3 第33号住居跡第405図20

粘土採掘坑 (SX 15) 第331図15 第33号住居跡第405図21

第293号住居跡第224図6 図版170 第33号住居跡第405図30

X線写虞第224図6 第126号住居跡第414図 l

第245号住居跡第167図8 第148号住居跡第417図2

X線写真第167図8 第193号住居跡第419図 l



第202号住居跡第422図 l 第203号住居跡第425図

第203号住居跡第425図 1 図版178 第270号住居跡第429• 430図

図版171 第270号住居跡第429図 l 第298号住居跡第434• 435図

第270号住居跡第429図 2 図版179 第298号住居跡第435図

第270号住居跡第429図 3 第305号住居跡第439• 440図

第298号住居跡第433図 1 図版180 第318号住居跡第443• 444図

第298号住居跡第433図 2 第318号住居跡第444図

第298号仕居跡第433図 3 図版181 グリッド 第448図

図版172 第298号住居跡第433図 4 グリッド 第448• 449図

第298号住居跡第433図 5 図版182 グリッド 第449• 450図

第298号住居跡第433図 6 グリッド 第450図

第298号住居跡第434図 7 図版183 グリッド 第451図

第298号住居跡第434図 8 石鏃

第298号住居跡第434図 9 図版184 石錐・石匙・スクレイパー・異形石器・

図版173 第298号住居跡第434図11 快状耳飾・装飾品

第305号住居跡第439図 2 尖頭器・スクレイパー

第305号住居跡第439図 3 図版185 石核・礫器

第318号住居跡第443図 l 磨製石斧

第318号住居跡第443図 2 図版186 打製石斧（1)

第160号土堀第447図12 打製石斧（2)

図版174 グリッド 第448図 l 図版187 オ］製石斧 (3)

グリッド 第448図 2 磨石（1)

グリッド 第448図 3 図版188 磨石 (2)

グリッド 第448図 4 敲石・凹み石

グリッド 第448図 5 図版189 第298、317号住居跡第436図70、

図版175 第33号住居跡第406図（1) 第442図10

第33号住居跡第406• 407図 (2) 第305号住居跡第440図32

図版176 第33号住居跡第407• 408図 図版190 グリッド 第456図199

第33号住居跡第408図 図版191 製鉄関連遺物（1)

図版177 第118、126号住居跡第412• 414図 図版192 製鉄関連遺物 (2)
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1 発掘調査の概要

1.調査にいたるまでの経過

岡部町は、農業を中心とした町づくりから、産業

構造の転換を図り、工業、商業、農業のバランスが

とれた創造性豊かな活力に満ちた町づくりの実現に

取り組んでいる。

事業の目玉となる道の駅おかべ、中宿歴史公園、

古代倉庫復原など県指定史跡中宿遺跡を中心に史跡

を活用した総合的な整備と、岡部駅周辺の区画整理

事業が始まった。事業地内の熊野遺跡の事前発掘調

査も実施され、和同開賓や三彩陶枕などの注目すべ

き出土品から、熊野遣跡は律令時代の榛澤郡価の中

心地と椎定されている。

こうした開発事業に対応するため、町は祈たに平

成 5年度から文化財保護体制の整備と充実を図るた

め、教育委員会に文化財保護室を設置した。県はこ

れに応え県職員を派遣し体制の強化を支援している。

一方、町は工業の導人振興によって税収の増大と

雇用の促進をはかるため、榛澤地区に開発面積

231,000rri'の民間企業 3社が進出する岡部町西部エ

業団地建設を誘致した。

工業団地建設予定地には埋蔵文化財包蔵地が所在

するため、町は事業者とその取り扱いについて協議

を菫ねてきた。町教育委員会は平成 8年9月から11

月にかけて、予定地内の試掘調査を実施し、 5ヵ所

の遺跡の所在を確認した。遺跡の面積は合計約

86,200m'に達することが明らかとなった。

町は遺跡を出来るだけ保存する方向で開発企業3

社に設計変更を要望して、調査期間の短縮、調在費

用の縮減をはかった。しかし、町文化財保謹室の体

制は区画整理や歴史公園建設、町史編さん事業等と

並行して、［業団地の発掘調査に対応するだけの条

件が整わず、町t体となっての発掘調査計画は暗礁

に乗り上げた。

行き詰まった状況を何とか打開するため、岡部町

長は工業団地建設促進に伴う埋蔵文化財の発掘調査

協力について、県の協力が得られるよう県教育委員

会に陳情し、指導及び協力を依頼した。

町は苦しい財政状況の中で 6人の専門職員を配し、

文化財行政の積極的推進に努め先進的な体制造りに

努力している。県はこうした町の姿勢を高く評価し

た。この上さらに工業団地の発掘調査を実施するだ

けの余力は残されていないと判断した。そこで県文

化財保護課は調査の受皿として財団法人埼［県坪蔵

文化財調査事業団（以下「埋文事業団J。）が受証事

業として実施できるかどうか検討に入り、関係各方

面と調整を図り、受託条件等を整備した。そして局

内の合意を得て市町村支援の観点から、埋文事業団

が委証を受けて発掘調査を実施する旨、正式に町と

事業者に伝え、理解と協力を求めた。その方針は、

調査主体を埋文事業団とし、町も調査組織に職員を

派遣して全面協）J体制をとるものである。さっそく

関係者間で具体的な調在期間、方法、経費を中心に

協議が行われた。

かくして平成 8年12月19日付け教文第1246号で県

から事業者の鹿島道路株式会社・株式会社横森製作

所・東洋エクステリア株式会社あて、岡部町と事業

委託契約の締結を、岡部町は埋文事業団と事業委証

契約の手続きを行うよう通知した。

発掘調査に先立ち事業者からは文化財保護法第57

条の 2第1項に拮づく発掘届が、埋文事業団からは

同法第57条第 1項に甚づく発掘調査届が提出され、

平成 9年 1月6日から発掘調査が開始された。

それぞれに対する指示通知は以下のとおりである。

発掘届 平成 9年 2月18日付け教文第 3-689号

発掘通知

第 1次平成9年 2月18日付け教文第 2-203号

第2次平成9年 4月25日付け教文第 2-13号

第4次平成10年 4月24日付け教文第 2-9号

（文化財保護課）

ー



2.発掘調査・報告書作成の経過

発掘調査

岡部町西部丁業団地造成用地内に所在する周知の

遺跡は、大寄遺跡、宮西遺跡、西浦北遺跡の 3遺跡

である。各遺跡の範圃及び遺構確認を目的とした試

掘調査は岡部町教育委員会によって行われた。その

結果前記 2遺跡において遺構が確認された。さらに

新たに沖田 I遺跡、沖田 II遺跡、沖川III遺跡の存在

が確認された。特に大寄遺跡、宮西遺跡については

第 1表 各遺跡の調査期間と面積

平成 8年度 平成 9年度

濃密に遺構が分布することが明らかとなった。西浦

北遺跡については、対象範囲では遺構は確認されな

かった。以上の結果から前記 5遺跡について調査を

行うこととなった。

調査に当たっては文化財保護課、岡部町教育委員

会、開発担当者代表である鹿島道路株式会社と綿密

な協議を行い、各遺跡の調査時期と調査部分につい

て決定した。各遺跡の調査期間及び面禎は第 1表に

示したとおりである。

平成10年度

1 2 3 4 5 6- 78  9 10 11 12 1 2 3 4 5 互＿ 7 8 

大寄遺跡

34,lOOm' 

沖田 I遺跡

3,7oom 
＾‘→  ` ― 

沖田II遺跡

4,500111 

沖田III遺跡

4,800n1 

宮西遺跡

18,180 m' 

以下に宮西遺跡に関する調在について記す。

調査

宮西遺跡は、西部工業団地用地内に所在する遺跡

群の中では、南東部に位置する。謂査は平成 9年 1

月6日から平成10年8月31日まで 3回に分けて行わ

れた。調査面積は約18,180可である。

平成 8年度は調査区中央部に東西に延びる工業団

地内の道路部分から調査を開始した。重機による表

土掘削を行ったところ、各種の遺構が確認された。

調査区東側では古墳時代前期頃の住居跡を埃して造

られた古墳跡が検出された。中央部から西側にかけ

ては住居跡が重複しながら濃密に分布している状態

であった。調査区西端には自然流路が検出された。

この流路は対岸の沖田III遺跡との境をなすものであ

る。調査は 1月6日から開始し爪機による表土除去

を行ながら、遺構確認を進めた。 14日には悲準点測

-2 

量を始め、グリッド杭を設定した。あとはひたすら

遺構を掘る毎日で、調査は次年度に継続された。 8

年度の調査面積は2,400111'、検出遺構数は、縄文時

代前期の住居跡及び古墳時代から平安時代に至る住

居跡が計78軒、掘立柱建物跡 4棟、古墳跡 l拮、井

戸跡3悲等、多数の遺構とそれに伴う遺物が検出さ

れた。

平成 9年度には道路の北側と南側の一部を調査し

た。北側は沖田 I遺跡との間にある流路に向かって

緩やかに傾斜しており、遺構は漸次疎らになってい

く状況であった。道路南側は、調鉦区の西側にあた

り前年度と同じように住居跡が幾重にも重なってい

た。 9年度の調査面積は7,280m'、検出遺構数は縄

文時代前期の住居跡及び古墳時代から平安時代に至

る住居跡が計166軒、掘立柱建物跡10棟、井戸跡18

基、士坑113基等多数の追構とそれに伴う遺物が検



出された。

平成10年度は南側の残りの部分を調査した。調査

区西側は前年度と同じ自然流路が蛇行し、南側は竪

穴住居跡の分布が疎らになり、掘立杜建物が多くな

る傾向が見られた。

どもあったが、

さらにその南は、溝を境として

遺構がほとんど構築されていないことがわかった。

調査は、平成10年 4月6日から 8月31日まで行われ

た。年度始めに前年度に済ませてあった表土除去部

分の調査に人り、順調に作業を進めた。梅雨の雨な

7月末には航空写真撮影を行うこと

ができ、引き続いて遺構の図化作業を行い、図面の

点検整理を済ませ、 8月末に岡部町西部工業団地造

成にかかるすべての調査を終了した。平成10年度の

調査面積は8,500m'、検出遺構数は縄文時代前期の

住居跡及び古墳時代から平安時代に至る住居跡が計

83軒、掘立柱建物跡22棟、土坑56韮等多数の遺構と

それに伴う遺物が検出された。

整理・報告書作成

整理事業は、平成14年度から 3年度にわたって行

った。報告書は 2冊で、

査事業団報告書第288集『宮西遺跡 l』として、平

成14年度に刊行されている。

平成15年度は平成15年10月1Hから平成16年 3月

24日まで、平成16年度は平成16年4月1日から平成

16年 8月31日まで実施した。

平成15年度の作業は、遺物は按合・復原を行い、

報告を要するものについて拓本を採り、実測図を作

成した。遺構図は二次原図の作成、

進めた。平成16年度は前年度の作業を継続し、遺構

図・遺物図版の版組、遺物写真撮影、原稿執筆等を

行し＼ 1月割付を作成し、人札をおこなった。校正

を経て、

1冊は椅玉県埋蔵文化財調

トレースなどを

3月本書の印刷を終「した。

/

/

[

、

[

沖田 l;l遺跡
・.,., 

: : : 

平成 10年度調査

! 

／・ロ
100m 

第 1図 年度別調査範囲
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3. 発掘調査・整理・報告書刊行の組織

主体者 財団法人 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

(1)発掘調査

平成 8年度

理 事 長

長

事

荒

副

専
理

務

事

理

富

吉

常務理事兼管理部長

理事兼調査部長

管理部

庶

主

主

主

務 課 長

査

任

任

専門調査員兼経理課長

主

主

主

調査部

任

任

任

調

調

主

主

主

主

主

査

査
部

第
部

課

任

任
調

調

副

査

査

岡部町教育委員会

主

主

長

長

査

査

査

員

員

任

事

平成 9年度

理 事

副

専
理

務
事

理

長

長

事

常務理事兼管理部長

理事兼調査部長

稲

梅

依

西

長

菊

関

江

福

腰

高

大

＝ JL 

橋

儀

木

宮

鳥

宮

荒

富

塩

稲

梅

井

田

川

葉

沢

田

沢

滝

池

野

田

田

塚

橋

利

井

本

崎

戸

瀧

羽

本

井

田

野

葉

沢

真

國

文

太久夫

信

美智子

久

栄

和

昭

雄

春

由紀子

政

直

真

文

桂

也

男

夫

透

行

美

美

夫

修

茂

勉

夫

之

樹

桂

也

博

夫

太久夫

管理部

庶

主

主

主

専門調査員兼経理課長

主

主

主

調査部

調

調

主

主

主

主

主

臨

副

庶

主

主

主

主

主

主

調査部

査

査

務

任

任

部

第

時

平成10年度

理

理

務

副

調

調

課

岡部町教育委員会

主

事

査

査

職

事

課

部

課

長

査

任

任

任

任

任

長

長

査

査

査

員

員

事

員

長

長

常務理事兼管理部長

管理部

長

査

任

任

専門調査員兼経理課長

任

任

任

依

西

長

腰

関

江

福

菊

今

井

橋

中

儀

富

木

平

松

荒

飯

鈴

金

田

長

腰

関

江

福

菊

田

沢

滝

塚

野

田

田

池

泉

上

本

村

崎

田

戸

田

田

井

塚

木

子

中

滝

塚

野

田

田

池

信

美智子

雄

栄

和

昭

泰

尚

倉

利

春

重

透

行

美

美

久

之

明

勉

司

夫

夫

之

哲

桂

誠一郎

進

隆

裕

美智子

雄

栄

利 美

昭 美

久

4-



調 査 部 長 谷井 彪 主 任 江田和美

調査部副部長 水村孝行 主 任 長滝美智子

調査第二課長 井上尚明 主 任 福田昭美

主 査 蟻崎 主 任 腰塚雄―

主 任 調 査 員 石坂俊郎 主 任 菊池 久

主 任 調 査 員 福田 兜 資料部

岡部町教育委員会 資 料 部 長 高橋 夫

臨 時 職 員 斎藤欣延 専門調在員兼資料部副部長 石岡憲雄

寸申 門 調 査 員 大和 修

(2)整理・報告書作成事業 統 括 調 査 員 砥崎

平成10年度

理 事 長 荒井 桂 平成12年度

副 理 事 長 飯塚誠一郎 理 事 長 中野健一

常務理事兼管理部長 鈴木 進 副 理 事 長 飯塚誠一郎

管理部 常務理事兼管理部長 広木 卓

庶 務 課 長 金子 隆 管理部

主 査 田中裕― 管理部副部長 関野栄

主 任 長滝美智子 主 席（庶務担当） 阿部正浩

主 任 腰塚雄― 主 席（施設担当） 野中廣幸

専門調査員兼経理課長 関野栄一 主 任 菊池 久

主 任 江田和美 主 席（経理担当） 江田和美

主 任 福田昭美 主 任 長滝美智子

主 任 菊池 久 主 任 福田昭美

資料部 主 任 腰塚雄―

資 料 部 長 増田逸朗 調査部

主幹兼資料部副部長 小久保 撒 調 査 部 長 高橋一夫

資料整理第二課長 市川 修 資 料 副 部 長 鈴木敏昭

主 任 調 査 員 木戸春夫 主席調査員（資料整理担当） 砥崎

統 括 調 直 員 富田和夫

平成11年度

理 事 長 荒井 桂 平成13年度

副 理 事 長 飯塚誠一郎 理 事 長 中野健一

常務理事兼管理部長 広木 卓 副 理 事 長 飯塚誠一郎

管理部 常務理事兼管理部長 大舘 健

管理部副部長兼経理課長 関野栄一 管理部

庶 務 課 長 金子 隆 竿日 理 幹 持田紀男

主 査 田中裕― 主 任 江田利美
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主 任 長滝美智f 管理部副部長 村田健―

主 任 福田昭美 主 席 田中由夫

主 任 腰塚雄― 主 任 江田和美

主 任 菊池 久 主 任 長滝美智子

調査部 主 任 福田昭美

調 査 部 長 高橋 夫 主 任 腰塚雄―

調査部副部長 坂野利信 主 任 菊池 久

主府調査員（資料整理担当） 儀崎 調査部

主 任 調 査 員 福田 耳羊＂ 調 査 部 長 宮崎朝雄

調査部副部長 坂野和値

平成14年度 主席調在員（資料整理担当） 砥崎

理 事 長 桐川卓雄 統 括 調 査 員 木戸春夫

副 理 事 長 飯塚誠一郎

常務理事兼管理部長 大舘 健 平成16年度

管理部 理 事 長 福田陽充

犀巳 理 幹 持田紀男 副 理 事 長 飯塚誠一郎

主 任 江田和美 常務理事兼管理部長 中村英樹

主 任 長滝美智子 管理部

主 任 福田昭美 管理部副部長 村田健―

主 任 腰塚雄―→今 主 席 田中由夫

主 任 菊池 久 主 任 江田利美

調査部 主 任 長滝美智子

調 査 部 長 高橋 夫 主 任 福田昭美

調査部副部長 坂野和信 主 任 菊池 久

主席調査員（資料整理担茸） 砥崎 主 事 石原良子

統 括 調 査 員 木戸春夫 主 事 海老名 健

調査部

平成15年度 調 査 部 長 宮崎朝雄

理 事 長 桐川卓雄 謂査部副部長 坂野和信

副 理 事 長 飯塚誠一郎 主府調査員（資料整理担当） 砥崎

常務理事兼管理部長 中村英樹 統 括 調 査 員 木戸春夫

管理部
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11 遺跡群の立地と環境

1.地理的環境

岡部町西部工業団地造成用地にかかる遺跡群は岡

部町大字榛沢地内に位闘する。この地域は岡部町の

中でも最も西寄りにあたり、西側は小山川を挟んで

本庄市と按する。最寄の交通はJR岡部駅で、駅か

ら西北西に約3.2kmに位置する。固囲は畑と水田の

広がる農村地帯で大規模な蓑鶏も行われている。特

に畑作ではトウモロコシとブロッコリーが広く栽培

され、岡部町のブロッコリーは日本一の生産量を誇

る。

逍跡群の所在する岡部町は、埼玉県の北西部に位

置する。荒川以北のこの地域は、西は神流川、北は

利根川によって区切られ、東は妻沼低地に続く。全

体的な傾斜は南西から北東に向かって低くなる。し

たがって等高線は利根川の流向にほぼ平行し、利根

川に向かって裔度を減じている。

河川は荒川左岸の上武山地が分水嶺となり、市面

は荒川に注ぐが、北面は利根川に流れる。本地域に

かかわる河川は女堀川、見馴川（下流で小山川）、志

戸川、藤治川等があり、いずれも傾斜にしたがって

おおむね北東流し、利根川に注ぐ。

本地域の上武山地はその北東縁にあたり、見馴川

を境として西は御荷鉾山地、東は不動山地に分けら

れる。

山地に続く丘陵は山麓に沿って帯状に展開するが、

この丘陵地帯も見馴川を境として西は児［丘陵、東

は松久丘陵に区分される。さらにこれらの丘陵は、

小河川によって浸食され、北東方向へ伸びる半島状

の地形を星する。丘陵の標高は100~130mを計る。

丘陵に続く台地部分には見翡）1|川の西側に生野山(139

m)、浅見山（105m)、東側には山崎山（117m) と

呼ばれる残丘がある。（山崎山残丘は北半を山崎山、

南半を諏訪山と呼ばれる。）これらの残丘は丘陵の

発達方向と一致することから前 2者は児玉丘陵と、

後者は松久丘陵と一連のものであるとされる。残丘

はこの他に仙元山残丘（深谷市）、観音山残丘（熊

谷市）がある。

□山地 丘陵 □□ 台地

第 2図埼玉県の地形
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妻沼低地

／ 

?km 

第 3図遺跡周辺の地形区分
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台地は櫛引台地と本庄台地に分けられる。いずれ

も扇状地形を呈し本庄台地は神流川、櫛引台地は荒

川によって生成された扇状地性台地である。

本庄台地は神川町池田付近が扇頂部にあたり標高

約110mを計る。そこから北東方向に高度を減じ、

本庄市諏訪町では約50mとなる。扇端は急崖となっ

て妻沼低地と按する。西は神流川を境とし、東は志

戸川支流の藤治川で櫛引台地と面する。女堀川以東

の地域は見馴川、志戸川などによる浸食が進んでお

り、低地として扇状地と自然堤防に分類されること

もあるが（註 1)、自然堤防とされる部分について

は本来の台地が浸食を受け、その上に堆積物がたま

ったものと椎定される。本遺跡群はこのような地形

に立地している。発掘調査では遺構の確認される面

はローム面であり、拮本的には集落はこのような台

地上に形成されている。

櫛引台地は寄居町付近を扇頂部とし扇端までの標

高は約100m~35mである。西は藤治川で本庄台地

に面し、南は荒川で区切られる。扇端部は西寄りの

岡部町西田や岡付近では、本庄台地と同じように急

崖となって妻沼低地に続く。その東の普済寺や深谷

2.周辺の遺跡

この地域は多くの遺跡が所在する所として知られ

ており、特に古墳時代以降の遺跡はその量とともに

内容において県内屈指のものである。調査件数も多

＜既に数多くの報告書等が刊行され歴史的背景につ

いても分析が加えられている。ここでは本遺跡群周

辺の遺跡について概観する。

旧石器時代の遺跡は丘陵部に立地している。現在

のところ、他時期の調査の折に単独で遺物が出土し

ているだけである。岡部町でこの時期の遺物を出土

したのは北坂遣跡 1ヵ所である。ナイフ形石器、彫

器、尖頭器が出土している。これらの遺跡は台地上

でありながらも、それぞれ河川に近い台地の縁辺部

周辺に立地している。深谷市を含む櫛引台地ではこ

市西島付近は比較的緩やかに低地に移行するが、更

に東の深谷市東方近辺から熊谷市西別府にかけては

また急崖となる。扇端部には湧水が多く、古来人々

の生活の場となっている。台地中央部は極めて平坦

で起伏に乏しく、わずかに仙元山(98m)、観音山

(77m)の小残丘が見られる。河川は少なく、唐沢な

どの小河川が見られるが浸食は進んでいない。台地

面は 2面に分けられ、高い面は櫛引面、南の低い面

は寄居面と呼ばれる。寄居面は荒川によって櫛引面

の南側が浸食された段丘面である。

低地は妻沼低地と呼ばれ、利根川の乱流によって

形成された低地である。南は前述の台地に按し、北

は利根川で限られ、東は加須低地へと続く。低地内

にはおおむね利根川の流向に沿って多くの自然堤防

が発達している。現在でも集落はこれらの自然堤防

上に営まれ、「矢島」 ・「大塚島」などの地名に地

形の特徴が表されている。

第 4図は、明治18年測量の迅速図に埼玉県地質図

等を参考にして作成した地形分類図である。細部に

ついては正確さに欠ける部分もあるので、正確には

専門書を参考にされたい。

の時期の遺物は検出されていない。

縄文時代草創期～早期の遺跡は主に美里町などの

丘陵部を中心に分布する。本庄市においても、浅見

山残丘に見られる。岡部町では櫛引台地の縁辺部に

立地する西谷遺跡、水久保遺跡から押圧縄文、爪形

文等、清水谷遺跡では押型文、条痕文系土器片が、

東光寺裏遺跡では微隆起線文、爪形文が出土してい

る。この時期の遺跡は丘陵部に集中が見られ、台地

部におけるありかたは旧石器のそれと共通するもの

がある。

前期になると丘陵部に集中する傾向は変わらない

が、丘陵部における遺跡数はほぼ倍増する。またこ

の時期には丘陵の奥から山地にかかる場所まで遺跡
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が見られるようになる。台地部では依然として密度

は薄いが、荒川左岸の寄居町、花園町にも分布が広

がる。また、妻沼低地に面する台地先端部、さらに

妻沼低地の自然堤防上でも調査されている。

榛沢遺跡群周辺は見馴川と志戸川に挟まれた台地

上に立地し、四十坂遺跡、西浦北遺跡で関山式期の

住居跡、荼臼山遺跡では諸磯a式期の土堀、清水谷

遺跡では諸磯b式期の遺物が、東光寺裏遺跡では諸

磯b式期の住居跡3軒が検出され、菅原遺跡では諸

磯c式期の土壊が検出されている。北坂遺跡でも黒

浜式期および諸磯式期の遺物が若干検出されている。

中期には櫛引台地縁辺部に点々と遺跡が見られる

ようになり、さらには今まで遺跡密度の薄かった台

地内部にもその痕跡が見られる。岡部町清水谷遺跡

では加曾利E式土器が、原ヶ谷戸遺跡、大寄B遺跡

では加曾利E式期の埋設土器が検出され、水窪遺跡、

菅原遺跡はこの時期の拠点的な集落と考えられる。

北坂遺跡においても加曾利E式期の遺物が少量なが

ら出土している。

後・晩期の遺跡はあまり調査されていないが分布

の傾向は、前代において丘陵から台地にかけて集中

的に展開していたものが散在するようになり、代っ

て台地縁辺部及び低地部に広がりが見られるように

なる。特に深谷市域で国道17号深谷バイパスの謂査

により、妻沼低地においても該期の遺跡の存在が確

認されるようになった。このような現象には生活基

盤の大きな変化を窺わせるものがある。岡部町原ヶ

谷戸遇跡では住居跡11軒が検出され、儀礼に伴う遺

物や装飾品などが多量に出土している。砂田前遺跡

では堀之内式朋の住居跡が 1軒、上宿遺跡では同期

の敷石住居が検，！I]，されている。東谷遺跡では加曾利

B式が、北坂遺跡では堀之内 I式土器破片が少量出

土している。四十坂下遺跡では住居跡が検出されて

いる。菅原遺跡でもこの時期の遺物が少量ながら検

出されている。

弥生時代の調査事例は少ないが、引き続き前代の

追跡分布と似たような傾向を取ると思われる。現状

では浅見山丘陵および見馴川周辺の扇状地部分に比

較的多くの調査事例が見られる。深谷市、熊谷市域

では上敷免遺跡、横間粟遺跡等があり、上敷免遺跡

では遠賀川式土器が検出されており、古い時期の資

料として注日される。近辺では四十坂遺跡で再葬墓

が検出され、変形工字文を施文した土器が出上して

いる。大寄B遺跡では中期、後期の住居跡各 l軒が

検出されている。石蒔A遺跡では櫛描文系や吉ヶ谷

系土器が出土している。

古墳時代に入ると飛躍的に遺跡数が増加する。

集落は原ヶ谷戸遺跡、大寄B遺跡、石蒔B遺跡、

水窪遺跡、六反田遺跡、滝下遺跡等で前期の住居跡

が検出されている。中期の住居跡は六反田遺跡、宮

西遺跡、西浦北遺跡、東光寺裏遺跡等で検出されて

いる。後朋には六反田遺跡、砂田前遺跡などの大規

模な集落が営まれる。

また、この尉辺一帯は方形周溝墓、古墳の密に分

布する地域である。石蒔B遺跡は美里町の南志渡川

遺跡とともに前方後方形周溝簗がよく知られている。

原ヶ谷戸遺跡や大寄B遺跡では方形周溝塾が検出さ

れている。古式の古墳としては児王町鷺山古墳があ

り、ついで美里町長坂咽天塚古墳、川輪聖天塚古墳

があげられる。安光寺遺跡、千光寺遺跡や台地先端

部の四十坂遺跡、中宿遺跡にも方形墳が検出されて

しヽる。

その後各所に群集墳が形成される。遺跡周辺では

本庄市西五十子古墳群、東五十子占墳群、西山古墳

群、千光寺古墳群、四十塚古墳群などがある。また、

宮西遇跡では占墳跡が検出され、平安時代の住居跡

では埴輪が竃の袖として転用されていたことなどか

ら、榛沢地区内にも古墳群が所在することが予想さ

れる。主要な古墳としては前記の他に浅間山古墳、

寅稲荷塚古墳、御手長山占墳等がある。これらの古

墳を造り得る社会を支える生産基盤は、＿tに周辺の

低地部に求められる。石蒔A遺跡では、既に古墳時

代前期から灌漑を目的とした施設が造られていたと

見られ、早くからこの地域に、水に対する管理技術
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が取り入れられていたことがわかる。このような伝

統的な生産基盤の上に条里制が施行されるようにな

る。遺跡周辺には児王条里、十条条里、岡部条里な

どがあり、調査例も増えている。

奈良•平安時代になると本遺跡群を含む小山川中

流域の榛沢、後榛沢に加えて新たに、櫛引台地先端

部の岡地区に集落が営まれるようになる。前者には

六反田遺跡をはじめとして今回調査された大寄遺跡、

宮西遺跡、石蒔遺跡や重要文化財に指定されている

緑釉手付瓶等を出土した西浦北遺跡がある。後者に

は榛沢郡正倉跡に椎定される県指定史跡中宿遺跡が

あり、 7世紀後半から 9世紀にかけての倉庫跡が検

出されている。

中宿遺跡の南に広がる熊野遺跡は中宿遺跡ととも

に郡伽に関連する遺跡と椎定されており、前代まで

と違った遺跡の有り方を示している。熊野遣跡から
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できる資料であり、その意義は大きい。

註l 『土地分類基本調査』では「見馴川低地」と

して細区分しているが、『新編埼玉県史別編 3』に

おいてはなされていない。

堀口萬吉他 1986 「埼玉県の地形と地質」『祈編埼玉県史 別編3』埼王県

堀口萬吉他 1987 「荒川流域の地形」『荒川 自然』埼五県

本庄市 1976 『本庄市史』資料編

増田逸朗他 1986 『塙玉県甑古墳調査報告書』埼玉県史編さん宇

美里町 1986 『美里町史』通史編

村本達郎 1975 ［埼玉県地理図梨』
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m遺跡群の概要

1 ■ 遺跡群の概要

岡部町西部工業団地は大字榛沢地内に位置する。

この地域は本庄台地が小山川と志戸川によって開析

された扇状地である。遺構の検出される面は基本的

にローム面であり通常の台地でのあり方と同じであ

るが、遺跡は時に埋没河川を含みその埋積土によっ

て複雑な情況を呈する。本遺跡群は榛沢地内の西寄

りに当たり、小山川に面して本庄市と按している。

小山川と台地との比高差は 3~4mを測る。北側は

小山川の古い流路によって形成されたと思われる急

勾配の斜面によって低位面に続く。

この地域には六反田遺跡、西浦北遺跡を始めとし

て多くの遺跡が存在し、榛沢遺跡群の名称で呼ばれ

ている。六反田遺跡は古墳時代前期から続く集落で、

150車「以上の竪穴住居跡が調百されている。稲荷塚、

大寄A、大寄B、西浦北、宮西の各遺跡は圃場整備

に伴って一部が調査されている。

大寄A遺跡は水路部分の調査で、大寄遺跡Il区中

央付近を東西に貰通する。大寄B遺跡は圃場整備に

よって完全に削平された部分の調査である。縄文時

代中期の埋設土器、弥生時代中期及び後期の住居跡、

占墳時代前期から奈良時代までの住居跡および方形

固溝草などが検出されている（佐藤1979)。この 2遺

跡はいずれも現在の大寄遺跡に含まれるもので、大

寄B遺跡の所在した台地縁辺を北限とし、南西方向

に伸びる微高地全面に及ぶと考えられる。

西浦北遺跡は、縄文時代前・中期の住居跡 3軒、

古墳時代中・後期の住居跡 2 軒、奈良•平安時代の

住居跡49軒、製鉄・精錬遺構14基などが調査されて

いる（佐藤1983)。4号住居跡から出土した緑釉手

付瓶と灰釉長頸瓶は重要文化財に指定されている。

西浦北遺跡は独立した弧状を呈する畑の高まり部分

に遺構が集中していたと思われる。遺跡南側の宮西

遺跡と地形は独立しているが、内容は共通する部分

が多い。今回の調査では遺跡西側の低い部分が用地

内にかかっていたが、試掘調在の結果、遺構は確認

できなかった。

宮西遺跡は大寄A遇跡と同じく水路部分の調査が

行われ、縄文時代前・中期の住居跡4車十、古墳時代

後期の住居跡15軒、平安時代の住居跡 2軒が検出さ

れている。その一部が今回の調査区内に含まれてい

る。遺跡は前述の古流路を西限として東に広がる。

東側舟｝は、大寄八幡神社があり、現在も集落が広

がる居住域で、遺跡の範囲も相当の広がりを持つも

のと推測される。今回の調査では新たに沖田 I遺跡、

沖田II遺跡、沖田III遺跡が確認された。これらの遺

跡は大寄遇跡と宮西遺跡の間にあるやや低い水田部

分にあり集落跡の存在は予想されていなかったとこ

ろである。試掘調査の結果、このような比較的低い

部分にも小規模な微高地が確認され遺構が存在する

ことが明らかとなった。このような小規模な微高地

は開発が進んだ現在では地形図に表れることは殆ど

ないが、沖田 I逍跡については昭和36年の地図には

畑としての高まりを見ることができる。

調査で検出された各遇跡の内容は概ね以下のとお

りである。

沖田 I遺跡

縄文時代前期から平安時代の遺構、遺物が検出さ

れた。縄文時代の遺構は前期の竪穴住居跡6軒、土

壊 7基である。逍構は検出されなかったが中期の土

器片もわずかながら出上した。古培時代に属するも

のは竪穴住居跡 5軒、掘立柱建物跡 6棟、土横 5基、

溝跡10条である。いずれも後期に属する。平安時代

のものは竪穴住居跡 l軒、掘セ柱建物跡 1棟、井戸

跡 l基、土堀18基である。

沖田I[遺跡

土堀 3基、溝跡 1条、河川跡 1条、ピットが検出
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された。遺物は縄文時代前期及び平安時代のものが

出土している。

沖田皿遺跡

縄文旺代前朋から近但までの遺構、遺物が検出さ

れた。縄文時代に属するものは前期の竪穴住居跡3

軒である。古墳時代前期では方形周溝簗 7拮、竪穴

状逍構 5基、後期では竪穴住居跡10軒、溝跡14条で

ある。平安時代は井戸跡 l拮、道路状遺構 l条、溝

跡 2条、上堀12基である。中但以降の所産としては

土堀募が 1韮検出されている。

大寄遺跡

検出された遺構は、竪穴住居跡475軒、掘立柱建

物跡91棟、井戸跡68甚、土堀412韮、荼毘跡 l韮、

土塙陪 4基、溝跡57条、柵列13条等である。

竪穴住居跡は縄文時代前期 4軒、不明 2軒、古墳

時代後期～平安時代に至るものが469軒検出された。

縄文時代の集落は、群としての明確なまとまりをも

たず散在的であった。古墳時代後期、特に 6棋紀前

半代に位置づけられる集落は、南端の低地部に散在

する。この段階では北側の台地部には集落が営まれ

ない。北側に集落が進出するのは 6但紀末葉～ 7世

紀前後である。以降10世紀後半～11世紀に至る頃ま

で、安定的に集落域として機能したものと考えられ

る。特に10世紀後半以降の住届跡が多い点は本遺跡

の最大の特徴といえ、該期の集落としては県内でも

最大規模の一例である。

中世段階の様相はあまり明確ではない。 I区南東

部に方形で小型の柱穴が密集して検出され、おそら

く、掘立柱建物跡群が存在したものと思われるが、

具体的に建物として捉えられなかった。また、中世

段階と思われる井戸跡、土堀、柵列、火葬墓（荼毘

跡）が検出されている。

第 5図周辺の遺跡
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2.宮西遺跡の概要

宮西遺跡は、本遺跡群の中では南東部に位置する。

逍跡範囲は広大で東西約600m、南北約250mに及ぶ。

逍跡のほぼ中央に大寄八幡大神社が鎮座し、これよ

り東は榛沢の集落が展開する。西は主に畑として利

用されてきた。調査区は神社の西側で遺跡範囲の西

端にあたる。これより西側は畑や水田となっている。

地形は現状では一見平坦に見えるが、小山川或いは

その分流と思われる旧流路が幾筋かあって、それら

によって大寄遺跡や沖田逍跡などが隔てられている。

宮西遇跡も旧流路によって西側の沖田m遺跡や北側

の西浦北遺跡と分けられている。この流路は遺跡の

西から北側に廻り込んで本遣跡の範囲を限定してい

るが、調査区西端で古代の住居跡を侵食していたこ

とから、流路が形成された時期はそれより新しいこ

とがわかる。北側は緩い傾斜で低くなり流れが緩や

かであったと思われる。遺構はこの流路に限られた

高い部分に東西方向に密集していた。特に竪穴住居

跡の密集度が高く西側ほど顧著である。東に向かっ

てはやや密集度は低くなるものの集落はさらに東に

続く。本事業とは別に平成 9年度に本調査区東側の

県道の拡幅＿［事に伴って大寄八幡神社の前を調査し

ている。その時には竪穴住居跡26軒、掘立柱建物跡

3棟などが検出されており、集落が東に続くことは

明らかである。南に向かっては僅かに標高を減じて

いく。竪穴住居跡は散在するようになり、掘立柱建

II 章• III章は、以下の報告書を一部改変のうえ転載した。

物跡が多く見られる。

調責で検出された遺構は、竪穴住居跡327軒、掘

立柱建物跡36棟、古墳跡 1基、井戸跡21桔、土壊

270桔、製鉄炉跡 2甚、粘土採掘坑、道路跡などか

ある。竪穴住居跡の時期は縄文時代前期、後期及び

古墳時代から平安時代にわたる。

整理述中のため確定的ではないが、古墳時代でも

5世紀段階の竪穴住居跡と 6担紀以降の竪穴住居跡

では、分布に特徴があることがわかってきた。古墳

の築造に伴って生活域が影響を受けたものと考えら

れる。平安時代になると、竪穴住居跡のカマドの構

築材に埴輪を使用した例がある。周辺の古墳のもの

を転用したと考えられるが、この時代既に古墳に対

する意識が薄れていたことを示すものである。かわ

ってこの時代には小金銅仏を出土する住居跡が出て

くるようになる。

今回報告するのは、縄文時代の竪穴住居跡18軒、

七堀 7拮、占墳時代から平安時代までの竪穴住居跡

206軒、掘立柱建物跡37棟、井戸跡30甚、竪穴状遺

構 5拮、円形周溝状逍構 l基、環状ピット列 l韮、

製鉄炉3韮、焼土遺構 1拮、粘土採掘坑55基、方形

区画溝 l条、溝跡61条、土壊265拮、古墳跡 1基、

荼毘跡 2悲、上堀墓2韮、畠跡 1ヵ所、道路跡3条、

河川跡 l条である。

木戸春夫 1998 『沖田 I ／沖田 II ／沖田 1I1 』埼•日県埋蔵文化財調壺事業団報告書第231集

富田和夫 2000 『大寄遺跡 l』埼王県坪蔵文化財調在事業団報告書第268庄

福田 咽 2002 『大寄遺跡II』J奇玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第280集
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w古墳時代以降の遺構と遺物

1.竪穴住居跡
第124号住居跡（第32図）

調査区の西側、 W-44.x-44グリッドで検出さ

れた。西側には第49• 50号住居跡、南には第36• 37 

号住居跡が隣按するが、本遺構と直按重複する遺構

はなしヽ。

平面形は方形である。規模は長軸が4.32m、短軸

は4.18mである。深さは0.07mでごく浅い。主軸方

向はN-83°-Eを指す。

床面はほぼ平坦で、カマドの前と住居跡中央部が

硬化してやや低くなっていた。踏みしめられた結果

と思われる。壁溝は全周していた。

カマドは東壁中央に検出された。燃焼部は壁内に

収まる。火床面は床面より低く、煙道は検出されな

かった。削平されたものと思われる。袖は両袖とも

長さが約70cm残っていた。燃焼部の規模は、奥行き

78cm、幅36cmである。

貯蔵穴はカマドの右側に検出された。長方形で大

きさは100X84cm、深さは33cmである。主柱穴はP

1から P4で、深さは何れも30cm前後である。

床ド土壊は、 P4寄りに 1拮検出された。 llOX

86cmほどで深さ16cmである。

遺物は、土師器杯、甕と砥石が出士した。出土状

況は、貯蔵穴とその固辺及びP3付近から出土して

おり、貯蔵穴の脇からは杯がほぼ床面から、貯蔵穴

内の破片は覆土中位に見られた。その他の遺物は床

面からやや浮いた状態である。

時期は 7棋紀と考えられる。

第125号住居跡（第34図）

調査区の西側、 W-44グリッドに位置する。南側

3mほどに第124号住居跡があるが、本遺構と直按

重複する遺構はない。

小型の住居で平面形は西辺が東辺より長いためや

や歪んだ方形を呈する。住居跡本体が小さいためカ

マドが大きく見え不均衡感がある。規模は西辺が

2.2mで、東辺は1.8m、東西方向は2.2mである。深

さは0.05mと非常に残りが悪かった。主軸方向は、

N-45°-Eを指す。

床面はほぼ平坦である。壁溝は浅く南側の一部と

カマド右側では検出されなかった。

カマドは北壁の東寄りに検出された。壁を大きく

掘り込んで造られており、袖は短く左右とも30cmほ

ど残存していた。右の袖は、カマドが東壁に寄って

いるためか、壁から斜めに張り出している。火床面

は床面よりやや低い程度である。覆土は焼土粒を多

量に含んでいたが、あまり良好な堆積状況ではなか

った。

貯蔵穴や柱穴は検出されなかった。

遺物は、少鼠出土したのみで図化できたのは土師

器の甕底部 l点である。

時期を判断できるものはなかった。

第127号住居跡（第35図）

調査区北西部の、 W-47グリッドに位置する。幅

1 mほどの調査部分だったため全容は不明である。

第138• 147号住居跡と重複関係にあり本住居跡が新

しし＼。

平面形は方形ないしは長方形になるものと思われ

る。検出されたのは南側の壁が1.2mほどである。

東壁は3.2mから3.3mくらいと推定される。深さは

0.16mである。主軸方向は、およそ N-70° - Eを

指すものと思われる。

床面は検出された部分では平坦で、壁溝は検出さ

れなかった。

カマドは調査区の壁にかかって一部が検出された。

東壁の中央寄りに設置されていたことになる。燃焼

部は壁を掘り込んで造られており、図示できなかっ

たが、断面は焼土を多量に含んだ黒色土が堆積し、
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第32図第124号住居跡

天井部の赤く硬化した焼土が崩落することなく残っ

ていた。火床面は床面よりやや低くなる程度であっ

た。抽は検出できなかった。

遺物は、検出面で土師器甕が出土した。

時期は 6世紀と考えられる。

第128号住居跡（第36図）

調査区の中央Y • Z-50グリッドに位置する。第

80 • 99 • 117 • 122号住居跡と菫複関係にあり、本住

居跡が一番古い。

他の住居跡との重複部分が多く、残存していたの

は床面の一部だけである。平面形は不明だが、長方

形と推測される。規模は不明であるが、深さは0.04

mとごく浅い。主軸方向は、南東壁でN-40°-E

と考えられる。

床面は残存部分が少ないが、平坦でやや軟如であ

る。壁溝は南東壁際に検出されたが、南西壁際では

検出されなかった。ピットは 2韮検出されたが柱穴

かどうかは不明である。

カマドは検出されなかった。

遺物はごく少量の破片が出土しただけで、図示で

きたのは甕の口縁部 l点である。

第130号住居跡（第37図）

調査区の北側、 U-58グリッドに位置する。住居

跡の南西部分が検出されただけで、大半は調査区外

である。第127号土塙と重複する。調査時の所見で

は本住居跡の方が新しいと思われた。

覆土は焼土粒を含んだ褐色土を桔本とするが、下

層にはロームブロックを含み、その上に炭化物を多

量に含んだ層が堆積していることから、埋め戻して

おりその際に何らかの原因で発生した比較的多量の

―-45 
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第33図 第124号住居跡出土遺物

第 2表 第124号住居跡出土遺物観察表

番号 沿種 口径器高底径 胎t□;; ;悶：□：:)I1[[]― 
3 七師器杯 （15.0) I (3.3) I - : A B E H 

4 I+.師器塊 （16.0) i (7.3)) -

5 上師器坪 （18.0) I (6.0) I -
6 土帥浩甕 （19.0) I (23.4) I -

7 十師器甕 1 (24.0) I (10.4) 

8 土師器甕 （24.0l I (11.4) 
9 上師器甕 — (3.2) I 8.8 
10 土師器甕 ！ - I (3.1) I 5.2 

]: ]芯栞： I I (i2言)| (：り 1 A A 

13 砥石 ，残存長4.1cm 幅2.4cm 阿さ 1.5cm 重さ 17.4g 
-'  

焼成i 色調 残存卓（％） 備考・出上位置

普通 褐灰 50 

替通 にぶい橙 40 

不良 にぶい赤褐 10 内面黒色処理

， 

小良 にぶい赤褐 40 歪み大きい

普通 にぶい褐 30 沿形やや歪む

普通 にぶい褐 40 

許通 にぶい橙

贄通 褐

不良

＿：＂褐ロi 
i普通

-9 
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第34図 第125号住居跡・出土遺物

第3表ー第1-25号住居跡出土遺物観察表

ロこ甕種＿口冠］言］：］―：〖\]言
炭化物を投げ込んだ可能性が考えられる。

平面形は方形あるいは長方形であろうが現状では

不明である。検出されたのは南辺1.62m、西辺l.lm

である。深さは0.25mであった。主軸方向は、

72°-Wを指すものと思われる。

N-

床面はほぼ平坦である。壁溝は確認されなかった。

カマドは検出されなかった。調査区外の部分にあ

ると思われる。

南壁際にピットが検出された。壁を外側に掘り込

んで浅い段を持ち、床面は10cmほど掘り込んでいる。

遺物は、土師器碗、甕などが出土している。時期

は9世紀と考えられる。

第132号住居跡（第38図）

調査区の西側、 W-45グリッドに位置する。第

133号住居跡と重複関係にある。第133号住居跡を掘

り下げたところ床面からカマドが検出されたことか

ら本住居跡が古い。検出されたのはカマドの半分と

住居跡の南隅部分だけで、ほとんどは調査区外であ

色調

にぶい橙

残存卑（％） ！ 備考・出上位置

贔一面赤彩一

1

,

'

-

l

 

る。

平面形は不明である。検出部分は南辺が0.5mほ

どである。主軸方向は椎定困難である。

床面部分は調査区外のため状況はわからない。

カマトは南側の半分だけが検出された。東壁に造

られていたが住居跡の全容がわからないため東壁で

どの位置を占めるか不明である。壁を掘り込んで構

築されていると見られ深さは15cmであった。

内からは、支脚に使用したと考えられる被熱した自

然石が斜位の状態で出土した。抽は右袖が検出され

30cmほど残存していた。袖の脇には貯蔵穴と考えら

れる掘り込みがこれも部分的に確認された。

遺物は袖と貯蔵穴の間に浣が伏せた状態で出土し

た。他には土師器甕などが少量出土した。

時期は 9世紀と考えられる。

第133号住居跡（第38図）

調査区の北側、 W-45グリッドに位置する。第

132号住居跡と重複関係にあり、

カマド

これより新しい。
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第35図 第127• 147号住居跡・出土遺物

第 4表

番号

1 

2 

第127号住居跡出土遺物観察表

器種 口径器高底径

十師器甕 17.1 I 27.9 I 7.3 

土師器甕 - I (23.8) I 6.8 

胎土

BEHJ 

ABDEHJ ：：： 酋通 にぶい褐

残存卓（％）

60 

60 

一~

備考・出土位 置一ー」
： 

s J 141 I 
I 

住居跡の南東部分が検出されただけで、大半は調査

区外である。

平面形は長方形ないしは方形であろう。検出され

たのは南辺が2.10mで東辺は0.88mである。深さは

0.04mでごく浅い。主軸方向は南辺で、

Eを指す。

N-87°― 

床面はほぼ平坦で壁溝は検出されなかった。

カマドや炉は検出されなかった。調査区外に造ら

れているものと考えられる。

遺物は剣形の滑石製模造品の他には出土せず時期

を推定させるものはない。

第134号住居跡（第39図）

調査区の北側、 V-46グリッドに位置する。第

135号住居跡が10cmほどの至近距離で東側に隣按す

る。検出されたのは住居跡南東部分の僅かな範囲で、

大半は調査区外である。

平面形は不明である。検出されたのは南辺が1.32

-48-
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第36図 第128号住居跡・出土遺物

第5表 第128号住居跡出土遺物観察表

番1-'irIノ頁こ］ J1種 I]][-1::ロ-:-J+

m、東辺が僅かに0.72mである。深さは0.09mで浅

い。主軸方向は、南辺を基準にした場合N-80°―

Wになる。

焼成

良好

色調

灰

残存岸（％）

ニ：ロ
備考 ・出土位置 l 

第135号住居跡（第39図）

調査区の北側、 V-46 • 47グリッドに位置する。

覆土は、 ロームブロックを含む黒褐色土であった。

床面は検出された範囲では平坦である。南壁際に溝

状の掘り込みが検出された。壁沿いに調査区外に延

びていることから壁溝と考えられる。東壁際には検

出されなかった。

カマド等の施設は検出されなかった。調査区外に

あると考えられる。

遺物は須恵器杯、土師器甕などの破片が出土して

いるが、坪と甕では時期的に隔たりがある。

本住居跡の時期は、消極的に 9世紀としておく。

西側に第134号住居跡が隣接する。南側の約半分ほ

どが検出され、北側は調査区外である。住居跡中央

部を南北に暗渠排水の撹乱が走っている。

平面形は長方形と椎定される。規模は長軸3.94m

で、短軸は1.70mが検出された。深さは0.15mであ

る。主軸方向は、 N-85°-Eを指す。住居跡の覆

土は黒褐色上を基本とする。

床面はほぼ平坦であるが、 カマド前面が硬化して

おりカマドに向かって下がっていた。踏みしめられ

た結果と思われる。壁溝は東壁のカマド右側を除い

て認められたことからほぼ全周していると思われる。

カマドは東壁に構簗されていた。住居跡が長方形
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と推定されることから、東壁のほぼ中央に位置する

と考えられる。また、残存していた袖の状況から、

カマドは壁を掘り込まずに、灰白色の粘土を用いて

造っていたと考えられる。カマド底面は床面より約

10cm低く掘り込んでいた。火床面は 9層と思われ、

天井崩落土が 8層にあたるものと考えられる。燃焼

部の規模は舅行き 1m、幅55cn]で、袖は左袖が長さ

50cm、右袖が62cm残存していた。

貯蔵穴は検出されなかった。ピットは南壁際に 1

韮検出されたが柱穴とは考えられない。

遇物は、土師器杯、甕などがカマド内を中心とし

こ 4
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第37図 第130号住居跡・出土遺物
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てカマド周辺や南壁際から出土した。ほとんどが床

面から 5~10cmほど浮いており、不安定な状態で出

土したことから住居廃絶後に投げ込まれたような状

況を示すものと考えられる。

時期は 9世紀後半と考えておきたい。

第136号住居跡（第41図）

調査区の北側、 V-47・W-47グリッドに位置す

る。第138• 139 • 150号住居跡と重複関係にある。

また、第137号住居跡とほとんど按していることか

ら実際にはこれとも重複関係にある。これらの住居

跡は、そのほとんどが検出された段階で既に床面が

露出していた状態で、壁溝によって形状を確認した

ものである。したがって、それぞれの新旧関係は明

--50-



調査区外 A,__ SJ 133 

町I 
［ ml 

亨 A
］ こコ10 1 (1/2) 

5cm 
1 : 2 

゜
2m  

水糸標高＝534m f-----― | - - i1 60 

SJ 132 

＼：］三 ,~・ロ三・―  ロークーニ 3 

こマニ 二

10 cm 
1 : 4 

第38図 第132• 133号住居跡・出土遺物

第7表 第132号住居跡出土遺物観察表

']口悶ニローロ已□詞
2 ロクロ 高国三□`） 4．5 ! 6.2 

3 上帥器小型甕 （13.oJ I (6.0J I -
4 ［土師器甕 - I (3.8) I (7.0) 

： 土師盆台付塁＿」 ー （1．8) (10.0) 

胎王―□焼成
， 

BEHJ 普通

ABDE 蒋通

ADEHJ 普通

ABDE 普通

色調

にぶ＼ヽ 褐

褐

灰黄褐

褐

残在率（％）

70 

25 

15 

20 

]

ニ

王出考備

ド

ド

ド

マ

マ

マ

カ

カ

カ

第8表 第133号住居跡出土遺物観察表

ロ種ー□□］口：］—胃：ー］ローニ11曳{f;(%)ロニ：」出：／／口
確にはつかめなかった。

平面形は方形であるが、東壁に比べ西壁が短いた

めやや歪んで見える。規模は長軸3.30m、短軸3.00

mである。主軸方向は、 N-78°-Eを指す。

床面は西側がやや高く、カマド前面から住居跡中

央部が踏み固められて硬化していた。壁溝はカマド

のある東壁際を除き確認された。西壁で一部切れて

いるのは床面が部分的に削平されているためである。

カマドの右側にやや広く落ち込みが確認されたが、

比較的浅く、図示していないが底面は細かい単位で

凹凸があることから、貯蔵穴ではなくむしろ床下土

壊のような性格を考えたほうがよいと思われた。

カマドは東壁の中央に造られていたが、削平が及

んでいて底面が残っている程度であった。壁を掘り

込んで構築しているが袖などは遺存していなかった。

遣物は遺憾ながら取り上げ時に第137号住居跡と

一緒になってしまったが数量的にはわずかである。

時期を椎定させるほどの遺物は出土しなかった。

第137号住居跡（第41図）

調査区の北側、 V-47• W-47グリッドに位置す

る。第139• 149号住居跡と重複関係にあり、第136

号住居跡とも按している。遺構はほとんど床面まで

削平されており、土層断面で新旧関係を把握する事
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第39図 第134• 135号住居跡・遺物出土状況
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第9表 第134号住居跡出土遺物観察表

□ 3.2 I (9.2 

(5.5) 

月;IE］口／□□：」残存2辛。1%;内外面：耗考苫しし1:h十位置 ー］
ABDEH 将通 1 にぶい橙 20 

： 

li器甕 ，ー (2.4) I (s. BEH -j__!!J にふい褐 15 --__J 

],[;;Ii□ 9 士師器 J不 12.4 I 4.0 I s.2 

10 上師器杯 11.8 I 3.8 • 7.4 

11 上師器杯 ＇（12.6) I (3.5) 

12 I -t.師器坪 （12.2) • 3.1 I (7.2) 

13 土師器壺 — (6.4) 

'14 I上師盟甕 ！ （20.oJ I (5.8l 

15 土帥器甕 （19.4) i (5.5) 

16 十師器甕 （14.0) I (5.7) 

17，上師器盟 （21.oJ I (6.ol 

18 i上師硲甕 ，（21.4) I (11.1) 

19 七帥器台付甕 - I (4.8) I 10.2 

20 土師器台付甕 — (3.o) I 8.6 

21 _L師堺台付甕 ー (3.1) I 8.2 

22 須恵器甑 - I (8.6) I (16.8) 

23 須恵沿甕

胎十＾

BEHJ 

EHJ 

E H J 

EHJ 

BEGH 

ABDEH 

ABDEH 

ABEH 

BDEH 

ABDEH 

ABDE 

ABDEH 

ABEH 

DEH 

DEH 

ABDEH 

ABDEH 

BDEH 

EHJ 

EHJ 

は出来なかったが、出土遺物及び住居跡の形態から

本住居跡が新しいと考えられる。

平面形は長方形である。規模は長軸2.96m、短軸

2.08m、深さは計測できたところで0.04mと残りが

悪い。主軸方向は、 N-94°-Eを指す。

床面はほぼ平坦であるが北側が僅かに低くなる。

床面の南半分は踏み固められ硬化していた。壁溝

は西壁の北側で45cmほど切れていたほかは廻ってい

た。

カマドは東壁の南寄りに設置されていた。壁を掘

り込んでおり、カマド底面は床面より僅かに低い程

度であった。袖は灰白色粘上で構策されており、右

袖は24cm、左袖は30cm残存していた。カマド前面に

は70X90cm、深さ 5cmのなだらかな落ち込みが見ら

れた。この落ち込みについては、床ド土壊なのか焚

き口部前面に見られる窪みなのか判然としなかった

が、ここでは後者と考えておきたい。貯蔵穴は検出

焼成

良好i

良好

良好

良好j

普通

酋迎

普通

粋通

普通

色調

褐灰

灰

灰

尿

褐

橙

橙

橙

にぶい橙

にぶい赤褐

にぶい橙

にぶしヽ 褐

---_ _ _ ―:  
残存亭（％） 備考・出土伶置悶 --~-1

60 

100 やや歪む

80 

100 :「l縁楕円形

75 

15 

10 : 

，不良

将通

普通

i 普通

不良

将通

i普通

普迎

蒋通

良好

良好

褐

にぶい褐

にぶい褐

にぶし）橙

にぶい橙

褐

灰

灰

されなかった。

15 内外面摩耗蒋しい

20 

15' 

25 

20 

15 

100 

100 

100 

15 

- -、_J

遺物は塊、甕、羽釜などが出上した。羽釜はカマ

ド前の落ち込みからの出土である。

時期は10世紀と考えられる。

第138号住居跡（第41図）

調査区の北側、 W-47グリッドに位置する。住居

跡のほとんどは調査区外にあり、僅かにカマドの先

端と住居跡北東部にある貯蔵穴の約半分が検出され

ただけである。第147• 150号住居跡と重複関係にあ

り、本住居跡が一番古いと考えられる。

平面形は、検出部分があまりにも少ないため不明

である。規模なども不明で床面の状態、壁溝の有無

などもわからない。

カマドは北壁の東寄りに設置されていたと考えら

れ、先端部分の焼土が残っていた。燃焼の状態や抽

の有無は不明である。貯蔵穴は約半分が検出された
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ものと考えられる。覆土には、焼土粒子を多く含む

黒褐色土が堆積していたため、確認当初は第147号

住居跡のカマドではないかと思われたが、検討した

結果、本住届跡の貯蔵穴であると判明した。

遺物はカマド部分から甕の口綜部片が出土してい

るが遺構の重複関係と合わない。混入したものと思

われる。

時期は第147号住居跡が 6世紀と考えられる第127

号住居跡より古いことから、さらにそれ以前と考え

られる。

第139号住居跡（第43図）

調査区の北側、 V • W-47グリッドに位置する。

第136• 137 • 138 • 150号住居跡と重複関係にある。

いずれの住居跡も床面のみの検出のため新旧関係は

判然としなかったが、調査時の所見では第138号住

居跡より新しく、他の住居跡より古いように思われ

た。

平面形は長方形である。規模は長軸が4.00m、短

軸は3.34mである。主軸方向はN-96°-Eを指す。

床面は第136• 137 • 150号住居跡とともに平坦で

あるが、これらの住居跡との重複部分が多く純然た

る本住居跡の床面はカマド周辺などごく僅かである。

カマドは東壁の南寄りに設置されていた。逍仔状

況が悪く底面が残っている程度であったが、壁を掘

り込んで構築されている状況が窺えた。袖は残って

いなかったがカマド覆士上面に灰色の粘質土が含ま

れていたことから灰褐色粘tでカマドを構築してい

たものと考えられる。貯蔵穴は検出されなかった。

遺物はt師器の杯が出土している。この坪は約半

分如が残っているか、形は長方形を思わせる。意識

的にそうしたものか、あるいは単に歪んだものか判

断に苦しむ。

時期はこの杯 1点しか出土していないので断定は

できないが 9世紀と考えておきたい。

第140号住居跡（第43図）

調査区の北側、 W-47グリッドに位置する。南側

半分が調査区域外にかかる。第149号住居跡と菫複

関係にあり調査時の所見では本住居跡が新しいと思

われた。検出した段階で既に床面が出ていたため 2

~3  cm程度掘り下げて住居跡の形が分かるようにし

た。

平面形は南側が調査区外のため不明であるが方形

であろうか。検出されたのは東西方向（北壁） 2.62

m、南北方向（西壁）が1.56mである。主軸方向は、

N-8°-Eを指す。

床面はほぼ平坦で、壁溝などは検出されなかった。

カマドは、北壁の東寄りに設置されていた。壁を

掘り込んで造られていたが、底面と壁の下部が少し

残っていただけである。底面は10cmほど住居跡床面

より低く、壁は被熟して赤化していた。赤化してい

たのは手前の一段低い部分であることから、先端の

浅い部分は煙道になるものと考えられた。袖はもち

ろん残っておらず、貯蔵穴も検出されなかった。

遺物は出土しなかったため時期は不明である。

第141号住居跡（第45図）

調査区の北側v.w-48グリッドに位置する。第

142 • 151号住居跡と重複関係にあり、本住居跡が最

も新しい。住居跡東側は暗渠排水が南北に通ってお

り、カマド袖にあたる部分が壊されていた。

平面形は、南壁が北壁より0.5m短いためかなり

歪んでいる。規模は北壁が3.4mで南壁は2.9m、南

北方向（短軸）は3.16mである。検出時に床面が出

ていたためほとんど深さはない。主軸方向は、 N-

89°-Eを指す。

床面は平坦である。貼床されており堅く締まって

いた。壁溝はカマド右側と南壁の東半分を除いて掘

り込まれていた。柱穴は確認されなかったが、床l<

土堀が 1基検出された。直径 lmの円形で深さは15

cmである。皿形の掘り込みで覆tにはロームブロッ

クを含む黒褐色tが人っていた。

カマドは東壁の中央に壁を掘り込んで造られてい
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第11表 第136号住居跡出土遺物観察表

上
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第12表 第137号住居跡出土遺物観察表
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 二器種

ロニ：［口、：口（ロマ丁［蘭考 ，l'1：／尺口］
第14表 第149号住居跡出土遺物観察表

□―—器 一種
14 十師器杯I塁： ：型甕

17 砥石

た。火床面は床面より lOcn]ほど低く、外側に70cmほ

ど張り出している。幅は44cmである。袖は残ってい

なかった。貯蔵穴は確認されなかった。

遺物は塊がカマド右側の壁際から出土したほか

皿・台付甕が検出された。

時期は 9但紀後半と考えられる。

第142号住居跡（第47図）

調査区の北側、 V • W-48グリッドに位置する。

第141• 151 • 184号住居跡と重複関係にある。第141

号住居跡より古く、第151号住居跡より祈しい。第

184号住居跡については重複部分が僅かであるが本

住居跡が古いと思われた。住居跡の西側は北東から

南西方向に暗渠排水が通り、遺構の一部が壊されて

しヽる。

平面形は長方形である。規模は長軸3.86mで、短

軸は3.42m、深さは0.18mである。主軸方向は、

N-55° -Eを指す。

覆上は焼土粒子、炭化物を多量に含み床面からは

大きめの炭化材が検出された。またカマド内やカマ

ド脇には甕類が置かれたままのような状態で出土し

たことから、本住居跡は火災に遭ったものと推定さ

れる。

床面はほぼ平坦でカマド前面はよく踏み固められ

ていた。壁溝は全周するが南壁際は幅広である。

カマドは東壁の南寄りに造られていた。壁は掘り

込んでいない。火床面は床面より低く抽は灰白色粘

士で造られていた。覆士は焼失住居ということもあ

って全体に焼土粒子が多く含まれていたが、 9層が

天井部の崩落土である。袖は左袖が76cm、右抽は74

cmほど残存していた。貯蔵穴はカマド右側に掘り込

まれていた。大きさは64cmX46cm、深さは38cmであ

った。上面の固囲にはL字型に固堤が残っていた。

床下土塙は中央から北西部にかけて検仕＇1された。

円形ないしは不整形でロームブロックを含む賠褐色

土が入っていた。
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第43図第139• 140 • 150号住居跡

逍物はカマドの周囲を中心に甕・高坪などが検出

された。特に貯蔵穴上面の壁際には甕が 2個体並べ

られた状態で1[h土した。当時の使用状況を示す好例

である。

時期は 5但紀後半～ 6棋紀と考えられる。

第143号住居跡（第49図）

謂査区の西側、 V • W-53グリッドに位置する。

他の遺構との重複はないが南側が調査区外にかかっ

てしヽた。

平面形は長方形である。長軸は3.90m残存してお

り、短軸は3.26mである。深さは 5cmと浅い。主軸

方向は、 N-77°-Eを指す。

床面は平坦で、中央部がやや硬くしまっていた。

壁溝は調査された範囲では確認されていることから

全周しているものと思われる。また、壁溝はカマド

までかかっているため壁溝を先に掘ってからカマド

を構簗したことが分かる。

カマドは東壁の南寄りに位置すると思われる場所

に構築されていた。壁を70cmほど外側に掘り込んで
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第15表 第139号住居跡出土遺物観察表

種 I(~l1:) I □: I □: IA:)E土HJ1 :：［皇：一 40 

第16表 第150号住居跡出土遺物観察表

ー冨種 l二I口：］ ＿径 IA:D:H 
備考・出上位置 □□□
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． ＜ 一'1
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B : 111 口＿］覺ー乱 1 B---

S_J 151 
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第45図第141号住居跡

-60 



コ
／ニヽ

□三□□ ごI I Q 6 

三 3

□: 
二，

□ 

10cm 
l : 4 

第46図 第141号住居跡出土遺物

第17表 第141号住居跡出土遺物観察表

計 I底径 胎土 焼成 色調 残存皐（％） 備考・出士位置

I 6.8 EHJ 良好 灰 70 撹乱やや歪みあり

， ヽ (6.6) EHJ 良好 灰黄 40 やや歪みあり

I 6.5 HJ 良好 灰 70 

； (6.8) AEH 普通 にぶい桁 80 S J 142 

7.4 ABEH 蒋通 にぶい橙 95 SJ 142 

：） (7.2) AEH 不良 にぶい橙 40 

i) ABEH s 斡通 褐 15 

- ABDEH 普通 にぶい橙

~ ） 9.5 / A B D H I普通 1 にふい橙

20 

J 

おり、深さは火床面が床面と同じか、やや低い程度

に掘り下げられていた。袖は残っていなかった。

貯蔵穴は検出されなかった。

住居跡の中央に床下土壊が確認された。大きさは

1.08m X0.96m、深さ22cmで、覆土はロームブロッ

クを多量に含む暗褐色土であった。

遺物は塊の他緑釉陶器などが出土している。

時期は 9世紀である。

第144号住居跡（第50図）

調査区の北側、 V • W-53 • 54グリッドに位置す

る。第145号住居跡・第30号溝跡と重複関係にあり、

前者より新しく後者より古い。

平面形は方形である。規模は長軸3.24m、短軸

70 

2.78m、深さは0.12mで浅い。主軸方向は、 N-

80°-Eを指す。カマド左側の壁は段を持ち30cmほ

ど外側に張り出しており、いわゆる棚状施設と思わ

れる。床面は平坦で棚状施設からカマド前面を経て

貯蔵穴の周囲は固く締まっていた。壁溝は床面が固

く締まっていた範囲を除いてほぼ廻っていた。

カマドは東壁のほぼ中央に造られていた。燃焼部

は壁を掘り込んでおり、長さは0.96m、幅は0.54m

であった。床面より 10cmほど堀り下げてからローム

混じりの褐色土で埋め戻し火床面としている。袖は

遺存していなかったがカマドの覆土中に灰白色粘質

土が多量に混入していることからそれを用いて構築

されていたと考えられる。貯蔵穴はカマド右側で住

居跡の南東隅に検出された。カマド側に浅い段を持
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ち深さは19cmと浅めであった。覆土中から杯類が出

土した。

ピットは北西部に 1拮検出されたほかには見られ

なかった。住居跡中央に床下土堀が検出された。土

層断面を見ると深さ20cmほどの土壊を掘りそれを埋

めた後でさらに深さ75cmの土堀を掘り込んでいる。

断面ではその上に住居跡の覆土がかぶり明らかに住

居跡より新しいものではないことが分かる。床下土

壊としては通常のものより深く特異である。

遺物は、覆土中から坪・塊・ 1II1・甕・灰釉陶器な

どが出土した。また、前述のとおり貯蔵穴の覆土に

は杯類の破片が入っていた。さらに貯蔵穴の脇から

杯が伏せた状態で出土したが床面から 5cmほど浮い

てし＼た。

時期は 9世紀後半である。

第145号住居跡（第50図）

調査区の北側、 V-53• W-53 • 54グリッドに位

置する。第144号住居跡と重複関係にありこれより

古い。第144号住居跡にカマドを含む東側を壊され

ている。

平面形は、西壁が東壁よりやや短く少し歪んでい

るが方形と推定される。規模は長軸3.04m、短軸が

3.04m、深さはO.llmであった。主軸方向は、 N -

80°-Eを指す。

床面は平坦で、全体に良く締まっていた。壁溝は

北壁を除いて検出された。

カマドは東壁に造られていたと考えられるが、第

144号住居跡に壊されている。貯蔵穴も検出されな

かった。

ピットは床面北側に 1基検出されただけで柱穴は

分からなかった。

遺物は覆土中から碗、甕が出土している。

時期は 9世紀前半である。

第146号住居跡（第54図）

調査区の北西側、 V-45• 46グリッドに位置する。

住居跡の南西の角が検出されただけで、ほとんどは

調査区外である。検出された範囲では重複する遺構

はない。

平面形は、検出範囲が狭いため不明である。検出

された規模は南辺が1.26m、東辺が0.46mである。

深さは0.08mであった。主軸方向は、 N-89°-E

を指す。

床面の状態も検出範囲が狭いためよく分からない

が南東の隅は一段下がっていた。これが貯蔵穴状の

施設に関連するものかどうかはわからなかった。壁

溝も検出範囲では確認されなかった。覆土は灰褐色

土を含んでおり多分に上層の影響を受けていると思

われた。

カマドは調査区外の東壁あるいは北壁にあるもの

と考えられる。

遺物は覆土中から底部箆削りの杯などの破片が僅

かに出土したが、時期の合わないものも含まれる。

時期は箆削りの杯の時期をとって 8世紀第 1四半

期頃と考えておきたい。

第147号住居跡（第35図）

調査区の西側、 W-47グリッドに位置する。幅 l

mほどの調査範囲だったため全容は不明である。第

127 • 138号住居跡と重複関係にあり、第127号住居

跡より古く、第138号住居跡より新しい。

平面形は不明である。検出された部分は南辺が

1.36mである。深さは壁溝部分でO.llmである。ほ

かの部分については分かっていないことから、ある

いは本住居跡を拡張して第127号住居跡を造ったと

考えたほうがいいかもしれない。主軸方向は、 N -

21°-wを指す。

床面は第127号住居跡と重複しておりほとんど残

っていなかった。壁溝は南壁隊に一部確認された。

同じ壁際に40X34cm、深さ55cmのピットが検出され

たが本住居跡に伴う可能性は低く、むしろ掘立柱建

物のなどの柱穴の可能性が高いように思われる。

ほかにカマドなどの施設は検出されなかった。
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第19表 第143号住居跡出土遺物観察表
~—~ ~ ~ - -- - ~ `――  

闘（％）＇

破片

釉皿 : - I -: -I E 良好 灰白 ／／］ 
クロ高台付塊 12.2 I 5.0 I 5.6 I B D E H J 不良 灰褐 80 

クロ高台付浣 ー (3.0) I (6.8) 1 ABE HJ，汎通 にぶい黄橙 40 
恵沿咄 i : I (3:0) ! (6:8) i A~!~ 自奸 灰 '_  1 

備考・出＿t〖/四＿＿ーロ

l 

： 

--J 

/

9

 

c
 SJ145 

B
 

c
 

<(I~心心窯ゞ <(• I 

第 14 

1 

2 

3 B' 
4 

5 
6 ． 7 

8 ， 
10 

11 

12 

第

c' 
114 3 11紅褐色上 焼十粒微 l,l•、ローム粒多伍
1 5 

三 l l9 

2m  

゜ ------, 60 水糸標高＝53Om 

第50図第144• 145号住居跡

遺物は土師器の甕が本住居跡のものとして取りL

げられているが10cm以上浮いた状態にあり第127号

住居跡の遺物と考えられる。

時期は第127号住居跡が 6世紀と考えられること

からそれ以前である。

<(ll<(苓

第149号住居跡（第41図）

調査区の北側、 V • W-47グリッドに位置する。

確認時には既に床面が露出していたため、壁溝で平

面形を確認した。第137• 140号住居跡と重複関係に

あり、調査時の所見では本住居跡が最も古いと思わ
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EH 

残存皐（％） 備考・出土位置

20 

50 

15 カマド 軟質

15 カマド

15 

15 

15 

10 

20 

60 

60 カマド

15 床下上墟

> 15 

15 カマド

15 

100 

』 10 カマド

褐 15 内外面やや摩耗

> 20 

15 

15 

60 カマド やや摩耗する

30 カマド

15 内面摩耗する

］ 10 カマド

20 カマド

20 

j 15 床下土堀

10 床―卜十堀

15 

］ 50 床下上堀

50 カマド 床―ド土堀 4ヶ所穿孔
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第53図 第145号住居跡出土遺物

第21表 第145号イ主居跡出土遺物観察表

器高：付口冒□：口［／H［」::l色）火調 I残存;(%)1 備考 出土位置一

甕 1(220) | (27) |―i  BDEH 口：ローにふい赤雙］ 20 1 カマト ーJ

れた。

平面形は長方形であるが北西辺が大きく湾曲して

いる。規模は長軸3.48m、短軸2.96mである。主軸

方向は、 N-156°-Eを指す。

床面はほぼ全面にわたって固く中央部は僅かに窪

んでいた。壁溝は南西辺の西側を除いて儘っていた。

また、カマド両脇の袖にあたる部分は切れていた。

カマドは南東壁の中央に造られていた。燃焼部は

壁内に収まっており、煙道部分が50cmほど壁外に張

一
区／

一'
SJ 146 

A
-

A' 

］ 明褐色上

II 暗褐色十．

第 l4 6号住居跡

1 暗掲色士 灰掲色士多抵、ローム拉・焼十粕少址

0 2m  

水糸標高＝53Jm ~1 • 60 

り出している。底面は床面より25cm低く掘り下げら

れているが、実際の火床面は 3層上面と思われる。

袖は遺存していなかった。

遺物は土師器杯・甕などが出土しているが混人が

見られる。

時期は遺物が混入しており判断に苦しむが坪の年

代をとって 8世紀としておきたい。

第150号住居跡（第43図）

＼ーi/1 ロニD 2 

口ロニ--〖 4

0 10cm 
1,  1 1 4 

第54図 第146号住居跡・出土遺物

第22表 第146号住居跡出土遺物観察表
~ 

~ ~ 

種

坪

杯

器

器

.7 ! 3.4 I 10.3 

. 0) 1 3.2 (1 0. 0) 
！ 

・刈 (2.8) 

胎土

EHJ 

BDEH 

DEH 

AEH 

色調ー］残存い竺］ 備考

褐灰 15 1 

にぶい橙 95 

にぶい橙 40 内外面摩耗

桁 □い＿」内外面摩耗
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第56図 第152号住居跡出土遺物

第23表 第152号住居跡出土遺物観察表

口径 I町高 1 底1予 1 胎上ー「麗成―／□皇／調―口屁存卓（％）

119 1 31 1 99 IAB  DE]口「ヽ 良 f にぶヽ橙＿［；

(11.8) j 3.3 j (9.7) j AB DE H j不良 にぶい桁 30 

14.4 I 3.2 I 10.3 I ABE H 普通 にぶい赤褐[ 80 

— □I -ABDEH 酋通 Iにふい赤褐 1 30 

21.6 257 ］りJ-八竺］上一砕通□にふい褐 1 40 

第57図 第158号住居跡出土遺物

第24表 第158号住居跡出土遺物観察表

0 10cm 

l l | 1 4 

備 考・出上位置

カマド

内面昭文摩耗著しい

カマド

カマド 外面粘土付着

こ

_ | 

10cm 
1 : 4 

~-,□□三□□三／／
調査区の北側、 W-47グリッドに位置する。南側

は調査区外に出ている。第136• 138 • 139号住居跡

と菫複関係にある。検出段階で床面か露出していた

ため断面による新旧関係をつかむことは出米なかっ

たが、調査時の所見では本住居跡が最も新しい可能

性があると思われた。

平面形は長方形になるものと思われる。規模は長

軸3.26m、短軸は1.94m検出できた。主軸方向は、

N-91°-Eを指す。

床面の状態は、少し削平を受けているため詳しく

は分からないがほぼ平坦であったと考えられる。調

査区際では貼り床が認められた。貼り床は、第138

号住居跡のカマドの上に貼られており、これによっ

ても本住居跡が新しいことが分かる。壁溝は西壁際
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第58図第153号住居跡

が切れぎれになり、第136号住居跡の壁溝で壊され

ている。

カマドは東壁の中央と考えられる場所に造られて

いた。壁を掘り込んで先端を土堀状に造っている。

底面は床面より低く、火床面は 3層上面に該当する。

袖は遺存状態が良くなかったのではっきりしない。

貯蔵穴は検出されなかった。調査区外にある可能性

が考えられる。

逍物は土師器の甕が出土している。

時期は10世紀と考えておきたい。

第151号住居跡（第47図）

調査区の北側、 W-48グリッドに位置する。第

141 • 142号住居跡と重複関係にあり本住居跡が最も

古い。第142号住居跡に遺構の大半を壊されており、

残存していたのは北側のごく一部であった。

平面形は不明である。残存していたのは北辺が

2.86mと西辺の0.46mである。深さは0.60mである。

主軸方向は北辺でN-67°-Eを指す。

僅かに残っていた床面はほぼ平坦で貼り床はされ

ていないようであった。壁溝も検出されなかった。

カマドや貯蔵穴なども壊されて痕跡を留めていなか

った。

遺物も出土しなかった。時期は第142号住居跡が

5世紀後半から 6担紀にかかる頃と考えられるので

それ以前となる。

第152号住居跡（第55図）

関査区の中央、 Z_47グリッドに位置する。第

154号住居跡と重複関係にあり、これよりも新しい。

さらに第154号住居跡は第330号住居跡と、第330号

住居跡は第158号住居跡と重複しており、その関係

は古い方から第158局住居跡→第330号住居跡→第

154号住居跡→第152号住居跡という順になる。幅 l

m余の調査範囲のため、検出されたのは住居跡の東

側のカマドを含む一部分であった。
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第59図 第153号住居跡出土遺物

□ □  7 土師器甑 （24.o) I (12.6) 
8 i上師器甕 I -I (6.5) i 5.6 

胎土 I焼成

BEH 1普通

AEH 普通

BEHJ I 普通

ABDEH I普通

AEHJ 普通

ABDHJ 普通

ー冒言：

色調 残存率（％）

にぶい橙 i 10 

明赤褐 90 歪みあり

灰褐 15 
I 

灰褐 30 

にぶい橙 70 

にぶい橙 80 

明二f]:- -_J 
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平面形は、大部分が調査区外にあるため不明であ

る。検出されたのは東辺で長さ2.56mである。東西

方向は僅かに0.36mが検出されたに過ぎない。深さ

は0.26mである。主軸方向は、 N-83°-Eを指す。

床面の状態は、検出範囲が狭いためよく分からな

い。壁溝はカマドの左側には検出されたが、右側で

は確認されなかった。

カマドは、東壁の中央に壁を約50cm掘り込んで造

られていた。底面を住届跡の床面より 10cmほど低く

掘り下げた後、床面と同じ高さまで埋め戻し火床面

としていた。 3層は天井崩落土と考えられる。袖は

遺存状態が悪く分かりにくかったが、土層断面で見

ると灰白色の粘土を用いて構築されていたことがわ

かる。また、た袖には上師器の甕を心材として使っ

ていた。貯蔵穴はカマド左側の調査区際に落ち込み

の際が僅かにかかっていたが、これが該当する可能

性がある。

遣物は、カマドの襄土中から土師器の杯・甕が出

土している。

時期は 9世紀前半である。

第153号住居跡（第58図）

調査区の中央、 BB-47グリッドに位置する。第

216号住居跡、第172号土堀、第30号井戸跡と重複閃

係にある。第172号土堀より占く第216号住居跡、第

30号井戸跡より新しい。

平面形は長方形である。規模は長軸5.60m、短軸

3.74m、深さは0.05mである。主軸方向は、 N -

11°-Eを指す。

床面は平坦で、カマド周辺がやや硬化していた。

壁溝は幅17~25cm、深さは床面から10cmほどで全固

していた。北壁際がほかより幅広であった。

カマドは西壁の南寄りに造られていた。壁は掘り

込まず住居跡内に収まっている。灰白色粘土を用い

て構簗しており、袖は右袖が60cm、左袖は65cm残っ

ていた。両紺lとも焚き口に近い方がよぐ焼けていた。

住居跡中央に、直径約30cmの円形に焼上が見られた。

74 

焼土部分の床面は僅かに焼けている程度でしっかり

したものではないため、その性格についてはよく分

からない。貯蔵穴は検出されなかった。

遺物はカマドから上師器甕が出土したほかは、焼

上付近から甕、高杯の坪部などが出土している。

時期は 6但紀前半であろう。

第154号住居跡（第55図）

調在区の中央、 Z-47グリッドに位置する。第

152 • 330局住居跡と重複関係にあり、第152号住居

跡より占く第330号住居跡より新しい。幅 1m余の

調査範囲のため、検出されたのは住居跡のカマドを

含む一部分であった。

平面形は、大部分が調査区外にあるため不明であ

る。検出されたのは東辺で長さ1.90mである。東西

方向は僅かに0.34mが検出されたに過ぎない。深さ

は0.2mである。主軸方向は、 N-97°-Eを指す。

床面の状態は、検出範囲が狭いためよく分からな

い。壁溝は確認されなかった。

カマドは東壁に造られていた。壁を掘り込んでお

り、煙道を合めて80cmほど壁外に伸びていた。カマ

ドの構築は、始めに住居跡の掘り方を掘った後、埋

め戻して住居跡の床面を造り、それからカマドを掘

り込んでいる。灰層である⑥層下面が火床面で④層

が天井部である。抽は明確にはつかめなかったが⑧

層がカマドの下を通り、カマドの左右で原みを持っ

ており、これが袖の痕跡になるのかもしれない。貯

蔵穴は検出された範囲では確認されなかった。

時期を推定させる遺物は出土しなかったが、本住

居跡より新しい第152号住居跡が 9担紀前半と考え

られることから、それ以前としか捉えられない。

第155号住居跡（第60図）

調査区の中央、 BB-50 • 51グリッドに位置する。

第26号堀立杜建物跡と重複しているが、新旧関係は

確認できなかった。

平面形は、方形で、規校は長軸3.64m、短軸3.06



m、深さ0.10mである。主軸方向は、

を指す。

床面は平坦で住居跡中央部が踏み固められて硬化

していた。壁溝は東壁の—部を除いて廻っていた。

カマドは北壁の東寄りに造られていた。壁を外側

に50cmほど掘り込んでいた。燃焼部の規模は92cmX

68cmで、火床面は床面よりやや低い。袖は残ってい

なかった。

柱穴等は検出されなかった。

遺物は、 カマド及びカマド周辺から土師器甕が、

カマドの反対側の壁近くから坪が 2個体出土した。

時期は 9但紀後半頃である。

第156号住居跡（第55図）

調査区の中央、

N-1 °-E 

AA-47グリッドに位置する。第

13号井戸跡、第174号土堀と重複関係にあり、本住

居跡が最も古い。幅 1m余の調査範囲のため、検出

されたのは住居跡の一部分であった。断面で見る限

り南北方向に3.3mの範囲で本住居跡の土層の堆積

が見られ、地山面からの深さは 8cmである。その他

の詳細については、検出部分の殆どを第13号井戸跡

と土塙に壊されており不明である。

遺物は出土しなかったため、遣構の時期は不明で

ある。

第157号住居跡（第62図）

調査区の西側、 B B-46 • 47グリッドに位置する。

第42局溝跡、第173• 200号土堀と重複関係にあり、

各土堀より古い。第42号溝跡との重複は南の角の僅

かな部分だったため、逍構での新旧関係は確認でき

なかったが、出土遺物より本住居跡が古い。

平面形は方形である。規模は長軸が4.84m、短軸

は4.64m、深さ 0.10m残存していた。主軸方向は、

N-48°-Wを指す。

床面は、ほぼ平坦で主柱穴に囲まれた中がよく硬

化していた。壁溝は南角が切れていたがほかは廻っ

ていた。柱穴は 4本対角線上に検出された。

カマドは東壁に造られていたが、第200号土堀に

よって壊されていた。僅かに左抽が崩壊した粘土と

ごく少量の焼土が検出されたに過ぎない。貯蔵穴は
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第61図 第155号住居跡出土遺物

第26表 第155号住居跡出土遺物観察表
番--号~ 器- 種 ~ 口径 百ロh円百I可 底径 胎土 焼成 色調 残存半（％） 備考・出土位置

1 須恵器坪 (12 4) 3.6 55 EHJ 良好 灰 70 

2 須恵器坪 (3.0) (5.7) EJ 良好 灰 30 カマド

3 須恵器 高台付杯 (13.0) (5.0) EHJ 良好 灰 40 1器形の歪み大きい

4 須恵器皿 13.3 1.9 62 EJ 良好 灰 60 

5 須恵器 llil (1.5) 7.0 A E.J 普通 灰褐 40 

6 ロクロ 高台付培 (4.4) AEH 評通 褐 30 

7 ロクロ fill 13.6 2.1 7.3 EHJ 良好 灰褐 90 貯蔵穴

8 上師器塊 (16.0) (3.2) ABH 普通 にぶい橙 10 

I ~ l カマド
9 土帥器甕 (20.0) (18.5) ADEH 普通

にぶい褐 | 40 
10 十師器甕 (12.0) (4.7) 

i 

AEH 普通 にぶい褐 20 カマド

11 七師器甕 (20.0) (4.8) ADEGH 普通 褐 10 

12 土師器甕 (20.2) (5.2) i ABDEH 評通 にぶい橙 10 

13 鉄製品 残存長75cm 最大幅3.0cm 厚さ0.2cm 重さ33.0g 
一—

7鎌
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第27表 第豆：号住居＿跡出土遺物観察表

〖硲種 口径

二 汀3 ！土師器鉢 12.0 I (4. 

4 _t帥器壺

5 不明土製品 長さ3.6cm

胎上

’̀― BEHJ 

AHJ 

ABEH 

ABEH 

AEG 

~t I,:fill I残存：（り） 1ロニし口l±fiLJ1i—-」

：： I ：言口~1:言する
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カマド右側に、第173号土塙と第200号土堀に挟まれ

る形でかろうじて残っていた。やや歪んでいるが長

方形を意識したものと考えられ、 84cmX68cm、深さ

は最大で34cmであった。

遺物は、土師器の甕、鉢などが出土している。

時期は 6世紀と考えられる。

第158号住居跡（第55図）

調査区の中央、 Z • AA-47グリッドに位置する。

第330号住居跡、第13号掘立柱建物跡、第174号土堀

と重複関係にあり、本住居跡が最も古い。また、第

174号土堀を挟んで南に第156号住居跡がありこれと

も重複していると考えられるが新旧関係は確認でき

ない。この部分の調査範囲は幅 1m余だったため、

検出されたのは住居跡の東側のカマドを含む一部分

であった。

平面形は大部分が調査区外にあるため不明である。

検出されたのは東辺で長さ2.60m、東西方向は0.74

m、深さは0.18mであった。主軸方向は、 N-

105° -Eを指す。覆土にはローム粒子やロームブロ

ックが多量に含まれており、その状況から埋め戻さ

れた可能性も考えられる。

床面の状況は検出範囲が狭いため全体的なことは

分からないが、調査された範囲では平坦で壁溝は確

認されなかった。ピットが 1悲検出されたがこれが

柱穴であろうか。

カマドは東壁に造られていた。燃焼部は壁内にあ

ったと考えられ、煙道は壁を70cmほど掘り込んでお

り、先端には立ち上がり部のピットが検出された。

カマドは南側半分が第13号掘立柱建物跡の柱穴によ

って壊されていたが、破壊を免れた部分でも燃焼部

の痕跡は明瞭には残っておらず、袖も確認できなか

った。貯蔵穴は調査区外にあると思われる。

遺物は土師器の高杯、甕の口縁部が出土している。

時期は 5世紀末～ 6但紀初頭であろう。

第159号住居跡（第63図）

-78 

調在区の中央、 BB-44• 45グリッドに位置する。

第160• 161 • 176号住居跡と重複関係にあり、第

161 • 176号住居跡より新しい。第160号住居跡との

新旧関係は、確認時に本住居跡が見えたため新しい

と考えられるが、出土遺物には大きな時期差は見ら

れない。

平面形は長方形である。規模は長軸4.62m、短軸

3.66m、深さは0.03mである。主軸方向は、 N-

28°-Wを指す。

床面は平坦であったが中央部が貼り床されていた。

壁溝はほぼ全周する。床下土堀が 1甚検出されたが

本住居跡に伴うものか、第160号住居跡に伴うもの

が定かでない。直径65cmの円形で、深さは35cmであ

る。覆土はロームブロックが多量混入していた。

カマドは北壁のやや東寄りに検出された。壁を掘

り込んで燃焼部と煙道を造っている。燃焼部と煙道

を含めた長さは1.3m、燃焼部の幅は0.78mである。

床面から25cmほど掘り込んでから埋め戻し、住居跡

の床面から 5cm下がったところで火床面としている

(7層下面）。 6層は天井崩落土である。袖は残って

いなかった。貯蔵穴はカマド右側に掘り込まれてい

た。長方形で大きさは68cmX52cm、深さは21cmであ

る。中からの遺物の出士はなかった。

遺物は、上師器胚、甕、土錘などが少量出土した。

時期は 7世紀末～ 8世紀初頭頃と思われる。

第160号住居跡（第63図）

調査区の中央、 BB-44• 45グリッドに位置する。

第159• 161 • 176。177号住居跡、第25号井戸跡と重

複関係にあり、第159号住居跡より古く、遺物から

第177号住居跡より新しい。第176号住居跡との新旧

関係は確認できなかったが、他の仕居跡との軍複関

係から本住居跡が新しいと考えられる。

平面形は、長方形である。規模は長軸5.00m、短

軸4.26m、深さ 0.18mである。主軸方向は、 N-

64°-Eを指す。

床面は第159号住居跡によって大部分が壊されて
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第28表 第159号住居跡出土遺物観察表

器

器

齢

器

品

石

石

師
師
師
師
製
錘
物
物
—

土

t

t

土

鉄

土

編

国
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1

2

3

4

5

6

 

残存率(%)I 備考・出土位置

15 □マト ］ 
20 

15 ！カマドロ残存長5.6cm 幅0.8cm 厚さ0.2cm 重さ7.2g )]子（刃部）

残存長4.6cm直径1.0cnl□一了泊 I普通 I 桁一~ 95 1重さ3.7g

長さ 11.6cm 111品4.3cm 厚さ4.5cm 重さ353.4g 

長さ 10.6cm 幅4.7cm 厚さ2.4cm 重さ 166.7g 

第29表 第159• 160 • 176 • 177号住居跡出土遺物観察表

王］器種 口径器高底径 胎土 焼成□―］豆―調 残存平（％）□：：ーロ□□1:1I AEE：口~:1;ふ｀ヽ橙 ー
置位

f
上出考

―

一備

第30表 第160号住居跡出土遺物観察表

ロ
直

ご

色調

にぶい橙

にぶい橙

にぶい褐

出上位置

20 I S J 159 
］ 

60 ー~カマド
＂～ 

いるが、平坦で貼床は無かった。壁溝は、全周して

いたと考えられる。床下土壊は住居跡中央に円形の

土堀が 1基確認されたが、第159号住居跡のもので

ある可能性もある。

カマドは東壁のやや南よりに造られていた。燃焼

部は壁を掘り込んでいた。火床面は床面より下がっ

ている。 3層が天井崩落土と考えられ、 5層が灰層

である事から 6層上面を火床面と考えておきたい。

袖と貯蔵穴は検出されなかった。柱穴は 4本確認さ

れた。 30~50cmの円形で深さは38~60cmであった。

遺物は、土師器の坪・甕が少量出土している。

時期は 7世紀末としておく。

第161号住居跡（第65図）

調在区の西側、 AA -44 • 45 • BB-44 • 45グリ

ッドに位置する。第159• 160 • 176号住居跡、第

14 • 25号井戸跡と重複関係にある。東側の角は調査

区外にかかる。井戸と上壊との新旧関係は掴めなか

ったが、重複する住居跡の中では本住居跡が最も古

しヽ。

平面形は長方形で、規模は長軸6.60m、短軸5.00

m、深さは0.10mである。主軸方向は、 N-65°―

Eを指す。

床面は平坦で、壁溝は南隅が切れているほかは全

固する。床面からは複数のピットが検出されたが主

柱穴を特定することはできなかった。

炉と貯蔵穴は検出されなかった。貯蔵穴は謂査区

外にかかる部分にあるのかもしれない。

遺物は、床面や床面直上から碗、高杯、甕等が検

出されたが、出土状況は壁から一定の距離を置いて

円形に分布していることから、住居廃絶後に拾てら

れた可能性が高いと思われる。 3は混入で第160号

住居跡の物と考えられる。

時期は 5世紀である。

第162号住居跡（第68図）

調査区の西側、 Z-44 • 45 • A A -44グリッドに

位置する。第163• 164 • 166 • 168号住居跡と重複関

係にあり、本住居跡が最も新しい。

平面形は長方形である。規模は長軸4.30m、短軸

3.64m、深さは0.04mである。主軸方向は、 N-

55°-Eを指す。

床面は平坦で、貼り床などは見られなかった。壁

溝はカマドの両側を除いて掘りこまれていたと考え
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られる。柱穴は検出できなかった。南東側の壁から

0.6mほど内側に壁溝が検出された事から本住居跡

は拡張されたものと考えられる。拡張前の住居跡に

ついては調査時に第164号住居跡の番号を振ってあ

るためそのまま使用する。

第161号住居跡

燃焼部の規模は長さ1.2mで袖の先端から20cmほど

内側に支脚に使用した石が据えられていた。貯蔵穴

は検出されなかった。

遺物は、 カマド及びその周辺から出土したが復原

カマドは北東壁のやや東寄りに構築されていた。

燃焼部は壁を掘り込まず、住居跡内に設定されてい

た。火床面は床面より僅かに下がっている程度であ

まり差はない。 2層が天井崩落土と考えられる。袖

は両袖とも長さ60cmほど遺存しており先端部は土師

器甕を用いて構築材としていた。焚き口部をいれた

できたのは甕が殆どである。ほかには紡錘車が出土

した。

時期は甕の形態から判断するしかないが 7世紀の

終わり頃から 8世紀にかかる頃としておきたい。

第163号住居跡（第74図）

調責区の西側、 A A-44 • 45グリッドに位置する。
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第66図 第161号住居跡遺物出土状況・出土遺物 (1)
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第31表 第161号住居跡出土遺物観察表

5 i±師器

6 土帥器

7 土師器

8 上師器

種

碗

坪

坪

杯

高外

高坪

高坪

高外

高外

小型壺

小型壺

鉢

鉢

甕

癖忘

甕

犀ヽ且n口n 

口径 命ロロ回亡f 底径 櫂

(10.0) 7.7 A 

(11.8) 5.9 」

(13.4) (4.7) 」`

(10.0) 6.0 AI 

17.6 13.3 12.2 i! 

17.4 (12.1) A 

(17.2) 13.5 (12.8) D 

(19.4) (4.8) E 

(7.8) 12.0 I~ 

(8.8) 9.5 E 

(6.0) 10.0 (4.0) 」1

(13.0) (8.0) 

(14.6) (8.0) i 

(18.5) (10.1) A 

19.9 31.0 7.1 A 

(12.0) 6.8 A 

長さ (3.5)cm 幅（1.5)cm ／旱さ

残存亭（％］「―ー一ー備考・出土位置

：口□25 器面摩耗する

70 
90. 

i 9 土師器

10 土師器

11 土師器

12 土師器

13 土師器

14 It師器

15 i ±師器

16 上師器

17 !石製模

18 砥石 長さ 13.3cm 幅9.1cm 厚さ3.:cm 重さ213.53g I[1_IJみ伍を砥石に転用

19 i砥石 長さ (10.9)cm 幅（10.0)cm ／旱 さ3.9cm 重さ431.98g 砥面 3面

20 砥石 長さ 18.1cm 幅9.7cm 厚さ5.:m 重さ 1047.58g 閃緑岩

幅5.9cm 厚さ3.1cm 重さ304.5g 21 I編物石

22 編物石

23 編物石

長さ 10.9cm

長さ12.4cm

！長さ 17.0cm

長さ 13.1cm

幅4.9cm 厚さ3.1cm 重さ251.09g 

I 
幅5.2cm )旱さ2.2cm 重さ325.94g 

24 編物石 幅4.4cm 原さ3.2cm 重さ259.84g 

第162• 168号住居跡、第177• 178号土堀、第39• 40 

号溝跡と重複関係にあるが、本住居跡が最も古いと

思われる。

平面形は、長方形で、規模は長軸3.10m、短軸

2.58m、深さ0.10mである。主軸方向は、 N-1°— 

Eを指す。

残存状態が悪く浅い事から、床面は殆ど残ってい

ない可能性が高い。壁溝や柱穴は検出されなかった。

カマド或いは炉も検出されなかった。

遺物も出土しなかった。時期は不明である。

第164号住居跡（第68図）

調査区の西側、 Z-44• 45グリッドに位置する。

本住居跡は前述のとおり第162号住居跡の拡張前の

住居跡である。

平面形は長方形である。規模は長軸3.64m、短軸

3.38m、深さ0.03mである。主軸方向は、 N-44°―

Eを指す。

カマドは拡張後の第162号住居跡と同じ位置にあ

ったと思われる。

第165号住居跡（第75図）

調在区の西側、 Z-45.AA-45グリッドに位置

する。東側の大半は調査区外に出る。第168号住居

跡、第39• 40号溝跡と重複し、本住居跡が最も古い。

平面形は方形ないしは長方形であろうが、調査区

外にかかる部分が多くまた、璽複があり不明である。

規模はカマドを軸とした東西方向で1.82m、南北方

向は1.86m検出した。主軸方向は、 N-106°-Wを

指す。

床面はほぼ平坦で、壁溝はカマドの袖際から掘り

込まれていた。柱穴は確認されなかった。

カマドは西壁に造られていた。燃焼部はあまり壁

の外側には出ず、先端はピット状に掘り込まれてい

た。覆土は全体に焼土を含むが、 4層が天井崩落土

と考えられ、 8層が燃焼面と思われる。抽は長さ60

cm残存しており、燃焼部の幅は40cmである。

貯蔵穴はカマドの左側に検出された。直径90cmの

-85-
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第 I6 8 
1 焼」＇

2 賭齢色」＿

3 暗祀色上

4 "音掲色上 椅」卜粒少贔、焼上プロック ・I火色柏上・ローム粒
5 祀色上

6 II音掲色上
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第68図第162• 164 • 166 • 167 • 168号住居跡
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第69図 第162• 168号住居跡遺物出土状況

円形で深さは53cmである。中から甕が 2個体と高坪

が転落したような状態で出土した。

遺物は貯蔵穴の他にカマド周辺から坪類が出土し、

調査区際からも纏まって出土した。 6は第168号住

居跡の遺物と思われる。

時期は 5但紀末から 6世紀初頭頃と考えられる。

居跡によって壊された可能性が考えられる。

遺物は、出土しなかった。時期は第162局住居跡

より古く、第168号住居跡より新しい事から 8世紀

初頭頃と考えておきたい。

第167号住居跡（第68図）

調査区の西側、 Z-44• 45グリッドに位置する。

第166号住居跡（第68図） 第47• 162 • 166 • 168号住居跡と重複関係にあり、

調査区の西側、 Z-44• 45グリッドに位置する。 第162• 166号仕居跡より古いが、他の遺構との新旧

第48• 162 • 164 • 167 • 168号住居跡と重複関係にあ 関係は不明である。

り、第162• 164号住居跡より古く、第167• 168号住 平面形は重複が激しく不明であるが検出されたの

居跡より祈しいが他の遺構との新旧関係は確認でき は東西方向が3.66mで、南北方向は1.30mである。

ていない。 深さは 4cmであった。方向は、 N-90°-Eを指す。

平面形は長方形である。規模は長軸4.36m、短軸 床面はほぼ平坦であるが残存範圃が狭く詳細は不

3.16mで深さは0.1mである。主軸方向は、 N一 明である。北東の隅に60cmほどの楕円形の掘り込み

66°-Eを指す。 が検出されたが住居跡に伴うものかどうかはわから

床面は第162号住居跡によって殆どが填されてい ない。壁溝は検出された範囲では見られなかった。

るため詳細は不明である。壁溝は検出された範囲で カマドや柱穴などは検出されなかった。

はなかった。柱穴も不明である。 遇物は、出tしていない。時期は不明である。

カマドや貯蔵穴も検出されなかった。第162号住

-87 
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第70図

第32表 第162号住居跡出土遺物観察表

：二］一皇口調

橙

第162号住居跡出土遺物（1)
10cm 

14 

口 ｀l 備考・出上位置―-]． ，一

I 80 
95 カマド s J 152. 164 I 
95 カマド

75 カマド

50 カマド I 
80 カマド S.J 162 • 164 
95 擦痕明瞭滑石製

J 
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第71図 第162• 164号住居跡出土遺物（2)

第33表 第162• 164号住居跡出土遺物観察表

器□: 底径

胎十ム 焼成 色調 残存半（％） ｛ 備考・出土位置

土師器坪 ー DE 粋通 にぶい黄橙 25 

: l 土師器鉢 （12.8) EGH 普通 明赤褐 75 S J 162 • 164 

土師器甕 — AEGH 普通 橙 60 S J 162カマド

土師僻甕 — DEH 普通 橙 70 S J 162 
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口 10cm 
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第72図 第164号住居跡出土遣物

第34虞第164号住居跡出土遺物観察表
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第73図 第168号住居跡出土遺物
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残｛淳（％） I 備考・出上位置

60 カマド

50 

80 内外面摩耗する

コ1
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I
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ー

I
I
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1, s J 1 6 4 

I 
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¥ SJ 1 6 8 
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SJ 1 6 2 
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SJ 1 6 5 

カマドは東壁の南寄りに検出された。燃焼部は壁

を少し外側に掘り込んでいる。 6層下面が燃焼面で

4 • 5層が主な天井崩落土と思われる。袖は掘りす

ぎたため短くなっているが、土師器甕が構築材とし

て残っている事から70cmほどの長さがあったと考え

られる。燃焼部の幅は約90cmである。

遣物は主に土師器甕が出土している。

時期は 7但紀終わり頃である。

．-<J, 
第169号住居跡（第78図）

調査区の中央、 Z-47 • 48グリッドに位置する。

A
 

A' 

S D 3 9 S D 4 0 SK  1 7 8 排水溝部分であるため幅 2mの調査で、住居跡の殆

どは調査区外である。第190号仕居跡と重複関係に

あり、 これより新しい。

B
 

B' 

言二／／／／／／／／／／／／／／二言言

゜水糸標高＝53.9m

第74図 第163号住居跡

第168号住居跡（第68図）

調査区の西側、

2m 
＇ 1 60 

Z。AA-45グリッドに位置する。

平面形は不明である。検出できたのは南北方向に

2.04m、東西方向は1.52mである。深さは0.2mであ

る。主軸方向は、 N-31°-Wを指す。

第162• 164 • 165 • 166 • 167号住居跡、第179号土壊、

第39号溝跡と重複関係にある。第165号住居跡より

新しく第162• 164 • 166号住居跡より古い。他の遺

構との新旧関係は不明である。

平面形は方形である。規模は、長軸が4.40mで、

短軸は4.38m、深さは0.10mである。主軸方向は、

N-46°-Eを指す。

床面は平坦で、壁溝は全周していたものと思われ

る。東壁際に柱穴が検出されたが本住居跡の柱穴か

どうか不明である。

床面の詳細は不明である。壁溝は検出された範囲

では掘り込まれており、おそらくきちんとした周溝

が全周していると思われる。

カマドは東壁に造られていた。検出されたのは右

袖の一部と煙道の先端部分だけであるため詳細はわ

からない。貯蔵穴や杜穴なども検出された範囲では

確認できなかった。

遺物は出土しなかったため、時期も不明である。

第170号住居跡（第78図）

調査区の西側、 AA-47グリッドに位置する。第

190号住居跡と重複関係にあり、 これより祈しい。

検出されたのはカマド先端と住居跡の東南角だけで

あり詳細は不明である。
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第75図 第165号住居跡・遺物出土状況

□5 

口 □□ロロロ
□三：7 二

10cm 
14 

第76図 第165号住居跡出土遺物（1)
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第77図 第165号住居跡出土遺物（2)
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第36表 第165号住居跡出土遺物観察表

(l 11113321l9. ..名o36:1 )Tl: 1 I ((笛6555・.4協6 ’I 1) ) | l -1iwf--- l I -胎E9llH十ーロ普註凪通
- I AEH ＇ 秤油

( ) - EH 普通

9.7 ' 5 4 - EH 良好

12.7 I 5.5 - BE H 普通

9.5 4.4 - EH 油通

8 ＇ 士 師器杯
(3.4) (6.4) A EH 将通

9 上師器高井 17.5 13.5 12.0 BE H 将通

10 t上師器高J不 16.4 (6 8) - E G H 普通
11 i七帥器高坪 17.1 (5.7) - E G H 普通

12 士師器高杯 (16 0) (5.0) ； DEH 

13 上師器高林 - (7.5) EGH 

師器甕 (16.8) 25.5, 5.7 ADEH 

師器甕 19.0 25.0 6.0 DEH 

師器甕 18.4, 28. 7 6.3 ABEH 

師器甕 17.9 29.1 73 AEHI 

師器甕 I (17.0) (12.1) EH 

遺物は土師堺甕の底部破片が検出されただけで図

示できるものはない。

時期は、甕の底部破片から平安時代のものとして

おきたし）。

第171号住居跡（第80図）

調査区の中央、 AA-47• 48グリッドに位置する。

第170号住居跡などと同じく排水溝の調査であった

ため一部分の検出に留まった。第186• 191号住居跡、

第15号溝跡と重複し、第186号住居跡より古いと考

えられるが第191号住居跡との新旧は不明である。

平面形は不明である。検出されたのは、カマドの

ある東壁で4.40mである。軸方向にはO.Sm検出され

ただけである。深さは0.08mでごく浅い。主軸方向

は、 N-92°-Eを指す。

床面の状況はあまりよくわからないが、ほぼ平坦

で壁溝は検出されなかった。

カマドは東壁に造られていた。燃焼部は墜内に収

まっているが煙道が壁外に0.5m延びている。袖は

両抽とも確認できたが、長さ30cmの残存で状態は良

くない。焚き口を含めだ燃焼部の規模は長さ約 1m、

幅0.45mである。

貯蔵穴や柱穴は検出された範圃では確認できなか

普通

良好

普通

普通

良好

蒋通

普通
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色橙調 -―[ !9紐:8菜0！％ □貯祓穴i少考し歪ー出士｛立置

橙 み楕円形

明赤褐

明赤褐 カマド

明赤褐 100 貯蔵穴

明赤褐 100 貯蔵穴

明赤褐 100 貯蔵穴

明赤褐 25 

橙 100 貯蔵穴

明赤褐 50 カマド

明赤褐 60 カマド

橙 25 カマド

明赤褐 75 

橙 75 

にぶい黄橙 80 

橙 100 

にぶい黄橙 100 

橙 60 

った。

遇物は、羽口が出土している。他の遺物は少量だ

ったが混人が多い。 3の壺口縁部は第191号住居跡

出土品と同一個体と考えられるが、これも混入であ

る。

時期は 9~10世紀と考えておきたい。

第174号住居跡（第82図）

調査区の西側、 AA-44グリッドに位置する。第

175 • 176 • 182 • 225号住居跡、第17号井戸跡と重複

関係にあり、第175号住居跡と井戸跡より古いが他

の遺構との新旧関係は不明である。

平面形は方形と推定され、規模は東西方向が5.5

m、南北方向は5.4mで、深さは0.12mである。主軸

方向は、 N-48°-Wを指す。

床面は平坦で、壁溝は検出されなかった。ピット

は住居跡の北隅に直径43cmの円形のピットが 1韮検

出されただけである。

カマドや炉も検出されなかった。

遺物は、須恵器坪が出土しているが重複する第

175号住居跡の遺物と考えられる。

時期は 6但紀である。
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第37表 第170号住居跡出土遺物観察表
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第79図 第190号住居跡出土遺物
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第38表 第190号住居跡出土遺物観察表

番剛器種

1 上師器杯

2 土師器盟

3 鉄製品

4 編物伍

5 編物石

6 編物石

胎土 ！焼成 1 色調

3.3 I - I A D E H I普通 明褐

9 | 30. 3 1 8. 8, 

.2cm 断面0.4X0.5cm―祉さ7.4g 

さ12.3cm 幅5.0cm 厚さ3.3cm 重さ255.68g 

厚さ1.9cm 重さ 164.62g 

｝厚さ2.6cm 重さ 195.76g 

品

考備

明

穴

不
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第80図 第171 • 186 • 191号住居跡・遺物出土状況

第175号住居跡（第82図）

調査区の西側、 AA・ B B-44グリッドに位置す

る。第174• 176号住居跡、第17号井戸跡と重複関係

にあり、本住居跡が新しい。

平面形は長方形である。規模は長軸4.30m、短軸

3.24mである。深さは0.25mである。主軸方向は、

N-78°-Wを指す。

床面は平坦で、壁溝は北隅にだけ検出された。ピ

ットは北側に寄って確認されたが主柱穴と考えられ

るものはなかった。
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第39表 第171号住居跡出土遺物観察表

番□□冒 □勺ー］月9EH上ー：口（％）

L]口／三(92/;□：／一人口

備考・ I'廿上粒置

20 

第40表 第186号住居跡出土遺物観察表

S.J 200 

カマト支閥に転用 1旱さ8.2cm 重さ1210.0g 

厄さ4.2cm 重さ203.1g 

命 種 ロニ1□:-Iー／氏怪口:E口］冑：二］ロ
第41表 第19-1号住居跡出土遺物観察表

番刷 器種

8 1ロクロ羽釜

9 上帥器壺

10 手づくね士齢

11 1土師器高坪

12 i上師器高J不

調 1 残存亭（％）

憤橙 1 15 

百通 にぶい橙 15 

普通 橙 25 

普通 明赤褐 25 

良好 明赤褐 70 

普通 にぶい赤褐 20 

普通 にぶい褐 25 

斡通 にぶい赤褐i 80 | 

備考・出十位置

□:: sJ200 ロ
カマド

カマド

カマド

士帥滸鉢

土師器甕

15 上師器甕

16 1砥石 (12.5) cm 幅9.0cm 厚さ5.3cm 重さ 1106.7g カマド 全面に褐鉄付着
I 

カマドや貯蔵穴は確認できなかった。

遺物は、土帥器の杯類が出土しているが、混入が

多く、大部分は重複する第174号住居跡の遺物であ

る可能性が高い。

時期は 9但紀である。

第176号住居跡（第84図）

調査区の西側、 BB-44グリッドに位置する。第

159 • 160 • 161 • 174 • 175 • 177号住居跡、第191号

土壊と重複関係にある。新旧関係は、第159• 160 • 

175号住居跡より古く、第161• 174 • 177号住居跡よ

り新しい。第191号土壊との新旧は不明である。

平面形は方形である。規模はカマドの軸方向で

6.00m、直行する方向は6.10mである。深さは0.29

mである。主軸方向は、 N-56°-Wを指す。

床面は平坦であるがカマドの左側は本住居跡より

古い第174号住居趾の上に貼床をしていた。全体に

壁に近い周辺部が遺構の重複が多いためか貼床状に

汚れていた。壁溝は全周する。柱穴はp1~P3を

検出したが、 4番日の柱穴は貼床部分で見逃した可

-98 

能性がある。床下土堀は住居跡中央のP2寄りに l

韮検出した。直径 1mの円形で、深さは33cmである。

カマドは北壁の中央に造られていた。燃焼部は壁

内に収まる。火床面は床面よりやや低く、 3層が天

井崩落土と考えられ、 4• 5層はカマド掘り方の埋

土である。カマド前の焚口部は殆ど張り出さず燃焼

部の長さは約0.9mになる。抽は白色粘土を混ぜて

造られていた。左柚が長さ70cm、右抽は95cmあった。

貯蔵穴はカマド右側に掘り込まれていた。隅丸長

方形で、長軸90cm、短軸65cm、深さは38cmであった。

遺物は出土しなかった。時期は不明だが、重複す

る住居跡の時期から 6世紀以降であることは確実で、

住居跡の形態から 6世紀に収まるものと思われる。

第177号住居跡（第85図）

調査区の西側、 BB-44グリッドに位置する。第

160 • 176号住居跡、第42号溝跡と重複関係にあり、

本住居跡が最も古い。

平面形は隅丸長方形と思われるが北側が甫複で失

われているため詳細は不明である。規模はカマドの
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第83図 第175号住居跡出土遺物

第42表 第175号住居跡出土遺物観察表

翻 器種 口径器高底径

1 i須恵器坪 （ 13.o) I (4.4 
13.5 I 4.8 

(12.8) I 4.8 

(12.0) I (4.3) 

(12.8) I (2.7) 

(13.4) I (2.9) 

(12.9) I 5.4 
(15.8) I (6.1) 

(15.6) I 9.1 

- I (4.6) 

5.8 

(13.0) 

胎上

EI 

EH I J 

AEH 

AEH 

EH 

EH 

AG 

DEH 

EH I 

EI 

一

成

一

通

通

通

通

通

通

通

通

通

通

「

焼

一

普

普

普

普

普

普

普

普

普

普

色調

灰

明赤褐

橙

橙

にぶい褐

橙

橙

にぶい橙

にぶい黄橙

灰

残仔辛（％）

20 

80 

25 

20 

20 

20 

30 

25 

50 

20 

備考 出土位置

器面摩耗する

やや器面摩耗する

軸方向で4.40mであるが、他は3.40mの残存であっ

た。深さは0.12mである。主軸方向は、

Eになる。

床面はほぼ平坦である。壁溝は検出されなかった。

柱穴は 2本検出されたが、他の 2本は新しい住居跡

によって失われていた。柱穴の直径は45cmほどで、

深さはp1が53cm、

よりやや低く、

P2が60cmであった。

N-82° — 

カマドは東壁の中央と思われる位置に設置されて

いた。燃焼部は壁内に収まっている。火床面は床面

4層がそれにあたると思われる。燃

焼部の規模は奥行きが93cm、幅は55cmである。袖は

左袖が75cm、右袖が60cm残存していた。

貯蔵穴はカマドの右脇の掘り込みかと思われるが

第42号溝跡によって壊された可能性もある。

遺物は、床面及び床面から10cm程度浮いた状態で

出土した。分布は壁際と P2周辺及びカマド前面に

纏まりがあるが、壁際に出土した物も浮いているも

のがあり、拾てられたものであろう。

時期は、 6世紀である。

第178号住居跡（第87図）

調査区の西側、 Z-43グリッドに位置する。第

24 • 181号住居跡と里複し、本住居跡が最も新しい。

平面形は方形である。規模は長軸3.94m、短軸

3.80mで深さは0.05mと浅い。主軸方向は、

91°-Eを指す。

N-

床面は、残存状況が浅いため殆ど削られており、

貼床面が残っていただけである。壁溝はカマド対面

の西壁部分に確認された。柱穴は確認されなかった。

カマドは東繋の南隅に造られていた。燃焼部は床

100 
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第43表 第177号住居跡出土遺物観察表

番号 器沼~芯器~＿ ＿ 坪t杯f＿ •柾一•• • l 1: l ((11111-333径-..285 ) ) 齢高 底径

胎土

1 須恵 3.5 (7.2) EI 

2 上帥 （5.2) - EH 

3 土帥 4.6 - AEG 

4 土師器坪 12.2 I 5.2 - AEH 

5 土師器 J不 (10.9) 5.4 - AEH 

6 上師器碗 13.1 I 7.1 AEH 

7 上帥器碗 12.2 7.7 AEGH 

8 七師器碗 12.3 7.3 AE H.J ， 士 師器鉢 (15.8) (7.9) AEGH 

10 上師器鉢 (15.8) (5.7) AE H.J 

11 上帥器高杯 13.6 9.3 9.2 AEGH 

12 土 師器闘杯 (17.4) (5.1) AEGH 

13 土師器甕 (18.8) (7.9) ABEHIJ 

14 上師堺甕 (17.6) (11.2) ABDEHIJ 

15 土師器甕 (15.5) 32.8 6.0 AEHJ 

16 七師器甕 19.0 (9.0) ABEHJ 

17 土師器盛 (12.4) (7.4) AEJ 

18 上帥器甕 (7 8) (6.8) ABEH.J 

19 士師僻甕 24.6 (27.5) ABEHIJ 

20 土錘 長さ 3ヽ.•7cm 直径1.2cm AEH 
！ 

面より僅かに低く、幅20cmの憚道が lmほど延びる。

煙道の壁は炎の引きが強かった事を窺わせるように、

先端まで焼土化している。柚は左袖が75cmの長さが

あるが、右抽は不明瞭で掘りすぎてしまった。袖の

先端には構策材として円筒埴輪が用いられていた。

カマドの反対側の南西隅に掘り込まれていた円形

の掘り込みが貯蔵穴と思われる。直径約60cmで深さ

は50cmである。中からは出土したものはない。

遺物は、カマドに使用されていた埴輪の他には殆

どなく、僅かに坪底部が出土した。

時期は住居跡の形態と坪の時期をとって 9世紀と

考えておく。

第179号住居跡（第89図）

調査区の西側、 AA-43グリッドに位置する。第

39 • 40号溝跡と董複関係にあり、本住居跡が古い。

平面形は、方形である。規模は、長軸4.00m、短

軸3.74mで深さは0.15mである。主軸方向は、 N-

87°-Eを指す。

床面はほぼ平坦であるが、中央部が踏みしめられ

て固く締まっていた。壁溝はカマド対面の両隅が切

焼成

酋通

普通

粋通

普通

普通

普通

蒋通

普通

贄通

普通

将迎

普通

不良

稗通

普通

普通

蒋通

普通

良好

粋通

色調 残存亨（％）
r~  

灰 25 

にぶい橙 25 

橙 45 

桁 50 

にぶい橙 60 

）火褐 70 

にぶい桁 90 

にぶい黄橙 90 

にぶしヽ 橙 30 

にぶい橙 20 

桁 95 

にぶい褐 25 

橙 25 

橙 25 

橙 40 

橙 80 

にぶい黄橙 20 

にぶい褐 25 

橙 40 

明赤褐 95 

P-1 

カマ

P-2 

外面

SJ15 

カマ

P-2 

P-1 

P-2 

孔径

備考・出士位置

ド カマド支脚に使用か？

摩耗

• 160 • 176 • 177 
ド

2 

3 

3cm 重さ4.0g 

れていた。柱穴は四隅の対角線上に検出された。大

きさにややばらつきがあり、深さは20~30cmであっ

た。

カマドは東壁の中央に設置されていた。燃焼部は

壁内に収まり、火床面は床面とほぼ同じ高さである。

土層断面の 5層が天井崩落土で、 6層が火床面と

考えられる。袖は白色粘土で造られており、左袖は

60cm、右袖は約40cm残存していた。燃焼部の奥行き

は約50cm、幅は40cmである。

貯蔵穴はカマド右側の住居跡の隅に掘り込まれて

いた。 85cmX70cmの楕円形で、深さは52cmである。

中から遺物は出土しなかった。

遺物は、カマドとその右脇の床面から甕が、住居

跡中央のP4寄りに甕が出土した。住居跡中央から

出上したものは床面から約15cm浮いていた。

時期は 6但紀前半である。

第180号住居跡（第91図）

調査区の西側、 Z-44グリッドに位置する。第

27 • 46号住居跡と重複し、本住居跡が最も古い。

平面形は長方形である。規模は長軸が3.40m、短
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第87図 第178号住居跡・遺物出土状況
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第 17 8号住居跡

1 暗褐色上 ロームフロ
2 暗褐色J_ ローム粒・

3 暗褐色J_ ローム粒．
4 暗褐色土 棺 l—約・

5 暗褐色土

゜水糸標高＝53.Bm

2m  
＇ 1 ・60 

カマドは西壁の中央に設置されていた。燃焼部は

壁内に人っているが、煙道は一段高い位置に短く張

り出している。煙道先端は煙出しを上から掘り込ん

だピット状を星する。覆土は 2層が天井崩落土で 3

層上面が火床面であったと考えられる。袖は両袖と

も長さ60cmで、燃焼部の奥行きは62cm、幅は約40cm

である。 カマド内からは土師器甕と坪が出土した。

甕のうち 1個はカマドに掛けられた状態だったと思

われる。

貯蔵穴はカマドの左側に検出された。直径60cmの

円形で、深さは55cmである。貯蔵穴からは遺物は出

土しなかった。

遺物は、前述のカマド内から出土した他、 カマド

軸が3.00mで、深さは0.18mである。主軸方向は、

N-90°-Wを指す。

床面は北側に多少下がっているように見えるが、

これは第46号住居跡によって北半分が削られている

ためで本来は平坦であったと思われる。壁溝は東角

の脇が約80cm切れている。柱穴は 1基検出したが、

他は確認できなかった。

左脇に甕、住居跡中央付近から甕等が検出された。

いずれも床面或いは床面から僅かに浮いている程度

であった。

時期は 6世紀と考えておきたい。

第181号住居跡（第93図）

調査区の西側、 Z -43. A A-43グリッドに位置

する。第178号住居跡と重複し、 これより古い。
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第88図 第178号住居跡出土遺物

第44表 第178号住居跡出土遺物観察表
--. ---- • • • .ー・ 一一

番号［ 器 種 口f苓甘麟底径］•一胎--·
1 ロクロ J1、 - (1.3) I 5.2 I A D E 

2 円筒埴輪 ー (4.3) I - I A B G I 

3 円箭埴輪 ー (8.6) ! - I A B D G I 

4 円筒埴輪 ' - (6.8) I - I A D E H 

5 形象埴輪 」竺虚•5） 輻（11.5) A B D E J 

• 6 I円筒埴輪 ー (25.8)I - I A D E H J 

7 1円筒埴輪 ーロ]/! AB DE H 

•一ー一履閲 1 残存半（％）

ロ：橙 破片

橙 70

明赤褐 30 

仙 考・出上位置

外血タテハケ 内血ナテ

外面タテハケ 内由ナデ

カマド 外面タテハケ 内面ナデ

馬形埴輪防泥胎上に軽いを含む

カマト外血タテハケ I}、1面ナナメハケ

カマト外面タテハケ 胄血ナテ・ヘラ描き
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第89図 第179号住居跡・遺物出土状況
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第45表 第179号住居跡出土遺物観察表

ーげり 種口

土師器杯 （ 

土師器坪

上師器坪

十師器浣

土師器甕

6 土師器甕 (23 

7 土師器甕 （27 

8 士師器甑

9 土師器甕 (22 

10 上師器甕

国丁器高 底径 胎土 焼成 色調 残仔翠（％） 備考・出土位置

4) (4.7) ADE 普通 明赤褐 25 

6) (4.1) BDHJ 普通 にぶい橙 25 SJ 178 

6) 5.0 EH 普通 にぶい粒 60 

6) (4.9) DEH 普通 にぶい黄橙 20 

゜
(22.0) ABEHIJ 普通 橙 90 

8) (14.1) AEHI.J 酋通 にぶい橙 20 

0) (13.0) E H J 普通 橙 20 

(29.5) (10.0) EHJ 評通 橙 25 

4) (8.0) 

7.2 l I 
ADEH 普通 橙 25 

i (6.7) ADEH 普通， にぶい褐 60 

1

:

-

-108-



D
 

□
口

土
土
＋

色
色
仏

〇
褐
褐
姐

8
暗
暗
呼

ロ

』
□̀
第

1

2

6

g

a
 

6
 

/

9

 
¥

/

J

＼

ぃ

八

¥

¥

J

＞

＜

 

]
 

]
 

D' 

号If居跡
焼土粒多批、ローム粒少菫

焼土粒・ローーム粒少量

9 Fa,9ー一 焼上粒．灰色枯七、炭化粒
4 にふい黄褐色上 ロームプロック多丑
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第91図 第180号住居跡・遺物出土状況

平面形は方形であるが西辺が東辺より長く歪んで

しヽる。規模は長軸3.30m、短軸3.26m、深さ0.08m

である。主軸方向は、 N-44°-Wを指す。

床面は平坦だが中央部が踏み固められやや高くな

っていた。壁溝は南角に見られただけだった。ピッ

トは住居跡中央やや南寄りに 1基検出された。直径

40cmで深さは26cmである。

カマドは北壁のやや東寄りに造られていた。燃焼

部は壁内に収まり、煙道が壁外に延びるが先端は第

178号住居跡によって失われている。覆土には明確

な焼土層などは見られなかったが、 2層はカマド掘

り方の埋土と考えられる事から、火床面は床面とほ

ぼ同じ高さであったと考えられる。袖は長さ65cmで、

燃焼部の奥行きは75cm、幅は40cmである。

貯蔵穴はカマドの右側にあるものが該当すると思

われる。直径45cmの円形で、上端は片方が広がって

いる。深さは31cmである。

逍物は、埴輪破片が 1点出土したが、第178号住

居跡のカマドに使われていたものが調査時に混入し

たものと思われる。これ以外には時期を椎定できる
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第93図 第181号住居跡・出土遺物

第47表 第181号住居跡出土遺物観察表

番号 1 盗 種 I 口径 I 図嵩―f底且―丁胎十一

1 円筒埴輪

焼成

(3.6) A DE H.J 普通

竺墨ー邸皇信）ーI―—---—ー・＿靡考・出土位置
明赤褐 破片 外面タテハケ内而ナナメヨコハケ
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第94図 第182号住居跡・出土遺物

ような遺物はない。

時期は不明であるが、本住居跡と重複する第178

号住居跡は 9世紀以降と考えられる。

第182号住居跡（第94図）

調査区の西側、 AA -43 • B B -43グリッドに位

置する。第174• 225号住居跡と僅かに重複している

が、新旧関係はわからなかった。

平面形は方形で、規模は長軸3.46m、短軸は3.40

m、深さは0.25mであった。主軸方向は、 N-

67°-Eを指す。

床面は平坦で、壁溝は南壁から西壁にかけては通
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第48表第182号住居□ □

］9：三：｝：口BD:F[G[H̀
13 編物石 長さ 12.5cm 幅3.5cm 厚さ 1.6cm一重さ89.3g 

14 編物石 長さ9.0cm 輻2.5cm 厚さ1.2cm 重さ40.4g 

橙

調

褐

黄
橙

橙

橙

橙

橙

橙

橙

橙

桁

赤

い

黄淡

色

明

ぶ

一

）

~
~
 

残存：口亨，．l口口

30 

80 i 

25 I I 

20 

20 

20 

50 
I 15 

15 I P-1 

常のとおりであるが、北壁から東壁にかけては断続

的である。柱穴は 3基確認したがカマド前の 1拮が

確認されなかった。柱穴の規模はP3の場合直径30

cm、深さは40cmである。床下土壊がカマド対面に検

出された。円形で直径1.35m、深さ 8cmである。

カマドは東壁の南寄りに設置されていた。燃焼部

は壁の内側に収まり、煙道は検出されていない。土

層は 4• 5層が天井崩落土で 6層が燃焼面と考えら

れる。袖は上端がかなり崩れているが、左袖の長さ

が60cm、右袖が75cmである。燃焼部の奥行きは約70

cm、幅は約35cmである。

貯蔵穴はカマド右側に検出された。長さ1.43m、

幅0.7mの長方形を崩したような形態で、深さは0.34

mである。貯蔵穴にしては大形であるが、位置や形

状から貯蔵穴と判断した。中からは土師器杯片が出

土した。

遺物は坪が主なもので他に高杯などが出土した。

1の灰釉陶器や12の羽釜は混人である。

時期は 6世紀である。

第183号住居跡（第95図）

調査区の西側、 AA -42 • 43 • B B -42グリッド

に位置する。第189• 197号住居跡、第40号溝跡と重

複関係にあり、第40号溝跡より占く他の住居跡より

新しい。

平面形は長方形である。規模は長軸3.06m、短軸

2.64mである。深さは0.12mである。主軸方向は、

N-77°-Eを指す。

覆土は焼土粒子を含む暗褐色土である。床面は平

坦で、カマド前面から対面の壁下にかけて非常に硬

く締まっていた。壁溝及び柱穴は確認されなかった。

カマドの前に土堀状の掘り込みが 3韮連続して確認

された。 2基は浅く 1IIl状であるが、 1基は深さ50cm

である。

カマドは東壁の南寄りに設置されていた。壁を少

し掘り込んでおり、煙道が1.14m延びる。煙道の先

端は煙出しを上から掘り込んだピット状の窪みが見

られる。燃焼部の掘り方は床面より約15cm掘り下げ

ているが、覆土の 6層が灰層である事から、それを

埋め戻すことなく火床面としたようである。 2附～

4層が天井崩落tと考えられる。袖は両袖とも残存

していたが、右袖は内側に湾曲しているように見え

た。左袖は長さ62cm、右袖は60cmである。燃焼部の

奥行きは90cm、幅は60cmである。

貯蔵穴はカマドの右脇に掘り込まれていた。直径

40cmの円形で一方に浅い段を持つ。深さは34cmであ

る。貯蔵穴内からの遺物の出土はなかった。

遺物は、カマドから僅かに出土した。

時期は灰釉陶器の時期をとって 9世紀後半として

おく。
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第95図 第183.189号住居跡・遺物出土状況・出土遺物

第49表 第183号住居跡出土遺物観察表

I 

I 
． 
I ， 

I 

「二 9I | 

＼ 

1m  
1 30 

2m  
1 60 

10cm 
I : 4 

番号 器 種 I口 径 ， 器 高 底 径

1 灰釉 JIil i (14.o) ! 2.9 I (6.o) 

胎上

E 

DEH 

ADEH 

色調

灰臼

にぶい橙

にぶし＼褐

履靡(%)I 備考・出土位置

2 上師浩小刑鉢 i (10.0) I (4.9) -

3 土師器甕 i - (7.4) (4.8) 

'1  | 25 麟花付

i 25 

i 60 
ヽ←ヽ一
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3 暗赤掲色土 焼士フロック・灰色粘土

4 暗褐色土

5 暗椙色上

6 暗褐色上

゜
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第96図 第184号住居跡・遺物出土状況

第184号住居跡（第96図）

調在区の西側、 W-48グリッドに拉置する。第

142 • 193 • 194 • 201号住居跡と重複関係にある。第

142 • 194号住居跡より新しい。第193号住居跡は縄

文時代の住居跡である。

平面形は長方形である。規模は長軸4.16m、短軸

3.45mで、深さは0.08mである。主軸方向は、 N-

63°-wを指す。

床面は平坦で、カマドの前面とカマド対面の壁際

が硬化していた。壁溝は北西隅部分が断続的に切れ

る。柱穴は中央から 3基検出されたが 1韮は検出で

きなかった。他に北壁寄りに 3基検出されたが、本

住居跡に伴うものか不明である。

カマドは東壁のやや右寄りに設置されていた。燃

焼部は壁内にあり、煙道は0.45m外に延びる。煙道

の先端は煙出しを上から掘り込んだピット状の窪み

が見られる。燃焼部の掘り方は床面より約15cm掘り

下げているが、覆土の 6層が灰層である事から、そ

れを埋め戻すことなく火床面としたようである。 2

層～ 4層が天井崩落土と考えられる。袖は両袖とも

残存していたが、右袖は内側に湾曲しているように

見えた。左袖は長さ62cm、右袖は60cmである。燃焼

部の奥行きは90cm、幅は60cmである。

貯蔵穴はカマドの右側で住居跡の角に掘り込まれ

ていた。長軸60cm、短軸35cmの隅丸長方形で深さは

25cmである。

遺物は、覆土中及びカマドの前から高台坪や甕が

出土した。

時期は 9世紀後半である。

第185号住居跡（第98図）

調査区の西側、 W-48• X-48グリッドに位置す

る。北西の角を撹乱によって壊されているが、他の

遺構との里複はない。

平面形は長方形である。規模は長軸4.16m、短軸

3.28mである。深さは0.15mである。主軸方向は、
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第97図 第184号住居跡出土遺物

N-127°-Wを指す。

床面は平坦で、住居跡中央及びカマド右側の北壁

沿いが固く締まっていた。壁溝は北の隅が切れてい

るが他は廻っている。住居跡の外形が周溝より外側

に張り出している部分があるが、掘り過ぎた可能性

がある。ピットは 5韮確認された。中央にカマドの

軸線に沿って 2甚並んでいるのが柱穴かとも考えら

れるが、ピットの覆土は埋め戻されたような形跡が

あり確信が持てない。

カマドは西壁やや左寄りに設置されていた。燃焼

部は壁内に収まり、煙道は検出されていない。火床

面は床面より僅かに低い程度である。袖は白色粘土

で造られており、左袖が長さ50cm、右が80cm残存し

ていた。燃焼部の奥行きは80cm、幅は45cmである。
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第50表 第184号住居跡出土遺物観察表

ロ畠種 口径器高底径 胎土 焼成 色調 残存半（％） ！ 備考・出t粒置

釉碗 - (2.5) (8.8) E 良好 灰白 20 

恵器高台付塊（15.0) 6.1 (6.8) ADE 普通 灰白 50 

恵器高台付塊（12.4) (4.7) A E I 普通 灰 20 

クロ坪 （14.4) (4.5) EH  J 普通 にぶい橙 15 

クロ高台付浣（13.7) (4.9) - DE H 普通 橙 55 

クロ高台付碗（12.2)I (4.7) (4.8) ABE G H I J普通 桁 30 

クロ高台坪碗 - (4.5) (5.2) B E H J 普通 浅黄 40 

恵器甕 E 普通 灰

恵器甕 E 普通 灰

帥器甕 （22.6) (10.2) AD E H 将通 橙 15 

師器甕 （20.8) (7.6) AD E G H 普通 にぶい橙 30 

師器甕 （20.0) (9.7) ADE G H 普通 明赤褐 15 

師器甕 （20.6) (7.2) A D E H 普通 にぶい褐 25 

師器台付甕 （12.0) (8.2) A E G H 普通 にぶい赤褐 15 S J 194 

師器台付甕 （13.7) (14.8) - ADE H 普通 にぶい褐 60 i 

石 長さ5.6cm 幅5.3cm 厚さ4.4cm 重さ 186.4g 
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第98図 第185号住居跡・遺物出土状況
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第99図 第185号住居跡出土遺物（1)
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第 100図 第 185号住居跡出土遺物 (2)
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第101図第187号住居跡

攪舌1/

第 18 8号仕屈跡
I 
ll 
］ 暗褐色土 暗褐色七・ロームプロyク多址、焼土粒

炭化物少砿
2 暗亦褐色上 皇灰色土・暗褐色十・焼＋小フロノク多韮
3 暗褐色上

<(！翠語
0 2m  

水糸標高＝539m | ----—-| ---41 60 

カマド内からは支脚に使われたと思われる高坪と甕

が出土した。

貯蔵穴はカマドの左脇に検出された。長軸60cm、

短軸45cmの隅丸長方形で深さは53cmである。中から

は、遺物は出土しなかったが、上面の脇に直径30cm

の範囲に白色粘土が見られた。

遺物は、カマドの他にカマド左袖の外側や貯蔵穴

上面、住居跡内から高杯、甕等が出土したが、いず

れも床面からやや浮いた状態であった。

時期は 6世紀前半である。

第186号住居跡（第80図）

調査区の中央、 AA-47 • 48グリッドに位置する。

排水溝の調査であったため一部分の検出に留まった。

第171• 191号住居跡と重複関係にあり、本住居が新

ししヽ。

平面形は住居跡の殆どが調査区外のため不明であ

る。検出されたのはカマド側の東辺で長さ 3m、東

西方向は0.66mの検出に留まった。深さは0.08mで

ごく浅い。主軸方向は、 N-96°-Eを指す。

検出された範囲では、床面は平坦で、壁溝は検出

されなかった。柱穴や貯蔵穴も検出されていない。

カマドは東壁の右寄りに設置されていた。燃焼部

は壁外に張り出しており、煙道が約30cm残存してい

た。火床面は床面より 10cmほど下がっている。粘上

を使って構築されていたようで、土層断面の 2層が

天井崩落土と考えられ、 3層底面が灰層である。灰

＼コ・・r/

1 ロ ロロ

第102図 第188号住居跡・出土遺物

120 

10cm 
1. 4 



第52表 第188号住居跡出土遺物観察表

層は比較的厚く、煙道韮部から中頃まで壁が焼土化

していた。袖は第171号住居跡によって壊されて残

っていなかった。カマド内には、支脚に使われた高

杯脚部が逆位で残されていたが、被熱して脆くなり

復原する事は出来なかった。

遺物は土師器片が少量出土したが、図示できたの

は甕 l点である。

時期を判断できる遺物が少ないが、 10世紀と考え

ておく。

第187号住居跡（第101図）

調査区の西側、 W-49グリッドに位置する。縄文

時代の第193号住居跡と重複する。東側は調査区外

にかかる。

平面形は不明である。検出されたのは東西方向が

2.8m、南北方向が1.04mである。深さは0.03mと非

常に残りが悪かったために殆ど床面が消失しており、

第193局住居跡と里複する部分は検出できなかった。

主軸方向はN-128°-Eである。

床面の状況は不明であるが、壁溝は検出された範

囲ではないようである。

カマドは東壁に設置されていた。住居跡の壁を掘

り込んでおり、火床面は床面よりやや下がっている。

覆土は 2層から 4層が天井崩落土と考えられ、 5層

の灰層が火床面であろう。 6層は粘土で上面が赤化

している事から下に粘土を貼っていたと考えられる。

袖は右側だけが検出された。長さ40cmの残存である。

構築材は白色粘土の他に片岩を使っており、袖の内

壁及びカマド内に片岩が散乱していた。燃焼部の奥

行きはl.lm、幅は50cmである。

焼成

普通

普通

普通

普通

普通

普通

色調 残存率（％）

灰 25 

にぶい赤褐 75 

にぶい橙 75 

桁 75 

にぶい桁 90 

赤褐 25 

貯蔵穴はカマドの右側に検出された。円形で外側

に浅い段を持ち、直径45cm、深さは30cmである。

遺物は出土しなかった。時期は不明である。

第188号住居跡（第102図）

調査区の西側、 X-48• 49グリッドに位置する。

西側を撹乱によって壊されている。住居跡の対角線

状に南側が調査区外になっている部分は、前回報告

分であるが、遺憾ながら住居跡は検出されていない。

対角線状に半分の検出のため平面形はわからない

が、方形の可能性が高いと思われる。検出されたの

は北西辺が4.26m、北東辺は3.60mである。深さ

O.llmである。軸方向はN-60°-Eである。

床面はほぼ平坦で中央及び北東壁に寄った部分が

固く締まっていた。壁溝は検出された範囲では全て

廻っていた。柱穴はかなり壁に寄っているがp1と

P2と考えられる。北西の壁際に炭化材が検出され

た。北東の壁際には40cmX36cmの方形の範圃に白色

粘土が見られた。焼土や炭化物は含まれず、掘り込

みも確認されなかったことから、床面に粘土が置か

れていたものと考えられる。中に坪が 1個体検出さ

れた。粘土が検出された場所の対角にあたるp1の

脇に焼土の広がりが認められたが、薄く床面には掘

り込み等はなかった。初源的なカマドなのかあるい

は壁際に検出された炭化材とあわせて焼失住居なの

か判断に苦しむ。

遺物は、土師器杯などが少量出土した。図の須恵

器は混人である。

時期は 5世紀末～ 6世紀始め頃。
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第189号住居跡（第95図）

調査区の西側のAA -42 • 43 • B B -42 • 43グリ

ッドに位置する。第183• 197号住居跡と重複関係に

あり、最も古いと考えられる。

平面形は第197号住居跡に大半を壊され不明であ

る。検出されたのは東西方向が3.00m、南北方向は

1.60mである。深さは0.03mと浅く非常に残りが悪

い。軸方向は、 N-73°-Wを指す。

床面は平坦で、墜溝は全周していたものと思われ

る。ピットは 4基検出したが、壁溝の内側にある 2

甚が該当すると考えておく。

カマドや貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は出土せず時期は不明であるが、本住居跡よ

り新しい第197号住居跡は 6世紀前半から中頃にか

かる時期と考えられる。

第190号住居跡（第78図）

調査区の中央、 Z-47 • 48 • A A -47グリッドに

位置する。第67• 169 • 170号住居跡と重複関係にあ

り、本住居跡が古い。排水溝部分の調査のため遺構

の大部分は調査区外になる。

平面形は不明で、検出されたのは南辺の2.32mで

ある。深さは0.09mとごく浅い。南辺の方向はN-

55°-Eである。

床面は残存面積が少なくよくわからないが、壁溝

及び柱穴は検出されなかった。

カマドも検出されなかったが、貯蔵穴が壁際に検

出された。壁側に浅い段を持ち上端の径がl.lmと

大型のものである。深さは35cmで覆土中から甕の破

片が出土した。

遇物は貯蔵穴付近から出土した他は殆どなく図示

できたのは少ない。

時期は貯蔵穴から rIl--,rtした甕の時明から 6世紀第

1四半期と考えておきたい。

排水溝部分の調査のため遺構の大部分は調査区外に

なる。第171• 186 • 200号住居跡と重複関係にある。

第171• 186号住居跡より古く、第200号住居跡より

新ししヽ。

平面形は不明である。検出されたのはカマド側の

東辺で3.32m、東西方向は1.30mである。深さは

0.17mである。主軸方向は、 N-90°-Eを指す。

床面は殆ど残っていないため詳細は不明である。

壁溝はカマド部分を除いて全周していたものと思わ

れる。柱穴は検出されていない。

カマドは東壁の右に寄った所に造られていた。煙

道が1.lm延びているが、燃焼部ははっきりせず抽

も確認できなかった。煙道から片岩が出土したがカ

マドの構築材に使われていた可能性がある。

貯蔵穴と考えられる掘り込みが、カマドからやや

離れた位置に確認された。直径90cmの円形と考えら

れる。

遺物は獨土中から土師器甕、高杯などが出土した。

羽釜は第186号住居跡のものと考えられる。 9の壺

口縁部は第171号住居跡出土品と同一個体と考えら

れるが、第200号住居跡出土破片と按合しており、

混入品と思われる。

時朋は遺物に混入が多く、不明な点が多い。

第192号住居跡（第103図）

調査区の西端、 BB-41 • 42グリッドに位置する。

他の遺構との重複はないが、すぐ西側に新しい時期

の自然流路がある。

平面形は長方形で、規模は長軸3.56m、短軸3.16

m、深さ0.26mである。主軸方向は、 N-59° -E 

を指す。

床面は平坦で、住居跡中央と南壁寄りが踏み固め

られていた。壁溝はカマド左側と北西角及び良く踏

み固められていた南壁際には確認されなかった。ピ

ットは 2基検出されたが主柱穴は検出できなかった。

第191号住居跡（第80図） カマドは東壁の南寄りに造られていた。燃焼部は

調査区の中央、 AA-47 • 48グリッドに位置する。 浅い皿状に掘り込まれ、壁から突出している。火床
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面は床面とほぼ同じで、その上に天井部の崩落土が

見られる。袖は白色粘土で造られ、左が長さ 30cm、

右は25cmの残存であった。燃焼部の嬰行きは90cm、

幅は50cmである。貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は拳大の礫が散漫な状況で検出されたが、土

器は少なく図示できたのは土器 2点と臼玉 l点であ

る。

時期は 6世紀である。

第194号住居跡（第104図）

調査区の中央、 W-48グリッドに位置する。第

184 • 201号住居跡と重複関係にある。第184号住居

跡より古い。第201号住居跡は検出面で確認できず

床面で確認したが、土層断面の観察により本住居跡

より新しい事が判った。

平面形は方形である。規模は長軸3.36m、短軸

3.30m、深さは0.14mである。軸方向は、北壁で

N-84°-Eを指す。

床面はほぼ平坦で、周溝は確認されなかった。

柱穴と考えられるものは確認していない。

カマドは東壁の南隅に検出された。燃焼部は壁内

にあり煙道が延びるが、先端は第184号住居跡によ

って壊されており、l.lm残存しているのみであっ

た。袖は左袖が長さ55cmで、右袖は住居の壁を僅か

に残して袖としている。燃焼部の奥行きは75cm、輻

は50cmである。
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第103図 第192号住居跡・出土遺物

第53表 第192号住居跡出土遣物観察表

小型壺

小型甕

胎］一丁―如［［―己調 ］残巳□ 篇五―口ii土位置

ADE H H 1 :: 1 にふ；ヽ 橙 1 ：ロ
径0.6cm 厚さ0.1~0.2cm 孔径0.15cm 重さ5.3g 
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|

1
ー
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]
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第54表 第194号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 口径 茄9コロ．回古 底径！ 胎土

1 I須恵器甕 (12.0) (4.2) E 

2 須恵器短頸壺 (1.5) 14.1 E 

3 須恵器甕 E 

4 須恵器甕 E 

5 I l 須恵器甕 E 

6 須恵器甕 BE I 

7 須恵器甕 DE 

8 須恵器甕 E 

須恵器甕 BE I 

上師器甕 (17.1) ADEG 

焼成 l 色凋 l残存岸（％） 備考・出土位置

/ ポ＇

e
 

参
惨

A' 

SK196 

ー／

A A' 

2 1 

゜水糸標高＝53.4m
名m
1 : 60 

□ 
□□□ 
ロニ

10cm 
1 : 4 

3 
(1/2) 

~cm 
1: 2 

第105図 第195号住居跡・出土遺物

第55表第195：住居：ロ

］直径1.9cm 厚さ0.9cm

胎土

ADEG 

ADEH 

DEG 

麟

鱈

こ

ニ□ロロ一直―考・世］竺塁ー］

に竺：闘しこ二い已竺叩5cm 重さ門［ロ

貯蔵穴は、カマド左側で住居跡の北東隅にある楕

円形の掘り込みと考えておきたい。長軸72cm、短軸

60cmで、深さは17cmである。

遣物は須恵器片や土師器甕が取り上げられている

が第201号住居跡の遺物の可能性が高い。

時期は、取り上げられた遺物が 9世紀代であり、

住居跡の形態もその時期のものである事から、第

201号住居跡との時期差はあまり無いものと考えて

おく。

第195号住居跡（第105図）

調査区の中央、 W • X-49グリッドに位置する。

第196号土壊と重複するが新旧関係はつかんでいな

い。東側の大半は調査区外に出る。

平面形は不明である。検出された規模は西辺が

3.14m、南辺は1.94mである。深さ 0.08mである。

軸方向は、西辺でN-28°-Eとなる。

床面は平坦で、壁溝は検出されなかった。ピット

は西壁際に検出されたが主柱穴となるかどうかはっ

きりしない。

-125-



□／ロ~C)／口 s J 236
／／～  ロ ニ

/ ¥¥¥I"C_ / : 

P 1`  ¥]  0 3  _D¥ 

SJ239 

□,7口 Ii
□~- Ii 

E' 

SJ183¥ 

I 

g ． 

叫

＜
 

m

l

 

c
 

c' D
 

D' 

P3 コ
E
 

E' ロームフロック・焼土粒少醤

—ー＇------+---- -I 
<̂( •V 

B
 

c
 

＜
 

<(I 

水糸標高＝538m 

．灰

゜
2m  ， 
1 : 60 

B
 

巳'

c
 

c' 

0 1m  
水糸標高＝538m | ' |1 30 

第106図 第197号住居跡・遺物出土状況（1)
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第107図 第197号住居跡遺物出土状況（2)

カマドや炉、貯蔵穴は検出されなかった。調査区

外にあるものと思われる。

遺物は土師器のJ不が 2個体南壁際に出土した。

時期は 5世紀後半である。

第197号住居跡（第106図）

調査区の西側、 BB-42 • 43グリッドに位置する。

第183• 189 • 236 • 239 • 240号住居跡と重複関係に

ある。第183号住居跡より古く、他の住居跡より新

しいと考えられる。

平面形は方形で、規模は長軸4.7mで、短軸は4.65

mほどである。深さは0.17mである。主軸方向は、

N-95°-Eを指す。

床面はほぼ平坦であるが、カマド前面がやや下が

り、主柱穴の内側と貯蔵穴の前が固く締まっていた。

隈溝は全固する。主柱穴は住居跡の対角線状に検出

された。 Pl・P3・P4・P5が該当し、 P3と

P4の間には 3基のピットが並ぶ。 P2は遺物が出

土したために番号を付した。他に主柱穴の内側に 3

韮のピットが検出されたが、本住居跡に伴う可能性

は少ないと思われる。

カマドは東壁の南寄りに設置されていた。燃焼部

は壁から出ず、煙道は検出されなかった。火床面は

床面より 8cmほど低い。土層は、灰を含む事から 7

層が火床面と考えられ、 5 層• 6層が天井崩落土で

ある。袖は白色粘土で造られていた。長さは左袖が

75cm、右袖が80cm残存していた。燃焼部の奥行きは

104cm、幅は44cmである。カマド内からは甕が 2個

体と坪と小型の甕が出土した。杯と小型の甕は伏せ

て重ねられた状態だった事から、支脚のようにして

使われた可能性がある。

貯蔵穴はカマドの右側に掘り込まれていた。 85

cmX80cmの隅丸長方形で、深さは30cmである。中か

らは遺物は出土しなかった。

遺物は主柱穴の内側に纏まって出土し、貯蔵穴の

周囲にも見られた。また、カマド対面の壁際に編物

石が 2~3個纏まって出土した。

時明は 6世紀中頃である。
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備考・出土 位置 I 

P-5 l  

60 カマド
| 
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15 

30 

80 

40 ;カマド

25 

20 

20 

95 

70 

15 

90 

60 

75 
| 

25 カマド

70 カマド

90 

55 

70 ¥ P-3 甕の転用か？

40 甕の転用か？

95 全体に歪む

第57表 第197号住居跡出土編物石計測表

幅 I厚さ 1 重量
＋ー ，

6.3 ! 4.9 i 569.85 

(7.1) I (2.7) I 380.49 

5.8 I 4.9 I 637.67 

(7.4) I 4.1 I 723.82 ! 

7.1 I 4.5 I 536.79 

6.1 I 4.2 I 488.51 

8.7 i 4.6 • 654.10 

5.2 I (3.3) i 319.47 

8.0 I 5.6 I 746.17 

5.7 3.7¥ 334.75 

28 

29 

30 

31 
32 

33 

34 

35 

14.3 

15.9 

19.6 

12.2 

14.6 

12.8 

12.6 

13.1 

11.9 

備 考

―•一
第198号住居跡（第110図）

調査区の中央、 DD-42 • 43グリッドに位置する。

第234号住居跡と重複し、本住居跡が新しい。

平面形は長方形で、規模は長軸4.00mで、短軸は

3.18m、深さは0.12mである。主軸方向は、 N-

116° -Eを指す。

床面は平坦で、住居跡中央が硬く締まっていた。

壁溝は全周している。柱穴は検出されなかった。

カマドは東壁のやや南寄りに設誼されていた。燃

幅

6.4 

(4.3) 

6.1 

6.3 

5.9 

0

0

釘

丘

仕

は

9

,

'

 

0

1

3

0

 

認

訟

認

但ヽ
，
＇
＿

4
1
4
2
4
3
`
 

,
9
,
9
,
 

7.2 

厚さ

3.7 

(3.6) 

4.9 

5.2 

4.1 

4.0 

4.2 

4.2 

3.9 

蒜{
 

星
-28
的

船

郎
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2
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2

屯

638207377682526499389396236

考

焼部は壁内にあり、憚道は残っていなかった。火床

面は床面よりやや低く設定している。天井部は白色

粘土を用いて構築しており、土層の 3 層• 4層が崩

落土で顕著に認められた。袖は両抽とも長さ80cmで、

燃焼部の奥行きは100cm、幅は40cmである。

貯蔵穴はカマドの右側に掘り込まれていた。長軸

75cm、短軸65cmの隅丸方形で深さは40cmである。

遺物は上面で出土したが、中からは出土しなかっ

た。
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第110図 第198号住居跡・遺物出土状況

遺物は住居跡中央に土師器坪・甕等が投げ込まれ

たような状態で纏まっており、混入も認められる。

25の甕は第204号住居跡出土破片と按合した。

時期は、 6世紀と考えられる。

第199号住居跡（第113図）

調査区の東、 X-53グリッドに位置する。第95局

住居跡と咀複関係にあり、これより古い。北側は調

査区外に掛かり、西側は第95号住居跡によって壊さ

れているため残存していたのは僅かである。

平面形は不明である。検出されたのは南北方向が

2.60m、東西方向は1.6mである。深さは0.08mであ

る。主軸方向は東辺でN-35°-Eを指す。

床面は残存範団も狭く詳細はわからない。壁溝は

確認されていなし＼ピットやカマド、炉等の施設は

検出されなかった。

遺物は出土しなかった。時期は不明であるが本住

居跡より新しい第95号住居跡は10世紀である。

第200号住居跡（第113図）

調査区の中央部、 AA-48グリッドに位置する。

第191号住居跡と重複関係にあり、本住届跡が古い。

排水溝部分の調査のため、住居跡の殆どは調査区外

にあると思われる。遺存状態が悪く、床面は残って

いなかった。検出されたのは貯蔵穴を中心とする掘

り方部分と考えられ、住居跡の形状を把握する事は

出来なかった。

平面形は不明である。検出した掘り方と考えられ

る部分は長軸2.10m、短軸0.50mの長方形の土堀状

を呈し、深さは0.04mと非常に浅い。南寄りに貯蔵

穴と考えられる80cmX65cmの楕円形の掘り込みがあ

り、周辺から高坪などが出土している。

時期は 5世紀前半頃と考えられる。

--131-



二□□□2:□□□
□ 5`/6 こロロロ8

□ 9 □ -/。 □□~11
~ - I :.... ~ 

9‘｀二、＇—-．へ／／
- -

12 

~13 
15 

I I)'- U 17 

I 

/I ~ ¥: 

一I I 
20 

／口／口ロ／
I I 

l

[

/

/

/

,

]

 □口
□／

／

18

＼
口
／

ロ

｝

＼

二

[

-

-

[

 

□二

＇

＼□ロロ＼
19 

21 

第111図 第198号住居跡出土遺物（1)

22 

O 10 cm 
I I | 1. 4 

-132-



23 

口

ー
]
‘
ー
！

1
1
1

ー
—

l

-

11[•II’

—

I 

ー

―

¥

 

¥
¥
¥
¥
 

＼
 

¥

¥

 
＼
 

＼
 

ー・

し

I—□J_ 
／ 

25 

24 

~7 

□□□ 
10 cm 

9 : 4 

第112図 第198号住居跡出土遺物 (2)

第201号住居跡（第115図）

調査区の中央、 W-48グリッドに位置する。第

184 • 194号住居跡と重複関係にあり、第184号住居

跡より古く、第194号住居跡より新しい。

乎面形は長方形で、長軸2.6m、短軸2.4mで、深

さは、確認が第194号住居跡の床面となってしまっ

たために、殆どない。壁溝や柱穴も確認できなかっ

たが、床下土壊がカマド前面と住居跡の北西に検出

された。

カマドは東壁の南寄りに設置されていた。燃焼部

は住居跡内にあり、煙道は遺存していない。火床面

は、 カマド掘り方をローム混じりの土で埋め戻し、

床面よりやや低い状態に設定している。袖は白色粘

土で構築されており、残存状態は良くないが長さ30

cmほど残っていた。燃焼部の奥行きは50cm、幅も50

cmである。

遺物は本住居跡としては取り上げられていないが

第194号住居跡の遺物が本住居跡の物である可能性

が高く、 9世紀と考えられる。

第204号住居跡（第116図）

調査区の中央、 C C-42 • D D-42グリッドに位

置する。第234号住居跡、第196号土壊と重複関係に

ある。第234号住居跡より新しく、第196号土堀より

古い。

平面形は長方形である。規模は長軸4.00m、短軸

3.34mである。深さは0.02mでごく浅い。主軸方向

は、 N-81°-Eを指す。

床面は検出時に殆ど床面が出ている状態であった

が、ほぼ平坦で、カマド対面の西壁際が固く締まっ

ていた。壁溝は検出されなかった。 ピットはp1. 

P2を柱穴と考えておくが他は不明である。
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第58表 第198号住居跡出土遺物観察表
---~— 

胎上 T
ADEH 

ADE 

ADEH 

ADEH 

DEGH, 

DEGJ 

ADEH 

DEG 

ADEH 

ADEH 

DEH 

番ロニ□― □[(:)
2 土師器坪 13.0 

3 士師器外 （13.0) 

4 i士師器 J不 i (13.4) 

杯 13.2 I 5.o 

坪（12.0): 5.2 

坪（12.2)I 4.1 
杯，（12.4) I 3.8 

J不 (14.0lI 4.1 

10 上師器坪 （14.6) l (3.7) 
11 上師磁杯 （15.6) I (3.4) 

12 十帥器外 （16.5) I 6.7 
13 !土師器塊 j - I (2.6) 

(9.8) 

(3.3) 

(3.7) 

(4.1) 

7.0 

(6.0) 

器

器

盗

器

器

師

師

師

帥

師

上

上

上

士

土

~99‘~ 

5

6

7

8

9

 

坪

坪

高

高

鉢

盤

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

器

器

器

器

器

沿

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

師

帥

師

師

師

師

師

師

師

師

師

師

帥

師

師

師

上

土

士

土

上

t

士

上

上

七

土

上

士

土

上

土

一

1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9

＿
 

12.2 I 9.1 

(15.o) I (13.0) 

19.1 

(21.4) 

(21.4) 

• (16.0) 
i (15.0) 

(14.8) 

器高

19.4 

(15.2) 

(17.6) 

(17.6) 

(22.3) 

28.1 

(28.5) 

(18.7) 

(8.8) 

ABEGH 

ADEGH 

DEH 

(13.0) ABEG 

ADE H 

ABEHJ 

7.5 I AB DE H.J 

ABDEHJ 

ABDEHI 

ADEH 

ABDEHJ 

(7.2) 

5.5 

7.2 

3.2 ; 7.0 

(3.6) i 7.0 

(4.6) I (6.0) 

焼成 色調 残存亨（％） 備考

普通 にぶい褐 40 

酋通 にぶい橙 50 

酋通 にぶい褐 10 

将通 橙 15 

普通 朽 50 

普通 にぶい黄褐i 15 カマド

背通 にぶい橙 30 

普通 橙 20 

将通 にぶい黄橙 40 

普通 明褐 20 

普通 にぶい黄棺

普通 にぶい赤褐

普通 にぶい赤褐

一普通 1 にぶい赤褐

稗通

普通

普通

粋通

評通

闘通

眸通

ADEH i将通

ABEHIJ 普通

ABEH 督通

ABDE 蒋通，

DEH 普通：

BDEH 酋迎

ADE_~ニ~良好

にぶい黄棺

明赤褐

橙

にぶい黄褐

梼

にぶい褐

橙

にぶい褐

明黄褐

橙

橙

にぶい褐

にぶい褐

明赤褐

出土粒置
-

40 

30 

50 貯蔵穴

25 l 

95 貯蔵穴

30 
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カマドは東壁のやや南寄りに造られていた。壁を

掘り込んでいるように思われるが、燃焼部が長いの

が煙道に続く部分なのかは、第196号土堀によって

壊されているためはっきりしなかった。火床面は、

掘り方をローム混じりの暗褐色土で埋め戻し、床面

よりやや低い状態で使用している。袖は白色粘土を

用いており、長さ65cm残存していた。燃焼部の輿行

きは焚き口部分を含めて1.2m、幅は50cmである。

貯蔵穴はカマド右側の掘り込みかと思われる。住

居跡の壁から離れ、やや小さめである。隅丸方形を

意識していると思われ、大きさは55cmX45cm、深さ

は18cmであった。

遺物は、貯蔵穴周辺とカマド左脇及び住居跡中央

から、土師器甕などが出土した。

時期は 6但紀前半である。

第115図 第201号住居跡
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第205• 243号住居跡（第118図）

調査区の中央、 CC-42 • 43グリッドに位置する。

本住居跡は拡張されており、調査時に拡張前の住居

跡に第243号の番号をつけている。第207• 228 • 

232 • 233 • 238号住居跡と重複関係にあり、本住居

跡がもっとも新しいと考えられる。

平面形は長方形である。規模は長軸4.15m、短軸

3.65m、深さ0.06mである。検出面が下がっている

ため遺構が浅く床面の残りも良くない。壁溝はカマ

ド部分を除いて全周する。柱穴は確認されなかった。

カマドは東壁の中央やや左寄りに設置されていた。

壁を掘り込み、底面は斜めに上がって煙道部に続く

と思われる。袖は遺存していなかった。燃焼部の奥

行きは1.3m、幅は95cmである。

貯蔵穴は検出されなかった。

拡張前の住居跡はカマドをとおる軸方向に長方形

で短軸は3.00mであることから南に1.15m拡張した

ことになる。拡張後のカマドよりやや内側に、カマ

ドの掘り方と思われる土壊状の掘り込みが見られた。

壁溝はカマド対面の西辺から南辺の一部に見られた

だけである。また、ピットが中央と西壁際に検出さ

れたが柱穴か判断できない。

遺物は住居跡中央から僅かに出土しただけである。

第206号住居跡（第119図）

調査区の中央、 CC・ D D-44グリッドに位置す

る。第220• 221号住居跡と重複関係にありいずれの

住居跡よりも新しい。

平面形は方形である。規模は2.8mX2.7mで、深

さはO.Olmである。主軸方向はN-85°-Wである。

床面は平坦で、壁溝は南西隅が検出されなかった。

柱穴も確認されていない。
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第116図 第204号住居跡・遺物出土状況
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第117図 第204号住居跡出土遺物

第60表 第204号住居跡出土遺物観察表

濯号 器 種 口径 命ロn回戸 底径i 胎土 焼成 色調

1 土師器甕 (14.6) 14.3 6.3 DEHJ 普通 褐灰

2 士師器甕 (16.0) (9.3) ABDEHJ 普通 橙

3 土師器甕 (7.9) 66 ABDEH 普通 橙

4 上師器甕 (19.4) (23.3) ADEHIJ 普通 栴

5 土師器甕 19.9 20.1 (10.5) ADEHI.J 普通 橙

6 土師器甕 (3.9) 7.6 ABDEH 普通 にぶい橙

7 上師器甕 (6.8) 6.6 ADE 贄通 にぶい褐

8 土師器甕 (7.3) 7.1 ABDEHJ 普通 明褐， 土師器甕 (12.2) ABDEHJ 普通 にぶい橙

10 士師器甑 (23.6) 31.4 9.2 ABDEHI.J 普通 橙
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第118図 第205• 207 • 243号住居跡・出土遺物
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第61表 第205号住居跡出土遺物観察表
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第206号住居跡・出土遺物

第62表 第206号住犀跡出土遺物観察表

［番号I 辮 種 I I 

ロ［面器坪

カマドは東壁中央に検出された。壁を大きく掘り

込んでおり、袖は短く煉道は検出されなかった。火

床面は床面より低く、中央に支脚を立てたと思われ

るピットが見られた。燃焼部の奥行きは1.2m、幅

は70cmである。

遺物は北側の壁溝から土師器坪が 1点出土しただ

けである。

時期は10世紀である。

第207号住居跡（第118図）

調査区の中央、 C C-42 • 43グリッドに位置する。

第205• 228 • 233 • 235 • 238号住居跡と重複関係に

あり、第205• 228号住居跡より占く第235• 238号住

居跡より新しい。第233号住居跡との新旧は確認し

ていない。

平面形は北辺より南辺が短くやや歪んでいるが、

方形が基調と思われる。規模は北辺が2.95m、西辺

凋 ］］聞竺口 ］翡考・謳上位置 l 
褐i 95 

は2.65mである。深さは0.03mと極めて浅い。方位

は北辺でN-87°-Eである。

床面は残りが極めて浅く、大半が第205号住居跡

と重複しているため詳細は不明である。壁溝は無い

ようである。柱穴やカマドなどの施設も検出されな

かった。

遺物は出上しなかった。時阻は不明であるが本住

居跡より新しい第228号住居跡は 7世紀代と考えら

れ、本住居跡より古い第238号住居跡は 6世紀代で

ある。カマドなどが無かったので、仕居跡の形状か

ら判断する事も難しいが、第228号住居跡に近い時

期と考えておきたい。

第208号住居跡（第120図）

調査区の中央、 CC・ D D-44グリッドに位置す

る。第211• 227号住居跡、第202• 203号土壊と甫複

関係にあり、第211号住居跡より新しく、土壊より
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第120図 第208号住居跡・遺物出土状況

古い。第227号住居跡との新旧は不明である。

平面形は北辺が南辺より短く歪んでいるため台形

状を呈する。規模は、長軸3.20m、短軸2.96mで、

深さは0.10mである。主軸方向は、 N-92°-Eを

指す。

床面はほぼ平坦で、壁溝は東壁の中ほどから西壁

まで廻るが南壁は一部切れるようである。ピットは

2基検出されたが柱穴となるかどうかわからない。

床下土堀が 2基検出された。カマドの前と住居跡南

西隅にあり、円形で直径が90cmと80cmである。

カマドは東壁の南寄りに造られていた。燃焼部は

壁を掘り込んで煙道に続く。底面は段を持たず斜め

に上がって煙道に続く。火床面は床面より僅かに低

い程度である。土層は 2層が天井崩落土である。袖

は確認されなかった。

遺物は土師器が少量と埴輪が出土している。埴輪

は床面からかなり浮いた状態であった。高杯は混入

である。

時期は10世紀以降である。

第209号住居跡（第122図）

調査区の中央、 CC-45グリッドに位置する。第

309 • 322号住居跡、第197• 198号土壊と重複関係に

あり、土塙より古く他の住居跡より新しい。北側の

床面は殆ど残っていなかったが、染み状に残った部

分を繋いで平面形を推定した。
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第121図 第208号住居跡出土遺物

第63表 第208号住居跡出土遺物観察表

器 種 LI径器高底径］胎上 焼成 色調 残存岸（％） 備考・出土位置

4.1 AB DH J 普通 橙 100 カマド

ロクロ坪 ’ • • . ・ " ・ I I ; ((((((2252993 ••. 5 .. 79641. ) ) ) ) ) ) I (7.0) ＇ l ADEG | ： 蒋通 にぶい黄橙 30 
l士師器高坪 - ABDE 蒋通 にぶい赤褐 15 

士師器甕 （11.4) AB HJ 普通 灰褐 30 カマド

円筒埴輪 （16.6) AB DE 良好 明赤褐 40 外面タテハケ 内面ナナメハケ

円筒埴輪 - ABDEJ 良好 明赤褐 破片 外面タテハケ内面タテハケ

7 I 形 象埴輪人物 - ABDE 良好， 明赤褐 破片 胸に手をあて恭順の意を表す

平面形は長方形になると思われる。規模は長軸が

3.20mまで確認でき、短軸は約2.80mと椎定される。

深さは0.10mで、主軸方向は、 N-98°-Eである。

床面などは殆ど残っていなかったため詳細は不明

である。

カマドは東壁の南端に造られていた。住居跡の南

東の角にあたる。燃焼部及び煙道は隈を掘り込んで

斜めに張り出している。掘り方の段階では、燃焼部

と煙道の底面には高さの差はなく、煙道部先端を埋

め戻して傾斜を造っていたようである。そのため燃

焼部と煙道との境がはっきりしない。火床面は床面

より低くしていたようである。底面には小ピットが

2韮確認された。支脚を立てたものと考えられるが

2韮とも支脚を据えたものかどうかはわからない。

袖は左袖が僅かに残存していた。右袖は無く、住居

跡の壁を利用して天井部を構架していたものと考え

られる。カマドからは杯や片岩の破片などが出土し

たが、遺物が検出された部分は壁がよく焼けて赤化

していた。

遺物はカマドから出土しただけで片岩の他には土

師器杯が出土している。

時期は11世紀と考えられる。
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第210号住居跡（第123図）

調査区の中央、 BB-46グリッドに位置する。他

の遺構との重複はない。遺構の北側の大半は調査区

外に出る。

平面形は不明であるが方形に近い形がf想される。

検出された規模は、東西方向が5.64m、南北方向は

3.86mで、深さは0.20mである。主軸方向はN-

70°-Eである。

床面はほぼ平坦で、一面に薄く炭化物が見られた

が炭化材などは検出されなかった。壁溝は検出され

なかった。柱穴は、南壁院に直径30cm、深さ15~30

cmのピットが 2基検出されたものを充てておきたい。

カマドは東壁の南寄りに造られていた。当初は多

量の焼土と粘土が僅かに検出されたためカマドと予

想して調査したが、袖などの確認が難しくうまく掘

れなかった。壁から内側に10cmほど離れているよう

である。燃焼部は90cmX50cmの楕円形で、床面を僅

かに掘り窪めている。袖などの上部構造には粘土を

殆ど用いず、暗褐色土で構築されるため、住居跡覆

土と区別するのが極めて困難である。

貯蔵穴はカマドの右脇に検出された。 110cmX85

cmの隅丸長方形で、深さは52cmである。中からは遺

物は出土せず、隠土にはローム粒子を多量に含むこ

とから埋め戻された可能性もある。

遺物は七師器杯や高杯、甕等が多鼠に出土した。

出土状況は、床面に近いものもあるが殆どは 5~10

cm浮いており、床面の炭化物の上で出土したことか

ら投げ込まれたものと考えられる。

時期は 5世紀後半と考えられる。

第211号住居跡（第128図）

調査区の西側、 CC-44 • D D-44グリッドに位

置する。第208• 221号住居跡、第202• 203号土堀と

重複関係にある。土堀と第208号住居跡より古く、

第221号住居跡より新しい。

平面形は長方形である。規模は長軸3.44m、短軸

2.58mで、深さは0.07mである。主軸方向はN-
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95°-wを指す。

床面は平坦で、墜溝は全周する。柱穴や貯蔵穴は

検出されなかった。

カマドは西壁の南寄りに造られていた。燃焼部は

壁を掘り込んでおり、煙道は検出されなかった。火

床面は床面とほぼ同じ高さに造られており、中央部

には支脚を立てた痕跡が検出された。抽は右袖が僅

かに残っていたが左袖は検出できなかった。

逍物は、カマドの前から被熱して割れた礫と覆土

中から土師器の破片が極少量出土したが図示できる

ものは無い。

時期を推測できる遺物が無いため不明であるが本

住居跡より新しい第208号住居跡は10世紀と推定さ

れる事から本住居跡も 9世紀後半から10世紀ごろと

考えておきたい。

第212号住居跡（第129図）

調査区の中央、 BB-49グリッドに位置する。重

複する遺構は無いが、住居跡の北側の大半は調査区

外である。

平面形は不明である。検出された規模は南辺が

4.24mで、西辺は2.36mである。深さは0.08mであ

る。方位は南辺でN-64°-Eを指す。

検出された範囲では床面は平坦で、壁溝は検出さ

れなかった。ピットは 2拮検出されたが柱穴となる

かどうかは不明である。

カマドや貯蔵穴も検出されなかった。調査区外に

あるものと思われる。

遺物は、検出範囲が狭かった割には多く出上した。

上師器坪、高杯、甕類か検出されたか、出土状況は

床面からかなり浮いているものもあり、住居廃絶後

に投げ込まれたものと考えられる。

時期は 5世紀と考えられる。

第213号住居跡（第132図）

調査区の中央BB-50グリッドに位置する。重複

する遺構は無いが、住居跡の北側は調査区外にかか
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第122図 第209号住居跡・遺物出土状況・出土遺物

第64表
~. 
番月
i 
1 

第209号住居跡出土遺物観察表

ロク： 小： ］ ：］：．I □□ ［ ：台DE+G
色調

にぶい橙

残存翠（％）

50 

備考・出上位置―---―|

カマド実母多星含む
-̀ - - --

る。

平面形は、 カマドの対面が膨らみ変形しているが、

長方形と推定される。検出された規模は南北方向に

3.64m、東西方向に3.58mである。深さは0.07mで、

主軸方向はN-85°-Eを指す。

覆土はローム粒を多量に含み、床面から炭化材が

検出された事から、焼失して埋められた可能性があ

る。床面はほぼ平坦で、南側が硬化していた。壁溝

は検出されなかった。 ピットは南壁と西壁の中央及

び住居跡中央に検出されたが主柱穴とは考え帷い。

西壁際にはピットが 2基並んで検出されたが、人り

口に関する施設と思われる。

カマドは東壁の右寄りに造られていた。燃焼部は

壁を掘り込んで突出している。火床面は床面とほぼ

同じ高さである。抽は左右とも35cm残っていた。燃

焼部の奥行きは95cm、幅は40cmである。

カマドの右抽の前面に床下上堀と思われる掘り込

みを検出した。 1 m XO.Smの楕円形で、深さは23

cmであった。覆土には炭化粒と焼土粒を多量に含ん

でいるが、位置的に貯蔵穴や灰ピットのようなもの

ではないと思われる。

遺物は、須恵器の壺などが少量出土している。

時期は 9世紀と考えられる。

第214号住居跡（第133図）

調査区の中央、 BB-45グリッドに位置する。重

複する遺構はない。

平面形は方形であるが、 カマドのある南東の角は
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第126図 第210号住居跡出土遺物 (3)
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第65表 第210号住居跡出土遺物観察表

底且：但し 1 焼成

ADE ]普通

' AEG I 普通

I : I ¥D/GG I普通
AEG [普通

- I ADEH I晋通

ADEJ I 普通

I (12.8) I 5.0 I -I AD E G H I 

1 8 1土帥器浣 I 12.2 I 5.8 I 3.1 I ADE H 蒋通

i 9 I土師器坪 I 15.0 I 5.6 I -I A D E H J 普通

I 10 十師器碗 1 14.4 6.3 1 - E G I普通

111 I士師器浣 I 13.5 I 6.6 I -I A D E G H I普通

12［土師器魂 13.7 j (6.0) i - j DE H 普通

I 13 i -t師器小型碗 9.9 6.0 ] - A B D E H 普通

I 14 i土師器小型碗 ， 9.0 I 5.8 I -[ D E H 普通

I 15 土帥器碗 I (12.0) 1 8.0 1 4.2 A D EH 普通

1 16 土師器高杯 16.5 j (14.3) [ - j AD E 普通

1 17 土師器高坪 I 21.0 I 15.4 I 18.8 I AD E 良好

I 18 I土師器高坪 1 15.8 1 12.7 (10.3) D E 普通

I 19 土師器高坪 I (15.6) I (6.6) I -I DEG 贄通

! 20 土師器高杯 1 20.2 1 (7.2) - I ADEH 普通

21 1土師器高坪 I (16.1) I 13.3 I (13.2) I B DE 普通

22 士師器高耳、 l 16.2 6.2 - I DE H 普通

I 23 上師器高杯 18.7 I (7.8) I -I DEG 普通

124 土師器高坪 I (17.8) I (5.0) I -I ADE G I普通

25 上師器即杯 19.8 (5.7) - I DE I 普通

26 土師器高杯 14.2 (5.0) - DE 1普通

1 27 土師器高杯 （16.6) I (5.0) I -I AD E 蒋通

28 1土師器高杯 19.4 (5.1) - I AD E H 普通

29 i -t師器高杯 （14.4) (3.8) - | D E H 1普通

30 It師器高杯 （15.4) I (4.0) I -I DE I酋通

I 31 I土師器高坪 - (5.2) I (12.4) I DE I普通

32 1土師器高Jf、 - 9.6 - DE I 普通

33 上師器高奸‘ - I (9.7) I (11.5) I ADE 普通

34 土師器高坪 ー

35 1土師器高坪 ー

36 i上師器 j廿 10.3 

37 土師器用 （12.0) 

38 I土師器甕 （23.2) 

39 1士師器小型壺 — 

40 土師器甕 20.6 

141 I t師器甕 （16.4) 

42 1土師器壺

I 43 士師器甕 ! 16.1 

44 土師器甕 （19.2) 

45 土師器甕 I 15.8 

46 土師器甕 15.9 

47 土師器甕 16.2 

: 48 上師器甕 I -
49 土師器甕 ［ （17.6) 

I:: l ]::: : ]::) 

ロ師器甕 (26.2) 

53 土師器甑 23.7 

色調 直在皐(%)I 備考ーー・出上位置 I 

橙 1 40 lカマト------ -

にぶい橙 1 60 I I 

橙 1 100 1 

にぶい赤褐 1 20 1貯蔵穴
I - I 

橙 1 15 I 

灰褐 I 40 I 

明赤褐 I 45 I 

明赤褐 i 55 I 
I 

橙i 80 

にぶい褐 i 95 

明赤褐 i 95 

明赤褐 45 

にぶい橙 70 

橙 60

橙 35

明赤褐 75 

明赤褐 70 

にぶい赤褐 80 

明赤褐 | 50 
にぶい赤褐 I100 

I 
明赤褐 I 45 

明褐 I 100 
明赤褐 I 60 

明赤褐 40 

明赤褐 1 60 

橙 I100 

橙 I 20 

明赤褐 15 

明赤褐 50 

橙 20

明赤褐 20 

橙 60

明褐 40 

橙 40

明褐 15 

明赤褐 95 

にぶい橙 25 

橙 45

明赤褐 I 40 

にぶい黄橙 I 45 

橙 30

格 20

にぶい褐 95 

にぶい黄杞 30 

にぶい橙 60 

橙 65

橙 |80

にぶしヽ 橙 ! 75 
I 

にぶい褐 I 70 

灰褐 [ 85 

にぶい黄橙 80 
I 

にぶい褐 i 15 

橙 I 95 

器面摩耗する

カマド

カマド

ド

ド
マ

マ

カ

カ

し

~ 内面円形剥離

ー

，
I

I

I

I

I

I

|

J
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跡の南隅にあり、 60cmX45cmの隅丸長方形で、貯蔵

穴の可能性も考えられる。床下土堀が住居跡のほぼ

中央に検出された。 1辺約1.5m、深さ28cmの方形

で、ロームを多量に含む暗褐色土で埋められていた。

カマドは東壁の南寄りに設慨されており、その部

分は隅切状になっていた。燃焼部は壁を掘り込んで

突出し、そのまま煙道に続いていたものと思われる。

火床面は住居跡床面と同じ高さで、先端に向かって

緩やかな傾斜で上がる。袖は検出されなかったが、

隅切状の壁を掘り込んだ部分に礫が検出された。直

径15cmから20cmの棒状の礫で、燃焼部の壁の両側に

立てた状態で据えられていたと考えられる事から、

カマドの補強材として使われたものであろう。この

事から本住居跡のカマドは、最初から袖は無く、隅

切状にした壁を使ってカマド本体が構築されていた

と考えられる。

遺物はカマド内から土師器甕等が少量検出された。

時期は10世紀と考えられる。

0 2m  
水糸標高＝53.9m ~1 • 60 

第128図第211号住居跡

隅切状になっていた。規模は長軸4.10m、短軸3.86

m、深さは0.08mである。主軸方向は、 N-88°-

Eである。

床面は平坦で、カマド前面が踏み固められていた。

壁溝は、カマド対面の西壁とカマド部分には検出さ

れなかった。ピットは 3基検出されたが、主柱穴と

断定できるものはなかった。p1としたものは住居

第215号住居跡（第134図）

調査区の西側、 DD-43 • 44グリッドに位置する。

直按重複する遺構はないが南側は水路によって壊さ

れている。

平面形は長方形である。規模は長軸4.74m、短軸

4.06m、深さは0.16mである。主軸方向は、 N-

38°-wを指す。

床面は中央部が固く踏みしめられていた。壁溝は、

西壁側が検出されなかったが、西側は遺構確認時に
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第129図第212号住居跡

は不明瞭であったため、やや掘り過ぎているかもし

れない。ピットは複数確認されたが、p1について

は柱穴と思われるが他は断定できない。

カマドは北西壁の右寄りに造られていた。燃焼部

は壁内にほぼ収まり、火床面は床面よりやや下がっ

ている。抽は白色粘土を混合して造られており、長

さは60cmほどである。燃焼部の奥行きは70cm、幅は

30cmである。

貯蔵穴はカマドの右側で、壁との間に掘り込まれ

ていた。長径82cm、短径70cmの隅丸方形で、深さは

20cmである。中からは土師器甕の破片が出土した。

遺物は貯蔵穴の他に床面から浮いた状態で少量出

土している。

時期は、 7世紀後半である。

第216号住居跡（第135図）

調査区の中央、 BB-47グリッドに位置する。第

153号仕居跡、第30号井戸跡と重複関係にあり、本

住居跡が古い。第153号住居跡の床面で検出された

もので、カマドの火床面下部と掘り方及び壁溝の一

部などが残存していた。

平面形は、方形と思われる。規模は長軸が4.32m

まで残存し、短軸は約3.9mと考えられる。主軸方

向は、 N-93°-Eを指す。

床面等の状況は不明である。壁溝は北側が検出さ

れただけである。

カマドは東壁のやや左寄りに造られていた。燃焼

部は壁を掘り込んではいなかったと思われ、火床面

は床面より低かったようである。

遺物は脚の付いた破片が 1点上げられているが第

153号住居跡に伴う可能性もある。

時期は、不明であるが第153号住居跡は 6世紀前

半と考えられる事からそれ以前となる。

第217号住居跡（第136図）

調査区の西側、 DD-44 • 45グリッドに位置する。

第42号溝跡と重複関係にあり、本住居跡のほうが古

しヽ。

平面形は方形である。規模は長軸3.80m、短軸

3.74mである。殆ど床面で検出したため、深さは

0.03mと非常に浅い。主軋軸方向はN-119°-Eを指

す。

床面はカマド前から対面の壁際にかけて踏みしめ

られ硬化していた。壁溝はカマドのある東壁を除い

て廻っていた。ピットは 3悲検出されたが、主柱穴

は不明である。

カマドは東壁中央に検出された。壁を約60cm掘り

込んでいるが、残存状態が悪く、抽も僅かにあるよ
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第130図 第212号住居跡出土遺物（1)
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第131図 第212号住居跡出土遺物（2)

第66表 第212号住居跡出土遺物観察表

1番号 1 器 稲― 口径

ロ十師器坪ロロ150)

| 2 1土師器材： I （13.6) 
3 上師器坪 14.1 

4 土師器坪 (15.6) 

i 5 土師器坪

] 6 上帥器 J不

7 土師器坪

1 8 七師器坪

9 土師器碗

i 10 上師器鉢

11 土師器鉢

12 土師器鉢

13 上師器高坪

14 土師器高坪

15 I :t.師器高坪

16 土師器高杯

17 土師器高恥

18 上師器甑

19 土師器甕

20土師器壺

21 上師器甕

22 土師器甕

23 士師器甕

24 ［土師器甕

25 1土帥器甕

益ロn吉IDJ 底径 胎土 焼成 ＇ 備 考・出上位置

5.7 (5.2) ADEH 普通

6.4 3.5 ADEH 普通

6.2 3.6 DE 普通

(4.8) ADH 普通

14.2 6.5 4.6 ADE 普通

14 7 7.5 4.2 AEG 普通

(16.0) 7.0 4.5 ADE 評通 カマド付近

14.9 4.9 ADEG 普通

11.4 6.3 5.8 AEH 普通

10.9 5.3 6.2 AEG 酋通 擬口縁

9.6 8.9 68 ADEJ 普通 カマド付近

(13.6) (9.7) ADEH 普通 明赤褐 20 

19.4 16.3 19.3 DE 普通 橙 80 

(15.2) 14.4 (10.2) AEG 普通 明赤褐 50 カマド付近

(17.1) 13.3 (13.0) AEH 普通 明赤褐 50 

(17.8) 14.6 13.4 DEG 普通 橙 60 カマド付近

(16.6) (14.8) DEH 普通 明赤褐 90 

20.2 16.2 4.8 ABHI 蒋通 にぶい橙 95 

12.8 11.9 5.7 ADEH 晋通 にぶい褐 55 

9.4 7.1 5.8 ADEH 普通 95 カマド付近

(18 4) (15.7) ADEG 普通 明赤褐 25 

14.2 16.6 (3.9) ABDEHJ 普通 にぶい橙 50 カマド付近

16.9 25.8 6,5 AEGH 普通 にぶい赤褐 80 カマド付近

(17.0) 31.6 6.8 ADEHJ 普通 にぶい褐 I 50 カマド付近

(18.0) (29.3) ADEH 将通 にぶい黄褐 80 カマド付近

-153―-



胡
C)石

s 

□~，-g 
I I n っ／〗

p 1 

」21 3 

B
 

゜
B
-
＇ 

B' 

P3 

印ー

<(| 

ン＜

≪ I 

□~~-~~-( 

3
 

二

水糸標高＝537m 。

第132図

2m  
＇ 1 60 

6
 

]、

ノ

゜I l 

10cm 
| 1 4 

第213号住居跡・出土遺物

第67表 第213号住居跡出土遺物観察表

番号 1 器 種 1]竺［［置塁＿ 1 ｝氏径

1 1須恵沿甕 I - (8.5) 

2 須恵器甕 I - (8.8) 

I 3 須恵器盤・ - 8.3 
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第133図 第214号住居跡・遺物出土状況・出土遺物

覧68表 第214号住居跡出土遺物観察表

番□□~H1二］10~ロロIIJ 焼成

蒋通

普通

普通

色調

明褐

にぶい褐

にぶい黄褐

残存卓（％）

40 

10 

15 

--

備 考・出士位置

カマド
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胃
第2l 5号件居跡
］ 暗褐色十

2 II音黄褐色十

3 II音黄褐色十

・茶褐色士の混合／廿、焼上
ローム小プロック・ローム

・ローム粒・ローム小プロ

鉄分凝集あり
・ロームプロック粒＋充填

第 21 5号住居跡カマド
］ 暗掲色士 ローム小フロック・

炭化物微堡、焼上フ
暗茶褐色土 ローム小ブロック・
l 5号住居跡貯蔵穴

］ 暗褐色士 焼上粒少絋

2 灰白色粘土

3 焼士

4 ll音褐色土 ロームプロック多枯
5 ロームフロック

□ 
SJ297 

玉＇

C -
0 2m  

水糸標高＝53.9m ~1,60 
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第134図 第215号住居跡・出土遺物

第69表 第215号住居跡出土遺物観察表

番号I 器 種 口径 茄ロロ回古— 底径 胎土 ：焼成 色調 残存辛（％） 備考・出七粒置
i 

1 土師器坪 (11.5) 3.7 AEGH 普通 にぶい褐 40 

貯蔵穴 小明品 ： | 
2 土師器 lill (17.2) (2.3) ADE 普通 橙 20 

3 士師器甕 (16.2) (8.8) ABDEGH 普通 にぶい橙 25 

4 土師器甕 (9.1) 5.8 ABDEH 普通 にぶい褐 58 貯蔵穴

5 上師器甕 (21.6) (15.8) ADEH 酋通 にぶい黄橙 25 貯蔵穴

6 鉄製品 残存長4.6cm 幅0・:6cm 断面—ー辺0.6cm 重さ4.66g 枠状（リング状？）
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第135図 第216号住居跡・出土遺物

第70表 第216号住居跡出土遺物観察表

ロー器種―□〖]”□
1 土師器 ミニチュア - I (2.3) 

胎土 ］焼成 I 色調 ！残存率（％）

ABEH ]ロニーにふい鱈□□~
備考・出土位置

うに思えたが詳しくはつかめなかった。貯蔵穴は確

認されなかった。

遣物は出土せず、時期も不明である。

第218号住居跡（第137図）

調査区の中央、 BB-50 • 51、CC-50 • 51グリ

ッドに位置する。第26号堀立柱建物跡と甫複してい

るが、新旧関係は不明である。東側は調査区外に出

る。

平面形は長方形と推定される。規模は長軸が4.30

m検出し、短軸は3.30mである。深さは0.09mで、

主軸方向はN-79°-Eを指す。

床面はカマド前から住居跡中央部が硬化していた。

壁溝は北壁際の両端が切れているが、他は廻ってい

る。ピットは複数検出されたがいずれも浅く主柱穴

を断定できない。

カマドは東壁の右寄りに検出されたが、袖の先端

が確認されたのみでその先は調査区外に出ているた

め詳細は不明である。貯蔵穴はカマド脇の調査区外

にあるのか、或いは住居跡北西隅の土堀状の掘り込

みが該当すると思われる。

遺物は、主にカマドから坪類が少量出土した。

時期は 9世紀である。

第219号住居跡（第138図）

調査区の中央、 CC-51グリッドに位置する。重
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第136図第217号住居跡

複する遺構はないが、東側が調査区外に掛かる。

乎面形は長方形と推定される。規模は長軸が2.34

m検出され、短軸は1.72mである。深さは0.24mで、

主軸方向は、 N-96°-Wを指す。

床面はカマド前が踏みしめられてやや下がってい

た。壁溝は検出されなかった。柱穴は検出された範

囲では確認できなかった。

カマドは西壁の左寄りに造られていたが、大きめ

の貯蔵穴が右側の壁との間にあり、その結果として

左に寄ったものと考えられる。このことは当然のこ

とながら、カマドと貯蔵穴は一体として造られ、本

住居跡の場合、カマドの位置は貯蔵穴の大きさによ

って決められたと考えられる。カマドは壁を掘り込

まず、燃焼部は住居跡内にある。遺存状態は良好で

白色粘士をふんだんに使って構築されていた。検出

時には焼土と白色粘土が混じり合った状態で方形に

確認された。カマドの掘り方は浅く、灰層が厚く見

られる事から火床面は床面より僅かに低いか同程度

だったと思われる。抽は90cmの長さがあり、燃焼部

の奥行きもほぼ同じである。幅は奥が狭くなるが40

cm前後である。

貯蔵穴はカマドの右側にあり、 1辺70cmの方形に

掘り込まれる。深さは20cmである。

遺物は、カマドの周囲から上師器の杯・高杯・壺

が出土したが、床面より浮いていた。

時期は 5棋紀後半である。

第220号住居跡（第139図）

調査区の西側、 CC-44グリッドに位置する。第

206 • 221号住居跡と重複関係にあり、前者より古く、
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第137図 第218号住居跡・出土遺物

第71表 第218号住居跡出土遺物観察表

看号 口径！器高 底径 焼成 残存穿（％） I 備考・出土拉置器 種 胎十← 色調

IITI. (12.0) 3.0 i ！ 6.8 ADEJ 普通 にぶい黄橙 60 

高台付塊 14.7 5.7 I 7.2 BEJ 普通 灰 60 

高台付塊 (14.9) 5 8 j 7.1 EHJ 普通 暗灰黄 35 

高台付塊 (13.8) 6 9 j (7.4) ABEJ 酋通 にぶい褐 65 

高台付碗 (2.6) 1 8.2 AEG.J 普通 にぶ＼ヽ 橙 100 

4.2 しi7.2) AEJ 普通 桁 50 

長さ (5.8)cm 1j1晶4.2cm 原さ1.2cm 直さ 57五g
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第138図 第219号住居跡・出土遺物

第72表 第219号住居跡出土遺物観察表

種ロぐロ斤 口径

9.8 

l 

底径 胎上 I焼成 色調 残存半（％）

4.7 I ADE HJ !酋通 にぶい橙

(13.6) ADEH J 1 普通 橙

A-[-H:J-L豆皐ーI一ー橙

備 考・出士位置

60 カマド

70 

30 内面円形剥離多

後者より新しい。

平面形はかなり歪んでいるが長方形と考えておく。

規模は長軸2.44m、短軸2.20m、深さ0.07mである。

主軸方向は、 N-84°-Eと指す。

床面は平坦で住居跡中央が硬化していた。壁溝は

北辺と南辺に見られたがピットは検出されなかった。

カマドは東壁の右寄りに設置されていた。第206

号住居跡に壊されて残存状況はあまり良くなかった。

燃焼部は壁を30cmほど掘り込んでいた。火床面の状

況は良く分からないが、カマド掘り方が住居跡床面

より 5cmほど低い事から、火床面は床面とほぼ同じ

か若干低いくらいであったと思われる。袖は左の韮
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第139図 第220号住居跡・出土遺物

第73表 第220号住居跡出土遺物観察表
•し

ロク： 甕種 1 口径 1 （口 I ：:f:) 1 :]H_:LJ 
番号

1 

2 

3 

Iロクロ 高台付碗

石製紡錘車 I長径4.2cm 短径2.6cm 厄さ1.5cm 孔径0.6cm

部が若干残っていたが、他は遺存していなかった。

貯蔵穴は検出されなかった。

遺物はカマドの右手前から紡錘車が出土した。他

には西壁際に坪片と甕片が出土したのみである。

時期は 9世紀と思われる。

第221号住居跡（第140図）

調査区の西側、 CC・DD-44グリッドに位置す

る。第206• 208 • 211 • 220号住居跡、第42号溝跡と

重複関係にあり、 これらの中で最も古い。

平面形は、ほぼ方形を呈し、規模は長軸6.44m、

短軸6.26m、深さO.lmである。主軸方向は、

62°-Eを指す。

N-

床面は平坦であるが、特に強い硬化面は見られな

かった。壁溝は全周していた。主柱穴はP4~P7

である。他にP6を除いて各柱穴の外側に小ピット

□竺］

が見られた。床下土塙はカマドの前とカマド対面に

2碁検出された。

カマドは東壁の右寄りに造られていた。燃焼部は

住居内にあり床面より 10cm低く掘り込まれる。先端

は第42号溝跡によって壊されているため煙道があっ

たかどうかは分からない。火床面は床面とほぼ同じ

高さかやや低かったと思われる。袖は右袖の基部が

壊されているが、左袖の長さは65cmである。

貯蔵穴は、 カマドの右側にあり上端の一部が僅か

に確認されたが、大半は第42号溝跡によって壊され

てし吠た。

遣物は、土師器の甕等が少量出土した。

時期は 6世紀である。

第222号住居跡（第142図）

調査区の西側、 DD-43グリッドに位置する。重
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10cm 
1,4 

第141図 第221号住居跡出土遺物

第74表 第221号住居跡出土遺物観察表二：口IA~H□ ロ
I 

---口

)-I□ 
2 1 5 

。B 

SJ222 

B' 

三

。（ 

馴
言

水糸標高＝53.9m

2m  

1 60 

複する遺構はない。

平面形は長方形である。規模は長軸が3.44m、短

軸は2.24mである。深さは0.05mである。主軸方向

はN-85°-Wとなる。

床面は平坦で貯蔵穴の周辺、特に住居跡中央寄り

がやや硬化していた。壁溝や柱穴は確認されなかっ

た。住居跡北東に不整楕円形の床下土壊が確認され

た。

カマドは東壁に設置されていたと思われ、東壁中

央に焼土が僅かに残っていたが、カマドそのものは

遺存していなかった。

貯蔵穴は南東隅に掘り込まれていた。 105cmX80

cmで深さは35cmである。覆土上面から土師器甕片が

出上した。

逍物は貯蔵穴上面から出土した甕の胴部破片のみ

で、図示できるものはなかった。

出土した甕の胴部破片の時期は、 6世紀のものと

思われることから、住居跡の時期もその頃のものと

考えておきたい。

第142図第222号住居跡
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第143図 第223号住居跡・遺物出土状況・出土遺物

第75表 第223• 224号住居跡出土遺物観察表

ー／口団」胎上 1 焼
l (4.9) I -
I (38) | _ 1 ADE 

色調 ！残存半（％）

明赤褐 1 破片

橙 I 破片
I 

備考・出土位置 ］ 
外面タテハケ 内面ヨコハケ i 

外面タテハケ 内面ナデ、指紋あり

第223号住居跡（第143図）

調査区の中央、 BB-43 • 44グリッドに位置する。

第224号住居跡と重複し、

平面形は方形である。

規模は長軸2.9m、短軸2.7m、深さ0.02mである。

主軸方向は、

これより新しい。

N-90°-Eとなる。

床面は平坦で、壁溝はなかった。 ピットは雨北の

角に対角に掘られたものと、内側に 2拮の 4碁検出

されたがどれが主柱穴となるか不明である。床下土

壊が住居跡中央に検出された。 Im X0.95mの楕円

形で深さは10cmを測り、断面は1II1状を呈する。

カマドは南東の角に造られていた。燃焼部は住居

跡の角から斜めに延び、煙道との境は明瞭でない。

煙道先端までの長さは1.5mである。燃焼部から煙

道にかけて非常に良く焼けており、土層断面の 5層

は天井崩落土である。火床面は床面より僅かに下が
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っている程度である。袖は検出されなかった。遺物

の出土する位置から見ても、第209号住居跡や第214

号住居跡と同じく、カマド本体は住居跡内には造ら

ず、住居跡の角に外側に張り出して造ることによっ

て袖がない構造の可能性を考えておきたい。ただし、

埴輪片が出土している事から、埴輪を補強材として

使っていたことは考えられる。

貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は、主にカマド内から土師器片が少量出土し

たが図示できたのは埴輪片のみである。

時期は同じような構造を持つ他の住居跡の例から

10世紀と考えておきたい。

第224号住居跡（第144図）

調査区の西側、 BB-43 • 44グリッドに位置する。

第223• 225 • 236号住居跡と重複関係にある。第223

号住居跡より古く、土層断面では第225号住居跡よ

り古いと観察された。第236号住居跡との新旧関係

は捉えていない。

平面形は方形である。規模は長軸5.38m、短軸5.1

m、深さ0.13mである。主軸方向は、 N-60°-W

となる。

床面は平坦で、住居跡中央部は踏みしめられて非

常に固くなっていた。壁溝はカマドのある西壁際に

は検出されなかった。柱穴は複数検出されたが、主

柱穴と思われるのは、床面では北隅の 1悲だけで、

掘り方を下げていないため他は検出できなかった。

カマドは北西壁の左寄りに造られていた。燃焼部

はほぼ壁内に収まっている。火床面は床面より約 5

cm下がっており、土層断面の 3層が天井崩落土と考

えられる。袖は両側とも約 lmの長さがあり、白色

粘土を混合して造られていた。燃焼部の規模は、

110cmX48cmである。

貯蔵穴はカマドの左側に掘り込まれていた。長軸

100cm、短軸65cmの長方形で、深さは26cmである。

覆土は少量の焼土とロームを多鼠含んでおり、埋め

戻された可能性がある。遺物は覆土上位から土師器

-165 

杯片などが少量出土した。

カマド対面の南東壁の右寄りに焼土と白色粘土を

含む掘り込みが検出された。カマド跡と思われ、本

住居跡はカマドを付け替えているものと推定された。

旧カマドは壁を40cmほど掘り込んでおり、掘り方は

円形を呈する。旧カマドに対応する貯蔵穴は、やや

小さいがカマド右側の掘り込みと考えておきたい。

遺物は、カマドと貯蔵穴周辺から、土師器坪、甕

等が出土した。また、住居跡の南西壁際に沿って編

物石が出土した。

時期は 6但紀前半を考えておきたい。

第225号住居跡（第144図）

調査区の西側DD-44グリッドに位置する。第

182 • 224号住居跡、粘土採掘坑と重複関係にある。

第224号住居跡、粘土採掘坑よりは新しいが、第182

号住居跡との新旧関係はつかんでいない。住居跡は、

確認面が下がってしまったため残りが悪く北辺は検

出できなかった。

平面形は長方形となる。規模は長軸4.4m、短軸

3.3m、深さO.lmである。主軸方向は、 N-63°-W

となる。

床面は平坦で、壁溝は確認されなかった。ピット

は4韮確認されたが確実に主柱穴と言えるものはな

い。可能性としては西壁際と東壁際に対面するもの

が考えられる。

カマドは残っていなかったが、調査時の所見では

北壁の東寄りに造られていた可能性が考えられてい

る。貯蔵穴とは断定できないが北隅に直径 1m、深

さ15cmの円形の掘り込みが検出された。

遺物は、主に住居跡の東隅から出土しているが、

粘土採掘坑と重複する部分で、床面をやや掘り過ぎ

ている部分があるため、粘土採掘坑に拾てられた遺

物の可能性も拾てきれない。

遺物の時期は 6世紀前半である。

第226号住居跡（第147図）
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第145図 第224• 225号住居跡遺物出土状況

調査区の西側、 DD-43グリッドに位置する。第

232 • 244号住居跡、第204号土壊と重複関係にある。

第204号土堀より古く、第244号住居跡より新しい。

第232号住居跡との新旧はわからなかった。

乎面形は長方形である。規模は長軸4.40m、短軸

3.36m、深さ0.05mである。主軸方向は、 N-70°―

Eである。

床面は平坦で中央部が硬化していたが、カマドの

前は第204号上堀によって壊されていたため詳しい

状況は不明である。壁溝は検出されなかった。ピッ

トはカマド対面の西壁際に 1基検出されたが他には

見られず主柱穴は不明である。床下土堀が住居跡中

央と南隅寄りに 2基検出された。中央のものは 2段

の掘り込みで深さ65cmと他のものより深い。

カマドは東壁のやや右寄りに造られていた。検出

面が低いために残存状況は必ずしも良くないが、燃

焼部はほぼ璧内に収まり、火床面は床面よりやや低

い捏度である。上層断面では天井崩落土はすでに削

平されているものと思われる。抽は両側とも先端が

壊されているが、長さは0.9mほどであったと思わ

れる。燃焼部の奥行きも同程度であろうが、幅はや

や狭く 35cm~40cmである。

貯蔵穴はカマドの右側に造られていた。長さ82cm、

幅68cmの隅丸長方形で、深さは45cmである。中から

上師器壺等がカマド側から転落したような状況で出

土した。

遺物は、主に貯蔵穴及びカマドから出土している。

壺は貯蔵穴内と、カマド右側の貯蔵穴との間から出

土し、塊甑などは貯蔵穴から出土している。

時期は 5世紀末から 6世紀初め頃と考えられる。

第227号住居跡（第150図）

調査区の西側DD-44グリッドに位置する。第

208 • 253号住居跡、第193• 202号土堀、第45号溝跡
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第76表 第224号住居跡出土遺物観察表

1番号i 器 種ーニー径 I器高

i 1 上師器杯 13.5 4.2 

2 上師器坪 I (14.7) I 5.o 

I 3 I土師僻坪 (14.4) i (3.7) 

I 4 1上師器坪 （12.8) し 5.3

, 5 1土師器恥 12.7 5.4 

1 6 手づくね土器 6~4- I 4.7 
I 7 土師器甕 （17.0) 34.6 

8 土師器甕 ー (14.2)

9 I士師器甕 ー（14.2)

10 上師器甕 - I (4.3) 

11 i土師器壺 (8.0) I (12.6) 
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第77表 第224• 225号住居跡出土遺物観察表

種 ！口径 I器高 1 底径

｀杯丁□(3.0) | -

師器高杯 I - (8.6) i -

胎t

ADEGH 

ADEH 

焼成

普通

普通！

色調

明褐

にぶい橙

杖存亨(%lI 備考・出土位置

60 

50 

第78表 第225号住居跡出土遺物観察表

三□□］：ビ□
備考 I

`

,

I

 

置伶土出

と重複関係にある。土壊と溝跡より古いが、他の住

居跡との新旧は不明である。

平面形は方形である。規模は長軸4.10m、短軸

4.00m、深さ0.08mである。主軸方向は、 N-4 °― 

Wである。

住居跡中央には複数の土堀が検出された。その多

くは覆土に焼土粒子と炭化物を含みロームブロック

が充填されたものであるが、 SK2としたものは灰

と炭を敷いて埋め戻し、上面は極めてよく焼けた焼

土が認められたことから、火を扱う工房跡と考えら

れる。このような遺構には小鍛冶などが考えられる

が、羽口や鉄滓などの遺物は出土していない。墜溝

は北東の角とおよび南壁の西側だけ検出された。ピ

ットは通常の住居跡より多く検出された。主杜穴は

位置的にはp1~P3かと思われるが断定は出来な

しヽ。

カマドは西壁の左寄りに造られていた。燃焼部は

壁を掘り込んでおり、火床面は床面と同じ高さであ

る。土層の 3層は天井崩落土である。袖は検出され

なかったが土層の状況からカマドは白色粘土を使っ

て構築されていたと考えられる。燃焼部の規模は長

さ90cm、幅50cmである。カマド左側の、住居跡の壁

との境及び底面は非常によく焼けており、カマドの

壁は焼けて煉瓦状のブロックになり、底面は掘り方

の下まで赤化していた。逍物は甕片が僅かに出土し

て他は磨石を転用した支脚が出土した。

住居跡から出土した遺物は杯、小皿等少量である。

時期は10世紀後半と考えられる。

第228号住居跡（第152図）

調査区の西側CC-42 • 43グリッドに位置する。

第205• 207 • 232号住居跡と重複関係にあり、第207

号住居跡より新しく、第205号住居跡より古い。第

232号住居跡との新旧は不明である。

平面形は長方形である。規模は長軸3.50m、短軸

2.70mで、深さは第205丹住居跡に切られているた

め0.03mと残りが悪い。主軸方向は、 N-144°-E

である。

床面は平坦で、カマド対面の北西側が硬化してい

た。壁溝は全周し、ピットは本遺構に伴うものはな
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第148図 第226号住居跡出土遺物（1）
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第149図 第226号住居跡出土遺物（2)

第79表 第226号住居跡出土遺物観察表

種 茄ロロ百回 焼成
--

色調 ］残存率（％） 1 備考・出十＾ 位置番号 器 口径 底径 I 胎t

1 土師器碗 (10.4) 5.4 6.4 ADEH 普通 黒褐 I 50 貯蔵穴

2 土師器甕 (21.8) (7.4) ABDEHJ 普通 にぶい黄橙 25 

3 士師器甕 (19.6) (14.5) ABDEHJ 普通 にぶい黄橙 40 貯蔵穴

4 土師器小型甕 13.7 15.2 6.2 ADEH 普通 橙 100 カマド

5 土師器甕 (18.8) (13.0) AEGH 蒋通 橙 50 カマド外側

6 士 師器甕 (23.6) (23.1) ADEH 普通 明赤褐 40 貯蔵穴

7 上師器甕 20.0 31.4 7.4 ADEH 普通 明赤褐 90 貯蔵穴 I l ｝ 

8 土師描鉢 21.1 15.8 8.4 ABDGHJ 普通 にぶい橙 95 貯蔵穴擬口縁， 十師器甕 (24.5) 7.4 ABDEHJ 普通 橙 60 カマド

10 土師器甑 (20.0) (10.0) AEHJ 普通 明赤褐 25 貯蔵穴

11 砥石 長さ (14.4)cm 幅(9.S)cm 重さ859.1g 砥由 4面

かった。

カマドは南東壁の右寄りに造られていた。燃焼部

の半分は壁を掘り込んでおり、大きさは長さ88cm、

幅43cmを測るが残存していたのは底面のみで上部は

壊されているため袖などは残っていなかった。貯蔵

穴も検出されなかった。

遺物は、少なく図示できたのは土師器杯 l点と棒

状の礫を利用した砥石と思われるもののみである。

時期は 7但紀と考えておきたい。

第229号住居跡（第154図）

調査区の西側、 DD-41 • 42グリッドに位置する。

第195号土堀、第44号溝跡と重複関係にあり、いず

れよりも古いと考えられる。

平面形は方形である。規模は長軸5.46m、短軸

5.32mで、深さは0.02mと非常に残りが悪い。主軸

方向は、 N-105°-Eである。

床面は平坦で柱穴の内側が良く踏み固められてい

た。壁溝はカマド部分を除いて全周していたと思わ

れる。柱穴は住居跡の対角線状に検出された。直径

25cm程度でP4以外は深さが50cmを超える。床下土

壊が南西隅に掘り込まれていた。隅丸長方形で浅い

lill状を呈する。

カマドは東壁のやや右寄りに検出された。燃焼部

は壁の中に人っているが、残存していたのは掘り方

の底部だけであった。袖などは残っていなかったた

め詳細は不明である。

貯蔵穴はカマド右側に検出されたが、カマドから

は離れて住居跡の角に掘り込まれていた。直径約60

cmの円形で深さは20cmであった。中からは土師器高

杯が 3個体出土した。覆士上位からの出土で貯蔵穴

が埋まる過程で転落若しくは拾てられたものと思わ
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第150図第227• 253号住居跡

れる。

遺物は貯蔵穴から出土したものである。高杯 3個

体が図示できた。いずれも短い脚を持つもので 6世

紀後半に位置付けられる。

第230号住居跡（第155図）

調査区の中央、 CC・ DD-43グリッドに位置す

る。第231• 244局住居跡、第204号上壊、第45号溝

跡と重複閃係にある。床面で検出したため土層の観

察が出来ず、遺構の新旧関係ははっきりしないが第

204号土塙は形態から中世以降の土堀と考えられ、

第45号溝跡は本住居跡より新しいと思われる。第

231局住居跡との新旧関係は不明である。

平面形は長方形である。規模は長軸5.30m、短軸

4.34mで、深さは床面で検出したため殆どない状態

である。主軸方向は、 N-95°-Eである。

床面の残存状態はあまり良くないため詳細は不明

である。壁溝は西側の両角が切れているが本来は浅

くあった可能性もある。ピットは西壁沿いに検出さ

れたが主柱穴とはならない。北西隅に小土煽状の掘

り込みが 2基並んで検出され、 1基からは遺物が出

土した。

カマドは東壁の右寄りに造られていたが、残存状

態が非常に悪く、焼土粒を含みロームブロックを主

体とする掘り方の底部が検出されただけである。燃

焼部は壁内に収まっていたようであるが、火床面の
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~1 

0

5

 

＼

ロ

ロ

〉

I

、

-

I

¥2  

□/1  

三 3 □ 

〇
(1/3) 

0 5cm 

1 | 1 3 

，
 

□
ロ

ロ
ロ

0 10cm 
l i 1, ~ 4 

第151図第227号住居跡出土遺物

第80表 第227号住居跡出土遺物観察表

祠―口径 器高 I底］困［ 胎土 焼成i 色調 残存幸（％） 備考・出土位置

6.2 ! A EH I 普通 にぶい褐 50 酸化焔焼成

小llil i ADEG 酋通 にぶい橙 100 雲母多景含む
i 

小ml ADEGH i 普通 にぶい黄橙 60 

4 ］ ロクロ J不 ADEGH 普通 にぶい黄杓 90 

I 5 不明土製品 ADEGJ 普通 灰褐 100 

断面径熱l.叩5鯰にcnfよのoを.り杓5叩脆支l'l脚い形に転把用手状 J 6 上錘 ADEG 普通 橙 100 S K2 

I 7 不明土製品 m EG 普通 明赤褐 50 二次被

8 砥石 厄さ4.1cm 重さ 1511.1g 

カマド， 支脚

状況などはわからない。袖も残っていなかった。

貯蔵穴は前述の西壁際に検出された土壊状の掘り

込みと考えられる。直径58cmの円形で、深さは22cm

である。壁との隙間が殆どない状態で、土帥器甕、

高坪などが纏まって入っていた。また、甕の中には、

鉢が入れ子状態で人っていた。

逍物は貯蔵穴から出土したものである。上師器甕、

高恥鉢であるが、甕は胴部が箆ケズリされるが頸

部にはハケ日が残っている。

時期は 5但紀末から 6世紀初め頃と考えられる。

第231号住居跡（第155図）

調査区の中央、 DD-43グリッドに位置する。第

230号住居跡、第45号溝跡と重複関係にある。第45

号溝跡よりは古いと思われるが、第230号住居跡と

の新旧関係はよくわからなかった。

平面形は、第230号住居跡によって大部分が壊さ

れているため不明であるが、おそらく長方形と推定

される。残存していた規校は南北方向に2.30m、東

西方向は1.10mである。主軸方向は、 N-103°-E

である。
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床面で検出したため残存状況は良くない。壁溝や

ピットは検出されなかった。

カマドや貯蔵穴も検出されなかった。

遺物も出土しなかったため、時期は不明である。

□] 10cm 
l : 4 

第153図 第228号住居跡出土遺物

第232• 233号住居跡（第152図）

調査区の中央CC-42 • 43グリッドに位置する。

床面で検出しやや深めに掘った。第205• 207 • 

226 • 228号住居跡、第45号溝跡と重複関係にある。

床面で検出したため他の遺構との新旧関係はわから
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第81表 第228号住居踪旦一土遺物観察

冒（ロロ）三□□：ニ
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第22 9号住居跡貯蔵穴
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第154図 第229号住居跡・出土遺物
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第82表 第229号住居跡出土遺物観察表

口器種
[ 1 七師器高J不

2 土師器高坪

3 上師器高坪
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第155図 第230• 231号住居跡・遺物出土状況

なかったが、第45号溝跡よりは古いと思われ、他の

住居跡の時期や形態から第205• 207 • 228号住居跡

よりは古いと思われる。

住居跡の1/3ほどに壁溝状の溝が検出された事か

ら、調査時に本住居跡は批張していると判断し、批

張後の住居跡について第233号の番号を付した。こ

の溝については、住居跡内の仕切りを示すという見

方もできようが、ここでは拡張しているという前提

で記述する。拡張前の住居跡はカマドの軸方向に長

方形を呈し、長軸4.65m、短軸3.9mを測る。主軸方

向は、 N-142°-Eである。

床面の状態はよく分からないが壁溝はカマトの左

から北壁には検出されなかった。柱穴はp1~P3 

の3甚を検出したが 1韮は検出できなかった。

カマドは北東壁に造られていた。燃焼部はほぼ壁

内に収まっている。火床面は床と同じ高さであった

と思われ、抽は長さ90cmである。燃焼部の規模は

110cmX50cmで中央に支脚を立てた小ピットが検出

された。

貯蔵穴は、カマドの右側に、壁に按して掘り込ま
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第156図 第230号住居跡出土遺物

れていたものであろうか。長さ85cm、幅65cmの隅丸

長方形で、壁に対して斜めに位置する。深さ 10cmで

段を持ち、ピット状の掘り込みは深さ37cmである。

拡張は住居跡の西側（カマド右側）を 2m広げて

おり、壁溝はしっかり掘られている。 P4 • P 5が

拡張後の柱穴と考えられる。

遺物は、出土しなかった。時期も不明であるが第

228号住居跡は 7世紀前半頃と思われることからそ

れより古いのではないかと考えられる。

第234号住居跡（第157図）

調査区の西側、 DD-42グリッドに位置する。第

198 • 204号住居跡と重複関係にある。床面を検出し

たので土層による観察は出来なかったが、他の遺構

の状況から本住居跡が最も古いと考えられる。

平面形は東辺が西辺より長く台形状を呈する。規

模は、長軸（東西） 4.86mで、短軸は東辺が4.82m、
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第83表 第230号住居跡出土遺物観察表
-~~-~~~-~-

~ 

胎上

ADEGHI 

ADEH 

AEG 

ABDEHJ 晋通

| 5 土帥器甕 （17.4) j (10.0) j - I AB DE H I 普通

I 6 士帥器甕 19.7 j 26.~ I 5.7 [ A _D EH 

I 7 土師器甕 I _ | (20.7) 4.6 I ABEGH I J 普通

1 8 土師器甕 I 19.2 j 28.4 I 7.9 I A D E G H I 普通

焼成

普通

普通

普通

将通

色調 ［残信（％□| 備考・出二［ ｛立置ー＿＿］

明赤褐 | 70 1 1 

明赤褐 1 90 1土器群 ］ 

明赤褐 25 土器群その1

褐 1 15! I 

褐 25 I 

にぶい黄褐 1 60 1上器群その1

：口器群その1 -] 

□¥ sJ2口....···"""/:~ 
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＼ 4
 

＼
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Z̀
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g
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1 60 

第157図第234号住居跡

西辺は4.13mと約70cmの差があった。軸方向は、

N-88°-Eとなる。

床面は、あまり残存状態が良くないため詳細は不

明である。壁溝は他の遺構と重複する部分や、浅く

なる部分で切れているが基本的には全周していたも

のと思われる。ピットは住居跡の北東寄りを中心に

複数検出されたが、主柱穴を断定する事は出来なか

った。

カマドや炉、貯蔵穴も検出されなかった。

遺物も出土せず時明は不明であるが、第198• 204 

局住居跡は共に 6但紀前半と考えられることから、

それ以前に求める事が出来る。

第235号住居跡（第158図）

調査区の西側BB • C C -42 • 43グリッドに位置

する。第207• 238 • 241号住居跡、第198• 205号土

堀、第43• 44号溝跡と重複関係にある。第241号住

居跡よりは新しいが、他の遺構より古いと考えられ
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第84表 第235号住居跡出土遺物観察表

口径 窄L99 1 吉向 底径 I 胎土

(13.4) 5.9 -

(12.6) (6.6) -

15. ［[) _l_畠((ー1721］.95)）)_LI 1. S6_ ― .6 5 I 
7 ］ 士..師『'器”’’甕•--

17. 

17 

8 上師硲甕

る。

平面形は長方形である。規模は長軸4.80m、短軸

3.50m、深さ0.07mである。主軸方向は、 N-61° ―

Eとなる。

床面は平坦で、壁溝は検出されなかった。ピット

は中央部に三角形の配置で検出されたが主柱穴とは

考え難い。

カマドは東壁の左寄りに造られていた。第43号溝

跡が斜めに貰通し残存状態は良くない。燃焼部は壁

内に収まっており、袖は長さ70cm前後である。

貯蔵穴はカマドと対角線上の住居跡南隅に検出さ

れた。直径約1.2mの円形で一方に浅い段を持ち、

深さは52cmである。中には土師器甕、壺口縁部、高

坪などが纏まって入っていた。

遺物は、主に貯蔵穴から出土したものであるが、

1の坪は混人である。

時期は 6世紀初め頃と考えておきたい。

第236号住居跡（第159図）

調査区の西側BB-42 • 43、CC-43グリッドに

位置する。第197• 224 • 237 • 238 • 239 • 240 • 241 

号住居跡、第205号土煽、第43• 44号溝跡と重複関

係にある。溝跡と土堀より古く、住居跡では第

197 • 224 • 237号住居跡より古く、第239• 240 • 241 

号住居跡より新しい。第238号住居跡との新旧は不

明である。

平面形はほぼ方形である。規模は長軸5.70m、短

軸5.50m、深さO.lmである。主軸方向はN-59° ―

Eである。

焼成 1 色調 残存亨（％） 備考・出士位置

普通

普通

蒋通

普通

晋通

普通

普通

普通

橙 25 貯蔵穴

にぶい橙 15 

にぶい赤褐 20 

明赤褐 20 

明赤褐 95 貯蔵穴

暗赤褐 90 貯蔵穴

にぶい黄褐 100 貯蔵穴

にぶい黄褐 70 貯蔵穴 I l 

床面は平坦で、壁溝は全周する。柱穴はp1~P 

4と考えられる。p1についてはカマドに近すぎる

ため疑問が残るが、他に該当するものが無いためこ

れを充てておく。

カマドは東壁の右寄りに造られていた。白色粘土

を使用しており、検出時にはこの白色粘土が約1.3

mXlmのきっちりした長方形に確認された。向か

って右側半分に燃焼部の焼上が見られ、左半分は白

色粘土のみであった事から、カマドの左袖が異様に

幅広くなる。何らかの目的があってこのような形態

となったのであろうが、この部分の上部構造に興昧

が持たれる。燃焼部は壁内に収まっており、カマド

の壁はよく焼けていた。燃焼部の幅は40~50cmであ

る。土層断面の 3層、 4層は天井崩落土であり、 5

層が火床面の覆土にあたると考えられる。カマド奥

の底面が低く、壁際で立上る構造となっており、天

井崩落土の状況からは土器の掛け口がカマド手前側

にあったとは考え難く、炎の引きの強い壁際に掛け

口があったと見るべきであろう。その場合煙道が問

題となるが、壁際で立上った後、ある粗度の高さで

外に出す構造と考えるほかなさそうである。

貯蔵穴はカマドの右側に掘り込まれていた。1.2

mX0.9mの長方形で、カマドと壁の間に嵌めこん

だような位置である。手前側半分は浅く深さ12cmほ

どで、奥は深さ25cmである。

遺物は少ないが、住居跡の北東隅、貯蔵穴の脇か

ら土師器杯が出土した他、カマドの前及びカマド内

から出土した。須恵器坪身模倣坪が目立つ。

時期は 6世紀前半である。
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第237号住居跡（第161図）

第159図第236号住居跡

床面は貼床され硬く締まっていた。特にカマドの

調査区の西側BB・ C C-43グリッドに位置する。

第236• 238号住居跡、第205号土堀、第43• 44号溝

跡と重複関係にある。溝跡と土堀より古く住居跡よ

り新しい。

平面形は長方形である。規模は長軸3.30m、短軸

2.30m、深さ0.20mである。主軸方向は、 N-0 °で

ある。

前は踏みしめられて窪んでおり非常に硬くなってい

た。斑溝は北壁の西側だけ切れていたが他は幅15cm

前後で値っていた。ピットは検出されなかった。床

下土堀が住居跡中央に検出された。南側は第44号溝

跡によって壊されているが、直径I.Imの円形で深

さは35cmを測る。断面は他の住居跡の床下土堀のよ

うな皿状を呈するものではなく、壁はほぼ垂直に立
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第160図 第236号住居跡出土遺物

第85表 第236号住居跡出土遺物観察表

番号 1 器―甘― I 口径 器高 底径 I nfa t ']□冨ー器奸‘ | 14.2 4.3 - , A D E G H 

2 士師器杯 （13.8) I (3.9) I - : A D E G H 

師器外

4 上帥器坪 |(13.4) I (3.9) — I A D E G H 

I 5 七師器坪 |13.6 4.4 ― I A D E G H 

6 I十師器 j1、 | 10.4 I 4.9 i - I A D E G H 

I 7 I_L帥器坪 11.3 3.2 | ― I A D E G H ltl土且凹器甕ーニー―-I(21)□LA竺]tJ
上っていた。覆土はロームブロックを多鼠に含む暗

褐色土で埋め戻されていた。

カマドは北壁のやや右寄りに造られていた。燃焼

部は壁を大きく掘り込んでおり、壁外に出る。白色

粘土で構策されていたもようで土層断面の 2層． 3

層は天井崩落土若しくはその影讐を受けていると考

えられる。 5層は火床面の灰層である事から、火床

面は床面とほぼ同じ高さかやや低い程度である。袖

は両側とも内側に僅かに認められるが、燃焼部が外

側にあるという構造からすれば、必要以上に住居跡

内に袖部分を伸ばす必要はなかったであろう。カマ

ド内からは構築材に使われていたと思われる片岩が

散乱した状態で出土した。

貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は、カマドの左抽の前から坪が出土した他は

土師器甕等が少量出土しただけである。

時期は 9世紀前半を考えておきたい。

第238号住居跡（第162図）

謂査区の西側BB • C C -42 • 43グリッドに位置

する。第205• 207 • 235 • 236 • 237 • 241号住居跡、

第198• 205 • 211号土壊、第43• 44号溝跡と重複関

係にある。第205• 237 • 207 • 236号住居跡よりは古

く、第235• 241号住居跡より新しいと考えられる。

また、土堀と溝跡よりも古いと考えられる。

平面形はほぽ方形である。規模は長軸6.36m、短

軸6.20m、深さO.llmである。主軸方向は、 N-

29°-wとなる。

床面は他の住居跡や溝跡によって壊されており、

状態は良くない。住居跡東側に見られたが西側では

検出できなかった。ピットは南側を中心に多く検出

されたが全てが本遺構に伴うかは分らない。p1~ 

P4を主柱穴と考えておく。

カマドは検出されなかった。おそらく第237号住

届跡によって壊されているものと思われる。貯蔵穴

も検出されなかった。
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第161図 第237号住居跡・遺物出土状況・出土遺物

第86表

坪

杯

杯

甕

器

器

器

器

器

恵

帥

師

師

～
須
土
土
土』

第237号住居跡出土遺物観察表

種 I口径 □芦］］置□凪土
(13.0) 1~3~ □ E H 

(13.6) I (3.0) I - I D E H 
I (20.8) (6.2) - i A D E G H 

! ~(2.9) I 7.7 I ADE G H 

遺物は、土師器の杯などが僅かに出土している。

時期は 6世紀と考えておきたい。

焼成 1

普通

普通

将迎

普通

置位土面一．一考籠―― 丁

1

[

_

紛計
詞

2
5
2
5
7
0
-

雙
ー
一
ー
'
|
|
'
|
|
'
|
上

白

褐

凋

橙

褐

灰

明

色

第239号住居跡（第164図）

調査区の西側BB-42 • 43グリッドに位置する。

第197• 236 • 240号住居跡と重複関係にある。第

197 • 236号住居跡よりは古いが、第240号住居跡と

の新旧関係はよくわからなかった。

平面形はカマドのある南壁の左側が内側に斜めに

人るため、方形が崩れている。規模は長軸3.46m、

短軸3.22m、深さ0.05mと浅い。主軸方向は、 N-

155° -Eとなる。

床面は第197号住居跡によって大部分が壊されて

いたため、詳細は不明である。壁溝は北壁側だけ検

出された。ピットは北壁際の中央と東壁際に検出さ

れただけで主杜穴となるものはなかった。

カマドは南壁の左寄りに造られていた。燃焼部は

壁を掘り込んでいるが、第236号住居跡が上にあっ

たため残存状態は良くない。おそらく火床面の下部

がかろうじて残っている程度と思われる。袖は検出
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第162図 第238号住居跡
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第163図 第238号住居跡出土遺物

第87表 第238号住居跡出土遺物観察表

重器種 I 「」径 l器高，底径 '{lfi土 焼成 色調
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第164図第239• 240号住居跡

されなかった。

遺物は、出士しなかった。

時期は不明であるが第197• 236号住居跡はいずれ

も6棋紀代の住居跡と考えられ、これより古いと考

えられる。

第240号住居跡（第164図）

調査区の西側、 BB-43グリッドに位置する。第

197 • 236 • 239号住居跡と重複関係にある。第197• 

236号住居跡よりは古いが、第239号住居跡との新旧

関係はわからなかった。

平面形は、新しい住居跡に壊されて不明である。

残存していたのは住居跡北東部の角とカマド底部の

みであった。検出されたのは住居跡北辺が1.5m、

東辺はカマドからの長さを考慮しても2.8mである。

深さは殆どない。主軸方向はN-151°-Eである。
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第165図 第242号住居跡・出土遺物

第88表 第242号住居跡出土遺物観察表

□□イ□□：口1 言ーロ：E：J-I□□□□`□□—考／／］皇：／
床面は殆ど残っていないため状況は不明である。

壁溝やピットなどは検出されなかった。

カマドは東壁に造られていた。燃焼部は壁から出

るものと思われるが、火床面がかろうじて残ってい

る程度であった。袖も残っていなかった。

遺物は出土しなかったため、時期も不明である。

第241号住居跡（第158図）

凋在区の西側、 BB-42 • 43グリッドに位置する。

第235• 238 • 236 • 237号住居跡、第205号土壊、第

43 • 44号溝跡と重複関係にあり、重複状況から本住

居跳が最も古いと考えられる。

平面形は新しい住居跡に壊されて不明である。残

存していたのは住居跡北東部とカマドの左半分のみ

であった。検出されたのは住居跡北東辺がカマドの

左側の残存で1.85m、北西辺は1.30mであった。深

さは非常に浅く床面も残存状況は良くない。主軸方

向は、 N-35°-Eである。

壁溝やピットなどは検出されなかった。

カマドは北東壁に造られていた。左抽の下部と燃

焼部底面の焼土が残っていたが、れ袖とカマド先端

部から右側は第236号住居跡と第43号溝跡によって

壊されていたため、詳しい状況は不明である。

遺物は出土しなかったため時期も不明であるが、

重複している住居跡の年代を考慮すると 6但紀の古

い時期と考えられる。

第242号住居跡（第165図）

調査区の西側CC-42 • 43グリッドに位置する。

第205• 207 • 228号住居跡と里複関係にある。これ

らの住居跡の床面ドで検出したことから、本住居跡

が最も古いと考えられる。
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第167図第245号住居跡出土遺物
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第89表 第245号住居跡出土遺物観察表

i残存卓（％）器種 口径 ＂面ロ訂ー百司

底径 胎IIA＿EE;; —+ J 1！I 焼良油;這匹如涌 1I ． 色 調

備考・出上位置

釉稜塊 オリーブ灰

iム ／只恵器杯
13.0 ， ！ (32.44 ) 

6.3 灰白 60 

須恵器高台付碗 (6.6) | 灰 25 

ロクロ 高台付碗 2.5 (6.0) A EH 普通 明赤褐 25 

t師器坪 (12.2) 3.7 (9.5) ADEH 粋通 にぶい褐 50 

土師器坪 (11.0) (3.5) - ADEH 普通 橙 25 

須恵器甕 ！ E 普通 仄黄

金銅仏 総尚5.6cm f象高35cm 台座高0.5cm 台座幅2.0cm 重さ22.7g 金箔剥落

検出したのはカマドの底部と壁溝の一部のみで、

他の部分は新しい遺構によって壊されていたため詳

細は不明である。

遺物は出土しなかったため、時期も不明である。

第244号住居跡（第147図）

調査区の西側CC-43グリッドに位置する。第

226 • 230号住居跡、第204号土堀と重複関係にあり、

重複関係から本住居跡が最も古いと思われる。

検出されたのはカマドのある東辺と南辺の一部で

北辺は第226号住居跡によって、南辺の西側は第204

号土堀と第230局住居跡によって壊されていた。ま

た、西辺は検出されなかった。よって平面形は不明

といわざるを得ない。検出されたのは東辺が2.66m、

南辺1.50mである。深さは殆どなかった。主軸方向

はN-72°-Eである。

床面の状況は不明で、壁溝は無かったようである。

ピット等の施設も検出されなかった。

カマドは東壁に造られていた。底部が残っていた

だけであるが、やや右に寄っていると思われ、燃焼

部は半分ほど壁外に出ているようである。残ってい

た覆土から白色粘土を使っていたことが窺われる。

抽は残存していなかった。

遺物は出土しなかったため、時期も不明である。

第245号住居跡（第166図）

調査区の中央CC-48 • 49グリッドに位置する。

第313号住居跡、第 3号製鉄炉跡、第229号土堀、第

15号溝跡と重複関係にあり、第313号住居跡、第229

号土壊、第15号溝跡より新しい。第 3号製鉄炉跡と

の新旧関係は、本住居跡が新しいと思われるが、覆

土が薄くはっきりしない。

平面形は北辺が南辺より長く台形を呈する。北辺

は長さ3.85m、南辺は3.10mである。南北は3.45m

を測る。主軸方向は、 N-90°-Eである。

床面は、北西側が比較的硬化していた。壁溝は

所々切れており、東壁以外は各壁の中央が切れてい

るのが目立つ。柱穴は検晶されなかった。

カマドは南東角に作られていた。燃焼部は外側に

掘り込んでおり、その先に長さ60cmの煙道が延びる。

煙道先端は直径20cmの円形の煙出しとなる。土層断

面では灰層が検出面から見られることから、かなり

上面が削平されていると思われる。貯蔵穴は検出さ

れなかった。

床面精査中に炉底と思われる円形の還元面、不定

形の焼土を伴った浅い堀込みなどが検出された。こ

のため、鍛冶関係の工房と推定し調査を進めた。し

かし、整理の段階で出土した鉄滓が製錬滓であるこ

とがわかり、遺構は住居跡に製鉄炉が重複していた

ものと考えられる。製鉄炉については、第 3号製鉄

炉跡として後述する。

遺物は、遺構確認中に、金銅製の仏像が出土した。

如来坐像である。鋳銅製で、 X線写真（図版163)

からも明らかに中実であることがわかる。背面は平

坦であることから、単合箔による一鋳と思われる。

金箔は既に剥落しており、胸部及び腰部にスが見ら

れる。土中にあったためか、全体に緑青が吹いてお

り目鼻立ちなどははっきりせず、細部は明瞭でない。
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第168図第246号住居跡

台附は小さく、これも詳細ははっきりしない。湯口

は像底で、湯道が削られないまま残っている。他に

は須恵器坪、緑釉陶器片などが覆土中から出土して

いるが、混入もかなり見られる。

時期は10棋紀後半から11担紀を考えておきたい。

第246号住居跡（第168図）

調査区の中央、 BB-48グリッドに位置する。非

常に残りが悪く、カマド底部と貯蔵穴、それに炉と

思われる方形の焼土を確認しただけである。

住居跡は東にカマドを持つものと思われるが、規

模や床面の状態などは不明である。

カマドは底部の掘り込みが、長さ70cm、幅30cm残

っていた。灰層が僅かに残っており、掘り方は10cm

ほどで段を持って煙道に続くものと思われる。抽は

残っていなかった。

貯蔵穴はカマドの右にあり、直径60cmのほぼ円形

である。深さは、確認面から13cmで中央がピット状

に窪む。貯蔵穴の西側に接して長さ70cm、深さ 3cm 

の楕円形の落ち込みが見られた。

炉はカマドから約 1mの距離にあり、住居跡の中

央付近にあったと考えられる。長軸24cm、短軸19cm

の長方形で、深さは 7cm遺存していた。中央部が還

元しており、周囲は熱により赤化していた。この状

況から第245号住居跡と同様の性格の遺構と考えら

れる。位置的にも、本住居跡は第245号住居跡と約

7mしか離れておらず、内容から同じような性格の

遣構と考えられる。

遺物が出土しなかったため、時期を推定できない

が、第245号住居跡と時期的に大きくずれることは

ないと考えておきたい。

第247号住居跡（第169図）

調査区の南側、 FF-50グリッドに位置する。位

置的には第326号住居跡と重複関係にあるが、第326

号住居跡は残存状態が悪く、遺構としての重複は確

認できない。しかし、遺構や遺物の内容から本住居

跡が古いことは明らかである。

平面形は長方形である。規模は長軸2.94m、短軸

2.44m、深さ0.24mである。主軸方向は、 N-48°―

Wとなる。

床面は平坦で貼床されるが、住居跡南西部が特に

顕著であった。壁溝及び柱穴は検出できなかった。

東壁から60cmほど離れて炉が検出された。直径30

cmの円形で、特に強く焼けているというわけではな

いが焼土が見られた。貯蔵穴は検出されなかった。

掘り方は住居跡の壁に沿って閲囲を深く掘り下げ、

中央部は高く掘り残されるものである。周圃の深く

掘り下げられた部分に、ピット状の掘り込みが複数

見られたが、いずれも柱穴とはならない。

遺物は、覆士中及び床面から土帥器の甕、高杯な

どが出土している。

時期は 5世紀後半を考えておきたい。

第248号住居跡（第171図）

謂査区の南側、 GG-50グリッドに位置する。第
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第169図

15号堀立柱建物跡と重複する位置にあるが、直按里

複する柱穴はなく新旧は不明である。

平面形は長方形である。規模は長軸4.00m、短軸

2.80m、深さ0.10mである。主軸方向は、

Eを指す。

の痕跡であった可能性もある。

N-82°― 

床面はカマドの前面がよく踏み固められ硬化して

いた。壁溝はカマドと貯蔵穴部分を除いて全周する。

調査時には、南壁際の壁溝は、輻 5cmほどの黒色t

が確認されたが、実際には幅は10cmほどに広がった

ことから、黒色上は壁を抑えるための板状の補強材

ピットは 2碁確認さ

れたが柱穴となるかどうか断定できない。床ド土堀

が北壁際に検出された。長径55cm、短径50cmの楕円

形で、覆土は暗褐色土にロームプロックを多量に含

むものであった。

カマドは東壁の右寄りに造られていた。燃焼部は

土壊状に掘り込まれ、壁から出ている。火床面は床

面よりやや低く、土層断面の 2層は天井崩落土、 3
 

第247号住居跡

層が火床面になると思われる。燃焼部の規模は、長

さ1.1m、幅0.55mである。袖は白色粘土で造られ、

左袖が30cmほど残っていたが、右抽は短く、 10cmほ

どしか検出されなかった。袖の先は貯蔵穴の周縁に

続いていた。或いはこの貯蔵穴の周縁部分に袖が乗

っていた可能性も考えられる。

貯蔵穴はカマドの右側で、住居跡の南東隅に掘り

込まれていた。長さ85cm、幅55cm、深さ40cmの長方

形で、幅10~15cm、高さ5cmの周縁帯があった。周

縁帯はロームブロックと白色粘土を少量含む黄褐色

土で造られていた。覆土は賠褐色土で下方にローム

ブロックを含んでいた。

遇物は少量であったが、土師器甕、砥石などが出

土した。 カマドからは土師器甕の口縁部が出土した。

時期は10世紀と考えておきたい。

第249号住居跡（第173図）

調査区の南側、

できなかった。

GG • HH-50グリッドに位置す

る。他の遺構との重複はない。残仔状況が悪く、確

認した段階で既に床面が出ており、中央部には貼床

が残っていたが、北側半分は遺存していなかった。

平面形は長方形と思われる。規模は長軸3.88mで、

短軸は約2.5mと椎定される。主軸方向は、

82°-Eである。

N-

床面の状況は悪く詳細は不明である。壁溝も確認

ピットは住居跡の東寄りに 3韮検出

191-
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第 248号什居跡

1 暗褐色土

2 暗灰白色粘土

:J 明褐色土

4 黒灰色土
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されたが柱穴となるかどうか断定できない。南西隅

に直径60cm、深さ16cmの、円形の土堀状の掘り込み

が検出されたが、本住居跡には伴わない可能性があ

る。中央部に残っていた貼床下から床F土壊が 1基

検出された。長径65cm、短径60cmの楕円形で、

ム粒子を含む黒灰色土で埋められていた。

ロー

カマドは東壁のほぼ中央と思われる位置に造られ

ていた。燃焼部は住居跡の掘り方と同じ深さに掘ら

れ、火床面は床面と同じ高さである。袖は右袖の基

部が僅かに残っていたが、 もともと袖は長くないも

のと思われる。確認時にカマド周辺に白色粘土が見

られたことから、

られていたものと思われる。貯蔵穴は検出されなか

った。

遺物は少量で、図示できたのは土師器の杯・甕が

各 1点である。

時期は 8但紀前半と思われる。

第250号住居跡（第174図）

調在区の南側、

カマドはこの白色粘土を使って造

I I -50グリッドに位置する。第

18号堀立柱建物跡、第48号溝跡と重複し、本住居跡

が最も新しい。また仕居跡の南東部は新しい債木痕

によって壊されている。

平面形は方形である。規模は長軸4.00m、短軸は

第171図 第248号住居跡 3.84m、深さ0.25mである。主軸方向は、 N-65°― 
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第172図 第248号住居跡出土遺物

第91表 第248号住居跡出土遺物観察表

番号l 器

1 ：上師器

2 士師器

3 i土師器

4 土師盗

5 磨石

種 口径 器高底径i 胎土 焼成 色調- 残存率(%)I {1蘭考・出土位置ー—ーロr ・ - l | 

壺 8.9 8.0 4.6 A D E H 将通 にぶい橙 100 I床直

甕 （19.4) (27.3) AB D E H 許通 にぶい橙 25 I l 'カマド : i 

甕 （17.4) (6.4) ADE G H 酋通 にぶい褐 25 カマド貯蔵穴 ！ 

甕 ー（8.9) 46 ADE H 蒋通 橙 50 カマド

長さ 14.7cm 幅6.2cm 厚．さ．4.6cm 重さ588.5g 

6 砥石 長さ (11.5)cm 幅6.2cm 厚さ3.9cm 重さ379.7g 砥面 5面

Eである。

床面は平坦で、カマド前面と1t居跡中央部が硬化

していた。壁溝は切れ切れに廻っていた。ピットは

住居跡の南壁寄りに 2基検出されたが、柱穴かどう

か断定できなかった。床下上塙が 2拮検出された。

住居跡の中央部で、 1拮は長さ95cm、幅50cmの隅丸

長方形、他方は長さ 155cm、幅95cmの不整長方形と

でも言うべき形である。

カマドは東壁の右寄りに壁を掘り込んで造られて

いた。掘り方は浅く先端は斜めに上がる。仙は両袖

とも残っていた。長さは70cmで右袖は外側に張り出

しやや不自然な格好に見えるが、これは煉道に続く

部分が左に寄って狭くなっているためであろう。燃

焼部は奥行き50cm、幅60cmで、煙道部分が70cmであ

る。カマド周囲には広い範囲に白色粘土が散布して

いた。この粘土は、本住居跡が拡張住居であること

から古いカマドを撒去した際の粘士を敷いたとも考

えられる。

貯蔵穴はカマドの右側に掘り込まれていた。大き

さは57cmX40cmの長方形で、深さは33cmであった。

覆土は暗褐色土で炭化粒子を少量混入していた。

貼床を除去したところ、壁溝が検出され、本住居

跡が批張されていることがわかった。拡張前の大き

さは長軸3.lm、短軸2.75mである。拡張前の北側の

194-
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壁溝は 3条検出されたことから、拡張は 3回行われ

た可能性がある。

遺物は、須恵器坪、上師器の坪．甕、紡錘車など

が出土している。 6はカマドの左袖に構築材として

使われていたものであるが、口縁部が「く」の字状

を星し他の甕と明らかに形態上の差が認められる。

時期は 9世紀前半である。

ック・ II音褐色士

第251号住居跡（第176図）

調査区の南側、JJ -49グリッドに位置する。他

の遺構との重複はない。

平面形は長方形である。規模は長軸が3.48m、短

軸は2.48mである。深さは0.20mである。主軸方向

は、 N-90°-Eを指す。

床面は平坦で、東側2/3ほどが踏み締められて硬

化していた。壁溝は東壁と南壁の東側を除いて廻っ

ていた。幅15cm、深さ10cmほどで、ローム粒を多量

に含む黒褐色土で埋められていた。ピットは検出さ

゜水糸標高＝53.8m

口 ~1 

／
＼
鴻

2m  れなかった。
1 60 

カマドは東壁の南寄りに造られていた。燃焼部は

円形の土壊状に掘り込まれ、壁から突出している。

燃焼部は直径60cmのほぼ円形に、袖が僅かにつく状

態である。掘り方底面は床面から10cmほど掘り下げ、

ロームを多量に含む暗褐色土で埋め戻している。火

床面は床面とほぼ同じ高さである。土層断面の 6層

が天井崩落土になると思われる。 5層は新しい時期

のピットの可椛性が高い。袖は短く、左袖が壁から

僅かに張り出す程度、右袖は25cmの残存であったが、

いずれも混人物の少ない灰白色粘土で造られており、

本来あまり長い袖ではなかったと思われる。貯蔵穴
10cm 

1. 4 

第173図 第249号住居跡・出土遺物

は検出されなかった。

逍物は殆ど出土しなかったが、柄木が残存してい

る刀子の茎部が 1点出土した。

第92表 第249号住居跡出土遺物観察表

叩竺~ 底径 1 胎t ！焼成丁一色凋 1残存奉（％） 備考・出上位憚 ＝1 

--／□□□□□□□—―- _J 
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呵 第25 0月住居跡
1 暗掲色七 焼七粒
2 暗掲色七 ロームK~\9.

3 暗褐色十

4 II音灰掲色士

5 暗掲色・+
6 暗褐色十 ロームプロ
7 暗灰褐色士炭化物・
8 暗灰褐色十炭化物・
9 暗灰褐色七 ローム粒・
10 暗灰褐色七 ロームプロノク
11 暗灰渇色十 ロームフロノク・
12 暗褐色＋ 粘十プロソク（こふし人）、 K尭十プロソク (¢lCIu） ・ローム粒多址
13 暗褐色士 焼＋フロック
14 陪掲色十 焼＋プロック（<f;1cm) ・焼土粒多塁
15 暗灰褐色十 焼十粒・ローム粒多拭
16 II斉灰掲色＋ 粘＋多址、ローム粒 IoImm) ロームプロノク微塁
17 賭灰船色＋ ロームフロック
18 暗灰褐色七

多羹

水糸標高＝53.9m゜
2m  ， 
1.60 

第174図 第250号住居跡
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号

第

番
備考 出土位置

裏面欠損

時期を推定できる逍物はないが、住居跡の形状か

ら9世紀以降と思われる。

めに 3cmほど掘り下げた。

平面形は長方形である。規模は、長軸が4.44mで、

第252号住居跡（第177図）

短軸は3.84mである。主軸方向は、

指す。

N-20° -Wを

調査区の西側、 DD-43グリッドに位置する。第

274 • 275号土煽と重複関係にあるが、新旧は不明で

ある。検出時には既に床面が出ており、識別するた

床面の状況はあまりよくなかった。壁溝はないよ

うである。 ピットは 8韮検出された。深さは10cmか

ら20cm前後であるが主柱穴と断定できるものはない。
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第175図 第250号住居跡出土遺物
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カマドはなく、炉跡や貯蔵穴も検出されなかった。

遺物も出土しなかったため時期は不明であるが、

住居跡の形態から 5但紀以前のものと考えておきた

しヽ。

第253号住居跡（第150図）

調査区の西側、

らしく、

DD-44グリッドに位置する。第

227号住居跡と重複関係にあり、本住居跡が古い。

第227号住居跡に南東側の半分以上を壊されてい

るため、平面形はわからない。検出されたのは北西

隙が2.64mで、直行方向にI.Imである。軸方向は、

N-48°-Eを指す。

床面は、殆どが第227号住居跡によって壊されて

いるため詳しい状況は不明である。壁溝はなかった

ピットも検出されなかった。北隅に寄った

5 黒色土
6 暗褐色土 ローム

7 暗渇色土

8 暗褐色上

0 2m  
水糸標高＝53.9mト― -~-| --41 60 

巴
0 5cm 
l | 9 3 

所にt塙状の掘り込みが2基検出された。南寄りの

l悲は直径50cm、深さ40cmで貯蔵穴のようにも感じ

られるが、遺物は出土していない。

カマドや炉は検出されなかった。

住居跡の時期は不明である。

第254号住居跡（第178図）

第176図 第251号住居跡・出土遺物
調査区の南側、 FF・ G G-49グリッドに位置す

る。重複する遺構はない。

第94虞第251号住居跡出土遺牛姐観察表 一

： ロロ一重33さー／ 口 ／／（；：ii)ロニ：子置］

平面形は長方形である。規模は長軸4.54m、短軸

3.40m、深さ0.08mである。主軸方向は、

Eを指す。

N-61°― 

床面は平坦で住居跡中央部がよく踏み固められて

いた。壁溝は、幅10~15cm、深さ 4cm前後で、 カマ

ドと貯蔵穴の間を除いて全周する。南壁部分は繋溝

が壁から離れているが、若干璧を掘りすぎているか

もしれない。 ピットは 7韮検出された。

をt柱穴と考えておくがいずれも深さは10cm前後と

浅く、

p 1~P3 

カマド対面の右側の位置には検出されなかっ

た。

カマドは東壁の南寄りに造られていた。燃焼部は、

壁を大きく掘り込んで張り出している。掘り方を床

面から15cm掘り下げロームブロックで埋め戻して火

床面としている。火床面は床面よりやや低く、上層

断面の 9層、 11層が該当する。 5層は天井崩落土で

ある。抽はごく僅かに張り出していたが、殆ど袖ら

しいものではない。 カマド外縁には、幅6~10cmで

白色粘士が見られたことから、 カマドは住居跡本体

の外側までこの粘土で造られていたと考えられる。
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第178図 第254号住居跡・遺物出土状況
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第179図 第254号住居跡出土遺物（1)
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第180図 第254号住居跡出土遺物 (2)

第95表 第254号住居跡出土遺物観察表

番号 益ロn 種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調

1 須恵器坪 (13.8) (3.1) (6.4) EJ 普通

2 須恵器坪 (12.7) 3.7 6.7 BDEJ 普通

3 須恵器高台付碗 (3.4) 7.9 E I J 普通

4 須恵器皿 16.6 2.4 8.0 BE 普通

5 土帥器坪 12.2 4.1 ADEGH 斡通

6 土師器杯 12.2 3.6 ADEHJ 普通

7 上師器坪 (12.4) (3.4) ADEG 普通

8 土師器坪 (11.8) 3.3 AEG 普通， 七師器坪 11.5 35 ABDEGH 評通

10 土師器恥 116 3.8 

11 上師器坪 (12.0) 3.4 

12 土師器鉢 21.0 8.4 11.1 

13 土師器甕 (20.7) 26.7 3.9 

14 上師器甕 19.9 20.7 

15 土帥器甕 20.3 (26.1) 

16 t師器甕 (19.6) (10.9) 

17 土師器甕 (22.0) 4.3 

18 土師器甕 (16.3) 4.2 

L巴失製品 ｀王長4.4cm 断面一辺0.5cm 重さ2.86g 
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粘土の遺存状態は非常によく、袖を含めて造られた

時の形は崩れていないと思われる。遺物は土師器甕、

須恵器高台碗などが纏まって出土した。甕は 5個体

分出土しており、カマドの前半分に集中していた。

かなり破片化していたが、口縁部の位置から横位に

あったと思われ、カマド天井の構築材に使われてい

たものであろう。

貯蔵穴はカマドの右側に検出された。長径55cm、

短径50cmの楕円形で、深さは33cmである。覆土上位

及び中位から土師器坪、甕などが出土した。 5の坪

は1の甕D縁部に蓋をするような状態で検出された。

9は伏位で出土した。

遺物はカマド及び貯蔵穴を中心に出土したが、他

に鉄製品が出土している。 19は釘と思われる棒状の

製品で両端を欠失する。

時期は 9世紀前半である。

第255号住居跡（第181図）

調査区の南側、 HH • I I -47グリッドに位置す

る。第24• 36号堀立柱建物跡、第216• 277号土塙と

重複している。第277号土塙よりは古いと思われる。

第24• 36号掘立柱建物跡との新旧は確認していない
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第181図 第255号住居跡・出土遺物

第96表 ー跡出土遺物観察表

＿直ーロロニ一土一
甕（17.4)I (17.9) I ・ I ADE H 

(5.4) I • I A D E G H 

備考・出上位置 ］ 
~―̀-- _ | 

が、遺物からは本住居跡が新しいと考えられる。

平面形はカマドのある北東辺が対面より長く逆台

形を呈する。規模は、北東辺は角を第277号土堀に

壊されているが2.85mほどと推定され、南西辺は2.3

mで、軸方向には3.04mである。深さは0.05mと浅

い。主軸方向は、 N-58° -Eを指す。

床面は平坦で、中央部が硬化していた。壁溝は西

隅が内側に人り込んでいるが、基本的には全周する。

幅は12~25cmで、カマド周辺が広い。深さは 5~10 

cmである。ピットは検出されなかった。

カマドは東壁の南寄りに造られていた。壁を30cm

ほど掘り込んでいる。掘り方は浅く、床面と殆ど変

わらない。袖にあたる部分は第277号上塙とピット

によって壊されているが、おそらく袖は短いものか、

なかった可能性も考えられる。

貯蔵穴は、カマド右側にある土堀状の掘り込みを

考えておきたい。楕円形で長軸54cm、短軸35cm、深

さ18cmである。

カマドの前に50cmの距離をおいて粘土と焼土が検

出された。直径75cmの円形に白色粘土が見られ、そ

の中心に、直怪約50cmの範囲が焼けていた。掘り方

は床面を浅いllll状に掘り込んで粘土を充填していた。

遺物は、上面から土師器甕破片が全体に散在した状

態で出土した。

逍構は住居跡覆tを除去した段階で床面において

検出されたもので、住居跡に伴うものであることは

明らかであるが、住居内で土器を焼いたとは考え難

くその性格については不明である。

他に住居跡内からの遺物の出土はなかった。

時間は10世紀後半と思われる。

第256号住居跡（第182図）

-202 
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調査区の南側、 F F-48 • 49グリッドに位置する。

第52号溝跡、粘土採掘坑 (SX48) 

り、本住居跡が最も新しい。

と甫複関係にあ

平面形は長方形である。規模は長軸4.20m、短軸

3.32m、深さ0.09mである。主軸方向は、

Eを指す。

床面は平坦で、第52号溝跡、粘土採掘坑 (SX48) 

の上に貼床をしている。壁溝はカマドの脇を除いて

全周する。幅は10~30cmで、深さは 5cm前後である。

柱穴と考えられるものは北側に 2基検出されたが南

側は確認できなかった。柱穴は直径35cm前後で深さ

は20cm程度である。

カマドは東壁の南寄りに造られていた。燃焼部は

壁外に85cn]突出し、一段浅くなって更に煙道が約50

cm延びている。火床面は床面とほぼ同じ高さである。

3層、 4層が炭及び灰層で、

N -82°― 

カマド床面は硬く焼け

ていることからかなりの熱を受けていたことがわか
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く

る。袖は検出されなかったが、始めからなかった可

能性も考えられる。

貯蔵穴はカマドの右側の掘り込みと考えておく。

長径45cm、短径38cmで、深さは14cmと浅めである。

中から滓が出土した。南西隅に楕円形の土壊が検出

された。長径75cm、短径64cmで、深さは42cmである。

遺物は、土器類は出土しなかったが、羽口片と扁

平な礫が出土している。

が、

9
 

．
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`

m

m

l

 

この遺物が本住居跡にどの

ようにかかわりを持つか出土状況からは明確でない

カマド底面が他の住居跡に比べ非常によく焼け

ていることと関係する可能性はあると思われる。

時期を推定できる遺物はないが、覆土中に浅間B

火山灰ではないかと思われる粒子が微量ながら見ら

れる。分析をしていないので確定はできないが、 こ

れが浅間Bならばそれに近い時期を考えてもよいと

思われる。

0| 

c冒言c

第 25 7号住居跡
］ 暗褐色上 ローム
2 暗褐色七 ローム粒微械
3 暗褐色ナ ローム粒多瓜

4 暗褐色十 焼士プロノク多拉
5 暗掲色十 焼七フロック
6 暗褐色＿十 焼土フロック微醤

7 暗褐色土 焼上プロック微量
第 25 7 り件届助•B-B'
1 暗褐色土 ローム粒・粘上ブロノク・焼土粒多杭
第25 7号什居跡c-c・
1 暗褐色上 炭・焼七粒
2 暗褐色上 焼上粒微菌
3 暗褐色土 ローム

水糸標高＝53.9m
0 2m  
トー―- 1 |1 60 

第183図 第257• 258号住居跡
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第184図 第257• 258号住居跡出土遺物

第98表 第257号住居跡出土遺物観察表

I 0cm 
1 ; 4 

I □□□□-f4蚤

胎土

AEJ 

AEJ 

焼成 色調 残存半（％） ー備考．t1,'土位置

皿（14.0)I (2.1) 
碗- I (3.9) I 7.2 

(12.2) I 3.1 I (9.0) 

11.8 I 3.2 ! 8.4 

(11.2) I 1.0 i (9.o) 

BE 

ABEGHJ 

ADEGHJ 

ABDEGHI 

DEGJ 

良好 灰 75 !カマド貯蔵穴 SJ258 南比企産

普通 にぶい黄橙 80 貯蔵穴酸化焔焼成

普通 灰 15 カマド

普通 にぶい黄橙 60 カマド

普通 橙 50 貯蔵穴

口ーロ。］；面摩り
第99表 第257• 258号住居跡出土遺物観察表

面～器種

8 須恵器外

9 須恵器 J不

10 須恵器杯

11 須恵器 J不

12 砥伍

口径器高底径 ー一胎上 焼成 色．］吋―丁履

三□□□／］
長さ12.0cm 輻揺cm 厚さ2.7cm 重さ225.5g 

30 

第100表 第258号住居跡出土遺物観察表

備考・出土位置

SJ258 

酸化焔焼成

SJ257カマド SJ258 

砥面 5面全面円形剥離多

～器種 成］ 色 調 」 り 閏 塁 二1--r 備考•- Ili t 

AE 
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第185図

第257号住居跡（第183図）

第259号住居跡・遺物出土状況

46cmあり、燃焼部の真行きは97cm、幅は47cmである。

調査区の南側、 H H-47 • 48グリッドに位置する。

第258号住居跡、第23号堀立柱建物跡と重複関係に

あり、第258号住居跡より新しいと思われるが、第

23号掘立柱建物跡との新旧は不明である。

遺構確認時には既に床面まで削られていたため、

痕跡から住居跡の範囲を椎定した。カマド側とその

対面の壁はかろうじて残っていた。平面形は長方形

と椎定される。規模は、長軸4.16m、短軸4.10mと

椎定される。主軸方向は、

ないかと思われる。

N-65°-Eを指す。

床面の状態はイ』明である。壁溝はなかったのでは

ピットは検出されなかった。

カマドは東壁のやや南寄りに造られていた。壁を

掘り込んでおり、袖を含めてカマド外縁を白色粘土

で構築していた。掘り方は比較的深く、 15cmほど埋

めて火床面としている。火床面は床面より 10cm程度

低かったと思われる。袖は、左が長さ56cm、右袖は

貯蔵穴は、調査時の認識ではカマドの左側で住居

跡の北隅にあるものを貯蔵穴としている。

右脇にも掘り込みがあり、位置としてはこれを貯蔵

穴としても不自然ではないが、

カマドの

ここでは調査時の認

識に従っておく。楕円形で長軸92cm、短軸54cm、深

さは13cmを測る。覆土は粘土ブロックや焼土粒子を

多量に含む暗褐色土単層であった。上面から須恵器

坪や土帥器坪を出土した。 カマド右側の掘り込みは

やや不整形であるが80cmX70cmほどで深さは最大で

17cmである。覆土は 3層からなるが炭化粒子や焼土

粒fを含むものであった。

遣物は、貯蔵穴の他にカマドから須恵器illlが出土

したほか、坪類と砥石が出土している。

時期は 9世紀中頃である。

第258号住居跡（第183図）
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第186図 第259号住居跡出土遺物

第101表 第259号住居跡出土遺物観察表

上 ［璧感 I 色謂

明赤褐

灰褐

I 3 土師器高J不 16.7 I (4.9) I - I DEG 普通 明赤褐

4 上帥沿坪 - ; (8.9) I (6.3) I A D E G H 記通 明褐

5 十師沿高坪 15.9 j (11.8) j - j A D E G H 普通 にぶい赤褐

6 十師器高J不 - I (9.4) I - i A D E H 酋通 明赤褐

7 上師僻小型甕 （13.2) ! (10.3) [ - [ A D E H J 油通 灰褐

Ii冒：；邸甕 言:l'7]66 1 A B D D E F」HH,J J 1 ：： 口]：：
10 十師沿小刑盛 (14.8) 17.7 6.9 A□□□：通 にぶい橙

I 11 I t師器 小型甕 （15.0) 17.5 (8.0) A D E H J 普狐二］こぶい黄桁

12 砥石 ［長さ(18.5)cm 輯丘5cIn―厚さ7.1cm 重さ2278.0g 

残存亭（％）

25 

95 

80 

70 

70 

70 

25 

70 

40 

80 

50 

カマド

備考・出七位

貯蔵穴

カマド

内外面Ll縁・外血胴部1]'赤彩

| 

カマド

直＼面 4面
-、←へ・ ←」--- - '  
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4 
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6 

7 

8 黒掲色上 焼上・焼上プロソク多量、炭化物少量、カマト掘り）］
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第187図 第260号住居跡・出土遺物

第102表 第260号住居跡出土遺物観察表

番号 芦＂＂ 種 口径 岱ロロ吉r呵 底径 胎土 焼成
＇～雪

こ竺ぶ明ぶぶ赤いいい四赤褐黄橙糾褐-t！1 '§僻222700 05 ！％） , 

1 土師器坪 (12.2) (2.6) ADEH 普通 に

2 土 師器甕 (18.8) (6.9) AEGH 普通 貯蔵穴

3 上 師器甕 (18.0) (5.4) l ADEH 普通 I 

4 ，土師器甕 (5.0) 45 ADEGH 普通 に

調査区の南側、 HH-47グリッドに位置する。第

257号住居跡、第23号堀立柱建物跡と軍複関係にあ

り、第257号住居跡より古いと思われる。第23号掘

立柱建物跡との新旧は不明である。

第257号住居跡の下にカマド部分だけが残存して

いたため、平面形などの詳細は不明である。

カマドは東壁に造られていたと思われる。細長い

カマド掘り方の底部が検出された。長さ74cm、幅は

16~24cmである。

遺物は、ロクロ土師器坪片が 1点取り上げられて

いるが、第257号住居跡の遺物の可能性が高いと思

われる。

時期は不明であるが、第257号住居跡が 9但紀中

頃であるとすればそれ以前となる。
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第259号住居跡（第185図）

調査区の中央、 BB・ C C-48グリッドに位置す

る。重複する遺構はない。

平面形は長方形である。規模は長軸3.78m、短軸

3.20m、深さ0.06mである。主軸方向は、 N-66°―

Eを指す。

床面は平坦で、住居跡中央部から南辺の中央にか

けて硬化していた。壁溝はカマドの両脇を除いて運

っている。幅は15cm前後、深さは 8~15cmである。

ピットは住居跡中央に軸方向に沿って 2基検出され

た。主柱穴と考えておきたい。直径30cm前後で、深

さはp1が26cm、P2は32cmである。

カマドは東壁の南寄りに造られていた。燃焼部は

住居跡内に土堀状に掘り込まれていた。掘り方は床

面から10cm掘り下げて埋め戻すことなく、火床面と

して使用していたようである。 4層は天井崩落土で

5層はカマド壁の崩落土である。最下層の 7層が灰

層で 5cm以上の厚さがある。袖は両袖とも残ってお

り左袖は長さ62cm、右袖は80cmあり先端は内側に湾

曲した状態であった。燃焼部の奥行きは90cm、幅は

58cmである。貯蔵穴は検出されなかった。

床下土壊がカマドの正面50cmの位置に検出された。

長軸93cm、短軸80cmの楕円形で、深さは35cmである。

覆土はロームを含む黒褐色土で、上面は厚さ 5cmほ

とをロームで貼っていた。

遺物は、カマドと住居跡中央からカマド寄りに出

上した。カマドからは、土師器小型甕と高坪が出土

した。出土位置は 3層中でカマドが崩れてからのも

のである。住居跡からは、同じく土師器高坪、小型

甕坪などが出土した。また、床面から砥石が出土

している。住居跡南壁際の中央部から出土したもの

で直径36cm、深さ 8cmの円形の掘り込み中に据えら

れていた。 4面及び端面まで丁寧に使用されている

ことから、何度か据直しているものと考えられる。

石材よ凝灰岩と思われ、一端が欠けているが現存長

18.5ぃnあり、幅11.5cm、厚さは7.1cmである。砥石の

大きさや出土した状況から、置砥石であることは間

゜
□P 

A' 

B' 

B
 

B' 
p 1 

第 26 J号住居跡

］ 暗褐色土 浅問［i?、白色粒了斑状

0 2m  

水糸標高＝53.9m トー一ョ ー==::::i::.==i,60 

第188図第261号住居跡

違いない。

時期は 6但紀前半である。

第260号住居跡（第187図）

調査区の中央、 CC-49 • 50グリッドに位置する。

重複する遺構はない。

平面形は方形である。規模は、長軸は3.16mで、

短軸は2.90mである。深さは 2cmと非常に浅い。主

軸方向は、 N-68°-Eを指す。

床面は平坦であったが、壁溝は検出されなかった。

ピットは北側に 2甚検出された。直径20cm前後で、

深さはp1が6cm、P2は3cmと浅いが柱穴と考え

ておきたい。南側の 2本は検出できなかった。床下

土壊が住居跡中央に検出された。ふたつの楕円形を

横に連結したような形である。1.62mXl.60m、深
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第189図第262• 263号住居跡

さは最大で12cmである。覆土はロームブロックを主

体とし、粘土と焼土を少量含んでおり、その上を貼

床していた。

カマドは東壁の南寄りに造られていた。燃焼部は

土壊状に掘り込まれ、壁外に突出している。掘り方

を床面から18cmほど掘り下げ、 10cm前後に埋め戻し

て火床面としている。 6層が灰附で厚く堆積してい

る。 2層は天井崩落土である。袖は灰白色粘土を用

いて造られていた。左袖が僅かに張り出しており、

右袖も34cmと短い。燃焼部の奥行きは80cm、幅は袖

の拮部で58cn]である。

貯蔵穴は、カマドの右側に検出された。長軸50cm、

短軸36cmの隅丸長方形で、袖と壁との間に収まる。

袖側に段を持ち、深さは15cmである。

遺物は住居跡中央付近から少量出tした。土師器

杯と甕で、全て破片である。図示できたのは 4点で

ある。

時期は甕の時期をとって 9世紀としておく。

第261号住居跡（第188図）

調査区の南東側、 HH-43 • 44グリッドに位置す

る。第50• 55号溝跡、第27号堀立柱建物跡と重複関

係にある。第50• 55号溝跡より古いが、第27号堀立

柱建物跡との新旧は不明である。

平面形は長方形である。規模は長軸4.32m、短軸

3.20m、深さ0.05mである。主軸方向は、 N-12°―

Eを指す。

床面は中央部が硬化していたが、第50号溝跡が中

央を縦に貰通しているため硬化面の残存範囲は広く

ない。壁溝は検出されなかった。ピットは3韮検出

された。p1は直径45cm、深さ27cm、p2は直径30

cm、深さ24cmで柱穴と考えられるが、他の 1基につ

いては位置的に合わない。床下土壊は検出されなか

った。

カマドや炉は検出されなかった。住居跡の形態か

ら、おそらく第50• 51号溝跡によって壊された部分

にカマドか炉があったものと思われる。

遺物は出土しなかったため、時期は不明である。

第262号住居跡（第189図）

調査区の中央、 FF-48グリッドに位置する）重

複する遇構はないが、風倒木によって北東側を壊さ

れている。遇構確認時には床面がかなり露出してお

り、東壁及び南壁は消失していた。

平面形は東壁と南壁がわかっていないが、長方形

を星するものと思われる。検出された規模は、西壁
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が3.24m、北壁は2.40mまでであった。深さは北側

の残りのよいとことで0.04mである。主軸方向は、

N-103°-Eを指す。

床面の詳細は不明である。壁溝やピットは検出さ

れなかった。

カマドや炉も検出されていない。

遣物も出土せず、時期は不明である。

第263号住居跡（第189図）

調査区の中央、 DD-50グリッドに位置する。他

の遺構との重複はない。検出時には床面の殆どが削

平されていた。残っていたのはカマドと住居跡北側

部分だけである。

平面形は不明である。残存していたのはカマドを

含む東辺が1.9m、北辺は周溝部分 1mである。主

軸方向は、 N-65°-Eを指す。

削平されていたため、床面の状態は不明である。

壁溝は北側の隅が残存していた。幅16cmで、深さは

2 cm残っていた。ピットは検出されなかった。床下

土熾と考えられる土堀がカマドの前に検出された。

楕円形で長径1.23m、短径1.08m、深さ 12cmである。

覆土はローム混じりの黒褐色土で埋め戻されていた。

カマドは東墜に造られていた。掘り方はlill状に大

きく掘られている。底面に灰層が見られ、 1層は天

井崩落七であることから、埋め戻さずにそのまま使

用したと考えられる。火床面は床面より 5cm以上は

低かったと思われる。袖は残存していなかった。貯

蔵穴も検出されなかった。

遺物は出土せず、時期は不明である。

第264号住居跡（第190図）

凋査区の中央、 CC-50グリッドに位置する。第

273号住居跡と重複するが、第273号住居跡は縄文時

代の住居跡である。検出時には殆ど床面が露出して

おり、 2~3 cm掘り下げた。

平面形は方形である。規模は長軸3.02m、短軸

2.78mである。主軸方向は、 N-88°-Eを指す。

床面は平坦で中央部がやや高く、硬化していた。

撃溝はなかった。ピットは検出されず、南西隅に床

下土堀が検出された。長方形で、長軸50cm、短軸38

cmで深さ20cmである。

カマドは東壁の南寄りに造られていた。燃焼部は

土堀状に掘り込まれ、奥がやや深くなっている。床

面より 10cm程度深く、殆ど埋め戻さずに使用したよ

うである。火床面は床面より低く、灰層がよく発達

していた。灰を掻き出したためであろうかカマド前

面まで延びていた。灰層中に焼土ブロックが見られ、

その上に炭化物層があるが、これは使用中に天井が

剥落した可能性が考えられる。最終的な天井崩落土

は 2 層• 3層である。袖は右袖が長さ35cm残ってい

た。内側に湾曲しており、白色粘土で構築されてい

た。燃焼部の舅行きは1.02m、幅は60cmである。燃

焼部の外側に、被熱して硬化した粘土が 2箇所見ら

れた。長径10cmの楕円形で、カマドに付属して機能

したものかどうかわからないが、想像をたくましく

すれば、カマドの外側に粘上柱が立っていたような

状況が想定される。

遺物は、極めて少なく南壁際から須恵器甕片及び

t師器坪が出土し、図示できたのは 3点である。

時期は10但紀前半と考えておきたい。

第265号住居跡（第191図）

調査区の南側、 HH -45 • I I -44 • 45グリッド

に位置する。第54号溝跡、粘上採掘坑 (SX13 • 17) 

と重複関係にあり、本住居跡が最も新しい。カマド

や炉などの施設は全く検出されず、竪穴状遺構とし

たほうがいいかもしれない。

平面形はやや歪んでおり平行四辺形に近いが、拮

本的には長方形と思われる。規模は長軸4.50m、短

軸3.30m、深さ 0.04mである。主軸方向は、 N-

76°-Eを指す。

床面は平坦で、あまり陪み固められた部分も見ら

れなかった。壁溝やピットは検出されなかった。覆

土は 2層である。いずれも暗褐色土で、上層は砂質
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第190図 第264号住居跡・出土遺物

第103表 第264号住居跡出土遺物観察表
, -

番号＇ 器 種 口径器嘉底径~1 胎上

1 須恵器高台付浣 ～ 

2 土師器材‘ -I (116) -
ロ須恵器甕

色調
灰

灰褐

灰

残存卓（％）

30 

20 

I 破片

口：備.,,.可_t__t,_"'1_I 
9
-

で、下層は焼土ブロックを多星に含んでいた。

遺物は、土師器坪が 1点出土した。

遺物の時期は 8但紀後半である。

第266号住居跡（第192図）

調査区の中央、 FF-46 • 47グリッドに位置する。

第280号住居跡と重複し、本住届跡が新しい。

平面形は長方形である。規模は長軸が3.48m、短

軸は2.86m、深さは0.05mである。主軸方向は、

N-85°-Eを指す。

床面は平坦で、ほぼ全面にわたって硬化していた。

壁溝は、カマドの両脇と北壁中央、南壁両側は検出

されなかった。ピット及び床下土堀は検出されなか

った。

カマドは東壁の南寄りに造られていた。燃焼部は

土堀状に掘り込まれ、半分ほど墜外に出ている。掘

り方は床面より 10cm下げ、焼土混じりの暗褐色土で

埋めている。火床面は床面とほぼ同じ高さである。

天井部は黄白色粘土で造られ、 3層の天井崩落土が

きれいに残っていた。袖は短く両袖とも約25cmであ

った。燃焼部の奥行きは54cm、輻は38cmである，袖

の手前の焚口部を入れると奥行きは85cmとなる

貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は、主にカマドから土師器坪・甕が出土した。
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第191図 第265号住居跡・出土遺物

第104表夏265号住居跡出土遺物観察表

器 種 □口径 1 器高i底径 I 胎土

(10.2) I 3.4 I (9.4) I A E G H 

雙十．亘冨□虹三□冨f•出土］［置□／
袢通 1 にふい桁 ［：［ I _／］ 

カマドから出土した遺物は全て破片で、崩落した天

井部の上からの出土であった。また、カマドの前か

らほぼ完形の土師器坪が正位の状態で出土したが、

床面よりやや浮いていた。

時期は 9世紀前半である。

第267号住居跡（第193図）

調査区の中央、 FF-47グリッドに位置する。第

280号住居跡と重複関係にあり、本住居跡が新しい。

平面形はやや歪んでおり平行四辺形を呈するが、

晶本的には方形である。規模は長軸3.24m、短軸

3.2:4mである。主軸方向は、 N-84°-Eを指す。

床面は平坦で、カマド周辺及び住居跡南東側がよ

＜硬化していた。壁溝は南壁際が切れ切れであった。

またカマド左側は、浅くなって消失していた。ピッ

トはカマド側に 2拮検出された。直径30cmの円形で

深さはp1が30cm、P2が37cmあり、主柱穴と考え

られるが、反対側は検出できなかった。

カマドは東壁の南寄りに造られていた。燃焼部は

浅く掘り込まれ、半分ほど壁外に突出している。掘

り方は殆ど埋めておらず、火床面は 4層と考えられ

床面よりやや低かったようである。 3層は天井崩落

土である。袖は白色粘土で構築され、両袖とも40cm

前後であった。燃焼部の奥行きは70cm、幅は30cmで

ある。

貯蔵穴はカマドの右側に掘り込まれていた。横長

の長方形で、長軸57cm、短軸44cm、深さ20cmである。

逍物は、貯蔵穴上面及び周辺にやや纏まって出土

した。ロクロ上師器高台付塊や土師器杯が主である

が、緑釉陶器1IIlが上縁部から出土した。

時期は 9世紀後半である。

第268号住居跡（第194図）

調査区の南側、 FF-45グリッドに位置する。道

路跡と重複関係にあり、これより古い。西壁の南寄

りから東壁の北寄りにかけて道路跡が通っているた
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第192図 第266号住居跡・出土遺物

め、北側が斜めに失われている。また、検出時には

既に床面が出ており、貼床面を僅かに掘り下げた。

平面形は方形か長方形か判浙できない。規模は南

壁が4.30mで、東壁は3.22m残存していた。主軸方

向は、 N-80°-Eを指す。

床面は既に露出していたので、詳しい状況は不明

である。壁溝は検出できなかった。ピットは 2韮検

出された。南壁寄りに並び、主柱穴と考えられる。

p 1は楕円形で、長径約30cm、深さ24cm、P2は直

径24cmの円形で、深さは36cmである。北側の柱穴は

道路跡によって懐されたと思われる。

東壁の中央と思われる部分に焼土が検出された。

カマドの痕跡と思われる。焼土は壁に按して半円形

を呈する。白色粘土が混在していたことから、粘土

を用いて構築されていたと考えられる。

遺物は、貯蔵穴上面から土師器の高坪・鉢破片が

出土した。また、貯蔵穴底面から 5cm浮いた状態で

坪が出土した。

時期は 6世紀中葉である。

第271号住居跡（第195図）

調在区の南側、 GG-44 • 45グリッドに位置する。

第50号溝跡、道路跡と重複関係にあり、本住居跡が

最も古い。住居跡の北側が道路跡によって失われて

いる。また、道路跡に掛かる部分に第250• 261号上

塙が重複する位置にあるが新旧は不明である。

平面形は方形と思われる。規模は南東辺が5.10m

で、南西辺は4.74mまで検出された。深さは0.10m

である。主軸方向は、 N-151° -Wを指す。

床面は平坦で、中央部が硬化していた。壁溝は南

西と北東側に検出されたが、南東壁には見られなか

った。幅は 8~15cm、深さは 4~9 cmである。ピッ

第105表 第266号住居跡出土遺物観察表ロ：tttftl11口：ロロニロII―I]置―□
: 1口［ロニ ］ 
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第193図 第267号住居跡・出土遺物

第106表 第267号住居跡出土遺物観察表
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第107表 第268号住居跡出土遺物観察表

~9~;9‘

i 

成

通

通

／

焼

普

普

普

色調

明褐

にぶい褐

灰褐

ー、

残｛和紅属□ 備考・出土位置 ― 

li:,—-—----7 □P-2 J 

トは 2甚検出された。p1は直径24cm、深さ24cmで

ある。 P2は第50号溝跡の底に検出された。いずれ

も主柱穴と考えられるが他には検出できなかった。

壁寄りに焼土が検出されたため、カマドと想定し

て調査した。焼土は南西壁の南寄りに検出された。

遺構は明瞭でなく、燃焼部は住居跡内にあったと考

えられる。袖の形を想定して掘りすすめ、最終的に

図のような形になったが、かなり無理がある。高杯

が倒位で出土しており、支脚に使われたものと考え

られるが、杯部が右袖の裾に入っていることから、

燃焼部は史に幅が広いものと考えられる。初源的な

カマドの場合、その形態を把握するのが困難なこと

が多いが、本例も例外ではなく、遺憾ながら納得で

きる調査結果とはならなかった。

貯蔵穴はカマドの左側に掘り込まれていた。やや

楕円形を呈し、長径94cm、短径88cm、深さ48cmを測

る。覆土は 3層で、基本的にロームと焼土粒子を含

むものであった。上面付近から甑や杯類が情土した。

また、底面付近から板状の炭化材が検出されたが取

り上げることはできなかった。

遇物は、カマドから支脚に使われたと思われる高

坪が出土した他は、主に貯蔵穴からの出土であえ）。
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第195図第271号住居跡

時期は 5世紀後半と考えられる。

第272号住居跡（第197図）

調査区の南側、 FF・ GG-45グリッドに位置す

る。第50号溝跡、道路跡と重複関係にあり、道路跡

より古いと思われるが、第50号溝跡との新旧は不明

である。

検出時には既に床面は失われていたが、痕跡を拾

って住居跡の範囲を推定した。平面形は、道路跡が

住居跡の北側部分に大きく重複しているため不明で

ある。椎定した残存部分は東辺が2.55m、南辺は1.5

mである。主軸方向は、 N-40°-E付近を指す。

床面の状況は不明である。壁溝やピットも検出さ

れなかった。

カマドや貯蔵穴は検出されなかった。

遺物も出土せず、時期も不明である。

第274号住居跡（第198図）

調査区の中央、 BB・ CC-47グリッドに位置す

る。第329号住居跡・第42号溝跡と重複関係にある。

第42号溝跡より古い。また、調査時には本住居跡を

第329号住居跡より先に調査しているが、出土遺物

からは本住居跡が古いと考えられる。

平面形は長方形である。検出された規模は、長軸

が5.22m、短軸は3.42mである。深さは0.06mであ

る。主軸方向はN-58°-Eを指す。
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第196図 第271号住居跡出土遺物

床面は平坦で、中央部から東側にかけて硬化して

いた。壁溝は南隅が切れているだけで、他は全周す

る。輻は14~24cmで、深さは 5~8 cmである。ピッ

トは 7基検出された。直径30cm前後のものが最も多

く、深さは 9~16cmである。 ［柱穴は判断しがたい。

カマドや炉は検出されなかった。第42号溝跡によ

って壊された可能性もある。

遺物は、殆ど出土しなかった。図化できたのは坪

1点である。

時期は輻を持たせて 8世紀後半～ 9但紀前半とし

ておく。
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第108表 第271号住居跡出土遣物観察表

1番号：ロ――器 種 口径 I器高 底径 胎士

J小 12 0 4.8 I 6.2 B D E 

J小 13 7 5.3 ABE 

坪 (13.2) 5.4 6.0 BDE 

坪 (12.4) 4.7 BDE 

高坪 (17.0) 12.3 118 

高外 (115) (13.0) 

17.6 13 4 (13.0) 

(19.6) (11.8) ， 上師器甕 (20.0) (8.4) ABD 

10 土師器甕 21.6 (15.1) ABD 

1 1 十師器甕 (17.0) 24.0 (8.0) ABD 

I 
12 I 上師器甕

(4.3) 5.4 BE 

13 上師器甑 (22.4) (13.8) BE 

I 14 土師器甑 (20.0) 13.4 (5.2) ABD 

0 2m  

| ―i  |1 60 

第197図第272号住居跡

第275号住居跡（第199図）

調査区の南側、JJ -48 • 49グリッドに位置する。

里複する遺構はない。検出時には床面は中央部以外

は失われていたが、痕跡を拾って住居跡の範囲を椎

定した。

平面形はほぼ方形であったと思われる。規校は一

辺が2.6m前後であったと椎定される。主軸方向は、

カマドの向きから N-75°-Eと思われる。

床面は中央部が僅かに残っていただけであるが、

ローム混じりの暗褐色土が僅かに硬化していた。壁

溝は検出されなかった。ピットは床下土塙中に 1拮

検出されたが主柱穴となるか断定できない。貯蔵穴

の脇に灰白色粘土が検出された。 34X26cmの楕円形

の範囲に塊状になっていた。カマドの補強用などに

使ったものであろうか。床下土堀が 1基検出された。

長軸1.46m、短軸0.6mの長方形で中間がやや括れて

焼成］一色口調―／□訪］量□

いる。深さは11cmである。

カマドは東壁のほぼ中央と思われる位置に検出さ

れた。燃焼部は土煽状に掘られ半分ほど壁外に出て

いた状況が窺われる。 2層、 3層が天井崩落土と考

えるなら、火床面は床面より 15cm程度は低かったと

考えられる。袖は残っていなかった。

貯蔵穴は、カマドの右側に検出された。長径36cm、

短径32cm、深さ 10cmのピット状である。砥石として

使ったと思われる礫と須恵器坪が出土した。

遺物は、貯蔵穴とカマドから出土した。カマドか

らは須恵齢蓋と土師器杯が出土した。

時期は 9世紀前半である。

第276号住居跡（第200図）

調査区の南側、 GG• HH-45グリッドに位置す

る。第277号住居跡と重複関係にあり、本住居跡が

新しい。検出時には、床面が露出していた部分があ

る。

平面形は長方形であるが、西辺より東辺が長くや

や歪んでいる。長軸が5.44m、短軸は4.76m、深さ

0.05mである。主軸方向は、 N-81°-Eを指す。

床面は中央部から西側寄りが硬化していた。既溝

は切れており、カマドの右側と西壁の殆どには見ら

れなかった。幅は14~24cmで、深さは 5~10cmであ

る。柱穴はp1から P3の3基が検出されたが、南
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第198図 第274号住居跡・出土遺物

第109表 第274号住居跡出土遺物観察表

嘉可―f 器 種

1 I上師器杯

言器高［］重□□ 
-<(•ヽ

I 

＼ 床下土漿 ―― 

J □ [ 
¥ I 

—·—· I g.—一

胎土

ABD 

焼成

普通

色調

橙

残存辛（％）

70 

備考・出土位置

内外面摩耗苫しい ー／

第 27 5号住居跡

1 暗褐色上 焼土粒まはら
2 暗褐色上 ローム粒

3 暗褐色上 ローム・暗掲色土多景
第 27 5が1／凸跡力て
1 暗灰掲色土
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第199図 第275号住居跡・出土遺物

第110表 第275号住居跡出土遺物観察表

番号「 器 種

1 須恵器蓋

2 須恵器坪

3 !上師器杯

4 i砥石 二□□□□□／：□三／］
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東の 1基は検出できなかった。p1は直径38cm、深

さ30cmで、 P2、P3は直径26cmで、深さは27cmと

47cmである。カマドの前 1mの所に楕円形の土壊が

検出された。長径74cm、短径60cmで、深さは 5cmで

あった。

カマドは東壁の中央に造られていた。燃焼部は段

を持って壁外に出ているが、高さの差は僅かで、調

査時には白色粘土と焼土の広がりが壁内に数トセン

チメートル見られたことから、住居跡内にも入って

いた可能性がある。抽は検出されなかったが、左袖

の基部には白色粘土が残っていた。貯蔵穴は確認さ

れなかった。

カマドの右手前に炉の底部と思われる焼土が検出

された。隅丸長方形で長軸36cm、短軸30cmを測る。

全体が焼土化しているというよりは、焼土ブロック

が人っている状態であった。炉底の下方或いは炉の

掘り方部分ではないかと考えておきたい。

遺物は、土師器の坪・甕、須恵器杯片などが少量

出土したが、図示できたのは 3点である。この他に

3 ~5 cm程度のスサ入りの粘土塊が数点出土した。

スサの径は3~4mm程度で、直接被熱してはいない。

カマド或いは炉の構策材と考えられる。また、住居

跡北隅付近から鉄分（塊？）或いは滓のようなもの

が出土した記録があるが、傷みが激しかったのか、

取り上げられていない。

遺物の時期は 9但紀後半としておきたい。

第277号住居跡（第200図）

調査区の南側、 GG• HH-45グリッドに位置す

る 第276号住居跡と重複関係にあり、これよりも

古い。検出時には殆ど床面が出ており、浅く掘り下

げた。

平面形は長方形である。規模は長軸5.54m、短軸

4.60mである。主軸方向は、 N-113°-Eを指す。

庄面はほぼ平坦であるが、カマド左側の部分は既

に壁が消滅しており、南西側は第266号住居跡によ

って壊されていた。壁溝は検出されなかった。柱穴

はカマド側に検出された 2基を考えておきたい。

カマドは東壁の北寄りに造られていた。壁を掘り

込んで突出している。掘り方底部が残存していた。

残存していた部分は長さ 1m、幅0.6mである。袖

は残っていなかった。貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は、土師器小片などが僅かに出土しており、

図示できたのは 3点である。

時期は 9世紀中頃と考えられる。

第278号住居跡（第203図）

調査区の南寄り、 EE-44グリッドに位置する。

第299• 303号住居跡と重複関係にあり、本住居跡が

最も新しい。

平面形は長方形である。規模は南北方向が2.74m、

東西方向は1.80mである。深さは0.07m、主軸方向

は、 N-92°-Wを指す。

床面はカマドの前が硬化していた。壁溝及び柱穴

は検出されなかった。カマド対面の東壁際に炭化物

が集中して認められた。長径 1mの範囲で、下の第

299号住居跡のものが出てしまっている可能性もあ

る。

カマドは西壁の南寄りに造られていた。燃焼部は

壁外にかかり、そのまま煙道に続く。燃焼部と煙道

には、形態的に明瞭な差はなく、先端に向かって幅

が狭くなるだけで、底面の高さもほぼ同じである。

煙道先端は、煙出しとして直径30cmのピットが上か

ら掘り込まれている。袖は検出されていないが焚口

にあたる部分に崩落した粘土とともに片岩が検出さ

れた。天井部を構築していたものと思われる。また、

確認段階で円筒埴輪が出土しており、同じくカマド

構築材として使われていたものと考えられる。カマ

ドの規模は煙道先端まで含めて、長さ1.58m、幅は、

焚口部が40cm、先端では28cmである。

遺物は少量の出土で、図示できたのは土師器lIIl、

埴輪、刀子の 3点である。土師器lIIlはカマドの前か

ら伏せた状態で出土した。

時期は11世紀と考えられる。
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第201図 第276号住居跡出土遺物

第111表 第276号住居跡出土遺物観察表
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第202図 第277号住居跡出土遺物

第112表 第277号住居跡出土遺物観察表

番号 器種

二］3 上師器甕

底且 陪上 焼成 1 色調
-[ E 良好 灰口 :: にふ贔ヽ 橙

残り亨（％） I 備考・出上位置 7 □： ［ 内外面摩耗著しい

15 カマド

第279号住居跡（第204図）

調査区の南側、 I I -43グリッドに位置する。第

50号溝跡・第268号土壊と重複関係にあり、第50号

溝跡より古く、第268号土壊より新しい。

平面形は長方形である。規模は長軸3.86m、短軸

2.90m、深さは0.20mである。主軸方向は、 N-

13°-Eを指す。

覆土はロームを多く含んでいるが、自然堆積と思

われる。床血はほぽ平坦で、カマド前面から住居跡

南側にかけて硬化していた。壁溝は全周し、幅は10

cm前後で、深さは10~13cmである。住居跡に伴うピ

ットは検出されなかった。住居跡北西隅に土堀状の

掘り込みを検出した。歪んだ長方形で長軸80cm、短

軸66cm、深さ18cmを測る。検出面では炭化粒子と焼

tの小ブロックがかなり密に見られた。

カマドは北隈のやや東寄りに造られていた。壁を

掘り込んで突出している。燃焼部は幅56cm、奥行き

50cmほどで、長さ85cmの煙道に続くが底面の深さは

ほぼ一定で、燻道底面に傾斜は殆どない。カマド掘

り方は、床面から約10cm掘り下げている。殆ど埋め

戻さずに使用したと思われる。 9層が顧著な灰層で、

7層が天井崩落上である。住居跡断面ではその下に

更に灰層と焼土粒を含む間層が見られるが、カマド

内では部分的に壁や天井の崩落があり、修復や崩落

土の片付けを行うが、使用に影響の少ない壁際など

ではそのまま堆積したと考えられる。袖は検出され

なかった。

遺物は東壁際から士師器坪、土錘、刀子などが出

上した。刀子は柄木の木質が残っていた。刀身先端

を欠失するが、メ］部は使い込まれてかなり減ってい

る。

時期は 7柑紀末から 8世紀初頭と考えられる。
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第203図 第278号住居跡・出土遺物

第113表第278号住居跡出土遺物観察表 一

ロ器嘉丁辰怪 胎土 1 焼

：直前J皿 ：］三□。A]1重さ5:2

水糸標高＝53.9m ゜
2m  ， 
1 : 60 

第280号住居跡（第205図）

調査区の中央、調査区の南寄り、 FF-46 • 47、

GG-46グリッドに位置する。第266• 267号住居跡

と重複関係にあり、本住居跡が最も古い。

平面形は方形である。規模は長軸5.20m、短軸

4.90m、深さは0.02mでごく浅い。主軸方向は、

N-52°-Eを指す。

床面は、第266号住居跡が殆ど人り込んでいるた

めに約半分がなくなっており、また、貯蔵穴のある

北東側が壁が失われているため、僅かに低くなった

が他はほぼ平坦である。壁溝は東壁と南角を中心に

検出された。南壁は失われているが壁溝があった可

能性はある。柱穴は対角線状に 4韮検出された。直

径は30cm前後で、深さは36~38cmでp1は53cmと深

い。図面ではP4はやや小さく見えるが、これは第

266号住居跡の床面で検出したためで、他の柱穴と

底面の高さは同じである。住居跡北隅に楕円形の土

堀状の掘り込みが検出された。長径50cm、短径40cm

で、深さは 9cmであった。

カマドや炉は検出されなかった。おそらく、炉が

あったものと思われるが、第266号住居跡によって

）］； ：：備：面夕 T:: ｛ーニ

--・―--- -_  --
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第204図 第279号住居跡・出土遺物

第114表 第279号住居跡出土遺物観察表

ロロ□□□□［三:08本:t:;本残r

備考・出七位置

内外面やや摩耗する

内外面やや摩耗する

失われたと考えられる。

貯蔵穴が住居跡東隅に検出された。隅丸長方形で、

規模は長軸56cm、短軸50cm、深さ21cmである。覆土

中位からほぼ完形の土師器浣が 1点出土した。

遺物は、貯蔵穴出土の碗の他は小片が少量出土し

たのみである。

時期は 5世紀である。

第281号住居跡（第206図）

調査区の西側、 EE-42グリッドに位置する。第
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第205図 第280号住居跡・出土遺物

第280号住居跡出土遺物観察表

十師：：正二二塁］ービ］”□：D□□言／］：：］口％） 備考・出上位置 ＇ 
-- - - -9 

内外面やや摩耗する ］ 
33号掘立柱建物跡と重複関係にある。第33号掘立柱

建物跡の柱穴は床面下から検出されたことから本住

居跡が新しいと考えられる。

平面形は方形である。規模は長軸3.40m、短軸

3.40m、深さは0.10mでごく浅い。主軸方向は、

N-75° -Eを指す。

床面はほぼ平坦で、中央部が硬化していた。壁溝

はカマドと南隅にある土堀部分を除いて廻っていた。

幅は10~25cmで、深さは 3~7 cmである。 ピットは

検出されなかった。覆士は自然堆積と考えられる。

カマドは東壁の南寄りに造られていた。土堀状に

掘り込んで、半分ほど壁の外に出ている。掘り方は

床面より 10cm掘り下げている。覆土は明瞭で、最下

層の 5厨が灰層で、 4層は流人土及び天井崩落土の

混合土と考えられる。

床面を剥したところ、

3層は天井部本体の崩落土で

ある。袖は、右抽が20cm残存していたのみである。

燃焼部の規模は、奥行き1.12m、幅0.78mである。

カマドの左脇に更にカマドが

1基検出された。燃焼部はほぼ住居跡内に入ってお

り左袖の基部が残存していた。掘り方は深さ10cmで、

袖の長さは42cmであった。右袖部分は新しいカマド

に壊されていることから、 カマドを付け替えたもの

226-



＼三・~ ＜
 

＜ ． 

c
 SJ281 

02 
芯：＼

o名

勾6

吋

＜
 

<$;, 

c二□□□
B□筐

器
ヤ

天井崩落＿I

‘\—\\ 
~~~' 

＼ 

SJ281 

S B 3 3 

P7ロ
¥j 

D
 唸□ 口

D' 

D
 

0

1

2

 

l

l

l

 

7

8

9

 

D' 

・炭化物

゜水糸標高＝53.9m 

2m  
＇ 1 60 

第206図第281号住居跡

と考えられる。

住居跡南隅に灰白色粘土の広がりが見られた。粘

土は住居跡の隅から一辺 1mほどの、ほぼ方形の範

囲に広がり、壁際ほど厚く残っていた。最も厚い所

では約15cm残っていた。粘土を除去したところ土堀

状の掘り込みが確認された。楕円形状で長軸74cm、

短軸64cm、深さ30cmを測る。覆土は炭化物粒子を含

む暗褐色土が主体で粘土はその上に乗っていた形で

ある。

遺物は、カマド内及び周辺から土師器甑、須恵器

蓋が出土し住居跡中央付近からは土師器杯類が出土

した。

時期は 8但紀前半と考えられる。

第282号住居跡（第208図）

調査区の東側EE・ F F-44グリッドに位置する。

第298号住居跡と重複関係にあるが第298号住居跡は

縄文時代の住居跡である。

平面形は長方形である。規模は長軸3.24m、短軸

2.58m、深さは0.03mでごく浅い。主軸方向は、

N-87°-Eを指す。

床面は住居跡中央及びカマドの前がやや硬化して

いた。壁溝はカマドの設置される東壁にはなかった

が、それ以外は廻っている。幅は14~24cmで、深さ

は3~6 cmである。ピットは西壁寄りに 2甚検出さ

れた。直怪30~38cmで、深さは 5~13cmであるが、

主柱穴となるかどうか断定できない。床下土壊は、

住居跡中央のやや東寄りに検出された。楕円形で長

径1.92m、短径0.67m、深さ 7cmを測る。灰褐色粘

質上で埋められていた。
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第116表 第281号住居跡出土遺物観察表

路
1 須恵器蓋 I 15.8 I 3.1 I -I E j良好 灰 95 
2 須恵器蓋 （18.0) I 4.2 I - I E J 良好 黄灰 60 
3 士師器杯 （14.4) I 3.1 i - I A B D 蒋通 橙 ， 30 

上師器杯 （12.0) j 2.6 j - j B D 普通i にぶい橙 15 

土帥器坪 （14.4) 4.2 - ABD ］酋通 橙 40 
士師器 1111 I (18.6) I (3.5) I - I B D i将通 にぶい褐 40 
土師器flll I (18.0) I (3.6) I - I B D 普通 橙 10 
上師器鉢 （21.0) I (5.2) I - I B D 普通 にぶい橙 40 

冒：： 三]::)I (14135) I BDE E ::  1 i 一二 I □カーマト

備考・出土粒置

：：二:::-l
I 

5

6

7

8

9

 

カマドは東壁の南寄りに造られていた。燃焼部は

大きく壁外に出る。掘り方は長楕円形で、床面より

15cm低く掘り下げている。先端はほぼ45゚ の傾斜で

立ち上がる。底面には支脚を立てた痕跡と思われる

ピットがある。土層は明瞭でないが、 5層が火床面

と思われる。袖は両袖とも確認されたが長さは25cm

前後と短い。抽の部分だけ灰白色粘土で造られてい

た。燃焼部の規模は、奥行き1.06m、幅0.44mであ

る。貯蔵穴は検出されなかった。

遣物は、殆ど出土せず図示できるものもない。

時期は不明である。

第283号住居跡（第209図）

調査区の中央、 CC-50グリッドに位置する。甫
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複する遺構はない。検出時には床面は殆ど失われて

おり壁溝の一部とカマドの底部などが残っているの

みであった。床面の痕跡を追って平面形を椎定した。

平面形は長方形と推定した。規模は、おおよそ長

軸2.3m、短軸1.7mと思われ、

85°-E前後を指す。

床面の状態は不明である。壁溝は東辺と南辺の東

側だけが残存していた。

遺物は、

調査区の南西側、

主軸方向は、

ピットは検出されなかった。

床下土堀と思われる掘り込みがカマドから1.5mの

位置に検出された。円形で、直径は70cmを測り、深

さは12cm残っていた。

カマドは東壁の南寄りに造られていた。壁を掘り

込んでいる。掘り方は土塙状で、深さは24cmあり他

の住居跡のものより深めである。土層断面から、掘

り方の大部分を埋め戻して火床面としたと考えられ

る。袖は残っていなかった。

カマドから須恵器杯片が 1点出土した。

時期は 9世紀前半と考えられる。

第284号住居跡（第210図）

L L-41グリッドに位置する。

すぐ南側に第 9号住居跡がある。第294号住居跡、

粘土採掘坑 (SX60) と重複関係にあり、粘土採掘

坑より古いが、第294号住居跡より新しいと思われ

る。

平面形は長方形である。規模は長軸4.90m、短軸

3.66m、深さは0.14mである。主軸方向は、

11°-Wを指す。

N-

N-

床面の東側半分が粘土採掘坑によって壊されてい

口
゜

2m  ， 
1. 60 

10cm 
1 : 4 

第209図

第117表 第283号住居跡出土遺物観察表

器＇ーロ直］畜
恵器坪 I (12.0) I 3.3 

第283号住居跡・出土遺物

~一

辛(%)' 備考・出七位置

マド

--229-



SJ284 娯灰色枯土フロノク多品

B
 1,¥/ B' 

0

9

X

S

 

II 

B
 

二
｀ーこ又

＜・

I
I
'J
 

4
 ，一

2
 

J
-s-ご

~2 

<(!応

B' 

SX60 口

ロロ／□
水糸標高＝54.lm 

0 2m  
f-- -圧--—==Ii• 60 

0 10 cm 
l l | 1 4 

第210図 第284号住居跡・出土遺物

第118表 第284号住居跡出土遺物観察表

上師器甕 i (22.0) I (6.9) I - I AB D E 蒋通 にぶい褐 W
るため、詳細は不明であるが、残存部分の状況から

中央部から西壁中央にかけて硬化していたようであ

る。壁溝は切れぎれで、カマドの両脇、東峡北側、

南壁に検出された。ピットは検出されなかった。

カマドは北壁のほぼ中央に造られていたが、前半

分を粘上採掘坑によって壊されているため全容はわ

からない。燃焼部は壁内に収まり、袖は長さ50cmほ

どと推定される。貯蔵穴は検出されなかった。

遇物は、カマドからt帥器の坪と甕が出上した。

時期は 8担紀前半としておきたい。

第285号住居跡（第211図）

調査区の南西端、 KK• LL-40グリッドに位置

する。粘土採掘坑 (SX64) と重複関係し、これよ

り古い。

平面形は方形である。規模は長軸3.14m、短軸

3.10m、深さは0.15mである。主軸方向は、 N-

84°-Eを指す。

床面は、その殆どを粘上採掘坑によって壊されて

いるため、詳細は不明である。壁溝は北壁と西壁の

中央が切れる。幅は12~24cmで、深さは 4~8 cmで
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第211図第285号住居跡

ある。柱穴などの床面の施設は不明である。

カマドは東壁の南寄りに造られていた。壁を土塙

状に掘り込んでいる。

遺物は小破片が少量出土したが図示できるものは

ない。

時期は不明であるが、粘土採掘坑が仕居跡の中に

掘り込まれているという共通性から、第284号住届

跡と同じような時期と考えておきたい。

第286号住居跡（第212図）

調査区の西側、 FF-43 • 44グリッドに位置する。

南東側が第51号溝跡とわずかに重複し、本住居跡が

古いと思われる。

平面形は方形である。規模は長軸5.36m、短軸

5.14m、深さは0.15mである。主軸方向は、 N-

50°-Eを指す。

覆土の除去中に、床面から 5~7cm上で焼上の広

がりを検出した。住居跡中央から東側にかけての範

圃で、 —辺2.2m ほどのほぼ方形の範囲に、炭化粒

を含む黒褐色上とともに広がっていた。土層断面で

は、その範囲が床面から盛り上がっているのが明瞭

に認められた。住居跡からは他に炭化材などは検出

されておらず、火災住居とも思われないことから、

何を意味するのか不明であるが、その堆梢状況から、

おそらく住居廃絶後、あるいは廃絶時に床面上で火

を使う何らかの作業が行われたものであろう。

床面は平坦で主柱穴の内側が硬化していた。壁溝

は、西隅が切れている以外は廻っている。幅は20cm

前後と安定し、深さは 5~10cmである。柱穴はp1 

~P4である。 P2は位置がずれるが、深さからこ

れが該当すると考えられる。柱穴はP2以外は直径

40cm前後で、深さは45cm前後である。 P3は72cmと

深いが、底を掘り抜いだ惧れがある。

カマドは北東壁のやや東寄りに造られていた。燃

焼部は壁内に収まり、煙道が外に延びる。掘り方は

奥行きよりも輻の広い上壊状に掘られ、底には屏＜

灰層が見られる。火床面はこの灰層の上面で床面と

あまり変わらない高さだったと思われる。袖は、白

色粘土を混ぜて造られており、左が40cm、右が60cm

残存していた。燃焼部の舅行きは64cm、幅は66cmで、

煙道の長さは48cmである。

貯蔵穴は、カマドとは反対側の南隅に確認された。

長方形で長軸64cm、短軸52cm、深さ22cmである。

逍物は、カマド右脇から台付甕の胴部下半が出土

した。他には土師器が少量出土した程度であるが、

5は土師器腺と考えられる。遺物量は少ないが混人

が多く、 2• 7は混入と思われる。

第287号住居跡（第214図）

調査区の西側、 FF-43グリッドに位置する。第

288号住居跡、第31号掘立柱建物跡、粘土採掘坑

(S X56) と重複関係にあり、粘上採掘坑より古く、

第288号住居跡より新しい。第31局掘立柱建物跡と

の新旧は不明である。

平面形は長方形である。規模は長軸3.80m、短軸

3.32m、深さは0.15mである。主軸方向は、 N-

47°-Eを指す。
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第212図第286号住居跡

床面はほぼ平坦で、中央からカマドの前にかけて

硬化していた。壁溝はカマドの右側を除いて全周し

ている。幅は15~28cmで、深さは 5cm前後である。

柱穴は検出されなかった。

カマドは北東壁の東寄りに造られ、壁内にある。

掘り方は浅く、埋め戻さずに使用している。火床面

は床面よりやや低い程度で、カマド奥にかけて灰層

が見られた。袖は白色粘土で造られ、左が長さ35cm、

右が50cm残存していた。燃焼部の規模は、奥行き、

幅ともに64cmである。
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第213図 第286号住居跡出土遺物

第119表 第286号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 口径 沿高 底径 胎土 焼成 色調 直存皐（％） 備考

1 t師器杯 (11.0) (3.3) 

| ： 

BD 
普通 I I 

明赤褐 l 20 
2 上師器杯 (14.0) 4.5 AB 不良 明褐

i 30 貯蔵穴

3 土師器高杯 (2.0) BD 普通 明赤褐 90 

4 士 師器 高坪 (8.9) BE 普通 にぶい赤褐 60 

5 土師盗腺 (4.6) BDE 普通 にぶい褐 20 

I l| 外面被熱著し6 上師器台付甕 (9.3) 10.3 BDE 不良 にぶい褐 80 

7 ！ I 土 師 器 甑
(21.0) (16.7) ABDE 普通 橙 30 器形の歪み著

8 土師器甑 (22.0) 29.7 8.8 ABE 普通 にぶい黄橙 40 貯蔵穴

9 上錘 長さ7.0cm 直径1.9cm AB 普通 灰黄褐 90 孔径0.6cm 重

出 士 位 置

し＼

しい

さ18.9g 

カマドの右前にピット状の掘り込みを検出した。

直径30cmで、深さは18cmである。貯蔵穴であろうか。

遺物は、住居跡の東側に多く出土した。出土状況

は、かなり床面に近いが壁際ほど高い位置にある。

7の甕はカマド右袖の脇に正位で据えられた状態で

出土した。紡錘車はカマド左脇の壁際で、確認面か

ら3cm下がった位置で出土した。住居跡が埋没する

過程で流れ込んだものと思われる。

時期は 7世紀末から 8世紀初頭と考えられる。

第288号住居跡（第214図）

調査区の西側、 FF-42 • 43グリッドに位置する。

第287号住居跡、第31号掘立柱建物跡、第265号土堀

と重複関係にあり、第287号住居跡、第31局掘立柱

建物跡より古く、第265号土壊より新しい。

平面形は長方形である。規模は長軸4.52m、短軸

3.62m、深さは0.18mである。主軸方向はN-56°-

Eを指す。

住居跡の北側約 1/4を第287号住居跡によって壊

されている。床面は平坦で、壁溝は西隅とカマドの

ある東壁際には見られない。幅は12~20cmで、深さ

は3~10cmである。柱穴は検出されなかった。

カマドは白色粘土で構築され、東壁のやや南寄り

に検出された。燃焼部は壁内に収まる。掘り方はご
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第214図 第287• 288号住居跡

く浅い皿状で、そのまま火床面としている。 8層の 調査区の西側、 E E-43 • 44グリッドに1立置する。

｝火層が見られ、 6層、 7層は天井崩落土で明瞭に認

められた。袖は両抽とも長さ60cm前後である。燃焼

部の規模は、奥行き70cm、幅46cmである。

遺物は、土師器が少鼠出上した。

井崩落土の上から出土した。

3はカマドの天

2ば混入である。

時期は 7但紀後半から末項としておきたい。

第290号住居跡、第30号掘立柱建物跡と重複関係に

あり、本住居跡が最も古いと思われる。

検出時には、重複する第290号住居跡の床面は殆

ど消失しており、本住居跡も一部床面が出ていた。

掘り下げられたのは壁溝のみで、 カマドも底面が残

っている程度という状況であった。平面形は長方形

である。規模は長軸3.34m、短軸2.74m、深さ0.04

第289号住居跡（第218図） mである。主軸方向は、 N-52°-Eを指す。

234 



□ 1 □□□□3 □□／□ 
=:-:1―‘ 

ロ三ご

口- -~~I\ Aロニロ---:7←----

LIし＼ □ □□  

□ ¥/10 

／ 、4 ←／ノ硲い

、̂
16 

17 

第215図 第287号住居跡出土遺物（1)

-235-



□
ロ

I‘I 

:̀ ＼尻Ii‘¥/
18 

(1/3) 

□□ 
ロ＼し

。汀
汀
い

19 

20 
(1/3) 

0 5cm 

| 1 i : 3 

10cm 
14 口

第216図 第287号住居跡出土遺物 (2)

第120表 第287号住居跡出土遺物観察表

ロ器種
1 須恵器高台｛

2 I土師器杯

3 七師器林

4 土帥器坪

5 上師器 llil 

6 士師器甕

7 土師器甕

8 土師器甕

9 七師器甕

10 I土師器甕

11 上師器甑

12 七師器甕

i 13 須恵器甕

須恵器甕

須恵器甕

須恵器甕

須恵器甕

石製紡錘車

砥石

鉄製品 i残存長4.1cm 断面0.4X0.4cm 里さ4.9g 

長さ 14.7cm 幅7.6cm 厚さ3.9cm 重さ6

編物石一 ~ 幅4.8cm 厚さ2.4cm 重さ235.7g 

底径 1 胎七 焼成 色調 残存皐（％）口径 器高 備考・出七位置

寸塊 (1.3) (10.0) BEF 良好 にぶい黄杓 15 南比企産

10.6 3.3 B D 普通 橙 80 

(10.6) 3.6 ABD 晋通 橙 40 

(14.6) (3.7) BEF 普通 にぶい赤褐 20 

(19.0) 3.8 BDJ 酋通 栴 20 内外面摩耗する

(17.2) (9.2) ABDE 将通 にぶい橙 30 器形歪み大きい

22.0 (13.7) ABE 普通 橙 60 

18.4 (23.9) BE 酋通 灰褐 60 カマド

(17.8) (19.2) ABE 蒋通 にぶい橙 40 

(24.0) (7.7) ABDE 

普通 | 

橙 25 

23.0 (11.4) B 悩通 橙 60 摩耗著しい

(10.2) (5.0) B 普通 褐

E 良好 灰

E 良好 灰

E 良好 灰

E 良好 灰

E 良好 灰 カマド

直径4.2cm 厚さ1.8cm 孔径0.8cm 重さ39.6g 滑石製

長さ (75)cm 幅60cm }旱さ (4.5)cm 重さ307.3g 
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ー
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第217図 第288号住居跡出土遺物
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第121表 第288号住居跡出土遺物観察表□f□ービ：二D]]::I 色橙調 1残｛T!(％）1 備暑← 出土位置 =1 
器小型甕

器甕

］長さ6.5cm 直イ面§̀ 口

石 長さ 13.0cm 幅5.7cm 厚さ3.7cm 重さ401.5g 

物石 長さ 11.7cm 幅4.7cm 厚さ2.5cm 重さ215.0g 

物石 長さ 10.0cm 幅4.6cm 厄さ3.5cm 重さ236.2g 

長さ (9.3)cm 幅4.3cm )厚さ1.1cm 重さ70.7g 
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ロロ
や
じ
／

床面はほぼ平坦で、壁溝はカマド部分と南隅を除

いて儘っている。幅は10~18cm、深さは 5cm前後で

10cm 
l. 4 

ある。

った。

ピットは 1悲確認されたが他は検出できなか

第219図 第289号住居跡出土遺物 カマドは東壁の南寄りに造られており、壁内にあ

る。検出時には白色粘土と微量の焼土が見られ、壁

第122表 第289号住居跡出土遺物観察表□□□臼1 土師器 ミニチュア ー (3.2). 

胎上

ABD 

焼成＇ ＇ 
I 

！ 普通

色調

にぶい橙

一『残存亭(%)1 備考□ー出士位置

80 貯蔵穴高杯型
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についていたが、既に袖はなく粘土を除去したとこ

ろ掘り方底部の掘り込みだけとなった。遺構実測図

では掘り方底部が離れているため、 カマドが壁から

離れている印象を受けるが、実際は壁についていた

ものである。

貯蔵穴はカマドの右に検出された。楕円形で長径

62cm、短径54cm、深さ23cmを測る。覆土上層から高

坪型のミニチュア土器の脚部が出土した。

遺物は、上師器甕片が少鼠出土したが、図示でき

たのは貯蔵穴出土のミニチュア土器だけである。

時期を断定できる遺物はないが、甕の底部破片は

6世紀前半のものと考えられる。

第290号住居跡（第218図）

調査区の西側EE-43 • 44グリッドに位置する。

第289号住居跡、第30号掘立柱建物跡と重複関係に

あり、第289号住居跡より新しいと思われるが、第

30号掘立柱建物跡との新旧は不明である。

検出時には殆ど床面が消失しており、確認できた

のはカマドとその右側部分である。北側の角は痕跡

を辿って椎定した。

平面形は長方形で、規模は長軸が約3.3m、短軸

は約2.3mと椎定される。主軸方向は、

付近である。

床面などの状況は不明である。壁溝やピットは検

出されなかった。

カマドは東壁の南寄りに造られていた。残存して

いたのは掘り方の底部のみであった。

遺物は出土しなかった。時期は不明である。

第291号住居跡（第220図）

調査区の東側、 E E-42 • 43、

N-93° -E 

FF-43グリッド

に位置する。第292号住居跡と重複関係にあり、

れよりも新しい。

こ

平面形は長方形である。規模は長軸3.44m、短軸

2.44m、深さは0.04mでごく浅い。主軸方向は、

N-160°-Eを指す。

床面は、東側が硬化していたが、本住居跡は第
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292号住居跡の覆土中に掘り込まれており、床面の

高さがほぼ同じであるため、硬化面は第292号住居

跡のものである可能性もある。兇溝は南東角だけ検

出された。 ピットは検出されなかった。

カマドは南壁の西寄りに造られていた。燃焼部は

残存亭（

15 

50 

35 

破片 ， 

破片 iカマト 外血タテハケ 内血ナナメハケ指ナデ I

破片 Iカマ lゞ 外而タテハケ 内而ナデ i 

ロ^・ロ［ー 外面／テハケ＿＿竺］テ‘・―-I

住居跡内にあるが、煙道部は壁を掘り込んでいる。

掘り方は細長い土煽状で、断面では燃焼部と煉道部

の境は不明瞭であるが、平面では燃焼部は長方形で

煙道は幅がやや狭くなる。掘り方底部を埋めて火床

面としているが、埋め方は先端の憚追部を高くし、
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第124表 第292号住居跡出土遺物観察表

：垂：：口）

□ 口齊由：： 出十ーーロニ

ADEG 斡通 I 1火黄褐__l60 ，高杯刃IJ? I 

犀さ 1.3cm 孔径0.7cm 重さ40.5g - 1滑石製

火の引きを良くしているようである。袖は、左抽が

長さ44cmある。右袖には片岩と円筒埴輪を構築材と

して使っていた。円筒埴輪は袖の芯に、片岩は袖の

先端に使われていた。遺構図では右抽部分が幅が広

くなっているが、カマド内側を十分に掘り切ってい

ない惧れがある。カマド全体の長さは1.15mである。

貯蔵穴はカマドの右側に検出された。楕円形で長

径48cm、短径40cm、深さ12cmである。

遺物は、カマド構築材に使われていた埴輪を除く

と殆どない。図示できたのは、埴輪以外にはカマド

から出土した土師器甕 l点である。

時期は10~11世紀と考えられる。

第292号住居跡（第222図）

調査区の西側、 EE • F F -42 • 43グリッドに位

置する。第291• 293号住居跡と里複関係にあり、こ

れらよりも古い。

平面形は方形である。規模は一辺5.40mで、深さ

は0.03mでごく浅い。主軸方向は、 N-24°-Wを

指す。

床面は平坦で中央部が硬化していた。壁溝はカマ

ドの右側と東隈の一部が切れるが、他の部分は全て

個っている。幅は10~18cmで、深さは 5~10cmであ

る。主柱穴は 4本検出されたが、やや南西に寄って

いるためカマドの前と東壁沿いに広い空間がとられ

ている。直径は30cm前後で、深さは10~15cmであっ

た。

カマドは北壁のやや西寄りに造られていた。燃焼

部は半分壁外に出る。掘り方は深く、床面から30cm

掘り下げている。 10cmほど埋め戻して火床面として

いる。袖は両袖とも45cm前後残っていたが、焚口の

長さに比べるとやや短く思われることから、先端が

欠失している可能性がある。カマドの規模は奥行き

が焚D部を含めて1.2m、幅は46cmである。

貯蔵穴はカマドの右側であるが、カマドから離れ

て住居跡北東の隅に掘り込まれていた。長方形を呈

し、長軸90cm、短軸50cm、深さ19cmを測る。

遺物は少量の出土であるが、土師器の杯、ミニチ

ュア土器、紡錘車などが出土した。 4のミニチュア

土器は外面箆ケズリされ、内面は箆状工具によると

思われる沈線が放射状に施されていることから、高

坪の坪部と思われる。紡錘車は、南壁沿いの壁溝の

肩部に検出された。

時期は 6世紀前半としておきたい。

第293号住居跡（第223図）

調査区の西側、 EE-43グリッドに位置する。第

292 • 308号住居跡、第30号掘立柱建物跡と重複関係

にある。第292号住居跡より新しく、第308号住居跡

より古い。覆土の掘り下げ作業時に、覆土中にあっ

た第308号住居跡の貼床を掘り抜いてしまった。第

30号掘立柱建物跡よりも古い。

平面形は方形である。規模は長軸4.16m、短軸

4.10m、深さは0.18mである。主軸方向は、 N-

71°-Eを指す。

床面はほぼ平坦で、壁溝はカマドと貯蔵穴部分以

外は全周する。幅は15~20cmで、深さは5cm前後で

ある。柱穴は対角線上に 4拮検出された。直径は20

cm前後で、深さは35~47cmと深めである。

カマドは東壁の南寄りに灰白色粘土で造られてい

た。燃焼部は壁内に収まっている。左袖から燃焼部

の左手前にかけて、第308号住居跡によって壊され

-241-
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ている。掘り方は殆どなく、床面上に直按カマドを

構築したかに見受けられる。底面に薄く炭化物層

(8層）が見られ、その上にカマド構策材の粘土

(5 • 6層）が崩落している。右抽は長さ50cm残っ

ており、先端に補強材としての甕が桐位で検出され

た。左袖は第308号住居跡によって壊されていたが、

韮部には甕を抜き取ったような半円形の痕跡が見ら

れた。貯蔵穴は、検出されなかった。

出土遺物は、少鼠で土師器杯、甕、砥石等である

が、 P3寄りから耳環が出土した。金銅製で金はか

なり剥落しているが、内側及び外側の一部にはまだ

残っている。長径1.6cm、短径1.4cmで、厄さ0.3cm、

重さは2.4gである。

時期は 7担紀末頃と考えられる。

第294号住居跡（第225図）

調査区の南西側、 LL-41グリッドに位置する。

第284号住届跡、粘土採掘坑 (SX60) と重複関係

にあり、これらより古いと考えられる。

第284号住居跡と粘土採掘坑によって、住居跡の

大半を壊されているため詳細は不明であるが、平面

形は規模一辺 4mほどの方形と推定される。主軸方

向は、僅かに西に振れている。

床面の状況は遺存状態がよくなかったため詳細は

不明である。壁溝は北辺と南辺に僅かに検出された。

ピットは、第284号住居跡の床面の下から 3基検出

された。p1、p2が主柱穴と考えられ、直径は46

cm前後である。

カマドは、調査時の記録では北壁にあり、第284

号住屈跡のカマドの下に重なるように痕跡があった

が図化できるほどではなかった。

遺物は、出土していない。

時期は不明であるが、第284号住居跡が 7但紀末

から 8但紀初頭頃であることからそれ以前となる。

第295号住居跡（第226図）

調査区の西側、 EE-42グリッドに位置する。第

243 

291 • 292号住居跡、第33号掘立柱建物跡と重複関係

にある。検出時には床面が既に失われており、遺構

による新旧の確認はできなかったが、遺物から第

291号住居跡より古く、第292号住居跡より新しいと

考えられる。第33号掘立柱建物跡との新旧は不明で

ある。また、北側に第301号住居跡のカマドがある

ことから、位置的にはこれとも重複していると思わ

れるが、新旧は不明である。

平面形は、床面の痕跡で見ると長方形と推定され

る。規模は長軸約 4m、短軸約3.5mと思われる。

主軸方向は、 N-4°-Eを指す。

床面の状況は不明である。壁溝はカマドの右側だ

け残っていた。柱穴はp1、p2と考えておきたい。

南辺際に直径60cmの土堀状の掘り込みが検出され

たが、本住居跡に伴うという断定はできない。

カマドは北壁の西寄りに造られていた。残存して

いたのは底面の灰層部分である。掘り方を埋め戻す

ことなく、そのまま火床面として使用していたよう

である。

遺物は、カマドから土師器杯が出土している。

時期は 8世紀前半と考えられる。

第296号住居跡（第227図）

調査区の南側、 I I -49グリッドに位置する。検

出時には、既に床面は消失しており、カマド底部が

残存するのみであった。第19• 20 • 21号掘立柱建物

跡と位置的に重複するが、新旧は不明である。

平面形や規校など具体的なことは不明である。

カマドは、その向きから東壁に造られていたと考

えられる。右側に掘り方の立ち上がりが僅かに残っ

ており、その位置から、燃焼部は半分ほど壁外に出

ていたことがわかる。残っていた覆上はカマド使用

時或いは廃棄後に流れ込んだものと思われることか

ら、掘り方を埋め戻さずに使用していた可能性が考

えられる。

遺物は、土師器杯と須恵器坪が出上した。

時朋は 9世紀前半としておきたい。
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第225図 第2 仁コ94芍住居跡

第297号住居跡（第228図）

調査区の西側、 DD• E E-44グリッドにある。

検出されたのは、住居跡の南西隅にあたる壁溝だけ

であった。本住居跡は、岡部町で調査した第 3号住

居跡と同一で、岡部町調査時の調査区外に掛かる部

分が検出されたことになる。第303号住居跡、第202

号土壊と重複関係にあり、第303号住居跡より新し

く、第202号土堀よりも古いと思われる。

検出されたのは壁溝だけで南辺1.6m、西辺1.lm

分である。岡部町の調査によれば、住居跡は隅丸方

形で、規模は 4X3.6mと報告されている。

今回の調査では、遺物は出土しなかった。

第299号住居跡（第229図）

調査区の中央、 EE -44 • 45 • F F -45グリッド

に位置する。岡部町調査の第 5号住居跡と同一であ

る。第278• 303号住居跡、第42• 51号溝跡と重複関

係にあり、第278号住居跡、第42• 51号溝跡より古

く、第303号住居跡より新しい。

平面形は方形である。規模は長軸6.92m、短軸

6.86m、深さは0.06mでごく浅い。主軸方向は、

N-38°-Wを指す。

床面はほぽ平坦であるが、主柱穴の内側がやや高

く、硬化の度合いが非常に高かった。壁溝は南隅が

僅かに切れるが、ほぼ全周している。幅は12~20cm

で、深さは 8~12cmである。柱穴は対角線上に 4甚

検出された。 P4はやや四角に掘れたが、他は円形

で直径は44~50cm、深さは35~65cmを測る。

カマドは北壁の東寄りに造られていた。燃焼部は

住居跡外には出ないようである。白色粘土で造られ

ており、遺存状態はあまりよくないが、もともと形

態のつかみ難いカマドであったと思われる。袖は最

終的に遺構図のようになったが、壁には強く被熱し

た痕跡はあまり認められず、むしろ手前側に焼土が

多いことから、カマドの奥壁は住居跡壁際ぎりぎり

くらいの所にあって、燃焼部はやや中に人っていた

可能性が高いと考えられる。

貯蔵穴はカマドの右脇に検出された。楕円形を呈
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第226図 第295• 301号住居跡・出土遺物

第126表 第295号住居跡出土遺物ー観察表

t 焼成

普通

色調

にぶい橙

備考・出七位闘

カマド

し、長径80cm、短径75cm、深さ22cmを測る。

遺物は、貯蔵穴周辺から土師器杯、甕が出土し、

南壁際から土師器高杯の脚部が出土している。出土

位置によって時期的に大きな差が認められる。

第42号溝跡は、

を多量に含んでおり、

ろう。

これ

は、貯蔵穴周辺は以前に調査が行われた部分であり、

埋め戻されている。また第42号溝跡と重複している。

7世紀後半から 8世紀初頭頃の遺物

この遺物が混入したものと考

えられる。住居跡の形態と規模からは、その時期と

は考え難＜、遺構に伴う、或いは近い時期の逍物は

南壁際から出土した高胚脚部と考えるのが妥当であ

カマドの形状も古い時期のものと考えること

ができる。報告には［（前略） 120X60cmの範囲に上

師器小残片と粘土の混じった青灰色粘土が固く付着

していた。」 とある。

時期は土師器高坪の時期をとって 5世紀末頃と考

えておきたい。

第300号住居跡（第231図）

調査区の南側、 GG-43グリッドに位置する。第

24号井戸跡、第49号溝跡と重複関係にあり、

よりも古い。

これら

南側を対角線に第49号溝跡によって壊され、北壁

には第25号井戸跡がかかる。平面形は不明と言わざ

るを得ないが、検出された規模は東西方向が3.36m、

南北方向は2.38m、深さは0.08mである。軸方向は、

N-82°-Eを指す。

床面は、残存面積が少ないがほぼ平坦である。壁
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溝や柱穴は検出されなかった。 調査区の西側、 EE-44グリッドに位置する。検

カマドや炉跡、貯蔵穴なども検出されなかった。 出時には床面は消失し、掘り方が出ていた。第

遺物は、土師器の細片が少量出土したが、図示で 278 • 297 • 299号住居跡と重複関係にあり、第278• 

きるものはなく、時期を判断できるものもなかった。 297号住居跡より古い。第299号仕居跡との祈旧は確

第301号住居跡（第226図）

調責区の西側、 EE-42グリッドに位置する。カ

マド底面のみの検出である。位置的には第295号付

居跡と重複するものと思われるが、新旧関係などは

不明である。

住居跡の平面形なども不明である。

カマドは、おそらく北壁あるいは北東壁に造られ

ていたものと思われる。長さ70cm、幅42cmほどの掘

り込みが残存していた。残っていた覆土からは、掘

り方の底部を埋め戻してから火床血としていた状況

が窺える。

逍物は出土しなかった。時期も不明である。

第302号住居跡（第232図）

調査区の東側、 GG-42グリッドに位置する。第

51号溝跡、粘土採掘坑 (SX57) と重複関係にあり、

これらよりも古い。西側は調査区外にかかり、南側

は撹乱によって懐されている。残りの床血の半分は

粘土採掘坑によって壊されている。

平面形は不明である。検出されたのは北辺が5.62

m、東辺が2.36mである。深さは0.14mであった。

軸方向は、ほぼN-90°-Eを指す。

床面の状況は、残存面積が少なく詳細は不明であ

る。壁溝は残存していた範開では建っている。輻は

14~30cmで、深さは 5~9 cmである。柱穴は検出さ

れなかった。

カマドは検出されなかった。

逍物は、粘士採掘坑の縁にかかるように土師器の

杯、甕片が出上した。

時期は 8捐紀前半としておきたい。

第303号住居跡（第233図）

認していない。

平面形は方形である。規模は長軸5.40m、短軸

5.10mである。主軸方向は、 N-48°-Eを指す。

床面の状況は不明で、壁溝の有無などもわからな

い。柱穴は対角線上に 4韮検出された。直径26~35

cmで、深さは40~55cmである。

掘り方は中央部を砲台状に掘り残していた。幅は

80cm前後で、深さは10cm前後である。掘り方底部に

浅い土壊状の掘り込みが 2箇所見られた。

カマドや炉は残存していなかった。

遺物は掘り方中から土師器甕などが少量出土した。

時期は 5担紀と考えられる。

第304号住居跡（第234図）

調査区の中央、 CC-46グリッドに位置する。第

318 • 319 • 320 • 321 • 325号住居跡と重複関係にあ

り、位置的には第306号住居跡とも重複している。

重複が激しかったため、検出時には、カマドだけが

見えたが住居跡の平面を押さえることができず、カ

マドを残して掘り下げた。遺構の新旧関係は、本住

居跡が最も新しい。

平血形は不明である。検出されたのは北東辺が

3.86m、北西辺が3.00mである。主軸方向は、 N-

54°-Eを指す。

床面などの状況は不明である。破溝はカマドの左

側には見られるが、右側には検出されなかった。

カマドは北東壁に造られていた。燃焼部は壁内に

収まり、煙逍が長く延びる。カマドには掘り方は殆

どなく床面上に直按カマドを造ったように思われる。

煙道は長さ80cmで、先端は煙出しのピットが上か

ら掘られたものと思われる。ピソトの直径は26cmほ

どである。カマドの撃は煙泊先端まで非常によく焼

けており、炎の引きがよかったと思われる。抽は、
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第229図第299号住居跡

長さ50cm残存していた。構築材として埴輪を使って

おり、カマド周辺にも埴輪片が散乱していた。埴輪

は円筒埴輪のほかに形象埴輪も含まれていた。左抽

の先端には直径の 1/4ほどに割れた大破片を、少

なくとも 3重に埋め込んでいた。燃焼部には横位に

落ち込んでおり、構架材としても使われていたこと

がわかる。

遺物は、カマドに使われていた埴輪以外は殆どな

いが、周辺から緑釉碗の破片が出土した。その他の

土師器高坪は、重複する古い住居跡のものと考えら

れる。

住届跡の構築時期を断定する遺物に欠けるが、カ
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第230図 第299号住居跡出土遺物

第128表 第299号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 底径 胎土 ％） 備考・出」

AB 

2 土師器坪 BDE 

3 土帥器 J不 ABEG 

4 上師器高坪 AB 

5 七師器甕 BD 

6 土師器甕 AEGH 

7 土師器甕 ABD 

， 8 
鉄製品 残存長3.8cm 幅0.7cm 断面0.3X0.7cm 重さ6.2g 不明枠状品

鉄製品 残存長5.3cm 幅1.3cm 原さ0.2cm 里さ8.16g 刀子

土位置
1

9

1

1

,

'

ーニ

マドに埴輪を使用する他の住居跡の例から10世紀後

半～11世紀としておきたい。

SJ300 

SD49 

|
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＜
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厄
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□
゜水糸標高＝53.9m 

-fm 1 60 

第231図第300号住居跡

第306号住居跡（第238図）

調査区の中央、 CC-46グリッドに位置する。カ

マドの一部分だけが残存していた。位置的には第

304 • 309 • 321号住居跡などと重複するものと思わ

れるが、土層による新旧関係の把握はできない。遺

物からは第309号住居跡より新しく、逍構の特徴か

ら第321号住居跡より新しいと考えられる。第304号

住居跡との新旧関係は推定できない。

住居跡の平面形や規模は不明である。

カマドは北壁に造られていたと推定される。残存

していたのは燃焼部だけである。長さ 1m、幅46cm

残っており、先端部が焼土化している。形状は煙道

先端部のように見えるが、構築材と思われる埴輪が
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第232図 第302号住居跡・出土遺物

第129表 第302号住居跡出土遺物観察表

番号 盗 柿 1 1怪9悩高丁屁丘

:;I:]]悶：：l＿

胎十←

BD 

BE 

焼成；

＇ 許通

普通

色調

にぶい橙

桁

--
備考・出上位置 ］ 

[ S X57 I 

IS X57 

検出され、中央部には支脚と思われる石が立った状

態で残っていたことから燃焼部であることは間違い

ないであろう。

遇物は、埴輪の他に上師器甕が出土した。埴輪に

は女性を表した形象埴輪が含まれていた。

時期は甕の年代や、第304号住居跡と同じくカマ

ドに埴輪を使用するという共通性から10世紀後半～

11但紀としておきたい。

第307号住居跡（第241図）

調査区の中央、 B B • C C -44 • 45グリッドに位

置する。第42号溝跡と重複関係にあり、 これよりも

古いと思われる。遇構検出時には、既に床面は削平

されていたため、痕跡で平面形を椎定した。

平面形は長方形と椎定される。規模は、長軸が約

3.lmまで推定できたが、西側は第42号溝跡にかか

る。短軸は約2.8mと推定される。主軸方向は、

N-81°-Eを指す。

床血の状況は不明である。壁溝は住居跡の痕跡を

辿ってやや強引であるが、復原的に掘ったものであ

る。 ピットは 3拮確認されたが柱穴は断定できない。

東壁からやや離れて、貯蔵穴と考えられる掘り込

みが検出された。覆土はロームブロックを多く含み、

焼土ブロックが混人していた。隅丸長方形で長軸74

cm、短軸68cm、深さ30cmを測る。中から上師器坪、

小型壺などが出士した。

時期は 5棋紀と考えられる。

第308号住居跡（第223図）

調査区の西側、 EE-43グリッドに位置する。第

292 • 293号住居跡、第30号掘立柱建物跡と屯複閃係

にある。第292• 293号住居跡より新しい。遺構確認
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第233図 第303号住居跡・出土遺物

第130表 第303号住居跡出土遣物観察表

1.三：口:口］ーロロ：］：［口属ロー9 ［考出十□□□
2 |_L師器高材‘ | 144 | (73) | - ]門〖□9」--H閂雙＿ 100」 1 

時に認識できず、第293号住居跡の調査中に土層断

面で確認したものである。第293号住居跡中に掘り

込まれ入れ子状になっていた。

平面形は長方形と推定される。規模は長軸 3m、

短軸2.5mほどではなかったかと思われる。

床面などの状況は不明であるが、第293号仕居跡

の土層断面では貼床が認められる。

カマドは南壁の東寄りに造られていたようで、第

293号住届跡の床面に燃焼部の痕跡と考えられる焼

土が残っていた。
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遺物がないため時期は特定できない。第293号住

居跡で取り上げられた破片遺物の中にも、第293号

住居跡の時期を降るような遺物は見られなかった。

第309号住居跡（第242図）

調査区の中央、 CC-45 • 46グリッドに位置する。

第209• 310 • 322号住居跡、第180• 207 • 228号土壊

と重複関係にある。各土堀および第209号住居跡よ

り古いが、第310号住居跡とは床面の状態から本住

居跡が新しい可能性がある。第322号住居跡との新

旧関係はつかめなかった。住居跡の北西部分と南西

の角を土壊に壊され、カマドの煙道先端を第209号

住居跡によって壊されている。

平面形は方形である。規模は長軸3.94m、短軸

3.94m、深さは0.05mである。主軸方向は、 N-

7°-wを指す。

床面はほぼ平坦で、壁溝は南壁の両側が切れてい

る。幅は15cm前後で、深さは 5~10cmである。柱穴

＇ J
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第 30 4号什居跡
1 暗褐色土 ロームプロ
2 暗褐色士
3 11音渇色土
4 II音褐色土
5 暗褐色七
6 暗褐色士
7 暗褐色土

は2拮確認された。直径は40~50cmで、深さは30cm

前後である。

カマドは北壁のやや西寄りに造られていた。燃焼

部から煙道が続くが、先端は第209号住居跡のカマ

ドによって壊されている。掘り方は、浅い皿状で煙

道底面は緩やかに斜めに上がる。掘り方は埋め戻さ

ずに火床面として使用したようである。土層の 3層

は煙道部の天井崩落土と考えられる。燃焼部には自

然石を利用した支脚が、立ったままの状態で残って

いた。袖はごく短く、白色粘土を混ぜて構築されて

いたようである。

貯蔵穴は検出されなかった。第180号土壊に壊さ

れた部分にあった可能性が考えられる。

遺物は少量の出土であったが、かなり混入が見ら

れる。土師器小1IIlと埴輪片は、第209号住居跡のも

のと考えられ、高杯や須恵器諒は第322号住居跡の

ものである可能性が考えられる。

時期は、土師器杯の時期をとって 7世紀末頃と考

責 8

水糸標高＝54.1m
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第234図 第304号住居跡・遺物出土状況
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第235図 第304号住居跡出土遺物（1)
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第236図 第304号住居跡出土遺物 (2)

えておきたい。

第310号住居跡（第245図）

調査区の中央、 CC-45グリッドに位置する。第

209 • 305 • 309 • 322号住居跡、第212号井戸跡、第

180 • 194 • 197。207• 206 • 228号土塙と軍複関係に

ある。新旧関係は各七塙と井戸跡より古く、床面の

状態から第309号住居跡より占い可能性がある。第

209号住居跡は第309号住居跡より新しいことから、

本住居跡が古いといえよう。第305号住居跡は縄文

時代の住居跡である。第322号住居跡との新旧は不

明である。

住居跡の北側は、 これらの逍構の重複が激しく平

面形を押さえられない。検出されたのは南辺と西辺

の南側で、南辺は5.92mあり、西辺は3.7mしか残っ

ていなかった。主軸方向は、 N-94° -Eを指す。
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第237図 第304号住居跡出土遺物（3)
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第131表 第304号住居跡出土遺物観察表

器種

器甕

埴輪

埴輪

埴輪

輪

輪

7 I円箇埴輪

8 i円筒埴輪

9 円筒埴輪

10 I円筒埴輪

11 円筒埴輪

12 円筒埴輪

13 円筒埴輪

141円筒埴輪

15 円筒埴輪

16 円筒埴輪

17 円筒埴輪

18 形象埴輪

19 形象埴輪不明

20 盤形埴輪

21 形象埴輪

口竺f予
(16.0) I (4.9) i―  

-,  (7.0) 

(8.4)'-

(11.4) 

(2.8) 

-,  (6.1) 

(6.2) 

-,  (19.2) 

(24.9) I -

(6. 9) 1 -

(5.3) 

(5.7), ― 

ー、 (5.9)

(8.0), -

-,  (23.1) 

c26.9) I c20.o) 
-I (2 7. 4) (20. 8) 

- ! (8.2) 
I 

長（13.4)幅（13.0)

冒□戸

胎土

EDE 

ABDE 

ABDE 

ABDE 

ADEH 

ADEH 

ABDEH 

ABCGI 

ADFGI 

ABDE 

ADEH 

ABDE 

ABDE 

ADEH 

ADEH 

ABDGH 

ABEHI 

ABEGI 

ABDHJ 

ABDEH 

ADEH 

口

げ

デ

げ

行

テ

デ

テ

[

[

[

メ

デ

メ

孔

ナ

面

疇

ナ

ナ

ケ

合

ナ

・

テ

贋

置

一

ナ

ナ

ナ

透

面

内

面

面

ハ

接

面

デ

タ

刻

ナ

ナ

位

面

面

面

内

デ

げ

内

内

メ

R
内

痕

ナ

面

線

ヶ

内

内

内

デ

ナ

ヶ

-T

デ

ナ

修

位

外

面

捐

ハ

タ

内

土

ナ

耗

指

J

・

ケ

ナ

ケ

ナ

耗

ケ

補

外

欠

テ

ケ

ケ

ケ

面

摩

面

コ

け

ハ

面

ハ

面

摩

ハ

面

か

を

タ

出

ヨ

J

ヶ

面
ハ

ハ

ハ

内

り

内

3

テ

内

テ

内

り

テ

外

ヽ

刀

付

端

4

.

―

テ

テ

テ

よ

謬

種

タ

タ

よ

夕

内

和

大

貼

先

タ

タ

タ

ケ

に

ケ

面

Bd
面

ケ

面

ケ

に

面

部

夕

部

部

部

考

麟

面

輝

ハ

化

ハ

外

面

外

ハ

外

ハ

化

外

悲

面

輪

裾

笠

台

備

外

テ

風

テ

外

テ

テ

風

外

埴

器

ド

ド

ド

ド

タ

面

タ

ド

ド

タ

ド

タ

面

ド

ド

ド

形

ド

ド

ド

マ

マ

マ

マ

面

表

面

マ

ド

マ

面

マ

面

表

マ

マ

マ

財

マ

マ

マ

カ

カ

カ

カ

外

器

外

力

的

力

外

力

外

器

カ

カ

カ

器

カ

カ

カ

り(
0

片

片

片

片

片

片

片

片

片

片

片

片

閂

4
破

破

破

破

破

破

3
0
2
5
破

破

破

破

破

9
0
4
0
8
0
4
0
破

8
0
3
0

残

三
霜
麟
橙
一
口
三
橙
[
二
雷
橙

―

ー

成

通

好

好

好

好

良

好

好

好

通

好

好

良

好

好

通

好

好

好

好

焼

普

良

良

良

良

不

良

良

良

普

良

良

不

良

良

普

良

良

良

良

床面は残存部分が少なく、また検出時には既に露

出していたため、詳細は不明である。西辺と南辺の

大部分は壁溝で平面形を確定した。柱穴は南西部分

に1韮確認した。直径35cmで、深さ31cmである。

カマドは東壁に造られていた。東壁は失われてい

るためカマド位置について詳細はわからない。第

309号住居跡の床面に掘り方底部が残存していたの

みである。貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は、図示できるものはない。

時期は不明であるが、第309号住居跡の年代から

7担紀以前としておきたい。

］
 

ぷ
り
B B' 
．．  

参

水糸標高＝53.9m

0 2m  IO 

1 | | 1 60 

畠

畠

＇。

第238図 第306号住居跡・遺物出土状況

第311号住居跡（第246図）

調査区の中央、 BB・ C C-49グリッドに位置す

る。第314• 315号住居跡と重複関係にあり、これら

よりも新しい。

平面形は方形である。規模は長軸3.60m、短軸

3.30m、深さは0.07mである。主軸方向は、 N-

60°-Eを指す。

床面はほぼ平坦で、第315号住居跡にかかる部分

には貼床が認められた。壁溝は、カマドの左側を除

いて全周する。幅は10~16cm、深さは 4cm前後であ

る。柱穴は検出されなかった。

カマドは東壁の南寄りに造られ、壁を掘り込んで

突出している。掘り方は浅い土堀状で、埋め戻さず

に火床面としていたようである。袖は短く、左袖の

長さは36cmである。カマドの奥行きは1.08m、幅は

0.5mで、煙道として燃焼部と区別できる部分はな

かった。

1m 
＇ 1 30 

貯蔵穴はカマドの右側に検出された。楕円形で、

長径58cm、短径46cm、深さ12cmを測る。

遇物は、カマド上面から土師器甕が出土したが、

これは貯蔵穴周辺から出土した破片と按合している。

-256 



,9 

,1 

•I h
"ー

l
,
1
,
'

り
h

り
1
1
,
'
,
1

ー
、7
J
I
、
\
ノ{
~
)
(
\
I
I
_
l
l
!
[
{
I

＇ 

。

I
 I

 

逗3

炭

口
ロ
ロ
ロ
ロ

4

汰
ー
f

ー

/
)
Y
/
]
 

ー

――
 

――
 

＝
 

三
芯
"
-□-

＼
 

／口、ム、
＼ ＼ 

I ¥ 

／ 
I ¥ I I 

第239図 第306号住居跡出土遺物 (1)
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10cm 
l : 4 

第240図第306号住居跡出土遺物 (2)

第132表 第306号住居跡出土遺物観察表

口ロニロロ：［口：口こ／口］：ー属―
I 長さ 1 5cln 幅4.3an /fさ4.3cm 1531.3 ：ー ］ヵマド

□: (124) A:E]G]1]J :：／三：マ：外：夕：：：口:ナ丁

1 - (6.2) - ADEH 良好 桁 破片カマド外面タテハ

_I一国百・-O)]]1且且I (:;閾=1言I三］：弓言巴戸こ言ぎ／
他には須恵器杯、土師器杯などが出土している。

時期は 8世紀と考えられる。

第312号住居跡（第247図）

調査区の中央、 BB-48 • 49グリッドに位置する。

第314号住居跡、第15号溝跡と岨複関係にあり、第

314号住居跡より新しい。第15号溝跡との新旧は、

調査時の所見では本住居跡が新しい。

平面形は長方形である。規模は長軸3.70m、短軸

3.40m、深さは0.12mである。主軸方向は、 N-

105° -Eを指す。

床面は平坦でカマドの前から中央にかけて硬化して

いた。壁溝は北壁の西側と、西壁及び南壁の一部に

検出されただけである。幅は10~13cm、深さは 4cm 

前後である。ピットは 2拮検出されたが、位置的に

主柱穴とは考えられない。

カマドは東隈の南寄りに造られていた。燃焼部は

壁内に収まっている。掘り方はごく浅い1IIl状に掘ら

れ、そのまま火床面としていた。覆上には灰層と天

井崩落土が顧著に見られることから、煙道は既に失

われている可能件が高い。袖は黄灰色粘士で造られ、

長さ 70~80cm残っていた。燃焼部の奥行きは90cm、
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幅は45cmである。カマド内には甕が 3個体出土した。

三角形に配置され、いずれもほぼ正位で、土層観察

では天井崩落土を貰いてあることから、 3点掛けの

カマドであったと考えられる。奥と手前右は長胴の

甕で、手前左は小型の甕である。奥の甕の最大径は

胴部にあるものの、口縁部との差は僅かである。

貯蔵穴は、カマドの右側に検出された。一辺60cm

:0:. ".,: 
=:::r--+- I 

r／ーニニ＼
塁

の不整方形で、深さは15cmである。

遺物は、主に住居跡中央から土師器坪などが出土

した。床面から 3~10cm程度浮いているものが多い。

貯蔵穴周辺の壁際からも坪類が出土したが、一部は

流れ込みの様相が窺われる。

時期は 6世紀前半である。

ソク多糾

ロームブロック

゜水糸標高＝53.8m 

2m  
＇ 1 60 

第313号住居跡（第253図）

調査区の中央、 CC-49グリッドに位置する。第

245局住居跡、第229号土壊、第15号溝跡と重複関係

にあり、これらよりも古いと思われる。

検出時には既に床面が消失しており、掘り方部分

であった。また、第245号住居跡と重複する西側は

検出できなかった。平面形は長方形と思われる。検

出されたのは東辺が3.86m、北辺は3.38mである。

主軸方向は、 N-0゚ を指す。

床面や壁溝などの状況は不明である。

カマドは北壁に造られていた。壁を掘り込んでい

るが、底面が残存していただけである。僅かに焼土

が見られたが、袖の有無などは不明である。貯蔵穴

口ロニロ／□
□ 3 三□□□

10cm 
1•4 

第241図 第307号住居跡・出土遺物

第133表 第307号住居跡出土遺物観察表
. 

番号I 器 種
I ·— 

1 i上帥喘浣

2 I土師器高外
I 

3 ！土師器甕

4 !t師器壺

5 I七師器小型壷

口径i器高

正□豆―-

c22.o) I (4.o) 
I 

(15.0) 1 (4. 5) 

(1s.o) I (5.5) 
12.0 ! 13.5 

／：口／言／棒］／旦ロンやや： ｛置J
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第242図

も検出されなかった。

遺物は出土せず、時期も不明である。

第30 9号仕居跡
1 9音掲色土 焼七プロ
2 暗掲色土
3 赤掲色土
4 暗褐色土
5 赤褐色土
6 灰褐色土

水糸標高＝54.lln

第309• 322号住居跡

N-58°-Eを指す。

床面はほぼ平坦で、

゜
2m  
＇ ,,60 

カマドの前から北側が硬化し

ていた。壁溝は検出されなかった。 ピットは住居跡

第314号住居跡（第247図） 中央に軸方向に並んで 2甚検出された。直径は40cm

調査区の中央、 BB-49グリッドに位置する。第

311 • 312 • 315号住居跡、第249号土堀と重複関係に

あり、各住居跡より古い。第249号土壊との新旧は

捉えていない。

平面形は長方形である。規模は長軸4.60m、短軸

3.88m、深さは0.03mでごく浅い。主軸方向は、

と36cmで、深さは30cmと23cmである。 これ以外に検

出されなかったので、柱穴と考えておきたい。

カマドは東壁の南寄りに造られていた。燃焼部は

壁内に収まっている。検出時に甕の輪郭が見えてい

たために、土層断面を甕に合わせて設定したが、結

果的には袖材として使われた甕であることがわかっ
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口
第243図 第309号住居跡出土遺物

第134表 第309号住居跡出土遺物観察表

｀尋
器 種 口径 益ロロー回古 底径 胎土 焼成 I 色調 残存皐（％） 備考・出土位置

1 ロクロ小IDJ.

2 ロクロ小fill.
雲母多量含む

3 土師器坪

4 土師器坪

5 土師器高坪

6 須恵器諒

7 上師器甕

8 士師器甕， 円筒埴輪
I 10 磨石

I'  

□ロ 10cm 
14 

第244図 第322号住居跡出土遺物

第135表 第322号住居跡出土遺物観察表

I F  - I (7.9) 

色調

橙

灰黄褐

残存率（％） 1 

霞斤］｝］ーバ面タテハヶ五面ナデ・ハケ

P-1 厚さ2.2cm 電さ22.0g 
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第245図

た。掘り方は浅い1ill状で、袖は灰白色粘土を混ぜて

第310号住居跡

調査区の中央、 B B-49 • 50、CC-49グリッド

造られていたが、

袖は、右袖が76cmあり先端に先述の甕が検出された。

カマド内からは、甕、高杯が出土したが検出面付近

の浮いた位置にあった。

貯蔵穴は、

あまり明瞭なものではなかった。

カマドの右手前にあるものを考えてお

きたい。不整方形で長径80cm、短径70cm、深さ39cm

である。

に｛立置する。第311• 314 • 317号住居跡と重複関係

にあり、第311号住居跡より古く、第314号住居跡よ

り新しい。第317号住居跡は縄文時代の住居跡であ

る。

平面形は方形である。規模は長軸5.90m、短軸

5.88m、深さは0.09mである。主軸方向は、

58°-Eを指す。

N-

遺物は、 カマドとカマド右側に纏まって見られた

ほか、中央付近からも出土した。土師器の杯のほか、

高坪と甕が多い。

時期は 5世紀末から 6但紀初頭としておきたい。

第315号住居跡（第254図）

床面はほぼ平坦で、中央及びカマド対面の西壁際

が硬化していた。璧溝はほぼ全周していた。柱穴は

対角線上に 4基検出された。残りの良好なp2. p 

3は、直径34cmで、深さは28cmと33cmを測る。

カマドは東壁の南寄りに造られていた。燃焼部は

壁内に入っている。床面から約10cm掘り込んで火床
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第246図 第311号住居跡・出土遺物
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第136表 第311号住居跡出土遺物観察表

面とし、床面と同じ高さまで灰層が見られた。先端

は5cmほどの高さの段となる。検出面が低いため、

その先が煙道となるか、そのまま煙出しとなるかは

不明である。袖は、暗褐色土と白色粘土を混合して

構簗している。遺構図では右袖が長いが、袖が崩れ

て白色粘土の混じった部分が掘り足りない可能性が

ある。左抽は長さ70cm残存していた。燃焼部の奥行

きは88cm、幅は52cmである。中からは土師器甕、高

坪などが出土した。甕はカマドに掛けられた状態に

近いが、他は落ち込んだものが多いと思われた。

貯蔵穴はカマドの右側に検出された。直径90cm、

深さ60cmの揺鉢状を呈し、覆土中位から杯、高坪な

どが出土した。

床面をやや下げたところ、内側に壁溝と焼土が検

出され、本住居跡が拡張住居であることが判明した。

焼土はカマドの左脇にあり、古いカマドがあったと

思われる。壁溝はこのカマド痕跡から切れぎれに続

き、住居跡の内側を廻っていた。規模は、軸方向に

5.2m、他方は5.08mである。

遺物は、高杯、甕などが多く出土した。

時期は 6但紀初頭から前半と考えられる。

第316号住居跡（第258図）

調査区の東側、 CC-46 • 47グリッドに位置する。

第320号住居跡・第230号土壊と重複関係にある。第

230号土壊より古いが、第320号住居跡との新旧は捉

摩耗する

えられなかった。検出時には床面が殆ど出ており、

覆土は一部に僅かに残る程度であった。

平面形は方形である。規模は長軸3.90m、短軸

3.80mである。主軸方向は、 N-7°-Wを指す。

床面の詳細は不明である。壁溝は全周していた。

主柱穴は、対角線上に 4基検出された。直径23~38

cmで、深さは32~50cmを測る。床下土堀と思われる

掘り込みが 2基検出された。 1韮は南壁際にあり不

整長方形を呈する。長径77cm、短径58cmで深さは47

cmである。他方は柱穴間にあり、住居跡内側に 5cm 

ほどの段をもつ円形で、直径58cm、深さは82cmを測

る。

南西隅に焼土や灰を伴う楕円形の掘り込みを検出

した。住居跡の角に軸方向を斜めにして掘られてい

た。長軸1.07m、短軸74cmで、高杯、甕などが出土

した。遺構の遺存状態が悪ぐ性格はわからないが、

可能性としてカマドのようなものも考えられる。

逍物は、土師器杯、高坪、甕などが出土した。

時期は 5世紀後半としておきたい。

第319号住居跡（第259図）

調査区の中央、 CC-46グリッドに位置する。検

出時には既に床面は失われ、掘り方のみが残存する

状態だった。第304• 320 • 321 • 325号住居跡と重複

関係にあり、調査時の所見ではこれらよりも古いと

思われたが、第325号住居跡との新旧は不明である。
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平面形は、第320号住居跡などによって壊されて

いるため不明である。残存していたのは西辺が3.56

m、東辺が3.44mである。主軸方向は、 N-97°―
Wを指す。

床面や隈溝などの詳細は不明である。柱穴も検出

されなかった。住居跡の掘り方は壁沿いに幅70cmの

溝状に掘られていたが、所々切れていた。

西壁際に、直径約40cmの円形に焼土が検出された

が、これがカマドの痕跡になると思われる。

遺物は出土していない。時期は不明である。

第320号住居跡（第259図）

調査区の中央、 CC-46グリッドに位置する。第

304 • 316 • 318 • 319 • 321 • 325号住居跡と重複関係

にあり、調査時の所見では、第304• 321号住居跡よ

り古く、第319• 325号住居跡より新しいと思われた。

第318号住居跡は縄文時代の遺構である。第316号住

居跡との新旧は確認していない。

西側が第321号住居跡と重複しているが、平面形

はほぼ方形になると思われる。規模は長軸が4.96m

で、短軸は約4.8mと推定される。主軸方向は、

N-33°-Wを指す。第319号住居跡と同じく、検出

時には床面は失われて掘り方底部が残存しているだ

けであった。

床面などの状況は不明である。カマドの右側に壁

溝底部が残っていたが、他の部分にもあったかどう

かは不明である。

カマドは北壁に造られており、掘り方が残存して

いた。長い土壊状に掘られ壁外に出ている。覆士か

らは底部をロームで埋め戻してから火床面としてい

たことが窺える。

遺物は、住居跡中央寄りの掘り方埋土中から土師

器甕片などが僅かに出上した。

時期は 6世紀前半頃としておきたい。

第321号住居跡（第261図）

調査区の中央、 CC・ DD-46グリッドに位置す

る。検出時には床面が消失しており、掘り方のみが

残存してし吠た。第304• 306 • 318 • 319 • 320 • 325号

住居跡、第23号井戸跡、第210号土塙と重複関係に

ある。第319• 320 • 325号住居跡より新しく、第

304 • 306号仕居跡より古いと考えられる。第318号

住居跡は縄文時代の遺構である。

平面形は方形である。規模は長軸6.14m、短軸

5.84mである。主軸方向は、 N_15°-Wを指す。

床面の状況や壁溝の有無などは不明である。柱穴

も検出されなかった。

北壁の東寄りに焼土が残っていた。カマドの痕跡

と思われるが、残存は僅かであり詳細はわからない。

貯蔵穴は検出されなかった。
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第139表 第315号住居跡出土遺物観察表

1
番23；'I'土王I ' 器 種

口径 百ロ白ロー百「可 底径 胎土 ！焼成

師器坪 (16 0) (4.5) A D E H 不良

師器牙 (14.0) (3.9) EGH 普通
師器碗 14.1 69 6.6 ABDE 評通

4 上師器碗 14.3 5.9 ABE 普通
5 土師器碗 (15.8) 8.0 (4.4) BDH 普通
6 土師器碗 (14.0) (6.0) ABDE 普通
7 士師器碗 (14.0) 8.1 6.0 ABDGH 普通
8 土師器小型甕 (4.3) 5.6 BDEHJ 普通， 土師器高杯 16.5 12 5 12.3 ABH 晋通
10 土師器高杯 16.4 13.4 12.6 ABDE 普通
11 土師器高坪 (18.6) (11.9) ABDEH 不良
12 士師器高杯 15.8 (13.1) ABG 普通
13 土師器高杯 18.6 (13,0) ABDE 酋通
14 上師器高坪 (17.0) (12.0) ABDE 普通
15 土師器高坪 20.0 (9.6) ABDE 普通
16 土師器高杯 (18.0) (6.0) ABEH 不良
17 土師器高杯 (3.0) 17.0 BDE 普通
18 上師器高坪 (8.5) ABDE 評通
19 土師器高坪 (8.2) 11.8 ABDE 普通
20 士師器高杯 (8.0) (13.0) BDE 不良
21 土師器甕 17.2 (10.2) ABDH 普通
22 上師器甕 (19.0) (7.0) BEH 普通
23 土師器壺 (9.6) (11.6) ABDHJ 袢通
24 土師器甕 19.3 30.7 (6.7) ABH 普通
25 土師器甕 17.2 34.4 5.8 ABEH 良好
26 土師器甕 (21.0) (24.0) ABDEH 不良
27 土師器甕 25.0 25.5 ABEH 良好
28 士師器甕 (20.0) (15.6) ABDHJ 普通
29 土師器甕 (20.8) (10.1) ABDEH 良好
30 土師器甕 (18.0) (19.8) ABHJ 普通
31 土師器甕 (26.0) (6.4) BEH 普通
32 土師器甕 (22.0) 7.0 ABEH 普通
33 上師器甕 (13.0) (7.0) ABDEH 普通
34 土師器甕 (19.5) 6.5 BDEHJ 普通
35 土師器壺 (24 0) (7.7) ABEH 普通

(20.0) (4.9) - B E G H 良好

(30.0) (14.1) - B D E H J 良好

- (13.2) - A B E H 普通

- (4.8) (9.0) A B E H 普通

(4.0) 2.1 - E H 普通

長さ2.3cm 幅1.8cm 厚さ1.5cm 重さ5.7g 

住居跡の掘り方は、壁沿いに溝状に掘り込んで中

央を砲台状に残していた。掘り込みの幅は0.9~1.2

mであるが、西辺の南側だけは幅が20cmと狭くなっ

ていた。

遺物は出土していない。時期は不明である。

第322号住居跡（第242図）

色調 残存皐（％） 1 備考・出士位置 l 

杓登 20 Iカマド

にぶい赤褐 20 

明赤褐 90 内面やや摩耗する

にぶい赤褐 90 

にぶい赤褐 15 貯蔵穴

にぶい赤褐 15 やや歪む

橙 100 口縁歪む

にぶい黄橙 80 歪む

にぶい赤褐 90 坪部内面摩耗

にぶい赤褐 95 

橙 40 摩耗著しい

にぶい赤褐 90 

にぶい赤褐 90 カマド

にぶい赤褐 60 器形歪む

にぶい赤褐 95 

橙 30 カマド 摩耗著しい

明赤褐 60 やや歪む

にぶい赤褐 90 

橙 80 

にぶい褐 60 

にぶい褐 60 

灰黄褐 15 やや歪む

にぶい褐 25 

にぶい褐 80 

橙 60 

褐 30 

橙 60 Pit 
にぶい黄橙 30 

にぶい橙 40 

灰褐 40 

灰黄褐 70 

にぶい褐 60 カマド

黒褐 30 SJ 311 
にぶい褐 60 

橙 20 摩耗著しい

にぶい赤褐 25 

にぶい黄褐 20 掘り方

にぶい赤褐 40 

にぶい赤褐 50 

橙 50 歪み大きい

100 穿孔なし ひび多い

調査区の中央、 CC-45グリッドに位置する。第

209 • 309 • 310号住居跡、第21号井戸跡、第180• 

206 • 207 • 294号土堀と重複関係にある。第209• 

309号住居跡、第21号井戸跡、各土壊より古い。第

322号住居跡との新旧は不明である。

各遺構の重複が激しく、検出されたのは住居跡の

北東部分のみであった。残存していたのは北辺が
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第140表 第316号住居跡出土遺物観察表

I焼成＼ 色調 ” 路鉢 （14.0) I (6.0) ! - I ADE G H 普通 にぶい橙：

器塊 （14.0) I (3.7) I - I DE H I蒋通 1 にぶい赤褐

器碗

器碗

器坑 ー （6.0) [ 5.6 i A E G H [普通 にぶい赤褐 60 掘り方
器高林 （19.0) I (4.3) ! - I D E H i普通 柏 20 カマド
器高杯 — (8.0) I - I EH 蒋通 にぶい杓 40 
器高坪 ー (7.0) I - I E H i蒋通！にぶい赤褐 60 
器高坪 （18.8) I 15.4 I 13.0 I A B D E H 良好 橙 80 I 

器高坪 ー (6.2) I (13.0) I A B D E H 酋通 にぶい橙 25 Iやや摩耗する
器甕 （19.0) ! (12.0) I 0.0 I A E G H 普通 橙 60 外面やや摩耗する

：： □1(:口)11ロロニー~;;摩耗者ロニー／
器盤 (20.0) I (5.7) [ - i A D G H 普通 橙 30 
器壺 （12.0) I (5.1) i - I A E G H 普通 灰褐 20 

2.04m、東辺は1.80mであるが、推定される柱穴の

位置などから、一辺が 5~5.5m程度の方形ないし

長方形と考えられる。深さは0.06mである。方向は

北辺で測ると、 N-88°-Wとなる。

残存部分が少ないため床面などの詳しい状況は不

明である。壁溝は検出された範囲では認められなか

った。柱穴は西側の 2拮が検出された。

カマドや炉、貯蔵穴は検出されなかった。

遇物は、円筒埴輪片と羽口片が出土しているが、

これらの遺物は第209号住居跡の遺物で混入したも

のである。

時期は不明である。

第323号住居跡（第262図）

調査区の南西側、JJ -42グリッドに位眉する。

第57• 62号溝跡と重複関係にあり、これらよりも古

いと思われる。

全体に残存状況が悪く、特に第57号溝跡の西側は

消失しているが、平面形は方形で規模は長軸3.0m、

短軸2.7mと推定される。主軸方向は、 N-61°-E

を指す。

床面の状況はよくないため詳細は不明である。壁

溝は残存している範囲では検出されなかった。柱穴

も検出されなかった。

カマドは東壁の南寄りに造られていた。燃焼部は

壁内にあり、掘り方は浅いが軽く埋め戻して火床面

としていたようである。袖は右袖の基部が長さ35cm

残っていた。白色粘土を混合して造られていた。

カマドの右脇に、径 7cmのピット状の掘り込みが

検出されたが貯蔵穴と考えるには小さいようである。

遇物は、土師器杯片が出土したのみである。

時期は 8但紀頃と考えておく。

第324号住居跡（第263図）

調査区の南西側、 KK-41グリッドに位置する。

第52号溝跡、粘土採掘坑 (SX40) と重複関係にあ

り、これらよりも古い。住居跡の南に1妾するように

第63号溝跡があるが、これも本住居跡が古いと思わ

れる。

平面形は長方形である。規模は長軸2.90m、短軸

2.60m、深さは0.04mでごく浅い。主軸方向は、

N-17°-Wを指す。

床面は、第52号溝跡と粘土採掘坑によってその大

部分が壊されているため、詳しい状況はわからない。

壁溝は検出されなかった。柱穴も粘上採掘坑によっ

て失われたものと思われる。

カマドは北壁に造られていた。掘り方は浅く、最

下層に灰層が認められることから、そのまま火床面

としていたことがわかる。上部は削平されており、

天井崩落上は残っていなかった。袖は検出されなか
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第141表 第320号1主居跡出土遺物観察表□-i□雙／」三三□口／］竺J―召ーロローロロニ□言互□口圃王］［冒 ＿］ 
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第261図

ったがカマドの左側は壁が右側より内側に入ってお

り壁に直按構架していた可能性も考えられる。燃焼

部の奥行きは68cm、幅は33cmである。

遺物は土師器甕の破片が出土したが、小破片であ

り時期を断定することはできない。

第321号住居跡

号住居跡、第23号井戸跡より古い。第319号住居跡

との新旧は不明である。第318号住居跡は縄文時代

の遺構である。

平面形は、掘り方のシミ状の痕跡を辿って椎定し

たが、激しい重複によって失われた部分が多くかな

り変形してしまった。規模は南北方向が約5.7m、

第325号住居跡（第264図）

調査区の中央、 CC・ D D-46グリッドに位置す

る。重複が激しく、検出されたのは掘り方の底部だ

けである。第304• 318 • 319 • 320 • 321号住居跡、

第23号井戸跡と重複関係にある。第304• 320 • 321 

東西方向は約3.7mと推定した。方向は、

Wを指す。

N -44゜ー—

床面の状況や壁溝などの施設は一切不明である。

遺物は出土せず、時期も不明である。

--280--



B
 

•i ~ I / / "ジ可

B' 昌 I

l

l

l

‘
 
ー

1
ー

ー

ー

1

B
 

SD62 

第32 3号住居跡

1 黒灰色土 炭化物粒多量、焼土粒、灰層

2 暗褐色土 黄褐色プロック、カマド掘方

゜水糸標高＝54.0m
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第262図第323号住居跡・出土遺物

S D 5 2 

SX40 

〇

寸

X

S

S D 6 3 

<(• 

第 324号住居跡

1 暗褐色土

2 灰橙色土 焼土粒主体、 1層混入

3 黄褐色土 焼上粒少量

4 黒灰色土 炭化物粒主体、焼土粒少葦、灰層

゜水糸標高＝54.Om 

｀
 ~m 

1 : 60 

ロニ~1
10cm 

l : 4 

第263図 第324号住居跡・出土遺物

第142表 第323号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率（％） 備考・出土位置

1 土師器坪 (12.0) (2.8) DEH 不良 橙 15 摩耗著しい

第143表 第324号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 口径 益ロロ吉回 底径 胎土 焼成 色調 残存率（％） 備考・出土位置

1 土師器甕 (20.0) (6.0) ABEH 普通 橙 5 

第326号住居跡（第265図）

調査区の中央、 FF-50グリッドに位置する。第

247号住居跡と重複関係にあり、これよりも新しい

と思われる。

検出時には床面は削平されており、カマド底面が

残っていただけである。平面はシミ状の痕跡を拾っ

て推定したが、西側はわからなかった。壁溝はかな

り強引に推定したものである。平面形は長方形にな

るのではないかと思われる。規模は東辺が約3.0m、

南辺は約2.2mまで推定できた。主軸方向は、 N-

117°-Eを指す。

床面などの状況は不明である。

カマドは東壁の南寄りに造られていた。燃焼部の

大部分は壁外に出る。掘り方は、浅い土壊状に掘り

込んでおり、炭化物層が残っていることから、その

まま火床面とした。袖は両袖とも確認されたが先端

-281-



SJ3 

// 

''S  E 2 3 ] 

＼ 

＼＼ ！！ 

＼口~~ー---------／ー／

J 3 2 1 

SK210 

SJ 3 2 5 

¥¥(¥・s/ SJ 3 1 9 

I 
） 

¥.」(-¥¥, SJ 3 O?  

¥ ¥¥  --¥--¥ 
＼～～  

) SJ320 I ＼一）

I 
！ 

～～＼ 

~・・~~ 
~―-~~ ~~~ 

＼ 
~~~-

I 
/ 

I 

I 』

／ 

/'  
/ I 

/ I 
／ 

／ 

／ 
／ 』．

／ 

//.  

/‘.  

ヽ

—— 

， 

I 
I 
I 
I 
I 
I 
f 

I 
I 

＇ 

， 

,’ 

,' 
-’ 

—- 0 2m  
| | ----I1 60 

第264図 第325号住居跡

<// （口呵

/ 

）
 

<)

SJ 326  

<(I 

1/-J-2~:~7_¥.~¥./¥ 

I 
! 

<i:I 

は第117号住居跡が重複していようである。

調在区の中央、

カマド

の左脇に浅い掘り込みが検出されたが、貯蔵穴とは

考えられず、掘り方の一部と考えておきたい。

遺物は出土せず、時期は不明である。

第327号住居跡（第266図）

F F-50グリッドに位置する。重

水糸標高＝53.8m 
0 2m  
I―--------―1 - - | 1 6 0 

第265図 第326号住居跡

複する遺構はないが東側は調査区外に掛かり、検出

されたのは全体の西側半分程度と思われる。

平面形は不明である。検出されたのは西辺が3.02

mで、北辺は1.4mにとどまった。深さは0.20mであ

る。方向は、西辺で測ると N-5°-Wとなる。覆

土は、途中まで埋められたような堆積を示す。

床面はほぼ平坦で、広い範圃にわたって踏み固め

られ硬化していた。壁溝は検出された範囲では廻っ
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ていた。幅は12~15cmで、深さは 5cm前後である。

柱穴は、検出された範囲では確認できなかった。

カマドは検出されなかった。調査区外にあるもの

と考えられる。

遺物は少量の出土で、図化できたのは 2点だけで

ある。

時期は10世紀と考えておきたい。

A 

A
 

A' 

9 11音褐色上 ローム

（比面上の硬化1習）

0 2m  

水糸標高＝54.3m ~1.,o 

□ 
石――-―-0- -:  

口
第266図 第327号住居跡・出土遺物

第328号住居跡（第267図）

調査区の東側、 U-57グリッドに位置する。第

113 • 114 • 115号住居跡、第119• 121号土堀と重複

関係にあり、これらよりも古いと思われる。

第115号住居跡の床面で壁溝の一部を確認したの

みで、平面形などは不明である。検出されたのは西

辺が3.36m、北辺が2.3mである。方向は、西辺で

N-38°-Wを指す。

床面などの状況は不明である。壁溝は幅25cm前後

である。

カマドや炉などの施設は検出されなかった。

遺物は出上せず、時期も不明である。

第329号住居跡（第268図）

謂査区の東側、 BB • C C -47 • 48グリッドに位

置する。第274号住居跡、第219号土堀と重複関係に

ある。上層での確認はできなかったが、遺物から第

274号住居跡より新しいと思われる。検出時には床

面が消失しており、痕跡を辿ってやや低めに掘り下

げた。

平面形は長方形である。規模は長軸が3.76m残存

し、短軸は3.56mであった。主軸方向は、 N-

68°-Eを指す。

床面の状況や壁溝などの詳細は不明である。主柱

穴と考えられるものも検出されなかった。

調査時には、東壁の南寄りにあるピット状の掘り

込みをカマドとして捉えたが、確実にカマドといえ

るかどうか断定できない。

遺物は、カマドと捉えたピット状の掘り込みから

須恵器坪など 3個体が出土した。

時期は 9但紀と考えられる。
10 cm 

,4 

第330号住居跡（第55図）

第144表 第327号住居跡出土遺物観察表

星ロニロコ：口］］台H_::: 1 ::l :」口：（口 備考出し厄夏~
2 I砥石 1長さ（11.8)cm 幅8.6cm 厚さ2.8cm 重さ316.1g 
L---~--------------------、- - - - - --—-——-—-------―‘- - - 、、- - -
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第268図 第329号住居跡・出土遺物

四5表 第329号住居跡出土遺物観察表

三：種1□ 1:~;1 ロ 胎十一

BHJ 

BDEH 

AGDH 

:1:~I|残存：（％） I:::備考・出十位置
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調査区の中央、 Z-47グリッドに位置する。第

152 • 154 • 158号住居跡と重複関係にあり、第154号

住居跡より古く、第158号住居跡より新しい。

調査区が狭く、検出されたのは住居跡のごく一部

であるため、平面形は不明である。規模は南北方向

に約2.9mあるが、東西方向は調査区幅の1.0mしか

2.掘立柱建物跡
第1号掘立柱建物跡（第269図）

調査区の東側、 Z-55 • 56グリッドに位置する。

第7• 11号住居跡、第41• 52 • 53 • 81号土壊と重複

する。第41号土壊より古いが、他の遺構との新旧は

不明である。

3間X2間の東西棟の側柱建物跡である。北と南

の2面に庇が付いている。規模は桁行5.10m、梁行

3.40m、面積17.34ni'である。主軸方向は、 N-

85°-Wである。柱間間隔は桁行1.80mで、 P7-

P8間は1.50mである。梁行は1.70mで等間隔に揃

っている。庇の出は南側が1.40m、北側は1.30mで

ある。

柱穴の形態は四隅がL字型を呈する。 P4は第41

号土堀の底面で検出したために掘り方のL字部分が

なくなっている。間の柱穴は方形が悲調であるが崩

れて円形に近いものもある。規模は長軸42~54cm、

短軸38~52cmである。概ね径40~50cmに収まるよう

である。深さは20~60cmと幅があるが、四隅の柱穴

は42~49cmとほぼ一定している。庇部分の柱穴は円

形で、直径が24~50cmと幅がある。深さも 5~30cm 

とばらつきがあり、全体としては浅めである。

遺物は出土していない。時期は、第 7• 11局住居

跡との新旧がつかめていないことから断定できない

が、 L字型の掘り方は明らかに古代の建物に見られ

る特徴であることから、第 7号住居跡より古い可能

性が高い。第 7号住居跡は10世紀後半から11世紀と

考えられ、本建物跡はそれ以前となろう。

第2号掘立柱建物跡（第270図）

検出していない。

床面はほぼ平坦であるが、検出範囲が狭いため詳

細は不明である。

カマドなどの施設も検出されていない。調査区外

にあるものと考えられる。

遺物は出土せず、時期も不明である。

調査区の東側、 Y • Z-55グリッドに位置する。

位置的に第56• 57号土壊と重複するが、直按重複す

る柱穴はなく、新旧関係は不明である。

2間X2間の建物跡で、ほぽ正方形である。規模

は桁行3.60m、梁行3.50mで、面積は12.60可である。

主軸方向は、 N-79° -Eである。柱間間隔は桁行

1.80m、梁行1.75mで等間であるが、梁行南側は中

間の柱穴が検出されなかった。一辺だけ中間の柱が

見られないという平面形態は第25号掘立柱建物跡に

類似する。p1は外側に張り出す形態で、抜き取ら

れたものと思われる。

柱穴の配置で特徴的なのは、四隅の柱穴が大きく

深いのに対し、間の柱穴は小さく浅いことである。

中間のものは柱ではなく束かもしれない。

柱穴の形態は円形である。四隅の柱の規模は、直

径が32~34cmと一定で、深さは54~72cmと深い。こ

れに対し中間の柱穴は、直径20~24cmで、深さは 6

~8 cmである。

遺物は出土しなかった。時期は不明である。

第3号掘立柱建物跡（第271図）

調査区の中央、 Y • Z-49グリッドに位置する。

第64• 71 • 75 • 91号住居跡、第111• 112 • 113号士

壊と重複する。第64• 71 • 91号住居跡より新しく、

第75号住居跡より古い。土堀との新旧関係は不明で

ある。

3間X2間の南北棟の側柱建物跡で、本遺跡で検

出された掘立柱建物跡の中でも大型の部類に入る。

規模は桁行6.90m、梁行4.80mで、面積は33.12rri'で
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ある。主軸方向は、 N-4°-Wである。柱間間隔

は桁行のP6-P7、P8-P9間は2.40mで、中

央のP7-P8間は2.10mと狭い。梁行は2.40mで

等間隔に揃っている。角の柱穴は、 P4やP9のよ

うに斜めに配置する意識が窺われる。

杜穴の形態は円形、あるいは隅丸方形である。規

模は長軸94cm~1.53m、短軸78cm~1.05mと幅があ

るが、概ね径90cm~l.Omに収まるようである。深

さは48~72cmであるが、概ね50~60cmである。掘り

方には、底面が平らなもの(P4 • 6 • 9)と、柱の

当たりの部分のみ掘り下げてあるものの 2種類があ

る。

遇物は須恵器杯・蓋、土師器の杯が出土している。

時期は 9世紀と考えられる。

第4号掘立柱建物跡（第273図）

調査区の中央、 X-49グリッドに位置する。第

70 • 74 • 78号住居跡と重複し、本建物跡が新しい。

北側は調査区外に掛かるため全容はわからないが、

柱穴規模などから仮に 3間X2間の建物とするなら、

第7号掘立柱建物跡と同程度の規模を持つものと考

えられる。検出されたのは南側の 2間と東側の 1間

分である。規模は南辺が3.90mである。東辺は 1間

分の1.95mである。主軸方向は、南北に仮定すると

N-3 °-Eとなる。柱間間隔は1.95m等間と考えら

れる。

柱穴の形態は楕円形のものが大部分である。 P2

は南東側に張り出しがある。規模は長軸68~86cm、

短軸52~78cmである。深さは56~62cmとほぼ一定し

ている。

遺物は土師器甕の底部が出土しているが伴うかど

うかわからない。

時期は、遺構の重複から 8但紀以降と考えられる。

第5号掘立柱建物跡（第274図）

調査区の中央、 Y • Z-51 • 52グリッドに位置す

る。第83号住居跡と重複し、第92号住居跡が東側に

隣按する。第83号住居跡より新しい。

2間X2間の倉庫風の建物跡である。

規模は桁行4.90m、梁行4.20m、面積20.58m'であ

る。主軸方向は、 N-87°-Wである。柱間間隔は

桁行2.45m、梁行2.10mで等間隔である。

柱穴には重複或いは抜き取り状の痕跡を残すもの

がある。形態は円形が主体である。規模は長軸57cm

~1.00m、短軸42cm~73mである。深さは18~80cm

と幅がある。概ね径50~70cm、深さ50cm前後に収ま

る。 P6は規模が小さく、浅めである。また、 P5 

は掘り方が建物の外側に向かってL字型をしており、

通例と違っているが南東方向には建物の跡が見当た

らないことから本建物跡のものと考えておく。

遺物は土師器の細片が出土しているが、図示でき

るものはなかった。

時期を断定できる遺物はないが、第83号住居跡が

9但紀前半とすれば新旧関係からそれ以後というこ

とになる。

第6号掘立柱建物跡（第275図）

謂査区の東側、 W-57グリッドに位置する。第 6

号溝跡、第118• 120号土堀と重複する。土層断面に

よる確認はしていないが本掘立柱建物跡が古いので

はないかと思われる。

2間X2間の倉庫風の建物跡である。規模は桁行

4.20m、梁行3.90m、面積16.38rri'である。主軸方向

は、 N-87°-Eである。柱間間隔は桁行2.10m、

梁行1.95mで、等間隔である。南側のP5-P6間

は第118号土堀によって失われている。

柱穴の形態は円形で、四隅の柱穴が大きく、中間

の柱穴が小さい。規模は、四隅の柱穴は長軸47~66

CM、短軸44~60cmである。深さは60~75cmと幅があ

る。中間の柱穴は長軸35~50cm、短軸30~44cmで、

深さは10~25cmと四隅の柱穴に比べると浅い。

遺物は、 P3から須恵器及び土師器杯が出土した。

時期は 9但紀のものと考えられる。
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第1号掘立柱建物跡

1 暗褐色土 ローム粒・ロームプロック少黛

2 黒褐色土 ローム粒少鼠

3 暗褐色土 ローム粒多彙

4 黒褐色土 ローム粒少墓 ロームプロック微量

5 暗褐色土 ローム粒多嚢

6 黒褐色士 ローム粒少量

7 黒色土 ローム粒・ロームプロック微醤

8 褐色土 ローム粒多董

9 黒褐色土 ローム粒・焼士粒微量：

10 暗褐色土 ローム粒少量 ロームプロック微葺

ll l躙色士ローム粒多菌

12 暗褐色士 ロームプロック多量

13 黒褐色土 ローム粒少董

14 暗褐色士 ローム粒多盤

15 黒褐色土 ローム粒少盤

16 黒褐色土 ローム粒多旦

17 黒色土 ローム粒微罷

18 暗褐色土 ローム粒少最

19 黒褐色上 ローム粒・ロームプロック微量

20 黒褐色土 ローム粒微蛋

21 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック少董

22 黒色土 ローム粒微董

23 黒色土 ローム粒・ロームプロック少星

24 暗褐色土 ローム粒・ロームプロック微量

25 黒褐色土 ローム粒微盤・ロームプロック少量

26 暗褐色土 ローム粒・ロームプロック少量

27 黒褐色土 ローム粒微量

28 黒褐色土 ローム粒少昼

29 黒褐色土 ローム粒少呈 ロームプロック少黛

30 黒褐色土 ローム粒多昼

31 暗褐色土 ローム粒少黛パミス微羹

32 疇色土ローム粒少量 ロームプロック少黛

33 暗褐色土 ロームプロック多盤

34 暗褐色土 ローム粒少量 ロームプロック微量

35 疇色土ローム疇堡ロームプロック微量

゜水糸標高＝53.4m

第269図第 1号掘立柱建物跡

2m 
1 : 60 
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第270図

第7号掘立柱建物跡（第276図）

第2号掘立柱建物跡

調査区の中央、

する。第85局住居跡と重複し、

軸方向は、

Z • A A-52 • 53グリッドに位置

これより新しい。付

近には 5号掘立柱建物跡がある。

3間X2間の側柱建物跡で、第29号掘立柱建物跡

と規模的に類似する。平面形は長方形である。規模

は桁行5.10m、梁行3.90m、面積19.89m'である。主

N-21°-Wである。柱間間隔は桁行が

1.80m、1.50m、1.80mで中間が狭い。梁行1.95mで

等間隔である。

柱穴の形態は隅丸方形ないしは円形である。規模

は長軸50~92cm、短軸48~90cmである。深さは49~

84cmと幅がある。概ね径50~60cm、深さ50~60cmの

範囲に収まる。掘り方はP5を除き、いずれも底面

が平坦である。土層断面からは、柱は全て抜き取ら

れていると考えられる。

遺物は、 PlOからロクロ土師器が出土している。

時期は10但紀である。

第8号掘立柱建物跡（第278図）

調査区の北側、 R • S-57 • 58グリッドに位置す

る。調査区の中で最も北側に位置する。第25号溝跡
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第272図 第 3号掘立柱建物跡出土遺物

第146表 第 3号掘立柱建物跡出土遣物観察表

竺］瓜ー ロ巴三叫口担釜 胎土
- I ABE 

(6.6) I BE.J 

(8.3) I A D E G H 

I (13.0) [ 3.2 I (9.2) [ A D E G 

i色謂
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I ~ J_ニ←ーロ-- ---ロ
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第273図 第 4号掘立柱建物跡・出土遺物

第147表 第4号掘立柱建物跡出土遺物観察表

□Ì口／［口／］言□□」／ロニ］：：ロニ□言ーニロ：一竺置ーロ

と重複する。 p 1とP7が第25号溝跡と重複し、 こ

れより新しい。

3間X2間の側柱建物跡である。平面形は長方形

である。規模は桁行7.50m、梁行4.20m、面積31.50

可である。主軸方向は、 N-2°-Eで、僅かに東

に振れている。柱間間隔は桁行2.52m、梁行2.10m

で等間隔である。

柱穴の形態は円形ないしは隅丸方形である。規模

は長軸54~72cm、短軸48~70cmである。深さは24~

96cmと幅がある。径は概ね60cn]前後に収まるが、深
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第274図 第5号掘立柱建物跡

さはばらつきが多い。特にP4は浅い。 P2は小型

で浅いが、底面に柱の当りが見られる。

遺物はP8から土師器甕の小片が出土した。

時期は 9但紀である。

第9号掘立柱建物跡（第279図）

調査区の中央、 X-51• 52、Y-52グリッドに位

置する。竪穴住居跡が密集しており、第89• 90 • 

111 • 112 • 118号住居跡と重複する。第112号住居跡

より新しいが、第89• 90 • 111号住居跡との新旧は

不明である。第118号住居跡は縄文時代の遺構であ

る。北側は調森区外にかかり、建物の全容を把握す

ることはできなかった。

検出されたのは 2問X2間分であるが、北辺の中

央には柱穴が検出されなかったことから、更に北側

に延びるのは確実で、おそらく第 3号掘立柱建物跡

と同程度の規模を持つ、 3間X2間の側柱建物にな

ると考えられる。検出されたのは、桁行が 2間分で

4.20m、梁行は4.50mである。主軸方向は、 N-

18° -Wである。柱間間隔は桁行が2.40m、1.80m、

梁行は2.25mで等間隔である。桁行きは中間が狭く

なるものと思われる。
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第275図 第 6号掘立柱建物跡・出土遺物

第148表 第 6号掘立柱建物跡出土遺物観察霞

番号' 器 種 □径器高底径 胎土 焼成 色調 残存率（％）＇ 備考・出土位置：言r-~11_-n:口］／／：口：tt,~lし冨□□］言伯焼成 ー ］ 
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第277図 第7号掘立柱建物跡出土遺物

第149表 第7号掘立柱建物跡出土遺物観察表

ロ言―頁―7五1釜 I 盈晶 Il氏｛f| 胎上三塁咬 1 竺邑—i残存半（％）しt--- __J前］ 出士 1立討―ーロ
[1 ロクロ 高台付碗 I(123) 51 6.9 I EGH 普通□：リープ甲□60 P-10 
2_Iロクロ 高台付尻（15.4) (61) 1 - I ABEG J良好 1 灰黄褐 i 2O P-10 

3 門面器外 （116) 36 5.0 -A][G~H 9刈l三竺」ー四ーロ凹 ←― ---]  

柱穴の形態は隅丸長方形で、角の柱穴は斜めに配

置され、他の柱穴はそれぞれ桁行き方向、或いは梁

行方向に長軸を揃えている。規模は長軸92~128cm、

短軸62~lOOcn]と大きく、深さは42~76cmである。

掘り方は、いずれも底面が平坦である。p1の底面

に見られるピットが当りであるかは確認していない。

遺物は細片が少量出土したのみで、図示できるも

のはなかった。

時期は第112号住居跡より新しいとすれば 9世紀

後半以降となろう。

第10号掘立柱建物跡（第280図）

調査区の東側、 U-57グリッドに位置する。第

140号土塙と重複する。 P4が第26号井戸跡と重複

し、本遺構が古い。

検出されたのは南北 3間分で、西側は調査区外に

かかる。おそらく 3間X2間の南北棟の側柱建物と

推測され、東側が検出されたものと思われる。規模

は5.40mで第27• 29号掘立柱建物跡と同程度の建物

と思われる。主軸方向は、 N_14°-Eである。柱

間間隔は1.90m、1.60m、1.90mで中間が狭し＼

柱穴の形態は円形である。規模は長軸36~48cm、

短軸32~46cmで、他の掘立柱建物跡に比べるとやや

小規模である。深さは24~54cmと幅がある。径は概

ね30~40cm台で、深さはP4を除けば30cm以Fと浅

めである。

遺物は出土せず、時期は不明である。

第11号掘立柱建物跡（第280図）

調査区の西側、 W-44グリッドに位置する。第

126号住居跡と重複し、第 5号竪穴状遺構 (SX 9) 

が殆ど按している。第126号住居跡は縄文時代の住

居跡で、本遺構が新しい。第 5号竪穴状遺構 (SX 

9) とは直接の重複がないため新旧はわからない。

南北 l間分の検出で、北側は調査区外にかかる。

ただし、検出されたのは柱穴 2韮のみであるため、

建物がどの方向をさすのか不明である。柱穴は、土

層断面では、柱痕こそ確認されなかったが、形態、

掘り方の特徴から、明らかに柱穴と考えられた。平

面形態は捉えられなかったが、掘立柱建物跡として

捉えておきたい。北側の柱穴は約半分が調査区外に

かかっているが、柱間は2.00mとしておく。或いは

2.10m程度あるのかもしれない。方向は、 N-

32°-wである。

柱穴の形態は隅丸長方形である。p1の規模は長

軸94cm、短軸76cmで、深さは88cmである。p2は、

やや浅いものの同程度の大きさと思われる。掘り方

は、底面が平坦で柱の当りは見られない。覆土の状

況や、平面形態にやや不規則な段を持つことから、

柱は抜き取られた可能性も考えられる。

遺物はp1から羽□片が出土したが、本遺構に伴

う可能性は低いと思われる。
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第150表 第8号掘立柱建物跡出土遺物観察表
1平口 I ふ―― 9ェ 1 「“マ 1 石；下「―否戸一丁―- IIL、 9 -i呻ヂ｀ l /,• ゴ n | 

ロ
師器甕 （16.0) j (5.5) j - I A E G H !普通］にふい赤鱈―」--20 I P-8 I 

~/ 
外
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゜
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1-- I →160 

第279図第9号掘立柱建物跡

時期は不明と言わざるを得ない。

第12号掘立柱建物跡（第280図）

調査区の北側、 V-47• 48グリッドに位置する。

位置的に第161• 162号土煽と重複するが、直按重複

する柱穴はなく、新旧関係は不明である。

東西 2間分の検出で、北側は調査区外にかかる。

規模は4.80mで、柱間間隔は2.40m等間である。

方向は、 N-83°-Eである。建物規模が 3間X2

間となるのか、 2間X2間かは分からないが、前者
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第151表 第11号掘立柱建物跡出土遺物観察表□,l」口界ロニ：：□II::IAB11：口;l:h:／：ー ／□□□：さ~-1~□，I:.仁賃ー一―--]
—· ----―----- ----―---J 

第152表 第12号掘立柱建物跡出土遺物観察表

I AlJL J I 普迎 I

であれば第27号掘立杜建物跡、後者なら第36号掘立

柱建物跡と同程度の規模を持つものと考えられる。

柱穴の形態は隅丸長方形である。規模は長軸78~

82cm、短軸62cmで、深さは50~58cmと揃っている。

P 2 • P 3には底面に当たりが見られる。

遺物は、p1から陳と皿が出土している。

時期は10棋紀と思われる。

第13号掘立柱建物跡（第281図）

調査区の中央、 FF・ G G-50グリッドに位置す

る。第156• 158号住居跡、第13号井戸跡、第174• 

175号土堀と重複する。第156• 158号住居跡、第13

号井戸跡より古いが、第174• 175号土堀との新旧関

係は不明である。

調査時にp1を検I1廿し、掘立柱建物跡の角に位置

する柱穴と判断したが、その時点では建物規模を把

握することはできなかった。整理の段階で、図のよ

うな 3間X2間の側柱建物跡を推定した。

規模は桁行7.80m、梁行4.20mで、面積は32.76m'

になると思われる。形態的には第 8号掘立柱建物跡

に類似し、やや大きめになる。主軸方向は、 N-

1 °-Eで、僅かに東に振れている。柱間間隔は桁

行2.60m、梁行2.10m等間と考えておく。

柱穴の形態は隅丸長方形である。p1は角の柱穴

で斜めに配置される。規模は長軸106cm、短軸86cm

で、深さは70cmを測る。襄土は杜痕が見られ、固り

をロームを含む土層を層状に充瑣している。

遺物は出土せず、時期は第158号住居跡との関係

からは 6阻紀以降としか捉えられないが、他の類似

する掘立柱建物跡の年代からは 9世紀以降と考えら

れる。

第14号掘立柱建物跡（第282図）

調査区の南側、 HH-50グリッドに位置する。周

辺には第15~21号掘立柱建物跡がある。

2間X2間の倉庫風の建物跡である。平面形は方

形である。規模は桁行3.60m、梁行3.30mである。

面積は11.88可である。主軸方向は、 N-23°-Wで

ある。柱間間隔は桁行1.70m、1.90mで、梁行は

1.65mで等間隔であるが、桁行き西側はやや短くな

っている。

柱穴配置で特徴的なのは、北側のp1とP3の間

に柱穴が 1基 (P2)人ることである。 P2がこの

位置に入ることによって、なぜかp1が梁行の並び

からずれている。これと全く同じ柱穴配置を取るも

のに第16号掘立柱建物跡がある。p2とP3の柱間

間隔は1.05m、p1、P2間は0.60mである。

柱穴の形態は円形である。規校は長軸22~32cm、

短軸22~29cmで、殆どが20cm台と小さし＼深さは10

~26cmと浅t¥ O 

遇物は図ポできるものはない。

時期を推定できる遺物がないため、不明である。

第15号掘立柱建物跡（第283図）

調査区の南側、 FF・ G G-50グリッドに位置す

る。第248号住居跡と菫複するが、直接重複する柱

穴はなく、新旧関係は不明である。東側は調査区外

にかかる。

南北は 3間で、東西は 2間分が検出された。東側

はP4の存在から梁行 2間と考えておく。南北棟の

総柱建物跡ということになる。平血形は長方形と思

われる。規模は桁行4.50m、梁行3.00m、面積13.50

可である。i：軸方向は、 N-9°-Wである。
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柱間間隔は桁行1.50mで等間隔、梁行も1.50mで

等間隔である。

柱穴の形態は円形である。規模は殆どが直径20cm

代で、 p 1とPlOが30cmを僅かに超える程度である。

深さは10~36cmと幅があるが、 10~20cm台のものが

多い。掘り方はいずれも底面が平坦である。

遺物は出士せず、時期も不明である。

ー
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／
 

／
 

ー
＇
‘
／
—
ー

第16号掘立柱建物跡（第284図）

調査区の南側、 GG • HH-49グリッドに位置す

る。重複する遺構はないが、掘立柱建物が集中して

分布する部分にあり、周囲には多くの掘立柱建物跡

がある。すぐ南には第17号掘立柱建物跡が隣按して

しヽる。

2間X2間の倉庫風の建物跡である。規模は桁行

4.40m、梁行3.80mで、平面形態はやや長方形を呈
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する。面積は16.72可である。主軸方向は、 N-

17°-wである。柱間間隔は桁行2.40m、2.00m、梁

行は南側で1.80mで等間隔である。

柱穴配置は第14号掘立柱建物跡と同一で、 P4と

P6の間にP5が入り、

るのも同じである。

p 5、

調査区の南側、

P6が梁行の並びからずれ

また、 P4、

P6間は0.60mと間隔も同じであり、

分に関しては同一の規格で造られていることがわか

る。

柱穴の形態はほぼ円形である。規模は直径が20cm

代で、 30cmを越えても33cmまでで小さいものが多い。

深さは14~34cmと幅があるが、 P 5が15cmである以

外は20~30cm代でばらつきは少ない。

遺物は出土せず、時期は不明である。

第17号掘立柱建物跡（第285図）

GG • HH-49、

p 5間は1.05m、

この部

HH-50グリッ

が集中して分布する部分にあり、周囲には多くの掘

立柱建物跡がある。北側には第16号掘立柱建物跡が

隣接している。

3間X2間の東西棟の側柱建物跡で、平面形は長

方形である。規模は桁行7.20m、梁行4.80mで、面

積は34.56m'である。主軸方向は、 N-68°-Eであ

る。柱間間隔は桁行北側及び梁行は2.40mで等間隔

である。桁行き南側は中間に小ピットが入り、両側

が2.10mで、中間の 2間は1.50mとなっている。ま

た、建物内部のP2とpgの間に柱穴が 1基見られ

る。柱筋がほぼ通ることから遺構に伴うものと考え

ておきたい。

柱穴の形態は、隅丸方形ないしは円形である。規

模は長軸34~59cm、短軸32~48cmである。深さは12

~66cmと幅があり、 50~60cmのものが多い。

遺物はP7から土師器杯の破片が出土している。

時期は 8棋紀と考えられる。

ドに位置する。重複する遺構はないが、掘立柱建物

--300-
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第18号掘立柱建物跡（第286図）

第283図第15号掘立柱建物跡

遺物はP4から土師器甕片が出土している。

時期は、出土した遺物で断定することは困難であ
調査区の南側、 I I -49 • 50グリッドに位置する。

周辺には掘立柱建物が集中し、西側には第19号掘立

柱建物跡が隣接する。第250号住居跡と重複し、本

建物跡が古い。

2間X2間の倉庫風の建物跡である。規模は桁行

3.60m、梁行3.40m、面積12.24可である。主軸方向

は、 N-0゚ である。柱間間隔は桁行1.80m等間隔

で、梁行は1.90m、1.50mである。

柱穴の形態は円形である。規模は直径30~40cm台

が殆どで、p1は直径24cmで最も小さい。深さはP

lが14cm、P4が42cmであるが他は全て30cm台であ

る。掘り方は、全て底面が平坦である。覆土は 1附

が柱痕で、他は掘り方埋土である。 P3、P4間の

柱穴は第250号住居跡によって消失している。

る。

第19号掘立柱建物跡（第287図）

調査区の南側、 I I • J J -49グリッドに位置す

る。固辺には掘立柱建物が集中し、東側には第18号

掘立柱建物跡が隣接し、北側には第20• 21号掘立柱

建物跡が殆ど距離をおかずに存在する。また、第

296号住居跡と重複するが、新旧関係は不明である。

2間X2間の建物跡である。北辺が短いためかな

り歪んだ平面形となるが、西辺の柱穴も並びが通っ

ているため 1棟の建物跡と推定した。規模は南辺が

4.90mに対し北辺は4.00mである。東辺は4.70mで

あるが西辺は5.20mとなっている。面積は22.17可で

--301-



6
n
-

Q! 

A
 

ー

、

＇

ー

―

,1ー

1]

01

言
1

|

1

l
□

;
:
ロ̀

□
S

B

/

 

―

―

 

9

8

-

ol

g
|
|
'
ー
◎

□|
|
|
9
」
1

A

-

B

l

 

A' 
P3 -

寸
n

l

9
n
-

。I 口
5

叫

ば

叫

B
 

水糸標高＝53.Sm ゜
2m 

1 • 6 0 

第284図 第16号掘立柱建物跡

ある。主軸方向は、 N-67°-Eである。柱間間隔

は北辺が1.6mX2.4m、南辺は2.lmX2.8m、東辺は

2.5mX2.2m、西辺は2.6m等間隔である。

柱穴の形態は、円形である。規模は直径が30cm台

のものが多く、 P3、P 5が20cm台である。深さは

18~50cmとばらつきがある。覆土は、 2層が柱痕で

他は掘り方埋土である。掘り方は、底面が平坦であ

る。

遺物は出土せず、時期は不明である。

第20号掘立柱建物跡（第288図）

調査区の南側、 H H-48、 I I -48 • 49グリッド

に位置する。周辺には掘立柱建物が集中し、南側に

は第19号掘立柱建物跡が按している。第21号掘立柱

建物跡と重複する。第21号掘立柱建物跡は本掘立柱

建物跡と方向を同じくし、本掘立柱建物跡の外側に

あることから建て直したものと考えられる。 また、

位置的には第296号住居跡と重複するが、第296号住

居跡はカマドしか残存していなかったため、新旧関

係は不明である。

2間X2間の南北棟の側柱建物跡と考えられる。

規模は桁行4.20m、梁行3.30m、面積13.86可である。

主軸方向は、 N-18° -Wである。柱間間隔は桁行

2.10m、梁行1.65mで等間隔である。

柱穴の形態は円形ないしは楕円形である。深さは

30~80cmで、幅がある。掘り方は、当りがあるもの

が多い。覆土は 2層が柱痕で、それ以外は掘り方埋

土である。

遺物はP8から須恵器甕片が出土しているが、時

期を推定できるような遺物は出土していない。
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第153表 第17号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番1号・I土師： 灯種 I二I:]  □□A□ 焼成

普通 1

色調
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15 

備考

P-7 

。，
 

ー

01

□|
1
ー

ロ

]

|

'

ー

厚

Q

°i (.)i 

。
[
'
-

゜

彎—

SB 1 8 

c

3

4

0

 

゜
。150 

SJ 250 

；ロ

L
 d
 

9
Ĵ
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第286図

第18号掘立杵建物跡
］ 暗掲色土
2 暗褐色土
3 暗困色土
4 暗褐色土
5 暗灰褐色七
6 暗褐色上

第154表 第18号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番1-'%I土師： 甕禾重 1 口怪 1□口：：＼；［冒］：：］ 饂調

水糸標高＝53.9m

残存皐（％）

60 

0 10cm 
I I I 1 • 4 

゜
2,m 

1的

第18号掘立柱建物跡・出土遺物

P-4 
備考・出上旦饂□

第21号掘立柱建物跡（第289図）

調査区の南側、 H H -48 • I I -48 • 49グリッド

に位置する。第296号住居跡、第20号掘立柱建物跡

と重複する。第20号掘立柱建物跡が内側にあり、方

向がほぼ同じであることから第20号掘立柱建物跡を

建て直したものと考えられる。

2間X2間の倉庫風の建物跡である。平面形は正

方形である。北東の角は撹乱によって柱穴が失われ

ている。規模は桁行4.80m、梁行4.80mで、面積は

23.04m'である。主軸方向はN-18°-Wである。柱

間間隔は2.40mであるが、南辺は2.70X2.10mと東

側が狭tヽ 。

柱穴の形態は隅丸長方形を意識しているものと思

われる。規模は長軸42~67cm、短軸38~54cmである。

P3はやや小さいが、他は50~60cm台である。深さ

は70~94cmと深い。覆土は 3• 10層が柱痕である。

遺物はP2から須恵器杯、

土している。

P4から土師器杯が出
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第287図 第19号掘立柱建物跡

遺物の時期は 9世紀後半と考えられる。

第22号掘立柱建物跡（第290図）

調査区の西側、JJ -48グリッドに位置する。掘

立柱建物跡が集中する部分の最も南に位置する。重

複する遺構はないが、北東に近按して第275号住居

跡があるが、この住居跡はカマドと床面の一部しか

残存していなかったため、全体の規模は明らかでな

しヽ。

中央の柱穴がやや西にずれているが、 2間X2間

の総柱建物跡と考えられる。平面形は南北方向にや

や長い。類似する遣構としては、第34号掘立柱建物

跡がある。規模は桁行3.40m、梁行3.20m、面積

10.88rri'である。主軸方向はN-15°-Wである。柱

間間隔は桁行1.70mで等間隔、梁行は1.60mで等間

隔である。

柱穴の形態は円形である。規模は直径20~32cm、

深さは24~34cmでほぼ同規模であるが、 P2は直径
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第288図 第20号掘立柱建物跡・出土遺物

第155表 第20号掘立柱建物跡出土遺物観察表□/_lロニ器高］｝氏□`□-ロニロロ：口□町口‘/□互-三LE言ー／

44cm、深さ46cmである。掘り方の底面はいずれも平

坦である。

遺物はP2から土師器甕の破片が出土している。

遺物の時期は 8世紀と考えられる。

第23号掘立柱建物跡（第291図）

調査区の南側、 HH-47グリッドに位置する。

第257• 258号住居跡と重複するが、両住居跡とも

床面まで削平されているため、新旧関係は不明であ

る。掘立柱建物跡の集中する部分にあり、西側には

軸をほぼ同じくして、第24• 36号掘立柱建物跡があ

る。

2間X2間の東西棟の側柱建物跡である。桁行き

の柱間が揃っていないが、梁行の柱穴が通っている

ことから 1棟と推定した。検出された 2間X2間の

掘立柱建物跡の中では最も長方形を呈する。規模は

桁行4.20m、梁行2.70m、面積11.34m'である。主軸

方向はN-54°-Eである。柱間間隔は南側の桁行
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3 黒褐色士 ローム粒少星（柱痕覆土）
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第289図 第21号掘立柱建物跡・出土遺物

第156表 第21号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番］五：
2 土師器坪

笠ら11t 1 :: 1 :]] 1 ：三 I：: I残存;(%)I心＿］備考 出土位置
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が西から1.70X2.50m、北側は同じく 2.30Xl.90mで、

梁行は1.35mで等間隔である。

杜穴の形態は円形ないし楕円形である。規模は長

軸30~52cm、短軸30~42cmで、 P2以外はほぼ同規

模である。深さは20~46cmで、 P4は浅めである。

掘り方の底面はいずれも平坦であるが、 P2、P3

は抜き取られた可能性がある。

遺物は出土せず、時期は不明である。

第24号掘立柱建物跡（第292図）

調査区の南側、 HH • I I -47グリッドに位置す

る。掘立柱建物跡が集中する部分の最も西にあたる。

北東に軸をほぼ同じくして第23号掘立柱建物跡があ

り、南にはピットが円形に並ぶ環状ピット列 (SX 

44) がある。第255号住居跡、第36号掘立柱建物跡、

第216• 277号土壊と重複する。第36号掘立柱建物跡

より新しく、第216号土煽より古い。第255号住居跡、

第277号土壊との新旧関係は不明である。第36号掘

立柱建物跡とは、規模や建物方向が同じであり、一

部の柱穴が重なることから建替えたものと考えられ

る。

2間x2間の側柱建物で、東側に庇が付く。規模

は桁行5.10m、梁行4.60m、面積24.48可である。庇

の出は1.60mである。主軸方向はN-35°-Wであ

る。柱間間隔は桁行が2.55mの等間隔で、梁行は西

から2.40m、2.20mである。

柱穴の形態は身舎が隅丸長方形で、庇は円形であ

る。規模は長軸38~80cm、短軸28~66cmで差がある

□三□□
゜水糸標高＝54.0m

2m  
＇ 160 

10cm 
1,4 

第290図 第22号掘立柱建物跡・出土遺物

第157表 第22号掘立柱建物跡出土遺物観察表

ロニ ［畠］口丁I底／口こロローーニー鱈--J-15 ---1 
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第291図 第23号掘立柱建物跡

が、 これはP4が小さいためで、他は50~60cm台が

中心である。深さは32~60cmで、 P4が浅めである

が、他は50cm台が中心である。

は当りが見られた。

Pl・P7・P8に

P5・P6・P8は土層の状態

から、柱が抜き取られたものと考えられる。庇部分

の柱穴は直径25~32cmで、深さは48~68cmと深めで

ある。

遺物は、 Pllから末野産の須恵器杯片、

土師器甕片が出土した。

時期は須恵器の時期をとって 9世紀以降と考えて

おきたい。

第25号掘立柱建物跡（第294図）

調査区の南寄り、 FF-45、

P3から

G G-45 • 46グリッ

ドに位置する。直接菫複する遺構はないが、第268

号住居跡が北側にまさに按しており、位置的には軍

複していると言える。

2間X2間の倉庫風の建物跡である。平面形は正

方形で、第 2• 33号掘立柱建物跡と類似する。規模

は桁行3.40m、梁行3.40m、面積11.56m'である。主

軸方向はN-7°-Wである。柱間間隔は1.70mの

等間隔である。北側の中間の柱穴は検出されなかっ

た。

柱穴の形態は、円形もしくは隅丸方形である。規

模は長軸33~63cm、短軸33~53cmで、深さは25~44

cmである。四隅の柱穴は他に比べやや大きい。

遇物は出土しなかった。時期は不明である。

第26号掘立柱建物跡（第295図）

調査区の中央、 B B-50 • 51グリッドに位置する。

第155• 218号住居跡、第34号掘立柱建物跡と重複す

る。第155• 218号住居跡との新旧関係は確認できな
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第292図 第24号掘立柱建物跡
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第293図 第24号掘立柱建物跡出土遺物

第158表 第24号掘立柱建物跡出土遺物観察表
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第294図 第25号掘立柱建物跡

かった。第34号掘立柱建物跡と直接里複する柱穴は

なく、新旧関係は不明である。

3間X2間の側柱建物跡で、西側に庇が付く。規

模は桁行6.00m、党行4.00mである。面積24.00m'で

ある。庇の出は1.80mである。主軸方向は N-

5 °-Wである。柱間間隔は桁行2.00mで等間隔、

梁行は西から2.10m、1.90mである。

柱穴の形態は、不整円形もしくは隅丸長方形であ

る。規模は長軸40~58cm、短軸38~52cmである。深

さは35~50cmである。庇部分の柱穴は円形もしくは

楕円形で、径は30~40cm、深さは27~50cmである。

遺物は出土していない。

時期は、同様に庇を持つ第24号掘立柱建物跡と同

じような時期と考えるなら、 9但紀以降と考えられ
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第295図第26号掘立柱建物跡
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Wで、僅かに西に振れている。柱間間隔は桁行が北

水糸標高＝54.0m

0 2m 

I I I 1 60 

る。

第27号掘立柱建物跡（第296図）

調査区の西側、 GG • H H -43 • 44グリッドに位

置する。第261号住居跡、第50• 55号溝跡、道路跡

と重複する。道路跡、第50号溝跡より古い。また、

第55号溝跡よりも古いと思われる。第261号住居跡

との新旧関係は不明である。

3間X2間の側柱建物跡である。平面形は長方形

である。平面形や規模は第 7脅掘立柱建物跡に類似

する。北側は道路跡によって柱穴が 2基消失し、 2

基は上部が削られている。規模は桁行5.10m、梁行

3.80m、面積19.38可である。主軸方向はN-3 °― 

からl.60Xl.50X2.00mで、梁行は西からl.70X2.10

mである。

柱穴の形態は、不整楕円形である。規模は長軸48

~70cm、短軸40~60cmである。深さは、上面が失わ

れている柱穴が多く 28~55cmとばらつきがあるが、

底面の標高差は最大で20cmである。掘り方の底面は、

いずれも平坦である。覆土は明らかに柱痕と認めら

れるものはなく、抜き取られた可能性が高い。

遣物は出土せず、時期は不明である。

第28号掘立柱建物跡（第297図）

調査区の西側、 HH-43 • 44、 I I -44グリッド
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第298図 第29号掘立柱建物跡

に位置する。重複する遺構はない。南側 3mに方向

をほぼ同じくして第29号掘立柱建物跡がある。

すぐ東側には第221• 267号土堀が本建物跡に並ぶ

ようにあるが、有機的な関係があるかどうかはわか

らない。

3間X2間の東西棟の側柱建物跡である。平面形

は長方形である。規模は桁行5.20m、梁行4.60m、

面積23.92m'である。主軸方向はN-79°-Eである。

柱間問隔は桁行が西から1.70m、1.80m、1.80m、

梁行は2.30mの等間隔と推定される。

柱穴の形態は、かなり崩れたものもあるが隅丸長

方形を意識していると思われる。規模は長軸62~

103cm、短軸50~67cmである。深さは31~58cmであ

る。掘り方の底面は、当りの見られるものもあるが、

大半は平坦である。覆土はP8の7層が柱痕かと思

われるが、他は明瞭なものはなく抜き取られた可能

性が高い。

桁行きの外側にある溝状のものは、雨落ち溝の可

能性が考えられる。南側のものは述中切れているが

4.70mにわたっている。幅は24~50cmで、深さは幅

の広い所で14cmであるが、狭いほうは 4cmである。

柱穴との距離は80~90cmである。北側は、西側の梁

行より約80cm西に飛び出るが、梁行との距離は90cm

である。長さは1.6mである。
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遺物はP4から土師器坪、p1から土師器甕の破

片が出土している。

時期は 9但紀前半頃と考えられる。

第29号掘立柱建物跡（第298図）

調査区の西側、 II -43 • 44、JJ -44グリッド

に位置する。第54号溝跡、第270号土堀、粘土採掘

坑 (SX62) と重複し、本遺構が最も新しい。北側

3mに方向をほぼ同じくして第28号掘立柱建物跡が

ある。

3間X2間の側柱建物跡である。梁行東側の間の

柱穴は本来存在したものと思われるが、粘土採掘坑

の覆上にまぎれて見落とした可能性が高い。平面形

は長方形である。規模は桁行4.80m、梁行4.20m、

面積20.16可である。主軸方向はN-81°-Eである。

柱間間隔は桁行が1.50m、1.80m、1.50mで中央が

広く、梁行は2.10mで等間隔である。

柱穴の形態は円形もしくは隅丸方形である。規模

は長軸58~85cm、短軸56~80cmである。深さは42~

70cmと幅がある。掘り方の底面は、p1以外はいず

れも平坦である。覆土は 4• 16層が柱痕で他は掘り

方埋土である。検出時には、平面で柱痕が確認でき

たことから柱は抜き取られていないと考えられる。

遺物は出土せず、時期は不明である。

第30号掘立柱建物跡（第299図）

調査区の西側、 EE-43グリッドに位置する。第

289 • 290 • 293 • 308号住居跡と重複する。第289• 

293号住居跡より新しく、第308号住居跡よりも新し

いと思われる。第290号住居跡との新旧関係は不明

である。南側7.5mには第31号掘立柱建物跡が、軸

を同じくし東辺と、本建物跡の西辺が直線上に乗る

位置にある。

3間X2間の建物跡である。平面形は正方形であ

る。一見すると倉庫風の建物に見えるが、北辺と南

辺の東側の柱間にそれぞれ小ピットが人り、変則的

な柱穴配置となっている。規模は桁行4.80m、梁行

4.80m、面積23.04可である。主軸方向はN-0゚ で

ある。柱間間隔は北辺が西から 2.60m、1.30m、

0.90m、南辺は同じく1.95m、1.95m、0.90mで東西

辺は2.40mの等間隔である。

柱穴の形態は円形もしくは隅丸長方形である。規

模は長軸42~68cm、短軸28~50cmである。覆土の状

況から柱は全て抜き取られたものと考えられる。

遺物は土師器の杯・甕が出土している。

時期は 8~9世紀と考えられる。

第31号掘立柱建物跡（第300図）

調査区の西側、 FF-42 • 43グリッドに位置する。

第287• 288号住居跡と重複する。第288号住居跡よ

り新しく、第287号住居跡との新旧関係は不明であ

る。北側7.5mには第30号掘立柱建物跡が、軸を同

じくし西辺と、本建物跡の東辺が直線上に乗る位置

にある。西側 3mには、軸方向は違うが小型の第32

号掘立柱建物跡がある。

2間X2間の側柱建物跡である。規模は桁行4.40

m、梁行4.20m、面積18.48げである。主軸方向は

N-90°-Eである。柱間間隔は桁行が2.20mで等

間隔、梁行は2.10mで等間隔である。桁行き南側の

左の柱間には、小ピットが 2韮入る。人り口を想定

させるような配置である。

柱穴の形態は不整円形ないしは隅丸長方形である。

規模は長軸40~62cm、短軸34~56cmで、深さは16~

56cmと幅がある。 P7 • P 8は直径20cm台で、深さ

はそれぞれ11cm、22cmと浅い。

遺物は、 P4から土師器のミニチュア土器が出土

した。

時期は不明だが、 7但紀後半から末頃と考えられ

る第288号住居跡より新しいことから、 8世紀以降

としておきたい。

第32号掘立柱建物跡（第301図）

調査区の西側、 FF-42グリッドに位置する。重

複する遺構はない。東側 3mには、軸方向は違うが
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第161表 第31号掘立柱建物跡出土遺物観察表

ロ＝ロチロfl□ff]□ I□二］ニーロ□言□□：ふ、1f_j__/-□1／←／鳳＿□出］ 、ロニ
j——-- - -・ ---- - -J --------- ____J 

第31号掘立柱建物跡がある。

2間X2間の倉庫風の建物跡である。規模は桁行

2.30m、梁行2.20m、面積5.06m'である。面積的に

は検出された中で最も小さな建物である。主軸方向

はN-83°-Eである。柱間間隔は桁行が2.30m、

梁行2.20mである。

杜穴の形態は不整円形もしくは隅丸方形を意識し

ていると思われる。規模は長軸0.30~0.50m、短軸

30~50cmである。深さは16~43cmと幅があり、 P

5・P6が浅めである。掘り方はP3 • P 4を除き、

底面が平坦である。

遺物は出上せず、時期は不明であるが周辺の掘立

柱建物跡と同様の時期と考えるなら、 8世紀以降と

なろう。

第33号掘立柱建物跡（第301図）

318~ 



[
i
 

[
 

↑

o

I

]
 

l
[
 

ロ
[

S
 

[
 

／
 

0
1
`

ぐ
こ
ー
1
|
|
_
‘
~乱＼o
l

]
 

A
 

P2 
A' 

P3 -・ 

j
 

L

ci
 

．
 

3
 

h

]

c

d

 

<
C
l
 

o! 

3
 

第

1

2

3

4

5

6

7

8

9

B
 

P7 P 5 -
B' 

水糸標高＝54.Om ゜I__..- , | 
2m  

-h60 

叫

皇□01 

＂ a・ 

゜ ぃ0. 

寸

n 

i 

ヽ

I / J ＼ 

卜a・ ］ `  u 
a・ 

ul 
。I

--------___ / 
I 

I S J 2 9 5 
I 

A 

p 1 P2 

A' B 

P3 
P7 P6 

B' 

p 5 

水糸標高＝540m 
。
」
」

2m  

I 1 60 

第301図 第32• 33号掘立柱建物跡

319-



SB26 
P 1 3 ;., 

叫` 01 

“ a 

26  

8 

卜

n 

a゚・ 

Q1筐 0| 

（S円：り
＼ ＼ 

゜A A' 

B B' 

： 
水糸標高＝537m 

゜
2m 

160 

~I SK254 

＼ 
寸

x uっと三二□］ー／：王

T ゜a a・ 

SB3  5 ¥  ¥ :」
寸

a・ 
(l_ 

B hp＿遥路跡／Pロニ゚
にロ

“ a・ 

。I
(.lI 

＼ ＼ ＼ 

S050 B' 

S050 
P3 -A・ ' B D?  A 

0 2m  
水糸標高＝53.8m 卜-—- | |160 

第302図 第34• 35号掘立柱建物跡

320-



調査区の西側、 EE-42グリッドに位置する。第

281 • 295号住居跡と重複する。第281号住居跡より

古いと考えられ、第295局住居跡との新旧関係は不

明である。付近には東に第30号掘立柱建物跡、南に

は第31• 32号掘立柱建物跡がある。

2間X2間の倉庫風の建物跡である。平面形は正

方形である。規模は桁行3.60m、梁行3.60m、面積

21.96m'である。主軸方向はN-62°-Wである。柱

間間隔は1.80m等間隔と考えられる。

柱穴の形態は円形もしくは隅丸方形である。規模

は長軸0.30~0.64m、短軸28~52cmで、 P8以外は

30~40cm台である。深さは17~63cmでばらつきがあ

る。掘り方は当りのあるものと、底面が平坦なもの

がある。

遺物は出土していない。時期は不明だが、第281

号住居跡より古いと考えられることから 8但紀前半

以前ということになる。

第34号掘立柱建物跡（第302図）

調査区の中央、 BB-50グリッドに位置する。第

26号掘立柱建物跡と重複する。直按重複する柱穴が

ないため新旧関係は不明である。

2間X2間で、第22号掘立柱建物跡と同じく総柱

建物と考えられる。平面形はやや長方形となる。規

模は桁行3.60m、梁行3.30m、面積8.28可である。

主軸方向はN-51°-Eである。柱間間隔は桁行

1.80m等間隔と考えられ、梁行は1.65mで等間隔で

ある。

柱穴の形態は円形もしくは楕円形である。規模は

長軸30~44cm、短軸28~40cmである。深さは17~51

cmで、p1が浅<P6が深い他は30cm台で揃ってい

る。掘り方は、いずれも底面が平坦である。

遺物は出土せず、時期は不明であるが、同じ総柱

建物である第22号掘立柱建物跡と同時期と考えるな

ら8但紀と考えられ、重複する第26号掘立柱建物跡

の年代が 9世紀以降であるのと矛盾しない。

第35号掘立柱建物跡（第302図）

調査区の中央、 EE-46グリッドに位置する。第

50号溝跡、第 1号道路跡と重複する。道路跡より古

いが、第50号溝跡とは重複する柱穴がないため新旧

関係は不明である。

2間X2間の建物跡である。平面形はやや長方形

になる。規模は桁行3.00m、梁行2.40mで、面積は

6.48可と狭く、第32号掘立柱建物跡に次いで小規模

な建物である。主軸方向はN-4°-Wで、僅かに

西に振れている。柱間間隔は桁行1.50m、梁行は

1.20mで等間隔である。

柱穴の形態は円形ないし楕円形である。規模は長

軸22~46cm、短軸22~36cmの範囲で、概ね径30cm台

である。深さは16~38cmで、全体的に浅いが、南側

の柱穴は道路跡に上面を削平されているため本来の

深さを表していない。掘り方は、底面が平坦である。

遺物は出土せず、時期は不明である。

第36号掘立柱建物跡（第303図）

調査区の南側、 HH-47、II -46 • 47グリッド

に位置する。掘立柱建物跡が集中する部分の最も西

にあたる。北東に軸をほぼ同じくして第23号掘立柱

建物跡があり、南にはピットが円形に並ぶ環状ピッ

ト列 (SX44) がある。第255号住居跡、第24号掘

立柱建物跡、第216号土堀と重複する。第24号掘立

柱建物跡より古い。第255号住居跡、第216号土堀と

の新旧関係は不明である。第24号掘立柱建物跡とは、

規模や建物方向が同じであり、一部の柱穴が重なる

ことから、建替えたものと考えられ、本建物跡は建

替え前の遺構と見られる。

2間X2間の建物跡で、第24号掘立柱建物跡には

東に庇が付くが、本建物跡にはそれがなく、一見す

ると倉庫風の建物に見える。平面形は正方形である。

規模は桁行4.80m、梁行4.80m、面積23.04可である。

主軸方向はN-35° -Wである。柱間間隔は全て

2.40mで等間隔である。

柱穴の形態は、第24号掘立柱建物跡と重複して形

-321-



-

L

d

 

1'
Z

8

S

 

L

d

 

り

）

]

□
I
 

□
0
8
t
 

ヽ

5
 

5
 

2
 

J
 s

 

6
 

3
 

>{_—|—

IB 

s
 

ィ

240 

：
口
〖

□
O
l

B
-

s□□240 --sり: o! 

---480- ------- 0! 

Q| 

呵 ご
8
n
-

。I
A
 

←- SJ255 
A' 

P3 

B S824 
P7 

P6  

S824 

P6 
$B24 

P5 
B' 

3
 

第

1
2
3
4
5
6
7
9
8
,
I
O
I
I
心

仕痕殺十

水糸標高＝54.0m

0 2m  
I ←――ーニ160

第303図 第36号掘立柱建物跡

を残さないものが多いが、不整円形とでも言うべき

であろうか。規模は計測可能なもので長軸38~74cm、

短軸27~67cmの範囲である。深さは38~55cmと比較

的一定している。掘り方は、底面が平坦である。

遺物は出土していない。時期は、第24号掘立柱建

物跡の年代とあまり変わらないと思われ、 9世紀以

降と考えられる。

第37号掘立柱建物跡（第304図）

調査区の南側、 GG• HH-44グリッドに位置す

る。重複する遺構はない。西側 4mに第27号掘立柱

建物跡がある。調査時には、建物跡として認識して

いなかったものであるが、柱筋がほぼ通ることから

整理の段階で掘立柱建物跡として椎定した。

3間X2間の東西棟の側柱建物跡である。規模は

桁行4.50m、梁行2.40m、面積10.80m'である。主軸

方向はN-78°-Eである。柱間間隔は、桁行の中

央の 2基が寄っており、南側では西から1.80m、

0.90m、1.80mとなっている。梁行は1.20mで、等

間隔である。

柱穴の形態は円形である。規模は長軸26~60cm、

短軸24~38cmの範囲で、 P3以外は概ね径20~30cm
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第304図第37号掘立柱建物跡

である。深さは21~58cmで、ほとんどが30~40cmま

でである。掘り方は、底面が平坦である。覆土の状

況は確認できなかった。

遣物は出土せず、時期は不明である。
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3.井戸跡
宮西遺跡で検出された井戸跡は30埜である。平面

形は円形で、上面が石組みされていた可能性のある

ものが 1基あるが、他は全て素掘りである。

形態は以下のように分類することが可能である。

1類直径 lm未満で筒状を呈し、壁は垂直である。

2類直径 1m以上で底径が小さく、壁は垂直でな

しヽ。

3類漏斗状を呈し、深さが1.5m程度のもの。

4類上部が漏斗状の掘り込みで、下部は筒状を呈

するもの。深さは 2mを目安に浅いものと深

いものに細分可能である。

時期を推定できたのは全体の約 2/3であるが、

1類は 6世紀以前、 2類は時期を推定できないもの

が多く、 1甚だけ中但と推定される。 3類は 9世紀

~10但紀、 4類は 9世紀～中世と推定される。

第 1号井戸跡（第305図）

調査区の東側、 Z-57グリッドに位置する。重複

する遺構はない。

素掘りの井戸で、平面形は円形である。規校は直

径1.44m、底径0.74m、深さ1.24mである。上部は

漏斗状に掘り込まれ、確認面から0.40mで筒状とな

る。筒部の径は0.80mである。底面は中央部が10cm

ほど窪んでいる。覆土は、自然堆積である。

遺物は出土せず、時期は不明であるが、分析はし

ていないものの覆土上層に浅間B火山灰と思われる

粒子を多量に含んでいることが、平安時代以前と考

えられる。 3類に分類される。

第2号井戸跡（第305図）

調査区の東側、 Y-57グリッドに位置する。第 3

号溝跡と重複し、本井戸跡が新しいと考えられる。

平面形は円形で、規模は直径1.12m、底径0.98m、

深さ1.04mである。確認面からは、ほぼ筒状に掘り

込まれている。 2類に分類される。

遺物は出土しなかった。

第3号井戸跡（第305図）

調査区の東側、 DD-58グリッドに位置する。重

複する遺構はない。東側半分は調査区外に掛かる。

平面形は円形と思われる。規模は直径1.43m、底

径0.64mで、深さは1.70mである。筒状に掘り込ま

れている。 2類に分類される。

遺物は出土しなかった。

第4号井戸跡（第305図）

調査区の中央、 Z-48グリッドに位置する。重複

する遺構はないが、南側は調査区外に掛かり、北東

方向約 6mには第 3号掘立柱建物跡がある。

平面形は円形と思われ、規模は直径1.98mである。

深さは約1.60mまで掘り下げたが崩落の危険があり

底面は検出できなかった。上部は漏斗状に掘り込ま

れている。検出面から約60cmで筒状になるが、筒部

の直径は0.8mである。覆土は、ロームブロックを

多く含み、しまりに欠けることから埋め戻された可

能性がある。 4類と椎定される。

遺物は殆ど出土せず、図示できたのは須恵器甕の

破片 1点である。時期は 9但紀以降と考えておきた

しヽ。

第5号井戸跡（第305図）

調査区の中央、 Z-51グリッドに位置する。第83

号住居跡と重複し、本井戸跡が新しい。

平面形は円形で、第83号住居跡の大きさに合わせ

て掘り込んでいる。規模は直径2.89mと大型で、第

21号井戸跡と並んで検出された井戸跡の中で最大級

である。上面から漏斗状に掘り込まれ、確認面から

約 1mで、直径約 lmの筒状となる。また、深さは

2m以上あることが判明し、手掘りでは危険と判断

し、重機によって半裁した。その結果、現場の略測

で、検出面から約3.20mの深さがあり、底面は礫層

に達していた。底径は約80cmである。土層は水分が

多く含まれ下部からは湧水し、短時間で崩れたため
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図面を作成することはできなかったが、底面近くは

黒色のやや腐食質土であった。地山は約1.3mで黄

灰色粘土となり、約2.5mで青灰色に変化していた。

4類に分類される。

遺物は土師器杯・甕、須恵器坪・高台付塊・ lIIl.

長頚瓶・甕．鉢、灰釉lIIl、瓢箪などが出土している。

円礫と片岩があり、一部には被熱しているものが見

られた。 4類に分類される。

逍物は、上器は出土しなかったが、砥石や面取り

された礫が出土している。

時期は不明である。

これらは、崩落した覆土の中から拾い集めたため、 第8号井戸跡（第306図）

出土層位は不明であるが、須恵器鉢に関しては底部 調査区の北側、 V-51グリッドに位置する。重複

からの出土であった。また、瓢箪は切断して半球状 する遺構はないが、南側に殆ど上端を按して第 9号

にし、縁の両側に小穴を開けて棒を通し、柄杓状の 井戸跡がある。

容器としたものと推定されたが、材質が脆く保存で 平面形は楕円形である。規模は、長径2.49m、短

きなかった。須恵器鉢と同じく底部からの出土であ 径2.08mで、底径0.68m、深さは1.06mである。径

った。 の大きさに対して、掘り込みは浅い。漏斗状に掘り

時期は 9世紀後半から10世紀ごろと考えられる。 込まれるが、東側に偏って傾斜が緩い。覆土は、自

然堆積と考えられる。 3類に分類される。

第6号井戸跡（第305図） 遺物は、須恵器坪・甕、灰釉陶器皿、土師器甕な

調査区の北側、Q-58グリッドに位置する。北側 どが破片で出土している。

に第120号住居跡が、南には第 8号掘立柱建物跡が 時期は 9~10世紀と思われる。

ある。重複する遺構はない。

平面形は円形で、規模は直径1.50m、底径0.58m

で、深さは0.72mと浅い。上面から漏斗状に掘り込

まれ、底部が僅かに筒状になる。底面から 5cmほど

浮いた所に人頭大の石が 6個纏まって検出された。

3類に分類される。

遺物は、須恵器蓋、土師器杯・甕の小破片と土錘

が出土している。

時期は、 10世紀である。

第7号井戸跡（第306図）

調査区の北西側、 W-46グリッドに位置する。

平面形はやや楕円形で、規模は長径1.18m、短径

1.08mである。深さは、湧水したため約 lmまでの

調査にとどまった。検出面から0.5mまで漏斗状に

掘り込まれ、筒状に移行する。下半部の径は0.58m

である。覆土は、ロームブロックが多く含まれ、埋

め戻されたものと考えられる。 1mの深さに礫が投

げ込まれたような状況で纏まって検出された。礫は、

第9号井戸跡（第306図）

調査区の北側、 V-51グリッドに位置する。

平面形は不整楕円形である。規模は長径2.52m、

短怪2.20m、深さ1.20mである。漏斗状に掘り込ま

れ、底面は中央が窪む。覆土は自然堆積と思われる。

第6号井戸跡と同じく、底面近くから人頭大の礫が

検出された。 3類に分類される。

遺物は、須恵器坪・高台付碗・甕、灰釉陶器涜が

破片で出土している。

時期は第 8号井戸跡と同じく 9~10但紀と思われ

る。

第10号井戸跡（第306図）

調査区の北側、 V-50グリッドに位置する。

平面形は不整円形である。規模は直径1.90m、底

径0.70m、深さ0.81mである。平面の大きさに比べ

深さが浅い。漏斗状に掘り込まれるが、第 8号井戸

跡と同じく東側の傾斜が緩い。覆土は自然堆積と思
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われる。地形は、井戸跡の北側が低く、低地状にな

り緩く傾斜している。その低地に向けて排水してい

たようで、深さ 5~10cmの浅い溝伏の落ち込みが扇

形に延びている。おそらく、溝として掘り込んだも

のではなく、排水によって自然にできたものと思わ

れる。 3類に分類される。

遺物は、出土しなかった。

時期は不明であるが、近按する第 8• 9号井戸跡

と形態的に共通することから、同じような年代と考

えられる。

第11号井戸跡（第306図）

調在区の北側、 V-50グリッドに位置する。東側

に第 8~10号井戸跡があり、本井戸跡を含めて 4桔

の井戸跡が纏まって分布している。

平面形は不整楕円形で、規模は長径1.46m、短径

1.28m、底径0.55m、深さ0.80mである。平面規模

は第 8~10号井戸跡より一回り小さい。漏斗状に掘

り込まれ、下半は筒状となる。 3類に分類される。

遣物は、須恵器甕の破片が出土した。

時期は、第 8~10号井戸跡と同じ時期のものと考

えておきたい。

第12号井戸跡（第306図）

調査区の西側、 AA-44グリッドに位置する。重

複する遺構はないが、住居跡が密集する区域に位寵

する。

平面形は不整円形で、規模は直径0.66mと小さい。

短径0.55m、深さは約80cmまで掘り下げたがそれ以

上は調査できなかった。上面がやや開き気味になる

ものの、下は直径47cmの筒状に掘り込まれている。

覆tは暗褐色土で自然堆積のように見受けられた。

l類に分類される。

遺物は、出土しなかった。

時期は不明である。

第13号井戸跡（第306図）
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調査区の中央、 AA-47グリッドに位置する。第

156号住居跡と重複し、これより新しい。また南側

上面を新しい土堀によって壊されている。西側は調

査区外に掛かり全体を調査することはできなかった。

平面形は円形と思われる。規模は直径1.9mほど

と推定される。深さは、約1.7m掘り下げた段階で

危険と判断し、調査を中止した。上面は僅かに漏斗

状に掘り込まれ、筒状の形態に移行する。 4類に分

類される。

遺物は、出土しなかった。

時期は不明である。

第14号井戸跡（第307図）

調査区の西側、 BB-44グリッドに位置する。第

161号住居跡と重複するが、新旧関係は確認してい

なし＼

平面形はやや楕円形を星する。規模は長径1.05m、

短径0.97m、底径1.07m、深さ1.04mである。筒状

に掘り込まれ西側はややオーバーハングしている。

遺物は、土器は出土しなかったが、底面から、長

さ40cm、幅20cmほどの片岩が 2枚重なって出土した。

板碑片である可能性は否定できないが、文字などは

刻まれていなかった。 2類に分類される。

時期は不明であるが、中但であることは間違いな

いであろう。

第15号井戸跡（第307図）

調査区の西側、 Z-44グリッドに位置する。第

46 • 48号住居跡と重複する。第48号住居跡より新し

いと思われる。

平面形は楕円形である。規模は長径1.72m、短径

1.50mである。深さは約0.9mまで掘り下げたが、そ

れ以下は断念した。上面は漏斗状に掘り込んでおり、

検出面から50cmで筒状になる。漏斗状の部分は第 8

号井戸跡と同じく東側の1項斜が緩いという特徴をも

つ。 4類と推定される。

遇物は、t師器甕片が出土した。



時期は不明であるが、重複関係から 5但紀以前で

ある。

第16号井戸跡（第307図）

C C-41グリッドに位置する。縄文時代の第203

号住居跡と重複し、これより祈しい。

平面形は楕円形で、規校は長径1.56m、深さ3.06

mである。上面は僅かに漏斗状を呈し、径を減じな

がら筒状となる。最小怪は0.46mでその直下は水袋

状に膨らんで底部となる。水袋状の部分の直径は

0.84mである。底面は平坦で、直径は約0.60mであ

る。検出面から深さ50cmまで、拳大から人頭大の礫

が密集して検出された。中央が径約50cm開いており、

上面が石組みされていたものと考えられる。 4類に

分類される。

遇物は、須恵質の鉢が出土し、他に灰釉陶器1IIlや

須恵器杯、上師器坪・甕などが出土している。

時期は、 10世紀以降と考えておく。

第17号井戸跡（第307図）

BB-44グリッドに位置する。第174• 175号住居

跡と重複し、これらより新しい。

平面形は、上面は楕円形で規模は長径1.61m、短

径1.26mである。漏斗状に掘り込まれ、最小径は深

さ1.3mのところで0.44mを測る。その下はやや膨ら

み、底径は0.56mである。深さは1.74mである。覆

土は自然堆積と考えられる。 4類に分類される。

遺物は、出土しなかった。

時期は不明であるが、第175号住居跡は 9世紀と

考えられることから、これ以降となる。

第18号井戸跡（第307図）

C C -43グリッドに位置する。

平面形は円形である。規模は直径1.76m、底径

0.70m、深さ1.81mである。上面は漏斗状に掘り込

まれるが、中位以下は筒状で、中心は西側に寄って

いる。北東側の深さ70cmに地山を掘り残して小さい
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段が見られた。井戸を掘る際に足場として残したも

のであろう。 4類に分類される。

遺物は青磁連弁碗の口縁部破片が出土した。

時期は、 13但紀後半頃と考えられる。

第19号井戸跡（第308図）

CC-44グリッドに位置する。他の遺構との重複

はなし＼

平面形は円形である。規模は直径1.12m、底径

0.48m、深さは1.59mである。上面は漏斗状に掘り

込まれ、覆土は自然堆積と考えられる。 4類に分類

される。

覆土中位から、人頭大の礫が数個検出されたが、

土器類は出土しなかった。

時期は不明である。

第20号井戸跡（第308図）

CC-45グリッドに位置する。第209• 321号住居

跡、第180• 197 • 206 • 207号土堀と重複する。住居

跡より新しく、土堀より古い。

平面形は円形で、直径1.84mを測る。深さは1.85

mまで掘り下げたが、安全上の理由から完掘するこ

とが出来なかった。確認面から約0.6mまで漏斗状

に掘り込まれ、以下は箇状になる。径は0.84mであ

る。覆土はロームブロックを多量に含み、埋め戻し

土と判断される。 4類と推定される。

遺物はごく少量の出土で、図示できたのは須恵器

甕片 1点である。

時期は古代であり、それ以上は不明である。

第21号井戸跡（第308図）

KK-48グリッドに位置する。重複する遺構はな

いが、南東側は閣査区外にかかる。

平面形は円形と推定される。直径2.84mで、深さ

は1.25mまで掘りドげたが、安全上の理由から完掘

することが出来なかった。漏斗状に掘り込まれてい

る。覆土は自然堆梢である。 4類と推定される。



逍物は、土師器杯、須恵器甕などが出土した。第

307図 5は、片岩であるが縁が立ち上がるように加

工されている。

時期は 9但紀後半と考えられる。

第22号井戸跡（第308図）

I I -45グリッドに位置する。粘土採掘坑の底面

で検出したが、土層断面の観察をしていないため遺

構による新旧関係は不明である。ただし、粘土採掘

坑が他の地点で検出されているものと同じく平安時

代と考えるなら、遺物からは本井戸跡が新しいとい

える。

平面形は円形で、筒状部分の直径は0.90m、底径

0.40m、深さは3.69mである。 4類に分類される。

遇物は、常滑産甕片、在地産片口鉢・かわらけの

他、砥石や石製品が出土した。第308図11~15は、

角閃石安山岩で中央部が削られ窪んでいる。大寄遺

跡、菅原遺跡などで同様の遺物が出土している。

時期は13世紀後半から14世紀と考えられる。

第23号井戸跡（第308図）

CC-46グリッドに位置する。第321号住居跡と

重複し、これより新しい。

平面形は楕円形である。規模は長径2.56m、短径

2.28mで、深さは1.2mまで掘り下げたが安全上の理

由から完掘することが出来なかった。漏斗状に掘り

込まれている。 4類と推定される。

遺物は、片口鉢が出上した。第308図18は須恵質

である。

時期は、 13世紀頃と思われる。

第24号井戸跡（第309図）

GG-43グリッドに位置する。第300号住居跡、

第51号溝跡と重複するが、新旧関係は確認していな

し＼。

平面形は歪んだ円形である。規模は直径1.70m、

底径l.OOm、深さ1.47mである。漏斗状に掘り込ま
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れているが、底面の径が大きく、浅いため他のもの

とはやや様相を異にする。 3類に分類される。

遺物は、上層から土師器坪などが少量出土した。

時期は 9世紀前半である。

第25号井戸跡（第309図）

BB-45グリッドに位置する。第160• 161号住居

跡と重複し、第160号住居跡より古く、第161号住居

跡より新しい。

平面形は円形である。規模は直径1.27m、底径

0.52m、深さ0.92mである。掘り方は、筒状の部分

から底部にかけて狭まっている。覆土は自然堆積で

ある。 2類に分類される。

遺物は、出土しなかった。

第26号井戸跡（第309図）

V-57グリッドに位置する。第10号掘立柱建物跡

と重複するが、新旧関係は確認していない。

平面形はやや長方形に近い楕円形である。規模は

長径1.22m、短径1.16m、底径0.54m、深さ0.96mで

ある。掘り込みは、検出面から約0.6mで段を持つ。

3類に分類される。

遺物は出土しなかった。

第27号井戸跡（第309図）

LL-45グリッドに位置する。重複する遺構はな

いが、閏木痕がかかっている。

平面形は円形である。規模は直径1.70m、底径

0.44m、深さ0.84mである。漏斗状に掘り込まれて

いる。 3類に分類される。

遺物は、出土していない。

第28号井戸跡（第309図）

w-49グリッドに位置する。第193号住居跡と里

複し、これより新しい。

平面形は楕円形である。規模は長径1.37m、短径

1.12m、底径0.63m、深さ0.93mである。掘り方は
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時期は 9世紀後半と考えられる。

A' 

SE29 

97 

l:  

A' □
 

ロ
゜
3

-

E

A

.

 

s
 

A L=53.7 A' 

言

，
 

井戸跡（5)
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1 | | 1 60 

時期は 9世紀後半と考えられる。

第30号井戸跡（第309図）

第153• 216号住居BB-47グリッドに位置する。

これらより古い。

第29号井戸跡（第309図）

跡と重複し、

平面形は円形である。規模は直径0.67m、深さは

0.84mまで掘り下げたが安全上の理由から完掘する第97• 129 • 131 V • W-56グリッドに位置する。

筒状に掘り込まれている。ことが出来なかった。これらより新しい。号住居跡と重複し ー

類に分類される。規模は直径1.07m、底径平面形は円形である。

漏斗状に掘り込まれ、0.37m、深さ1.05mである。 遺物は出土しなかった。

時期は、第153局住居跡が 6世紀前半と考えられ3類に分類される。下部は筒状になる。

遺物は、灰釉陶器皿、須恵器壺等が少量出土した。 ることからそれ以前となる。
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第162表 第 4号井戸跡出土遺物観察霞＿

種 丁面玉丁瓢丁底径 胎土 1焼成

BEH 良好

色調

黄灰 □□闘夏ロ―出／口／口

第163表 第 5号井戸跡出土遺物観察表

［口（ 器種
口径 西岱向声 底径 胎上 ＿賃皮」—一色置ー＿］厄｀｀ロ―—•—―備考丁ー叫七位置――•7

I 

2 灰釉 IJll 

I 
(14.0) (2.4) I | E 良好 灰白 ]-20 I 

3 灰釉 1IIl (1.6) 8.0 E 良好 灰白 I 40 

4 須恵器塊 (14.6) 4.7 6.5 AB DH J 良好 にぶい褐 60 

5 須恵器杯 (1.6) 7.0 EH J i | 良好 黄灰 80 

6 須恵器坪 (13.0) 3.7 (7.0) B H J 良好 灰 15 

7 須恵器坪 (14.0) 3.7 (7.0) BE HJ良好 版 15 

8 須恵器碗 (15.0) (5.7) - BE J 良好 I 灰 15 

| ， I 須恵器高台付涜 I (14.4) 6.1 6.9 I I AH 蒋通 黄灰 60 

10 須恵器高台付塊（14.8) 5.6 6.5 A EH J 良好 黄灰 60 

11 須恵器 高台付碗 13.5 5.7 6.9 AEHJ 良好 灰 100 

12 須恵器高台付碗（14.0) 6.2 64 AEHJ 
| l ＇ 普通

灰黄褐 45 歪み大きい

13 須恵器高台付塊 (14.2) (5 8) (6.2) BEJ 良好 I 灰 70 

14 須恵器 高台付碗 (4.4) 7.0 BHJ 良好 灰 60 

15 須恵器高台付涜 (3.5) 7.2 I BEJ 良好 灰 80 

16 須恵器高台付塊 I (3.0) 7.0 BJ 良好 灰 90 

| 17'須恵器高台付碗 — (2.4) 6.7 BHJ 良好 黄灰 60 

18 須恵器 lil1 (14.0) 1.8 (7.8) EH 良好 灰 20 

19 ロクロ 高台付碗 — (1.7) 6.0 ABEH 不良 橙 55 内外面摩耗著しい

20 土師器外 (13.0) 2.8 (9.0) EH 普通 灰黄褐 15 暗文

21 上師器坪 12.0 3.7 6.5 AB DE H I蒋通 I にぶい橙 100 

［ 1やや歪みあり
22 土帥器坪 (13.2) 5.1 (8.6) AB DE H 粋通 I 橙 50 

23 t師器坪 (13.0) 4.1 (9.0) ABE G H 普通 にぶい橙 15 I やや摩耗する

24 士師器杯
I 
(12 6) 3.3 (9.0) I B DE H 督通 にぶい橙 20 暗文

25 上師器坪 12.5 43 にぶい桁 100 

I 

I 
26 上師器坪 (12.2) 3.6 

74 l ABDEH 普通

(8.2) ABE G H 」不良 桁 30 内面摩耗著しい
-----J 
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J

A
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□BEHEH
良

□BHBBEHBEHBEBEH 良

BEH]
重

—·雙りーニl'1`」i立置 I 

S X66 やや歪みあり

脚部中実 串状の物を突き剌した痕跡あり

杯の転川孔径0.3~0.6cm

-__ j 
第164表 第 6号井戸跡出土遺物観察表

→ r ; - .  I ― 

器 種 口径器高底径，胎上

□:; f.. ・・1ローロ
第165表＿詞ー7号井戸跡出土遺物観察表

雙厚さ 重さ

(s.5) I 2.1 I 150.5 g 

15.2 I 10.1, 2714.7 g 

(10.6) I 4.2 ¥ 1688.9 g 

口~ロロ 残存：□ 眉考ー、面-±1立宣--]

不良 橙 20 摩耗著しい

不良 灰黄褐 5 

普通 1 にぶい黄口］ー＿叫← 孔径0竺—m 重］竺竺 1 

I 
“・ ~— ！ 備 考・出t位置

砥面 2血 ーーロ
表良左右側面を面収り

左側辺に凹みあり

第166表：第 8ー：井□戸門：：口□1~o~o l I 

第167表 第 9号井戸跡出土遺物観察表

―

付

一

種

台

一
杯

闘

羞

涜

一

一

賂

器

器

盆

釉

恵

恵

恵

灰
須
須
須
一

I

I

]

 

ヽ
口径 器高 底径

胎 土t1 竺: □-□靭灰灰-リ白穴こ-J-t： I I /l 履（％） 1 

備考・出十一位置 | 
； 

(12.0) (2.9) 

(7:0) I 
E 10 I 

I (1.0) BE H 15 ： 

(1.6) (8.4) BE H I 15 - ---J~ ！ 

I 
BE I I ― 

第168表 第11号井戸跡出土遺物観察表

i、日ローげ； 亘二__器i謡~
□/I_L—-]-

胎上

BE 

BEH 

焼成 色調残｛津（％） 備考・出十位置

良好' Iリ< - ' ’ 

竺□仄ー1――-—□_------J 
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第169表 第15号井戸跡出土遺物観察表

可`―一器 種 □孔］］冨―—辰篠］――ilfi上 l 焼成 色凋贋紅（％）

／□I五彎］（三］ー］口＿口＼四]-19刈ニヽ•一]·—-_J| 10 

備考・出ti立置
l
'

ー
J

第170表 第16号井戸跡出土遺物観察表

1]冨T面£7 •9• 一｛
(2.0) ! 7.2 

3.7 i 6.6 

(2. 8) 1 (1 6. 0) 

7 t師沿坪 '11.9 3.7 1 5.8 

8 須恵質鉢 '1 (26.0) (7.0) I -
| 9 須恵質鉢 ー (7.0) j 12.6 

,10 上帥器甕 ：LL竺壁』＿―-一一
不明石製品 長さ20.4cm 幅19.0cm

第171表 第18号井戸跡出土遺物観察表□ 1□□/J/-E□L二□□□□層因ー□三 □
第172表 第20号井戸跡出土遺物観察表

□1頁恵：甕種 □門□三口］］：f□言f̀:[]尋□]/{::-—／一／口／／］
、- - -___  J 

第173表 第21号井戸跡出土遺物観察表

三—□-1]冑辰口：EH:J □三［口：残｛―；(%)I 備考＇廿上"f9-」
口 ＿長已lcll]関10.竺__J竺竺口冑芦455竺g ー ー 下面而取り片岩 l 

6 須恵器甕―-二ニ/6り□／ B巳四／／旦り□ロ一竺＿――-l-9-] ---- ―--1 

第174表 第22号井戸跡出土遺物観察表

夏］ 器 柿J_l堕」甘認[ | 
I 

7 Iかわらけ小]III

8 i /'1 •L]鉢

9 甕

10 甕

11 I~明石製品 I 

| 12 小明石製品 1 

I 13 I不明石製品 1長さ (17.l)cm 輻18.2cm 厚さ8.7cm 重さ2385.4g 

1 14 1不明石製品 1長さ (13.0)cm 幅15.0cm 厚さ8.0cm 甫さ885.2g 風化著しい

! 15 I不明石製品 長さ (10.9)叩幅（11.2)cm 肛さ8.7cm 雨さ423.7g 風化著しい

l旦門{]ー・----]ど旦竺cm二賢2cm 阿：竺＂一→重さ四竺― --- -_j_ 

第175表 第23号井戸跡出土遺物観察表

〖号l >> 祠―•□日屁―「忍濯―「詞 ―厨[―-]履成一丁「厄属―— 残計［口·―直―苫＿：出―上厄賣―—
—--—--- -—• - - - --- t---- -―` - ----------• ------- --- -—-- -

］：］冒:---:260-)_l_・口：：1（150)/]H] /::/  ]仄l］］ロニニ［する

第176表 第24号井戸跡出土遺物観察表

□□□[□［口汀l□---ローロ筐J_□・］：訊□□□□］開考］屯上位置 l 
| 1j上帥盗 杯 (14.0)| 3.9 l (7.0) A D E H 請通 I にふし斗登 1 50 

|]°ク［［恵器焚 | I I -I BEH J 良奸 I 灰 ！ ＿ 1 ― ― -J 
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第177表 第28号井戸跡出土遺物観察表

ロー器 種］ロロ甘―・器高 底径

i 1 灰釉長頸瓶｀― 1 ー 玉．0ロ
：口：台（一［浣ー］ （29) 1 (78) 

4 須恵悩盤 ー 一一 ーーニニ＿］

胎上

E 

EHJ 

EHJ 

EH 

焼成□一色調 I残麟（％） ！ 
良好 l 灰白

良好i 黄灰

良好 灰

I良好ロー］＜

, 60 

40 ! W49 

W49 
W49 

□4

,

J
 

―
-―

―

-

賣

一

麗―土I
I
 

,'ー考備

第178表 第29号井戸跡出土遺物観察表

｀汀一器 種ロ―口径器高底径 胎上

：言器皿壺 --1-(1-3口̀□H

焼成

良好

良好
□l~ロ（ロロr _l 1,/

4.竪穴状遺構
第 1号竪穴状遺構 (SX 2) （第318図）

調査区の東側、 Y-56グリッドに位置する。第 9

号住居跡と重複し、これより古い。

平面形は隅丸方形である。規模は長軸が2.54m、

短軸は2.50mである。深さは0.21mである。主軸方

向はN-0゚ を示す。

床面はほぼ平坦である。北西をのぞく 3箇所の角

には段が見られた。覆土は自然堆積である。

遺物は出土しなかった。時期は、第 9号住居跡が

10但紀であることからそれ以前である。なお、第 9

号住居跡の説明文中における第 2号竪穴状遺構は、

第 1号竪穴状遺構と読みかえる。

第2号竪穴状遺構 (SX 4) （第318図）

調査区の東側、 X-53• 54、Y-53グリッドに位

置する。北東側は倒木痕によって壊されている。第

199号住居跡がすぐ西側にあるが、直按重複する遺

構はない。

平面形はやや台形を呈すると思われる。規模は長

軸2.96m、短軸2.94m、深さは0.12mである。主軸

方向は、 N-86°-Wを示す。

床面はほぼ平坦である。覆土はロームを多鼠に含

む暗褐色上の単層であった。

遺物は、土師器坪、須恵器高台坪などが少量出土

したのみである。

時期は 9世紀後半と考えられる。

第3号竪穴状遺構 (SX 7)（第318図）

調査区の東側、 Y-54グリッドに位置する。中央

を撹乱によって壊されているほか、新しいピットが

いくつか重複しているが、住居跡などとの重複はな

しヽ。

平面形は長方形である。規模は長軸2.82m、短軸

1.34m、深さは0.39mである。主軸方向は、 N-

56°-Eを示す。覆土は自然堆積である。

遺物は出土しなかった。

第 4号竪穴状遺構 (SX 8) （第318図）

調査区のやや東寄り Z • AA-53グリッドに位置

する。第17号溝跡、第278号土堀と重複関係にあり、

本遺構が古い。

平面形は南側に張り出しを持つ長方形である。規

模は長軸2.96m、短軸2.70m、深さは0.12mである。

主軸方向は、 N-10°-Eを示す。

床面には土壊状の掘り込みが2箇所見られた。

遺物はごく少量の破片が出土した。第319図3は

かわらけで近世と考えられる。 4は8世紀頃の須恵

器坪である。遺物の時期差が激しいが、遺構の時期

は重複関係から比較的古い時期と考えておきたい。

第5号竪穴状遺構 (SX 9) （第318図）

調査区の北西側、 W-43• 44グリッドに位置する。

他の遺構との重複はない。

平面形は長方形で、規模は長軸3.36m、短軸2.86

―-344-
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第 2号竪穴状遺構 第 4号竪穴状遺構
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第319図 竪穴状遺構出土遺物

第179表 第2号竪穴状遺構（ SX「4) 出土遺物観察表

夏1口ニ口］：）f言□…：：］二；］五t一賛｀ローロー 備考 出卜孔―置

(18) 74 □-AB□叫二こふい褐二］□＿_ --I 
第180表 第4号竪穴状遺構（ SX 8) 出土遺物観察表□llll□□□□ー□□：臼□゚□jIm考出十｛置J

m、深さはO.llmであった。主軸方向は、 N-

30°-wを示す。

覆土は焼土粒を含んだ褐色土である。

5. 円形周溝状遺構
円形周溝状遺構 (SX 3) （第320図）

調査区の東側、 Z • AA-58グリッドに位置する C

東側は調査区外にかかる。西側で第70号土堀と重複

している。土層断面の観察から本遺構が新しいこと

が確認された。周囲には竪穴住居跡の分布は薄く、

第 4• 5 • 13号住居跡が北側に約 5mの距離を置い

て見られるだけである。

遺構は溝が円形に廻るもので、溝の幅は0.24m~

0.44mで、深さは0.18m前後である。覆土は開褐色

6.環状ピット列
環状ピット列 (SX44) （第321図）

I I -47グリッドに位置する。 10基のピットがや

や楕円形に配される。縄文時代の竪穴住居跡の柱穴

とも考えられたが、周辺には該期の遺構はなく、む

しろ掘立柱建物跡が多く存在することから、これら

346 

床面はピット状の掘り込みが多く起伏がある。

遺物は出十＾しなかった。

士単層であった。円の直径は、溝の内周で3.40mを

測る。

溝で囲まれた内部には、対角線上にピットが 2基

検出された。ピットはいずれも円形で、p1は直径

0.30m、深さ0.42m、P2は直径0.32m、探さ0.38m

を測る。内部にはこの他には掘り込みは認められず、

ピットは遺構に伴うものと考えられる。

遺物は出土しなかったため、時阻も不明である。

と同時期の可能性が高いと判断した。直接重複する

遺構はないが、長さ3.20m、幅0.13mの溝が貫いて

し況る。 ピットに伴うとしヽう保障はなしヽが、 この部分

にしかないため関連する可能性が高いと考えておく。

各々のピットは円形ないし楕円形で方形に近いもの
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第320図 円形周溝状遺構

もある。大きさは20cm以下と30cm前後がある。

規模は長径2.78m、短径2.54mを測る。深さは11

7.製鉄炉跡
第 1号製鉄炉跡（第322図）

AA-48グリッドに位置する。炉体と排滓部の約

半分を失っている。重複する遣構はない。構造は竪

型炉で、炉体の直径は約0.6mの円形と推定される。

残っていたのは炉底部の僅かな部分で、還元面は 1

面であった。下部構造はない。

排滓部は瓜実形で、長さ1.75m、幅0.79m、深さ

は0.05mを測る。主軸方向は N-13° -Wを示す。

確認面で滓及び羽Dが出土した。これらの下からは

炉壁が検出された。また、壁沿いには灰白色の粘土

が見られ、やや被熱していた。底面は広い範囲にわ

たって焼土化しており、炉本体に近い部分は還元し
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第321図環状ピット列

cmから42cmと幅がある。

この環I犬に廻るピットの性格については、この周

辺には掘立柱建物跡が多く分布することから、円形

に柱穴を配する比較的簡易な構造の構築物と考えて

おきたい。

遺物は出土しなかった。時期は不明である。

てしヽた。

遺物は、羽口の他に土師器杯などが出土した。

1 • 2は混入と思われる。第323図3は、土錘状の

外観を示すが中実で用途は不明である。 1 ~3は混

人と思われる。 4• 5は羽口である。 4は先端部か

ら体部まで残っている。表面は溶融しガラス質で、

体部の破面にも滓が付着している。孔径は7.0cmで

ある。胎土にはスサを含む。 5は先端部から括部ま

で残っている。形態は、外面が平面的で角の丸い方

柱状である。悲部は円形でやや広がっている。残存

長26cmであるが、これより長かったと考えられる。

基部外径は 9~10cmと推定される。孔径は7.2cmで
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第323図第 1号製鉄炉跡出土遺物

第181表 第1号製鉄炉跡出土遺物観察表

器高 底径 胎土 焼成 色調 残存半（％） 備考・出t位置

2.0 (6.0) ABEHJ 普通
褐橙 I I 

20 

-: l 一師器杯

I (12.0) I (2.7l BDEH 普通 10 

不明士製品 I長さ (3.S)cm 直径1.0cm DEH 普通 にぶい橙 中実重さ3.6g

羽口 長さ10.5cm 外径7.0cm BE 普通 褐灰 重さ205.5g 

羽l7 長さ26.0cm 外径7.2cm BEHJ 1 蒋通 にぶい黄橙 重さ 1365.0g 

ある。基部から 5cmのところには滓とともに炉壁が

付着している。滓の流れ方から羽口は25~30゚の角

度で設置されていたと考えられる。胎土にはスサを

含む。この他に、羽口圧痕のついた炉壁や炉内滓．

流出孔滓・流出溝滓・木炭などが出土した。概要は

第326図に掲載した。

時期は、土師器からは直按判断できないが、少な

くとも 1の高台付碗が10但紀と考えるなら、それ以

降となろう。

第 2号製鉄炉跡（第324図）

GG-48グリッドに位置する。炉本体は削平され、

排滓部が残存していた。排滓部は不整楕円形を呈し、

長軸1.34m、短軸0.91m、深さ0.14mを測る。主軸

方向はN-29° -Wを示す。南東側に炉本体があっ

たと見られ、流出部分が還元していた。底面は広い

範囲にわたって焼土化していた。炉本体に近い南東

側から中央にかけて羽口や炉壁が出土し、北西側に

は滓が分布していた。

第324図 1 • 2は羽口の体部破片、 3は体部から

拮部、 4は先端部から韮部の破片である。いずれも

円筒状で基部は僅かに広がる。 3の外面は粘土の軟

らかいうちに箆調整している。孔径は2.7cmで甚部

は広がって5.0cmとなる。 4は残存長11.4cm、拮部外

形は9.4cmである。この他に、炉壁や各種滓、木炭

が出土した。概要は第327図に掲載した。

時期は、不明であるが第 1号製鉄炉と同様の時期

と考えるなら、 10~11世紀頃となろう。

第3号製鉄炉跡（第325図）

調査区の中央CC-48 • 49グリッドに位置し、第

245号住居跡と重複する。新旧関係は、覆土が薄く

はっきりしなかった。

炉は底部が残存していた。直径20cmの円形で還元

していた。下部構造はない。南側に10cm離れて土堀

状の掘り込みと小ピットが検出された。ピットは土

堀状の掘り込みを切っており、中に羽口とミニチュ

ア土器が残っていた。土堀状の掘り込みは長さ65cm、

349-
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第324図 第 2号製鉄炉跡・遺物出土状況・出土遺物

第182表 第 2号製鉄炉跡出土遺物観察表

器 挿 1長さ 1 □`厘:_1胎［二尋ロニ色謹□只存幸(%)1 備考・出土位置
羽u I 20., 

7.4 

14. 

11 

幅50cmの楕円形で、深さは 5cmと浅い。また、炉と

ピットを結ぶ線の西側に片岩が検出された。炉の北

東側には、炉に按して直径1.30mの円形の浅い掘り

込みが見られ、直径70cmほどの半円状に焼土が検出

された。

炉の南側には 3基の土墟が検出された。検出時に

は、 3拮が連続していたために長方形の土壊に見え、

輔座と想定して調査したが、結果的には円形の土堀

となった。また、東側にも円形の土堀が 2基確認さ

れた。いずれも滓が出土しており、排滓土塙と考え

られる。土塙の規模は直径45~65cmで、深さは40cm

前後である。覆土は黒褐色土で、ロームブロックと
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第325図 第 3号製鉄炉跡・出土遺物

第183表 第 3号製鉄炉跡出土遺物観察表
- V 9 

底任

(10.1) 

(12.8) 

1.9 

7.4cm 

6cm 

.9cm 

5.1cm 
'-'9  -

胎土 焼成 色謂

ADE GH I将通 Iにぶい黄褐

ADEH J 1 普通 1 灰褐

BDG !普通 黒褐

E I 暫通 1 木登

DEH I将通 ／火

A旦―-」9り凰」―~l火
屈さ 12.9cm 重さ 1170.7g 

1残存卓（％）

25 

20 

100 

備考・出上位置
ヘ｀

底部離れ砂

内血底部酸化鉄？残存

I重さ 1170.0g 

重さ44.3g 

ーー 」甫さ37-2g □‘一炸付着 一血磨甫l
---・  -—ー ．—-ー・―-··― ---•__. ---__J 
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第184表 製鉄関連遺物観察表
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-----口
さ 1重械(g)磁着度メタル度

｀合鉄） 二—SJ245：竺見 1.9」立' 61一 互＿銹化（△）
ッツ 1炉内滓（含鉄） ― ＿ SJ245 3.5 2.9 2.4 24.5 4 銹化（三 ~ 

! 61 炉内秤（含鉄） SJ245 3.8 2.8, 2.5 28.5 4 銹化（△ロ-- i --] 
面鱈） S］256 8.3 10.2 7.0 -347.9 1 な

製錬炉・体部） SJ256 5こ8 り1 3.2 76.7 -i な

製錬炉・休部） SJ256 I 12.7 I 7.8 I 4.1 I 285.7 I 1 I な
SJ256 -6.4 7.9 三ー 284.1 1 iな

（中・合鉄） •—~ | SE34 8.8 10.3 4.2 • 518.5' 5 銹化（

i SK55 2.1 | 3.0 1.9 11.1 5 銹化（

遺 物 名 備 考

ロニ］
炭化物、滓を含み埋め戻されている。

第325図 1• 2は土壊から出土した。

方向にミガキ状の調整がされ、内面は横方向になで

られる。 4は羽口。体部から基部にかけて残存して

おり、外面は縦方向に幅広く箆ナデされる。

端部付近の破片である。 6は先端部破片である。

は炉の脇から出土した片岩である。大きさは10cm四

方で、厚さは 4~5  cmである。側面の 1面が磨かれ

ている。四隅のうち一隅に滓が付着していることか

8 ■ 焼土遺構
第 1号焼土遺構 (SX 5) （第329図）

Y-43グリッドに位置する。第23• 31号住居跡と

菫複関係にあり、本遺構が新しい。

一辺0.32mの方形に焼土が検出され、周囲には白
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乱

ら、炉材と考えられる。また、容器の脚と考えられ

る鋳型が 1点出上したが、遺憾ながら調査中に紛失

した。

時期は不明であるが、他の製鉄炉跡の年代や第

245号住居跡が10世紀後半から11世紀と考えられる

ことから、それに近い時期を考えておきたい。

この他に、製鉄関連の遺物が各種の遺構から少量

ずつ出土した。殆どが滓であるが、主なものを第

328図に掲載した。

色粘土が認められた。焼土は厚さ 3cm程度であった

が硬く焼きしまっている状態ではなく、焼土をはず

したところ下には白色粘土が見られた。粘土の範囲

は0.64X0.52mの長方形で厚さは 5cm前後であった。
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SJ31 
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A' 

焼上越構

l 暗掲色 焼上粒多泣
2 赤褐色 焼上
3 II音褐色 焼上プロック多砧
4 灰白色粘質土
5 II音掲色＋
6 賭褐色七

7 "音掲色十
8 黄~掲色十

水糸標高＝536m

0 2m  
| - | ------------I160 

第329図 焼土遺構
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検出面では掘り方等は確認できなかったが、白色粘

土下はロームブロックを含む暗褐色土で埋め戻され

たものと考えられた。検出面から約10cm下で楕円形

の掘り込みが確認された。土層断面で確認できなか

ったため焼土遣構に伴うとは断定できないが、規模

9.粘土採掘坑
粘土採掘坑は、密集して掘られている部分が 3箇

所確認された。それぞれの密集部分を粘土採掘坑群

として概要を記す。各群に含まれる粘土採掘坑の数

は20拮前後である。他にこれらの群から離れ、単独

或いは 2~3甚程度で存在するものもある。それら

を含めた総数は60韮である。ただし、数については

全ての粘土採掘坑について土層断面を設定して確認

したものではなく、掘り上がりの状態によって判断

したものである。分布状況は、 2群が中央西寄りに

あるが、他の殆どが調査区南側に分布している。こ

れは、南側が地形がやや低く遣構も少ないため粘土

の採掘が比較的容易であったためではないかと思わ

れる。遺物は極めて少なく、全く出土しないものが

多い。なお、遺構図は群として捉えたもの以外は省

略した。

遺物は当然ながら埋め戻された覆土から出土して

いる。須恵器は坪．蓋・甕が多く、土師器は杯・

甕．鉢が多い。他に灰釉陶器や紡錘車、土錘、土鈴

などが出土している。時期は、多少の混人が見られ

るものの、概ね 7世紀後半から 8世紀前半に収まる

ものが多い。

1群は、 I I -45グリッドを中心として広がり、

S X13~S X25が密集している。調査区の南側に位

置し、竪穴住居跡の密集する北側の空間からは離れ

ている。周囲には掘立柱建物跡があり、ちょうど掘

立柱建物跡の存在しない空間に掘り込まれている。

掘り上がりの状態から20基程度掘り込まれていると

考えられる。やや離れて SX47 • 62などがある。群

の南側半分は、第52号溝跡と重複しており、溝跡よ

り古い。また、北側に位置する SX 13 • 17は第265

は長径2.18m、短径1.72m、深さ0.05mである。覆

土は暗褐色土が主体であった。

遺物は、滓などは出土せず、 6世紀の土師器坪片

が1点出土したのみであるが、混入である。

号住居跡と重複し、これより古い。

個々の粘土採掘坑の平面形は、円形や楕円形を呈

し径は 2~3mであるが、多くは激しい重複によっ

て掘り込み時の原形をとどめていない。深さは0.9

~1.5mである。粘土層は確認面から0.6~0.7mより

下にあり、粘土採掘坑の深さもそれに規制されてい

る。掘り方はほぼ垂直に掘り込んで、粘土層に達す

ると横方向に掘って粘土を採取している。覆土は、

甚本的には黒褐色土とロームブロックの互層で、埋

め戻されたものである。埋め戻しは粘土採取後すぐ

に行われたと考えられ、ある一定の時間をおいて次

の粘土採掘坑を、場所を僅かにずらして掘り込んで

いる。そのために土層断面は、連続する埋め戻しの

状況が見られる。

遺物は、破片で少量出土している。須恵器盤・壺、

土師器坪・甕の他に、手捏ねのミニチュア上器、土

錘、石製紡錘車、ガラス王がある。

時期は、 SX14が9世紀代の可能性があるが、他

は7世紀後半にほぼ収まるものと考えられる。

2群は、 BB-43 • 44グリッドを中心に広がる。

調査区の中央西寄りに位置し、他の 2群からは離れ

ている。周囲には竪穴住居跡が密集し、重複が激し

い。第174~176• 225号住居跡、第17号井戸跡と重

複している。第175号住居跡、第17号井戸跡より古

く、他の住居跡より新しい。調査時に一括して SX

12の番号を付したが、内容は 3単位の小群に分けら

れる。それぞれを構成する粘土採掘坑の数は 3ない

し4悲から10数基で、総数は約20基である。個々の

粘土採掘坑の形状や掘り方、覆土は 1群と同様であ

る。
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第336図 粘土採掘坑出土遺物（6)

遺物は少なく、図化できたのは、須恵器杯・盈、

土師器盤・鉢である。第331図 lは天井部が厚く、

口縁部が外側に膨らんで端部は丸く作られる。返り

は短い。 2は底部がやや厚く、底部中央が張り出し

ている。体部は僅かに内湾する。 D縁部はやや薄く

なり、口唇部は丸く仕上げられる。

時期は、須恵器杯の年代をとれば7世紀末から 8

世紀初頭が考えられる。

3群はJJ • K K -41 • 42グリッドに位置する。

調査区の南西部にあり、調査区の中でも低い場所に

あたる。 16翡分の番号を付したが実数は20基を超え

ると思われる。周辺には僅かに竪穴住居跡が見られ

るほかは溝跡が多い。第50• 52 • 54 • 61 • 63号溝跡

と重複する。第52号溝跡より古いが他の溝跡との新

旧関係は不明である。個々の粘土採掘坑の形状や掘

り方、覆土は 1群と同様である。本群は大きな平面

形を示す採掘坑が多い。これは掘削の回数が多く、

結果としてひとつの大きな繋がりとなったものと理

解できる。

遺物は、 SX31のフラスコ型長頚瓶のように古い

ものも見られるが、これは混人と思われる。 SX37 

からは土鈴が出土した。上端には穴が開いているこ

とから紐などで吊るしたものと考えられる。下部は

三角形を呈する。膨らみは 3cmあり、器壁は0.5cm

であるから、中の空間は約 2cmである。中に入る土

玉は直径1.4cmである。外面は指頭痕が顕著である。

土師器坪は、大きく分けると口縁部が短く内湾しな

がら立ち上がるものと、大きく外傾するものがある。

いずれも器高は低く、口径は前者が12~14cm、後者

は18cm前後である。甕は口縁部が外反する。最大径

は胴部中位から上半にあり、器厚は薄い。外面の調

整は頸部下が横方向の箆ケズリで、それ以下は縦或

いは斜め方向の箆ケズリである。

時期は 7世紀後半から 8但紀初頭と考えられる。
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第185表 粘土採掘坑 (SX 12) 出土遺物観察表

［ 器種

~ 三(1(282.1.01))n~ 一11 ((S9ぶiS) ） 底径口胎土

焼成

色調 L □-'1~-悶五考

出t位置―~

須恵器蓋 良好！

にぶ灰灰い橙
7 須恵器杯 i (9:2) BBEEJ J 良好 I

I 
十帥累盤 - BDE 普通

上師器鉢 - BDGH 普通 にぶい橙

第186表 粘土採掘坑 (SX 13) 出土遺物観察表

器種

冒
((118.600)) i ! (.(35..87) ) ~ ~ ~ II I 底口-- i I AB  A 土

焼成 I 色調 I残存率（％） ： 備考・出士 位~ 置~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 
坪 EH 

普通 I 
橙 15 やや摩耗する

鉢 BH 将通 褐灰 10 

甕 DEH 普通 にぶい橙 10 

第187表 粘土採掘坑 (SX 14) 出土遺物観察表

種 LJ径器高底径 胎十一 ～焼成 色調―

瓶 ー (5.3) 1 (10・O) B ：ロー／／
壺 (10.0) I (4.4) ! - I E 良好 オリーブ黒

甕 （18.0) I (5.5) j - I A B D E H 普通 にぶい褐

甕 ー I (2.8) I 6.7 I ABE H 蒋通 にぶい橙

原さ0.8cm 孔径0.7cm 重さ 14.7g 

ミニチュア l 2.0 1 l.2 |ーニ-[ A E l 普通 I 橙

第188表 粘土採掘坑 (SX 15) 出土遺物観察表

l残存半(%)I 

＇ 
15 

¥ 10 

15 

50 

90 

備考・出土屈面□ーロ］

穿孔 2ヶ所・ . J 

□—竺ー］重
14 上師器甕ー

門ガラス玉

n怪:：□言］：：口：］口：二□どf%)

直任5.5mm 厚さ4.0mln 孔径1.5mm 重さ0.2g i ー～緑灰 ］ー」四

備考・出七位置

内外面やや摩耗する

第189表 粘土採掘坑 (SX15・16) 出土遺物観察表

番号 器 種 口径 l器晶 底径 胎土 I 焼成 色調

16 須恵器高台盤 (2.6) (10.0) ! B E J ！ 良好 秋

17 t師器杯 l~ 2 0) 
3.5 - B DE 普通 にぶい橙

18 土帥器杯 6.0) 3.0 - BDEH 不良 にぶい褐

19 上師器坪 4.0) (4.2) - AB D E H 蒋通 橙

20 t師器甕 4.0) (5.3) - A B D E H 普通 にぶい橙

第190表 粘土採掘坑 (SX16) 出土遺物観察塁

:"＿□直詞］底径 I 胎十上

師器咽 (990) i (4 1) -

1 焼成 1 色調

普通＇ 杞

｝普通 にぶい栴

残存卓（％）

15 

40 

備考・出エ""-I 
→ 1 

第191表 粘土採掘坑 (SX 17) 出土遺物観察表

番号 器 種 口径 器高 I底径 胎士 焼成 色調 I残存皐（％）

1 七帥器坪

長(-12さ・.0」()6血0I)叩(((332•• ~2) 2()) ) i•I 1 l印(4竺_・．.499) C91 ,I A BB D収DDEEH ．lE ［i I H — 普通

にぶ＼ヽ 橙 5 

2 土帥器甕 普通 にぶい橙 40 

4 3 
t師器甕

普普通通 ， 
杓 100 

土錘 褐灰 80 

第192表 粘土採掘坑 (SX26) 出土遺物観察表

備考・出土位置

］孔径0.5cm 重さ 15.2g 

―

―

 

番号 1 器 種

須恵器盤

士師器坪

土師器坪

上師器坪

9 i土師器杯

甕

甕

三器高 底径 胎土 ＇—・焼成 L 色翼＿］一残存卑（％）

(24.0） □□ BEJ 良好 灰 15 
10.6 I 2.7 I - I AB DE H 暫通 橙 95 

(12.0) I 3.3 / - [ D E H 不良 にぶい褐 40 

(15.0) I (4.0) I - I AB DE H 将通 橙 15 

7.0) I 5.4 ] - I ABE G H 普通 灰褐 80 

_ (? R¥ 1 7O R n F H 並涌 里娼 80 

60 

備考・出土位置 ロ

一
底

一

る

着

丸

す

付

だ□`
」

や

内

や
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第193表 粘土採掘坑 (SX 30 • 31 • 32) 出土遺物観察表

―□□：星 I氏径ー□胎土一ー~ 色調 残•(f半（％） 備考・出上位憤

杯 （13.4) I 3.5 ! -I A B D E H 汎通 にぶい杓 30 

上師器坪 (14.0) I 3.2 I - I AB DE H 蒋通 にぶい褐 50 やや摩耗する

14 I _l帥盗J不 (14.0) ; 3.2 ← DEH 将通 にぶい褐 15 I 外血やや摩耗する

15 It帥盗坪 （14.0) i (3.5) I -I B D E H 普通 にふし斗登 30 

16 It師器杯 （13.0) I 3.2 i (7.0) I AD E H 酋通 棺 15 

17 上師器J不 （17.6) I 3.5 j - I DE H 普通 桁 30 やや摩耗する

18 上師器批 23.0 ! (8.0) I - I B H 不良 橙 80 LJ縁やや楕円形摩耗著しい

19 十眉l[i盗甕 （24.0) : (7.8) ~ ABDEH 将通 橙 50 

20 I且i[i器鉢 （22.0) i (8.4) I - I A E G H 小良 橙 25 I 1年耗著しい

21 L師器碗 （14.0) I 4.5 j (9.0) I D E G H 普通 にぶい柏 15 

22 上師器甕 22.6 I (17.o) ! 

23 上師；；；；甕 ー (3.7) ! 9.6 I ABE G H 将通 にぶい橙 90 ：二B[GH_L:0io80 

長さ (158)Clll ll品（116)cnl l旱さ80cm 盾さ 8794 g• L ！表畏面に凹みあり

第194表 粘土採掘坑 (SX 31) 出土遺物観察表

種 [l任！閣高 底径！ ij合±. I 
頸瓶 11.6 ! (11.7) I - , E 

頸瓶 - I (13.0) i - I B E H.J 

! (16.0) I (3.9) i - I E H 

ー一ーロり＿1-竺竺L-I ABEB 

ー→ →一← ~ 

第195表 粘土採掘坑 (SX 33 • 34 • 35) 出土遺物観察表

lttitrilJ:m:ni 
第196表 粘土採掘坑 (SX37) 出土遺物ー観察表

残存｀］ー備考・出十位慨 -l
90 

20 

10 

50 1,人1外面摩耗著しい

色／［口し°
棺; 80 

備考・出土位置

やや摩耗する

歪み大きい 摩耗著しい

にぶい黄褐 1 60 

橙 I 20 摩耗著しい

□ :H 

―→、--..-
備考・出上粒置

S X31 灰

つまみ径2.3cm 重さ (43.1)g エ径1.4cm

第197表 粘土採掘坑 (SX40) 出土遺物観察表

二 □］：D［_J_:：□□□間：ロニこ□＇上位置＿＿＿］

第198表 粘土採掘坑 (SX53) 出土遺物観察表

胎上

ABDEH 

ABDH 不良

BEH 良好

ABDEH 不良

―-366-

["11%) {/i/i一考・ 1’l-9，上位置 一
| 10 内外面摩耗著しい

橙 ， 20 やや序耗する

I火

橙 40 摩耗評しい やや歪みあり



第199表 粘土採掘坑 (SX54) 出土遺物観察表

ビ□言 種―-- l二lff|詞|l氏ff 叶工□嘉成――~ 備考・出1―iO置

43 1須 疇浣―-1 (180) 64 1 (120) BEH 1 良好 灰 20 底部手持ちヘラケズl)― SX3□□
44 上帥器身‘ i (12.0) ! 2.4 [ - I B D E H 油通 1 杓 10 I I阜耗する

45 上帥盗J不 (12.0) (3.3), - B D E H 酋通 橙 15 1 

46 土師器坪 （18.0) I 3.8 I - I B D H 蒋通 橙 40 やや摩耗する

47 I七師器杯 （18.0) I (4.3) I - i A B D H 普通 にぶい橙 15 やや摩耗する

48 上師器鉢 : 17.0: 7.5 I 6.4 I ABDEH I普通 灰黄褐 90 

49 上帥盗甕 （22.0) (8.0) - AB D E H 酋迎 1 橙 20 やや1年耗する

：j it!t~ ~ニロ(il[iI I二］ロ―-j：口：言言:1言□'"_J
第200表 粘土採掘坑 (SX1) 出土遺物観稟表

ロ十師：紬:! I ilf苓 1□I 辰f斧 I l贔上

第201表 粘土採掘坑 (SX 11) 出土遺物観察衷

十 焼成

BHt--ffi 
EH '普通

第202表 粘土採掘！冗 (SX56) 出土遺物観察表

ロ序重 1] □嘉高「応［口台十l 4 上帥盗甕 ，（21.0) [ (23.3) [ • [ A B D E H 

色調--•一］］｀｀｀□□＿備考・出］ー｛｝晉＿＿＿~
・• -•. 

桁 i 80 ]やや1翡耗する

色調

にぶい橙

開褐

i 

備考

屯さ66.0g 

冨.203表 粘土採掘坑（ SX57) 出土遺物観察表

器f:ー-LJ任／口底／［口」□言］―：□□□三］□/一考

出上位置

二言言三□：]・ニ。木3:卯玄屯さ217g+1ロ
第205表 粘土採掘坑 (SX60) 出土遺物観察表

-·r·~·--, 
齢種

器坪

―̀―-. - ・ --
［残介翠（％） ！ 備考・出上位置 ！ 

'・▼r rr ・-• - - - --•―ヽ▲ー··`―・―  ， 

100 i __・--・--・---- -- -_J 

第206表 粘土採掘坑 (SX62) 出土遺物観察表□二I]口：□I]口H

残汀]：□9／叫f＿_h塁＿

70 1ザ耗著しし‘ --―--- -• / 

第207表 粘土採掘坑 (SX63) 出土遺物観察表

A 口〖:I：ロ~T：やここ出十｛置
第208表 粘土採掘坑 (SX64) 出土遺物観察表

1: :: I (：］］：口）l i氏f王 1 :F/,J-HL 

焼成！ 色調

普通＇ 橙

旦竺二＿＿＿い＿．．＿J＿_:.-—←-―•
残存半（％）

70 

367 

- -

備考・ー出土位置＿＿＿口

―――- -―-| 



10. 方形区画溝跡
方形区画溝跡 (SD42) （第337• 338図）

方形に廻る溝跡が検出された（第337図）。第42号

溝跡で、 BB-44~47• E E-45~47グリッドに位

置する。周辺には竪穴住居跡などが多くあるが、位

置的には南側の掘立柱建物群と北側の竪穴住居跡群

の境にあたる。第157• 177 • 208 • 217 • 221 • 27 4 • 

299 • 307号住居跡、第208• 279号土壊、第47• 49 • 

50 • 51号溝跡、粘土採掘坑 (SX63)、第 1号道路

跡と重複関係にある。第157• 177 • 217 • 221 • 

274 • 299 • 307号住居跡、第47号溝跡より新しく、

第208• 274号住居跡より古い。溝跡では、第49号溝

跡より古い。第 1号道路跡より古い。土壊では第

208号土壊より古いが、第279号土壊との新旧関係は

不明である。調査時の所見では粘土採掘坑 (SX63) 

より古いと思われた。

溝跡は、北辺及び南辺は東西方向を指すが、東辺

と西辺はN-7°-Wを示し、やや平行四辺形を呈

する。南西角は外側に段があるが、これは後但の影

響による可能性が高い。

規模は北辺が28.5m、南辺は29.8mで、東辺と西

辺はともに26.6mである。幅は0.7~1.3mで、深さ

は0.4m前後である。底面は平川で、壁は斜めに直

線的に立ち上がる。覆土は自然堆積である。場所に

よって多少の差はあるが、基本的には暗褐色土を主

体とし、焼土粒とローム粒を含む。

区画内には複数の竪穴住居跡と井戸跡、土堀など

が存在する。第309号住居跡が溝跡と近い時期であ

るが、他の逍構は時期的に区画溝には伴わない。ま

た、掘立柱建物跡についても丹念に精査したが検出

することはできなかった。区画外にも直按溝跡に関

係すると考えられる遺構は検出できなかった。

遺物は、北辺と西辺から出土した。北辺からは土

師器坪、須恵器蓋・坪が出土した。個体数は少ない

が残存状況は良い。いずれも床面から浮いており、

溝が 1/4程度埋まった段階で入っている。西辺か

らは破片の状態で纏まって出土した。特に北側に集

中が見られる。出土状況は、底面よりやや浮いた位

置から上層まで分布しており、外側から流れ込んだ

状況が窺われる。西側に住居跡が多く存在すること

と関係があると思われる。遺物は土器よりも礫が多

く、土器も混入によって時期差が見られる。古い時

期のものは、第221号住居跡などの重複している逍

構のものと考えられる。

北辺から出土した土器は、重複する遺構がなく混

入の惧れが少ないと考えられる。第339図3• 4は

須恵器高台付坪である。北辺の東側から出土した。

体部は直線的に立ち上がり断面は箱型を呈する。高

台はきわめて低く小さい。 2も同じく北辺の東側か

ら出土した蓋である。口縁部は欠失している。摘み

は低く輪状で直径6cmと大きい。 15は土師器杯であ

る。北辺のやや西側から出土した。丸底の底部から

口縁部は真っ直ぐに立ち上がる。外面底部箆ケズリ、

口縁部は横ナデされる。

これらの北辺から出土した遺物の時期は 7世紀後

半と考えられ、前述のように 1/ 4ほど埋まった時

点で溝に入り込んでいることから、溝の機能した時

期の下限を示すと考えられる。溝の機能については、

方形に区画しているということ以外、具体的な機能

を椎定させるものがなく不明である。
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